
THE　INSTITUTE　OF　SPACE　AND　ASTRONAUTICAL　SC置ENCE

This document is provided by JAXA.



This document is provided by JAXA.



　　　　　　　　　　　　　　　　　目　　　　次

1．概　 要………・・………・……………・…・・……・・……

　1．沿　　　革　……………・一・………………・…一……………

　2．設置目的…………………………………………………・・…

　3．宇宙開発体制　………・…・…・…………・…・…・…・…’…………

　4．組織及び運営　………………・・……・…………・・………………

　　a．組織・運営……………・・………・………・・…・………・

　　b．　糸且　　織　　【采i　・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・…

　　c．職　員　数　……一・…・…・・………・………・一……一・……

　　d．予　算…………………………………・・…・・……

　　e．おもな職員　………………・……”…………’°………………

　　f．昭和63年度宇宙科学研究所大学院学生受入要領　　……・・

　5．研究所の位置・敷地・建物　…………………………………・・

IL研究活動……………・・…・……………・・…・………………・・…

　1．研究系の研究活動　……………・・…・…………・……・曾………・・

　2．総合研究……………・・…・……………………・・…………

　　a．宇宙観測事業…一・…………・・……・………・………・・……

　　b．宇宙科学実験川設備を用いた共同利用研究………………

　　c．その他の共同研究　………・・………・……………………・・…

　　d．受託研究……………・・…・………・………・・……………・・

　3．　シンポジウム等　………………・……・・…………・・……………

　4．国際協カ…・・……………・・………・………・………………・・

　5．おもな研究設備　……………・…・・………………………・・……

　6．附属研究施設　……………………………・…・・………………・・

　　a．鹿児島宇宙空間観測所　…………・・…………・…・・…………

　　b．能代ロケット実験場　……・・…………・…・・……………・…・・

　　c．　モ陸大気球観測所　……………・…・・………”………’°’……

　　d．臼田宇宙空間観測所　……・…・………・………………”……

　　e．宇宙科学資料解析センター　………………・・………………

　　f．宇宙基地利用研究センター　………………・・………………

　7．技術部機器開発課工作班　…………・・……・……………・・…’”

　8．図　書………………………・・…………・………・・………

皿．教育活動………・・………・…………………………・……・……

IV．研究成果発表の状況　…………・…・…・………・………・・……・・…

　1曾　干1」　1テ　　牛勿　　…………・・……・…………・・……・………………・・

　2．所外の学術雑誌などに発表したもの　……………・・…・…・・…

　　　　　　　　　　　1

・　　　　　……　　　　1

…　　　　　　　　　　　　1

・・@　　　　　　　　　　2

・　…　　　　　　　　　　5

　…・　　　　　　　　　5

・・…一一・－
W

・・@　　　　　　　　　　10

　　　　　　　　　　10

…　　　　　　　　　　　11

・… @　　　　　　　　　　15

…　　　　　　　　　　　21

．　　　　　　　　　　　24

．　　　　　　　　　　　24

　　　　　　　　　　101

・・@　　　　　　　　　101

．　　　　　　　　　　　110

・・@　　　　　　　　　114

・・@　　　　　　　　　115

・・@　　　　　　　　　116

・・@　　　　　　　　　117

・・@　　　　　　　　　137

・・@　　　　　　　　　159

・　　　　　　　　　　　159

・　　　　　　　　　　168

・　　　　　　　　　　170

・・@　　　　　　　　　172

・　　　　　　　　　　173

°　　　　　　　　　…173

・　　　　　　　　　…175

・　　　　　　　　　　　176

・　　　　　　　　　　189

・　　　　　　　　　　190

・　　　　　　　　　　190

・　　　　　　　　　　　196

表紙の写真：相模原キャンパス空撮

This document is provided by JAXA.



宇宙科学研究所年次要覧（昭和63年度）

　　　　　　　　　正誤表
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1．概 要

1．沿 革

　宇宙科学研究所は，昭和56年4月1411付で設立された．

　当研究所の前身である東京大学宇宙航空｛iJf究所は，昭和39年4月に「宇宙理学・宇宙11

学及び航空の学理及びその応川の総合研究」を行う目白くJで設置された．以来，飛翔体に関連

した宇宙L学の研究開発並びに宇lil理学研究は，東京大学宇宙航ワ筐研究所を中心とし，国・

公・私立大学等多くの機関の研究者の協力のドに，自由な発想に基づく…貫した研究プロジェ

クトとして進められ，多大の成果を収めてきた．

　この結果，我が国の宇宙理学・宇宙1：学研究は発展をっづけ，世界的な趨勢を反映しその

規模が拡大してくるとともに，大型国際協力計lihiへの参加など国際的な連携体制への配慮も

必要となってきた．更に実利用分野にわたる国の宇宙開発計画の拡大に対して，その自、’1．的

発展に寄与するためにも，特に宇宙L学分野における幅広い研究の拡充が必要となってきて

いた．

　この情勢を踏まえ，東京大学’｝｛宙航空｛∂院所においては，将来の体制のあり方について検

討が重ねられてきた．また文部省学術審議会においても，文部大臣の諮問に応えて審議の結

果，昭和50年10Jlに至り「宇宙科学研究の推進1について答申が行われた．その中で今後

の我が国の宇宙科学石ヲモ究のあり方と，これを推進するための中枢となる研究所（いわゆる

「中枢研究所｝）の必要性が強調された．

　宇宙航空研究所では所外の関連研究者の．意見も徴しっっ，さらに討議を進y），宇宙理学・

宇宙L学に係わる部分が発展的に「中枢研究所1に移行するのが適当であるとの結論に達し，

これを受けて東京大学評議会においても同様の趣旨の結論が得られた．これに従い，ll召和55

年4月に東京大学に「宇宙科学のための中枢研究所」設、γ準備調査委員会が発足し，中枢研

究所のあるべき姿について審議を重ね，r中枢研究所」を緊急に発足させることの必要性と

その目的・組織・規模・事業計1由i等の基本的事項が取りまとめられた．

　これに基づき昭和56年度f算に「研究所の創設」について概算要求を行い，第94回lkl会

において「宇宙科学研究ljJi　jの設置に関するf算並びに国㍍学校設置法の改正がなされ，昭

和56年4月14日付をもって，東京大学宇宙航空｛lll究所を発展的に改組し，宇宙科学研究所

が発足したものである．

2．設置目的

　宇宙科学研究所は，気球，ロケット，人ll衛星などの’卜宙飛翔体を用いた観測実験による

宇宙理学研究の推進と，それら宇宙飛翔体の研究開発及びその利用を通じての宇宙Ll学技術

の発展を図るとともに，この研究に従事する全国の国・公・私立大学その他の研究機関の研

究昔に利用させることを目的として設置された文部省に属する教育研究機関である．

　この研究所は，匡泣学校設置法第9条の2に掲げる国立大学共同利用機関として設置さ

れ，研究者は教授，助教授又は助罫として大学教員の処遇を受ける．

　共同利用機関として，全国の関係分野の研究者にその利用が開かれており，また国・公・

1
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私立大学の研究者や外国人研究者を客員の教授，助教授等として迎えることができる．

　また，大学院教育としては国・公・私立大学の要請に応じ，当該大学の大学院教育に協力

することになっており，このことを通じて，この分野の後継者養成に貢献することとなって

いる．

　宇宙科学研究所の主要な研究活動は，大気球，観測ロケット，科学衛星等宇宙飛翔体によ

る観測実験及びそれら宇宙飛翔体の研究開発であるが，その規模は，年間大気球約14機，観

測ロケット7機，科学衛星1個程度である．このうち，科学衛星は，昭和45年2月の我が国

初の人工衛星「おおすみ」以来，これまでに18個の打ち上げに成功し，大気球，観測ロケッ

トによる研究とあわせ，宇宙科学の発展に多大の成果をもたらしている．

　宇宙科学研究所は，相模原及び駒場における施設設備のほか，附属の研究施設として，鹿

児島宇宙空間観測所（鹿児島県内之浦町），能代ロケット実験場（秋田県能代市），三陸大気

球観測所（岩手県三陸町），宇宙科学資料解析センター（相模原），臼田宇宙空間観測所（長

野県臼田町）及び宇宙基地利用研究センター（相模原）を有している．

3．宇宙開発体制

　我が国の宇宙開発推進体制は，「宇宙開発政策大綱」にその指針が示されているように，

確立された計画のもとに，個々の機関で行われている宇宙開発を国として一体性を保ちつつ，

総合的かつ効果的に実施することが図られている．

司

工業技術院

機械技術研究所

奨灘雲凱」
　電子航法研究所

　海上保安庁
　気　　象　　庁
　　気象研究所
　　気象衛星センター

国立極地研究所

国立大学附置研究所

表①　我が国の宇宙開発体制

2

This document is provided by JAXA.



　人一L衛尾の打ちEげは，宇宙科学研究所及び字宙開発事業団で行われているが，科学衛星

及び同打ちヒげ用ロケットは，開発から打ちhげ・運用に至る過程のすべてを宇宙科学研究

所が責任をもって実施し，実利用分野の人Il衛星については宇宙開発事業団が中心となって

開発が進められている．

　このため，総理府に宇宙開発委員会が設置され，科学と実利用との間の総合調整や重要な

施策について審議され，「宇宙開発計画」が策定されている．

（1）我が国の宇宙開発体制及び’1｛宙開発総f算は，表④，表②に示す通りである．

（2）昭和62年3月に策定された宇宙開発計画のうち，宇宙科学研究所関係の個別の事項の

概要は次の通りである．

　◎科学の分野の開発計画

　1．開発プログラム

　（1＞人［衛履の運用

　　①　第9号科学衛星「おおそら」（EXOS－C）

　　　　　光学的に成層圏，中層圏の大気研究を行うとともに，第3号科学衛星「たいよう」

　　　　により発見された南大西洋地磁気異常帯卜空での電離層プラズマの特異現象を解明

　　　　することを目的として，昭和59年2月に打ち上げた第9号科学衛星「おおそら」

　　　　（EXOS－C）を運用する．
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表②　我が国の宇宙開発総予算
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　②試験惑星探査機「さきがけ」（MS－T　5）

　　　　M－3Sllロケット1号機の性能を確認するとともに，惑星間軌道達成とこれに関

　　　連した姿勢制御，超遠距離通信等の技術を習得することを目的として，昭和60年

　　　1月に打ち上げた試験惑星探査機「さきがけ」（MS－T5）を運用する．

　③第10号科学衛星「すいせい」（PLANET－A）

　　　　地球軌道より内側の惑星間プラズマの研究及びハレー彗星の紫外領域における観

　　　測研究を行うことを目的として，昭和60年8月に打ち上げた第10号科学衛星

　　　「すいせい」（PLANET．A）を運用する．

　④第11号科学衛星「ぎんが」（ASTRO－C）

　　　　活動銀河の中心核のX線源の観測及び多様なX線天体の精密な観測を行うこと

　　　を目的として，昭和62年2月に打ちヒげた第11号科学衛星（ASTRO－C）「ぎんが」

　　　を運用する．

　⑤第12号科学衛星「あけぼの」（EXOS－D）

　　　　地球磁気圏におけるオーロラ粒子の加速機構及びオーロラ発光現象等の精密観測

　　　を行う目的として，平成元年2月22日に打ち上げた第12号科学衛星「あけぼ

　　　の」（EXOS－D）を運用する．

（2｝人工衛星の開発

　①　第13号科学衛星（MUSES－A）

　　　　第13号科学衛星（MUSES－A）は，惑星探査に必要となる軌道の精密標定・制

　　　御・高効率データ伝送技術等の研究を行うとともに，その一環としての月スイング・

　　　バイ技術の試験を行うことを目的とした衛星で，M－3Sllロケットにより，昭和64

　　　年度に打ち上げることを目標に引き続き開発を進める．

　②　第14号科学衛星（SOLAR－A）

　　　　第14号科学衛星（SOLAR－A）は，次期太陽活動極大期に太陽フレアの高精度画

　　　像観測を，日米協力により行うことを目的とした衛星で，M－3S皿ロケットにより，

　　　昭和66年度に高度約550～600kmの略円軌道に打ち上げることを目標に引き続き

　　　開発を進める．

　③第15号科学衛星（ASTRO－D）

　　　　第15号科学衛星（ASTRO－D）は，宇宙の最深部を対象とし，多様な天体のX

　　　線像とX線スペクトルの精密観測を行うことを目的とした衛星で，M－3SHロケット

　　　により，昭和67年度に高度約500～600kmの略円軌道に打ち上げることを目標に

　　　開発を行なう．

　④磁気圏観測衛星（GEOTAIL）

　　　　磁気圏観測衛星（GEOTAIL）は，日米協力として我が国が衛星の開発を担当

　　　し，米国がスペースシャトルを用いた打ち上げ等を担当して，地球の夜側に存在す

　　　る長大な磁気圏尾部の構造とダイナミックスに関する観測研究を行うことを目的と

　　　した衛星で，アメリカのデルタllロケットにより，昭和67年度に打ち上げること

　　　を目標に引き続き開発を進める．

　⑤　粒子加速装置を用いた宇宙科学実験（SEPAC）

4
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　　　　粒子加速装置を用いた宇宙科学実験（SEPAC）は，プラズマ及び電jf“ビームを

　　　放射することにより，オーロラの発光機構，プラズマ中の荷電粒子の運動及び電磁

　　　波動の励起等を解明することを目的とするもので，昭和65年度に打ちヒげが予定

　　　されているスへ一スシャトルを利用して再実験を行うことを目標にその準備を進め

　　　る．

◎輪送系共通技術の分野の開発計画

1．開発プログラム

（1）ロケットの開発

　（1）　Mロケット

　　　　Mロケットは，全段に固体燃料を用いるロケットとし，科学衛星の打ちヒげに利

　　　用するものとして開発を行ってきたものであり，今後とも信頼性が十分に得られる

　　　段階まで，宇宙科学研究所において引き続き開発を進めるものとする．

　　　　すなわち，M－3Sロケットの第2段及び第3段モータの改良，第1段補助ロケッ

　　　トの変更等を行ったM－3SIIロケットについて，昭和63年度に第12号科学衛星

　　　「あけぼの」（EXOS－D）を，昭和64年度に第13号科学衛星（MUSES－A）を昭和66

　　　年度に第14号科学衛星（SOLAR－A）を，平成4年度に第15号科学衛星（ASTRO－

　　　D）を打ちhげることを目標に引き続き開発を進める．

4．組織及び運営

　a．組織・運営

　本研究所は，9研究系並びに管理部，技術部及び観測部から構成されているほか企画調整

k幹及び対外協力室が置かれている．また附属の研究施設として，鹿児島宇宙空間観測所，

能代ロケット実験場，三陸大気球観測所，宇宙科学資料解析センター，臼田宇宙空間観測所

及び宇宙基地利用研究センターが置かれている。

　研究系は，研究のための基本的組織であり，一つの研究系のもとには，3から7の研究部

門が置かれており，9研究系を合わせた研究部門数は48部門（うち客員部門15を含む）で，

専任部門は原11i」として教授1，助教授1，助f’一　2で構成されている．各研究系には研究主幹

が置かれ，いずれかの部門の教授が併任している．企画調整主幹は，本研究所が行う観測及

び研究開発に係るプロジェクトの企画及び実施について総合調整するために設けられ，教授

が併任することになっている．また，対外協力室は，国内外の関係機関との学術的技術的協

力に関し，企画連絡等にあたるためのもので，その長は教授が併任する．

　共同利用の研究所として円滑な運営を行うため，所長に対する助言あるいは諮問機関とし

て文部大臣が任命する評議員と運営協議員が置かれている．このほか，研究所内だけで構成

する各種の所内委員会や，全国の多数の関係研究者を構成員として共同研究計画等について

審議する各種の研究委員会が設けられている．

評議員名簿（50音順）

　統計数理研究所長

　東京大学長

平成元年3月3ユ日現在

　　　　　　　　　赤池弘次

　　　　　　　　　有馬朗人

5
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東京大学工学部長

宇宙開発事業団理事長

基礎生物学研究所長

国立天文台長

日本学術会議会長

宇宙開発委員会委員

東京工業大学長

国立極地研究所名誉教授

京都大学長

早稲田大学総長

芝浦工業大学（工学部）教授

名古屋大学長

東京大学名誉教授

関西大学（工学部）教授

国立極地研究所長

上智大学（法学部）教授

東京理科大学長

伊理正夫

大澤弘之

岡田節人

古在由秀

近藤次郎

齋藤成文

田中郁三
永田　　武

西島安則

西原春夫

野村民也

早川幸男

久松敬弘
前田　　弘

松田達郎

山本草二

吉識雅夫

運営協議員名簿（50音順）平成元年3月31日現在

（所　外）

　京都大学（工学部）教授

　東北大学（理学部）教授

　東京大学（理学部）教授

　東京大学（東京天文台）教授

　東京都立科学技術大学（工学部）教授

　東京大学（工学部）教授

　横浜国立大学（工学部）教授

　立教大学（理学部）教授

　大阪大学（理学部）教授

　名古屋大学（工学部）教授

（所　内）

　教授・宇宙推進研究系研究主幹

　教授・惑星研究系研究主幹

　教授・衛星応用工学研究系研究主幹

　教授・システム研究系研究主幹

　教授・太陽系プラズマ研究系研究主幹

　教授・共通基礎研究系研究主幹

　教授・宇宙圏研究系研究主幹

　教授・対外協力室長

6

池上文夫
大家　　寛

熊澤峰夫

小平桂一

小林繁夫

菅野卓雄
関口　　忠

蓬茨霊運

宮本重徳
保原　　充

秋葉錬二郎

伊藤富造

後川昭雄

大島耕一

大林辰藏

高柳和夫

田中靖郎

西田篤弘
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教授・企画調整主幹

教授・宇宙輸送研究系研究主幹

教授・宇宙探査［学研究系研究老幹

林　　友直

堀内　良

三浦公亮
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b．組織図
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管　　理　　部

庶　務　課

研究協力課

主　計　課

契　約　課

施　設　課

（
研

宇宙圏研究系

高エネルギー
　　天体物理学第1

高エネルギー
　　天体物理学第2

高エネルギー
　　天体物理学第3

赤外線天体物理学

※宇宙観測システム

◎宇宙科学第1

太陽系プラズマ研究系

　磁気圏電波科学

磁気圏プラズマ物理学

※太陽系プラズマ
　　　観測システム

◎宇宙科学第2

惑星研究系

共通基礎研究系

超高層大気物理学

惑星大気物理学

惑星大気計測学

比較惑星学

究

悉

※大気観測システム，　匿　r　，　，　雫　，　一　一　一　一　一　一　‘　・　・　．　・　・　曹　一　層　曹　魎　　　，　・　¶　7　，　，　F　幽　「

ｦ宇宙固体科学
システム研究系

宇宙輸送研究系

宇宙推進研究系

≡繭窯間厨勿理学．

@※理論宇宙物理学・　，　－　9　，　響　，　，　一　一　一　一　・　冒　・　・　「　層　．　曾　，　，　雪　　　一　一　一　一　圃　幽　■　・　曾

@楽宇宙生命科学r－■，，曹曹響曹r■■層，層一甲，，噛・幽・…匿・「・一響冒，

@※実験宇宙科学
宇宙探査工学研究系

衛星応用工学研究系
　システム工学第一曹，9，，，，7－，8幽曾o曹9，曾一

@システム工学第二．　r　，　響　冒　甲　，　．　一　一　幽　●　■　■　曹　●　曹　■　・　，　，　▼　噛　・　－　9　．　「　曾　，　，　甲

@保　安工　学．　，　一　一　一　一　●　噂　・　，　幽　・　■　・　■　．　囑　一　曹　魎　，　曹　，　，　一　，　，　幽　　　，　一　　幽　9

@宇宙環境工学層　7　－　，　，　，　一　，　＿　一　＿噛　一　●　一　，　P曹　雫　F　亭　ρ　甲　9　曹　，　一　一　幽　巳　昌　．　．
飛翔体開発課

技　　術　　部 基礎技術課

機器開発課

打上管制課

　気　球　工　学，　，　一　●　曹　■　●　曹　曽　■　曹　曹　曹　，　，　o　－　8　・　一　・　．　一　曹　，　，　，　甲　一　．　■

@軌　道工　学－　一　噛　・　幽　．　・　匿　匿　．　■　■　匿　曹　冒　，　曹　甲　雫　一　一　一　一　一　噛　冒　噛　・　，　．　層　辱　・

ｦ宇宙生態
@　　システム工学

揄F宙科学第3
観　　測　　部 観測管制課 曾一，幽一雫一一一雫一一一一一一一一一一一一幽一一・幽6幽・・．・一■

企画管理課

企画調整主幹

対外協力室

爾　　鹿児島宇宙空間観測所

気体　力　学

高速流体力学
高強度材料工学

属　　能代ロケット実験場

　推進機工学
　推進燃料工学

　電気推進工学
※放射線工学

施 三陸大気球観測所

違　宇宙科学資料解析センター

臼田宇宙空間観測所

宇宙基地利用研究センター

　宇宙構造物工学

　電子計装工学
　宇宙機制御工学

　電波追跡工学
※宇宙自動機構工学

◎外国人客員部門

※印は客員部門

　宇宙電子部品
宇宙エネルギー工学

　超遠距離通信
リモートセンシング工学

※宇宙材料実験

※宇宙計測工学

L
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各種委員会等

続＿一企醐整簸
?@　　廊齢委員会　一』　

　　　　　　　　　　研　　究　　班　　　　　　　　　　　　　　一一一一

@宇宙　理学委員会1専　門　委員　会研　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一

@1　　　　　　　　　　　　小委員会・W．G．　トー　　　　　　　一　　一　一一　　　　　＿　　　　　　　＿　　　一＿　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　＿　　一

?@　　　　　　　　　　　　研　　究　　班　　　　　　　　　　一』　　　　　　　一　　　一　　　　一　　一　　　　　　　　　　r＿

@宇　宙　L学　委員会i専　門　委　員　会
ﾏ　卜　　　　　　　　　　一　　　　　　　一　　　　＿一

評
議
員
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議

L
幹
会
議

教
授
会
議

　　　　　　　　　　　　　一@　　　　　　　　小委員会・W．G．　　　　　　　一一一一一ト　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ー　＿　　　　＿

ﾈ学衛星研究専門委員会　研　　　究　　班　　　　　　　　←

【　1　　ト　　　　　　　　　　　　ー
L大気球専門委員会研　　究　班　　　　　

vべ　ト　　　　　　　　7一

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　一　　　　　　　　　　一
ﾖ　宇宙利用研究委員会　　　　　　　　一　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　＿

」鎧研劉陰一一一　　　　　一一　　　　　　＿　　　　　　　　　　　＿⊥　　　　一

一　一所　長 日米科学技術協力事業1宇宙　研究計画委員会

運
営
協
議
員
会
議

　1常一置一，重　員　会　　　　　　　　　　　　　一一一　1内　　規　　委　員　　会所「　　　　一　一一　　　一　　　　　一一　　　　　　ISASニュース編集委員会

焉I一広報
活�ｸ甦懸趣＿　1図　・彗：　’　出　版　委　員　会　一一一一一一一＿＿　1大学院教育協力委員会一　　　　委一一　　　一　一一　　一　　　　　一＿一　発　　II月　　委　　員　　会

口技術屠死委員会貝施設一整偏委負会　　一一

@「　－　　　　　　　　　　　　　　　　　7　　　　　－一　　　　　　　　　　　一　　　　　一　　　一
ｪ1計算機運営　委員会」く　　　　　　　　一一一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　＿　　＿

@L放＿＿射　　線　　委　　員　　会　　　　　　　　　一　一＿　　　　　　　　　　　　　　　　　　相模原キャンパス計画委員会
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c．職　員　数

現員表（平成元年3月31日現在）

　職種別職員数

区　　分 所　長 教　授 助教授 助　手 事務官 技　官 用務員
非常勤
E　員

合　計

職員数
1 27（2）

P11
　29

ｦ11
48 74 90 2 3 274（2）

@※22

　X印：客員　　（　）印：併任

部別職員数

区　　分 所　長 教　授 助教授 助　手 事務官 技　官 用務員
非常勤
E　員

合　計

所　　長 1 】

研究系
27（2）

ｦ10

26

y10
45 98（2）

窒Q0

管理部 70 9 ユ 80

技術部 26 26

観測部 39 1 40

対外協力室 1 1

附属施設
※1

2
※
1

3 4 16 1 2 28

y2

計
1 27（2）

ｦ11
29

汲P1

48 74 90 2 3 274（2）

ｦ22

　　X印：客員　　大学院学生30
　　　　　　　　研　究生　8

d．予　　　算

昭和63度予算額

　　　経　常経　費

　　　科学衛星及びロケット観測経費『

　　　　（大型特別機械整備費2，670，100千円含む）

　　　大気球観測経費

　　　　（国際共同研究等経費31，033千円含む）

　　　国　立　学　校

　　　施設整備費
　　　　（大型特別機械整備費2，670，100千円除く）

　　　科学研究費補助金

　　　そ　　の　　他

23，076，699千円

2，816，137千円

19，790，　488千円

　153，547千円

　168，419千円

　　37，308千円

　　97，500千円

　　13，300千円
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　e，

　所　長

　企画調整主幹

　対外協力室長

管理部

　部　長

　庶務課長

　研究協力課長

　1｛計課長

　契約課長

　施設課長

技術部

　部長（併）

　飛翔体開発課長

　基礎技術課長（併）

　機器開発課長（事取）

観測部

　部長（併）

宇宙圏研究系

　研究主幹

　　理　　博　　　田　　中　　靖

　教　　授

　　理博　小川原嘉

　　理博　愼野文
　　理　博　　奥　「日　治

　客員教授

　　理博　松本敏
　助教授
　　理　博　　長　瀬　文

　　理　博　　井　L

　　理　博　　村　ヒ

　客員助教授

　　理　博　　小　山

太陽系プラズマ研究系

　研究主幹

　　理　博　　大　林

おもな職員（’賊元年3月31日現在）

西村　　純

林　　友直

L｝k－H】篤　弓ム

宗形郁夫
福本國太郎

橋川廣司

鳥尾幸寛
堀　　品美

橋本敬輔

岩間　　彬

斉藤　　敏

関日　　豊

岩間　　彬

岩間　　彬

　打h管制課長　　　　 橋元保雄
　観測管制課長（併）　　　市川　　満

　企画管理課長　　　　　　林　　紀幸

附属施設

　鹿児島宇宙空間観測所

　　所長（併）　　　　　　秋葉錬1郎

　能代ロケット実験場

　　場長（併）　　　　松尾弘毅
　三陸大気球観測所

　　所長（併）　　　　廣澤春任
　’jr宙科学資料解析センター

　　センター長（併）　　大林辰藏

　臼田宇宙空間観測所

　　所長（併）　　　　西村敏充

　　郎（高エネルギー天体物理学第2部門）

　　明（高エネルギー天体物理学第1部門）

　　命（高エネルギー天体物理学第3部門）

　　之（赤外線天体物理学部門）

　　雄（宇宙圏観測システム部Fi　E］）

　　昭（高エネルギー天体物理学第1部門）

　　一（高エネルギー天体物理学第2部門）

　　浩（赤外線天体物理学部門）

勝二（宇宙圏観測システム部門）

辰　藏（磁気圏電波科学部門）
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　教　　授

　　理　博　　鶴　田

　助教授
　　工　博　　向　井

　客員教授

　　工　博　　木　村

　客員助教授

　　工　博　　賀　谷

惑星研究系

　研究主幹

　　工　博　　伊　藤

　教　　授

　　理　博　　河　島

　　理　博　　清　水

　　理　博　　水　谷

　助教授
　　理　博　　小　山

　　薬　博　　長谷川

　　理　博　　中　村

　客員教授

　　工　博　　大　家

　　理　博　　藤　井

　客員助教授

　　理　博　　鈴　木

　　理　博　　沢　本

共通基礎研究系

　研究主幹

　　理　博　　高　柳

　助教授
　　理　博　　市　川

　客員教授

　　理　博　　蓬　茨

　　理　博　　三　浦

　客員助教授

　　理　博　　中　崎

　　理　博　　吉　田
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浩一郎（磁気圏プラズマ物理学部門）

利典（磁気圏プラズマ物理学部門）

磐根（太陽系プラズマ観測システム部門）

信幸（太陽系プラズマ観測システム部門）

富造（惑星大気計測学部門）

信樹（超高層大気物理学部門）

幹　夫（惑星大気物理学部門）

　　仁（比較惑星学部門）

孝一郎（超高層大気物理学部門）

典　巳（惑星大気物理学部門）

良　治（惑星大気計測学部門）

　　寛（大気観測システム部門）

直之（宇宙固体科学部門）

勝久（大気観測システム部門）

　　紘（宇宙固体科学部門）

和　夫（宇宙空間原子物理学部門）

行　和（宇宙空間原子物理学部門）

霊　運（理論宇宙物理学部門）

謹一郎（宇宙生命科学部門）

　　忍（理論宇宙物理学部門）

賢右（宇宙生命科学部門）
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システム研究系

研究主幹

理博
教　　授

　Il博

　Il博

　Il博

助教授

　Il博

　Il博

理博
　ll博

　Il博

大島耕一（宇宙環境L学剖≦門）

秋葉錬二郎（システムー［学第1部門）
雛　　巨」　　ノ亡　　糸己　（f呆安L戸γ！剖≦P「D

松尾弘毅（軌道1二学部門）

高　野　雅　弘（システム1：学第1部門）

川　LI　淳一郎（システムr：学第2部門）

乗　原　邦　郎（宇宙環境［学部門）

矢　島　信　之（気球L学部門）
卜二＿　　　　フト多　　　　　ナ…［S　　　　，董　　　（　E9＿JL道　　11e｝∠三音｛≦il圧」）

宇宙輸送研究系

研究主幹

　ll博
教　　授

　r．博

助教授

　L博
　［博

　Il博

　Il博

堀内

島
　
田
部
井
林

　
　
野

彩
　
小
安
藤
栗

宇宙推進研究系

研究主幹

　　1二博

教　　授

（併）ll博

　Il博
　［博
助教授

　Il博
　ll博
客員教授

　ll博

　良（高速度材料に学部門）

罷韮室　　　　　　 一　　（　1t’；’ij塞2弄己イ本　ノフ’学剖≦ド【」）

淳次郎（飛翔体構造Il学部門）

隆　十（気体力学部門）

孝　藏（高速流体力学部門）

一　　’彦　　（r笥礎直1隻木イ米斗　1：学音1≦F『）

秋　葉　錬1郎（推進機構学部fiLj）

葉
間
木

秋
岩
栗

稲谷
都木

錬二郎（推進機構学部門）

　彬（推進燃料ll学部門）

恭一（電気推進ll学部i］　tj）

芳　文（推進機構学部門）

恭一郎（電気推進Il学部門）

til村　尚　司（放射線［学部門）
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客員助教授

　工　博　　荒　川　義 博（放射線工学部門）

宇宙探査工学研究系

研究主幹

　工　博　　三　浦　公

教　　授

　工　博　　林　　　友

　工　博　　　　宮　敬

（併）Ph．　D．西　村　敏

助教授
　工　博

　工　博

　工　博

　工　博

客員教授

　工　博

取
藤
谷
田

名
齋
中
山

亮（宇宙構造物工学部門）

直（電子計装工学部門）

度（宇宙機制御工学部門）

充（電波追跡工学部門）

通　弘（宇宙構造物工学部門）

宏　文（電子計装工学部門）

　　郎（宇宙機制御工学部門）

隆　弘（電波追跡工学部門）

　　　　　　梅　谷　陽　二（宇宙自動機構工学部門）

客員助教授

　工博　村上正秀（宇宙自動機構工学部門）

衛星応用工学研究系

昭川後

信
春
敏

友
澤
村

長
廣
西

道
亘
島
次
林

田
棚
平

恭
幹
藤
木
近
高

良
康
本
林
山
小

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
授

鷲
授
碍
議
搬
踊
嚇
購
騰
磁
瑚
捕

研
　
教
　
　
　

助
　
　
　

客
　
　
客

雄（宇宙電子部品部門）

人（宇宙エネルギー工学部門）

任（リモートセンシング工学部門）

充（超遠距離通信部門）

夫（宇宙電子部品部門）

弘（宇宙エネルギー工学部門）

久（超遠距離通信部門）

平（宇宙材料実験部門）

雄（宇宙計測工学部門）

一（宇宙材料実験部門）

徳（宇宙計測工学部門）
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対外協力室

　教　　授

　　理博　西田篤弓1、
　助教授
　　二L二　　　　klj一　　　　　　　白くJ　　　　／lI　　　　泰　　　　♂ドi：

宇宙科学資料解析センター

　客員教授

　　理　博　　國　分　　　征

　客員助教授

　　理　博　　寺　澤　敏　夫

臼田宇宙空間観測所

　助教授

　　」二博　高野　 忠

宇宙基地利用研究センター

　助教授

　　理博　L1」ド雅道

　f．昭和63年度宇宙科学研究所大学院学生受入要領

　1．受入人員

　　宇宙圏研究系　　　　　　　　　　　　若Ii名

　　太陽系フラズマ研究系　　　　　　　　若　「名

　　惑星研究系　　　　　　　　　　若干名

　　共通基礎研究系　　　　　　　　　　　若　卜名

　　システム研究系　　　　　　　　　　　若　1‘・名

　　宇宙輸送研究系　　　　　　　　　　　　若　卜名

　　宇宙推進研究系　　　　　　　　　　　若干名

　　宇宙探査L学研究系　　　　　　　　　若　t”名

　　衛星応用11学研究系　　　　　　　　　若　「名

　2．受入対象
　大学院修士或は博十課程に在学し，宇宙科学（宇宙理学及び宇宙L学）またはその関連分

野を専攻する者

　3．　研究内容及び研究題目

　各研究系の研究内容及び担’且1教官が指導することのできるセな研究題目を以ドに掲げます．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　15
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　なお，多くの研究室ではこれらの研究題目と関係の深い基礎または応用の諸問題に関して

セミナーを行っています．

宇宙圏研究系

　宇宙からくるX線，γ線，粒子線及び赤外線の観測に基づく天体物理学の実験及び理論的

研究．人工衛星，気球，ロケット等を利用してこれらの放射線の観測を行う．またこれらの

観測に必要な新しい測定技術の開発も行う．

　研究対象は中性子星，ブラックホール，超新星，活動銀河，ガンマ線源など特異な天体を

はじめ，原始星，星雲など赤外線を強く放射する天体等である．また，星間空間や宇宙空間

プラズマも宇宙粒子線やX線の研究課題となっている．観測対象によっては地上の光学・赤

外望遠鏡や電波望遠鏡と共同研究も行う．

研　　　究　　　題　　　目 担当教官

　　　　　　　　X線天文学
@　　　　　　　7線天文学高エネルギー天体物理学　　　　　　　　粒子線天文学

@　　　　　　　星間プラズマ物理学

田　中　靖　郎

ﾄ　野　文　命

ｬ川原　嘉　明

艨@上　　　一

ｷ　瀬　文　昭

赤外線天体物理学
奥　田　治　之

ｺ　上　　　浩

太陽系プラズマ研究系

　太陽及び惑星系空間のプラズマ現象を中心とした宇宙科学分野である．

　1）宇宙空間物理学，2）磁気圏及び太陽風物理学の2分野があり，これらの分野の理論

的，実験的研究を行う．

　宇宙空間物理学は宇宙空間にひろがる太陽・地球系物理学の関連現象，とくに宇宙プラズ

マを中心とした自然現象を取扱う学術分野で，近年とくに発達しているロケット，科学衛星

などの観測機器を駆使して研究を行おうとするものである．

　磁気圏及び太陽風物理学は地球外圏大気（電離圏領域）から磁気圏を経て惑星間空間にま

でひろがる領域の自然科学を中心にした学術分野で，とくに太陽風によるエネルギーの流入，

それの変換過程，オーロラ現象の発現といったことが中心課題になる．それらの現象過程の

測定技術，研究実験などの課題も包含されている．

研　　　究　　　題　　　目 担当教官

宇宙空間物理学

磁気圏及び太陽風物理学

大　林　辰　蔵

ｼ　田　篤　弘

ﾟ　田　浩一郎
?@井　利　典
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惑星研究系

　惑星研究系では地球・惑星及び彗星周辺の大気・フラズマに関する研究，並びに惑星の内

部構造やその生成・進化の過程の研究を行うと共に，関連したフラズマ物理，生命の起源，

一般相対論等の基礎的研究が進められている．

　研究の方法としては気球・ロケット・人Il衛星による観測や，室内実験，理論的研究など

多岐にわたる．又，将来の惑星探査計画に関する開プ邑研究も行っている．

研　　　究　　　題　　　目 担当教官
宇宙及び実験室におけるフラズマ・一・般相対論に関する実験1河　島　信　樹

地球・惑星の電離圏構造　　　　　　　　　　　　　　　　　　　山1小　　　孝一郎

地球・惑星大気の構造・組成の研究 伊　藤　富　造

地球・惑星ノく気及びフラズマの観測方法と基礎実験 中　村　良　治

惑屋及び星間分f雲における原子分f過程

生命の起源と進化及び分∫｛生物学

清　水　幹　ノぐ

ｷ谷川　典　巳

1司体惑星の生成・進化過程の研究 水　谷　　　仁

共通基礎研究系

　この研究系の宇宙空間原」乙物理学部門では，近くはヒ層大気・電離圏から遠くは星間空間

に至る宇宙のさまさまな場所で起る原r一分f素過程の理論的研究を1」㌧、ている．現在研究が

進行しているテーマには，1）原f二分子の光電離，2）電j’・衝突による原」ニイオンの励起，

3）中・低エネルギーでのイオンと分fの衝突（振動・回転励起），4）極性分」乙同lrの衝

突，5）電荷移行衝突，6）電離層・　Jt／i間分f雲「契1係の一，　：の計算などがある．

システム研究系

　システム研究系では宇宙飛翔体に関連したシステムr学の研究を行っている．研究題目は

別表に示した通りであるが，大気球，ロケット，惑星探査機にいたる飛翔体，及び航行に関

する研究と，これら搭載機器の回収システムの研究を行っている．具体的にはそれらに関連

する実験，観測システムの開発，計算機によるシミュレーション等を行っている．
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研　　　究　　　題　　　目 担当教官

宇宙輸送システムに関する研究 秋　葉　錬二郎

宇宙推進工学の研究 高　野　雅　弘

推定・制御理論の宇宙システムへの応用 川　口　淳一郎

パラシュート工学

減速物体の空力特性
雛　田　元　紀

流　体　力　学

宇宙航行の力学
大　島　耕　一

宇宙航行の力学 棄原邦郎
観測用大気球システム 矢　島　信　之

惑星間飛行計画
松　尾　弘　毅

I　川　泰　宣

惑星間探査機の設計法 上　杉　邦　憲

気球搭載システムの方向制御 山　下　雅　道

宇宙輸送研究系

　宇宙輸送研究系では，大気圏から深宇宙に及ぶ広い範囲における科学探査，工学実験を支

える飛翔体とその輸送に関する分野の研究を行っている．飛翔体構造工学，気体力学，高速

流体力学，高強度材料工学の4部門があり，現在それぞれロケットの構造動力学，人工衛星

及びロケットの構造設計・解析とその機械環境試験，宇宙航行に関する流体力学，空気力学，

ロケット用高強度材料，高温における材料の変形及び破壊機構等の研究を進めている．

研　　　究　　　題　　　目 担当教官

宇宙飛翔体の気体力学 安部　隆　士

飛翔体をよぎる圧縮性流れの数値解析 藤　井　孝　蔵

再突入物体の空力加熱と熱防禦 辛　島　桂一

飛翔体・人工衛星の構造 小野田　淳次郎

金属材料の強化法及び強化機構 堀　内　　　良

飛翔体用構造材料に関する研究 栗　林　一　彦

宇宙推進研究系

　宇宙飛翔体を推進させる固体ロケット，液体ロケット空気取込式エンジン及び電気推進ロ

ケット等の基礎開発を主研究課題とする．これら推進器の開発に必要な研究を機械工学，化

学反応，電磁流体力学，伝熱学等の立場から進ある．そのほか推進用燃料，推進器構成用耐

熱材料の研究を行う．
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宇宙探査工学研究系

　宇宙探査L学研究系は1・1として宇宙探査機に1娼連のある電∫［学と機械i：学の分野におけ

る基礎ならびに応用研究を行っており，大型宇宙構造物，竃子計装，誘導制御，電波追跡及

び宇宙自動機構などの部門から成っている．

　最近の研究活動としては宇宙機の軽嫉構造概念，宇宙における大型構造物の構造解析など

の研究を中心としてノ〈面積太陽電池パネルならびにノく型バラボラアンテナの展開や各種観測

用センサの伸展ブームなどの応用研究も進y）られている．また宇宙における熱制御に重要な

物質表面の分光学的研究σ）ほか，光fや電j’一の検出，及び高電圧放電防止などの研究も行わ

れている．ロケットの飛行や探査機の運川に必要な誘導制御や姿勢安定のための制御システ

ムに関する研究を進めると同時に，宇宙機の姿勢検出，指向制御，精密測距などに用いるセ

ンサとそのデータ処理に関する研究も1」1われている．なお電波追跡に関連して惑星間空間探

査川テレメトリ・コマンド方式とこれに川いる搭載ならびに地ヒ用アンテナについても研究

が進められている．

研　　　究　　　題　　　　目　　　　　　　　i　担当教官　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1　　　　　－一一1一

人こ型’j｛τi排薄造雪勿（ノ）権1造曹根死念長に隈」冒する但干究　　　　　　　　　　　　　　　；　モ　1甫　　公　　’亮

宇宙構造’物の構造と制御に関する研究　　　　　　　　　　　1名　取　通　弘

ほ｛’［百用桑イ米斗表lfliの・分・光”γ：白勺｛ヲポ究
脚

　　　　　　　　　　　　　　　一一一��逑�｢』委女を芝置とそα）応」月 林　　　友　1自：

：次電f・放出現象とその応用

自由電fレーザー 齋　藤　宏　文

宇宙飛翔体用姿勢センサ及びそのデータ処理の研究

弓く1｛捧幾の～姿三勢と」璽重力と1剖征田去に1剰す曹る｛研究
二宮　敬　度

制　御　r　学
　　　　｝一
F宙機の誘導・制征ll　　　　　　　　　－一一

中　谷　　一郎

深宇宙通信
@　　　　　　　　　　　　　　　　1一㎜

林　　　友　直

a@野　　　忠

情報理論とその応用 山　田　隆　弘

衛星応用工学研究系

衛星応用Il学研究系では，宇宙電IL部品，宇宙エネルギー11学及びリモートセンシングL

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　19
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学の三つの部門で，半導体デバイス，マイクロ波の散乱・伝播の研究ほか多くの基礎的な研

究及び，スペースステーション，ロケット推進システム等将来の宇宙システムの開発にかか

わる研究を幅広く行っている．

研　　　究　　　題　　　目 担当教官
アモルファス太陽電池の評価 後　川　昭　雄

プロジェクト論 長　友　信　人

宇宙動力システム 棚　次　亘　弘

マイクロ波を用いたリモートセンシング 廣　澤春任
推定理論の応用，スペースVLBIの研究 西　村　敏　充

VI．BIによる電波天文および電波工学 平　林　　　久

なお，詳細については，各研究系の研究主幹の教授（下記）に問合せてください．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　記

研　　究　　系 研究主幹 内線電話

宇　宙　圏　研　究　系 田　中　靖　郎 2615

太陽系プラズマ研究系 大　林　辰　藏 2501

惑　星　研　究　系 伊　藤　富　造 2515

共通基礎研究系 高　柳　和　夫 2629

システム研究系 大　島　耕　一 2401

宇宙輪送研究系 堀　内　　　良 2817

宇宙推進研究系 秋　葉　錬二郎 2301

宇宙探査工学研究系 三　浦　公　亮 2423

衛星応用工学研究系 後　川　昭　雄 2712

　手続き上のことについての問合せは，研究協力課研究協力係（内線電話2232又は2233）

まで．

4．報 告

受託期間終了後，所属する大学院の研究科長あてに受託終了報告書をお送りします．
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5．　研究所の位置・敷地・建物

宇宙科学研究所

　位　　置

　　東京都目黒区駒場41’目6番1号

　　北緯35°41’30”　東経139°45’80”

　敷地・建物

　　敷地：97，667m2

　　建物：建面積　10，408m2

　　　　　延面積　21，857m2

　　　　　各建物の配置は付図のとおりであり，東京大学先端科学技術研究センターの建物

　　　　　中に共通使用している部分が約1，200m2ある．

相模原キャンパス

　位　　置

　　神奈川県相模原iii【ts野台3j’t］1番1号

　　北緯35°34’04”　東経139C22’36”

　敷地・建物

　　敷地：73，001n12

　　建物：建面積　　14，897　m2

　　　　　延面積　　42，742m2

　　　　　　　　　　　　　　　　相模原キャンパス
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鹿児島宇宙空間観測所

　位　　置

　　鹿児島県肝属郡内之浦町南方字松崎1791－13

　　北緯31°15’00”　東経130°04’4S　”

　敷地・建物

　　敷地：714，272m2

　　建物：建面積　11，270m2

　　　　　延面積　14，808m2

能代ロケット実験場

　位　　置

　　秋田県能代市大字浅内字下西山1

　　北緯40°09’52”　東経139°59’36”

　敷地・建物

　　敷地：46，470m2

　　建物：建面積　　2，670m2

　　　　　延面積　　2，788m2

三陸大気球観測所

　位　　置

　　岩手県気仙郡三陸町吉浜

　　北緯30°09’30”　東経141°49’30”

　敷地・建物

　　敷地：71，968m2

　　建物：建面積　　　811m2

　　　　　延面積　　1，　044m2

臼田宇宙空間観測所

　位　　置

　　長野県南佐久郡臼田町大字上小田切字大曲1831－6

　　北緯36°07’49”　東経138°22’03”

　敷地・建物

　　敷地：97，211m2

　　建物：建面積　　1，144m2

　　　　　延面積　1，647m2
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建物

ﾔ号
建　　物　　名　　称

3 中央変電室・車庫

4 宇宙輸送系実験室

9 金属加工実験室

10 正　門　衛　所

14 第　1　倉　庫
15 金属材料実験室

17 第　2　倉　庫
19 第3管理棟
22 宇宙輸送系研究実験室

23 宇宙輸送推進系研究室

24 宇宙推進系実験室

27 暖房汽缶室
34 工　　作　　室

35 超音速気流総合実験棟

36 宇宙科学実験準備室

40 宇宙飛翔体環境実験室

41 第2管理棟
43 東　門　衛　所

44 西　門　衛　所

45 第1宇宙科学工学総合研究棟

46 スペースチャンバープラズマ実験室

47 電波無響実験室

48 耐爆実験室
49 スピン実験室
50 気球接着実験室

51 危険物倉庫
52 圧　縮　機室
54 宇宙放射線実験室

55 科学衛星実験室

56 第2宇宙科学工学総合研究棟

58 中央器材庫
62 三級火薬庫
63 ポ　ン　プ室
64 第1管理棟
66 油圧式振動試験装置上屋

67 第一仮設研究棟

至東北沢

宇宙科学研究所配置図

懸宇宙科学研究所

「「東京大学先端科学
L－一“ Z術研究センター

敷地　97，667m2

建物　建　10，408m2

　　　延21，857m2

腰懸
1　　　　　　　　　　1
L＿＿一＿働＿＿甲」 圏27雨

ノ
至
吉
祥
寺

懸

　　　　　r　162　6”
噂軽＼．　L上　　　　．
　　　沁＼・＿＿ノ

至
渋
谷
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1．研究活動

1．研究系の研究活動

（他大学，他研究機関の研究者の研究

テーマは本所で研究したものである）

宇宙圏研究系

　SOLAR－A計画

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　教授　小川原嘉明・SOLAR－Aグループ

　1991年から94年にかけて次期太陽活動極大期に主として太陽フレアに伴うX線を観測す

る計画がSOLAR－Aである．「ひのとり」衛星で得られた観測結果を更に発展させるために

次のSOLAR－Aでは軟X線ミラー望遠鏡（0．1～3keV）と硬X線フーリェ合成型望遠鏡（10

～100keV）が搭載される．これによってフレアに伴う高エネルギー現象を広いエネルギー

範囲で精密な画像として得られる．更に出来るだけ広いエネルギー範囲でのエネルギースペ

クトラムの測定も同時に行なわれる．この衛星は日本国内の太陽物理研究者のみならず米

国，英国の研究者も参加している．

　SOLAR－A衛星搭載・硬X線望遠鏡（HXT）の開発

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　教授小川原嘉明・助手村上敏夫

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　助手満田和久・糞堂谷忠靖

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　牧島一夫（東大・理）・大離哉速毒）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　甲斐敬造（里文妾）・小杉健郎（里文妾）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　中島弘（里文妾）・柴鯖登（嬰文音）

　太陽フレアー観測用のすだれコリメータ・フーリエ合成型の硬エネルギー（1～100keV）

X線望遠鏡であり，5秒角の角分解能をめざしている．本年度は，プロトモデルの試験が行

われ，フライトモデルの製作にはいった．

　ひのとりによる太陽フレアの観測

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ひのとり観測班

　科学衛星ひのとりのデータ解析は本年度も継続して行われた．データ解析の比重はひのと

りの単独のデータ解析から他の波長での観測との共同解析へ移行しつつある．また観測結果

をもとにした数値シミュレーションも行われている．

　1．カルフォルニア工科大学（光学観測），国立天文台（光学，電波観測），VLA電波天

文台との共同解析が行われた．

　2．ひのとりの観測結果を説明するために，電子ビームのダイナミックスの数値計算が行

われた．
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科学衛星「ぎんが」による宇宙X線の観測

　　　　　　　　　　　　　　教授川1い靖郎・教授西村　純
　　　　　　　　　　　　　　教授愼野文命・教授小川原嘉明

　　　　　　　　　　　　　　熊蓬茨謎動教授長瀬畑｛

　　　　　　　　　　　　　　蜘受肘一・鰯小11」勝：

　　　　　　　　　　　　　　助r：村ヒ敏夫・助T：満田和久
　　　　　　　　　　　　　　助r・紀伊恒男・助手伊藤真之
　　　　　　　　　　　　　　李傑堂谷忠靖・1遡吊i鵬IE

　　　　　　　　　　　　　　難近藤甜・難柵1“i’

　　　　　　　　　　　　　　鱗海老沢研・韓篠川浩一

　　　　　　　　　　　　　　李傑竹島敏明・騨描1健二

　　　　　　　　　　　　　　奈学鰭滝沢守・・川棚（名　大・　理）

　　　　　　　　　　　　　　1眼秀tlt（萄）・田j・i｛譲（名大・理）

　　　　　　　　　　　　　　宮樋徳（阪大・理）・1旧・広H頃（瞥）

　　　　　　　　　　　　　　北本俊一二（阪大・理）・・剛道lt（啄怖

　　　　　　　　　　　　　　牧紐夫（東大・理）汰橋職（鷲）

　　　　　　　　　　　　　　松岡　　勝（理　研）・河合　　誠（理　研）

　　　　　　　　　　　　　　他1ぎんがチーム」チーム
1987年2月に打ちヒげられた「ぎんが1は順調に観測を続けている．新しいパルサーの発

見，銀河中心附近の拡がった超高温フラズマの発見，準周期振動などの速い強度変動の精密

観測，ブラックホールと思われるX線新星の発見など多くの成果をあげることができた．銀

河系外X線源についても高精度の観測が行われ，スヘクトルおよびその変動から発生機構が

確立しつつある．

ASTRO－D計画

教授田中靖郎・教授愼野文命
教授小川原嘉明・助教授長瀬文昭

蝋授」t　li－・莇巖・杣勝二

助i：村ヒ敏夫・助r一満田和久

助r一紀井恒男・助至伊藤真之

ll遡堂谷忠靖・讐吉1正備IE
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　糞林田清・糞近麟治

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　糞海老沢研・牧島一夫（東大。理）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　大雛哉（東大・理）・松岡勝（理研）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　河合誠之（理研）・国枝秀世（驚）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　田原譲（名大・理）・宮本重徳（驚）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　山下広川頁（阪大・理）・常深博（驚）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　北本俊二（阪大・理）・中川道夫（pafi）

　この計画は，1992年度冬期に世界に先駆けて約10keVまで感度ある大型X線反射望遠鏡

を：衛星軌道に打ち上げ，焦点面に位置検出型蛍光比例計数管とX線CCDカメラをおいて高

いエネルギー分解能でX線像を得ることを目的としている．これにより，クェーサーの進化・

X線背景輻射の起源等が明らかになり，現在の宇宙が形成されつつある頃の初期の宇宙像に

ついて貴重な情報が得られることが期待される．この計画には，国内の研究者のみならず米

国の研究者も参加し，すでに両国の研究グループ共同での観測装置の開発が始まっている．

　ASTRO－D衛星搭載，　CCD　X線検出器の開発

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　教授田中靖郎・教授愼野文命

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　教　授　小川原嘉明・助教授　長瀬文昭

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　助教授井上　一。助手村上敏夫

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　助手満田和久・助手紀伊恒男

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　宮本重徳（阪大・理）・常深博（愁）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　北本俊二（阪大・理）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　マサチューセッッ工科大学

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ペンステート大学

　ASTRO－D衛星の焦点面X線検出器として，マサチューセッツ工科大学，ペンステート大

学と共同で，CCDを用いた位置分解型のX線検出器の開発を行っている．現状の素子の性能

としては，－70℃の温度で，6keVのX線に対し約3％のエネルギー分解能が得られている．

空乏層の厚い（40ミクロン）素子の試験と，衛星上でのデータ処理システム，冷却システ

ムの開発などが行われている

位置検出型蛍光比例計数管の開発

命
男
文
恒
野
伊
愼
紀
授
手
教
助

●
　
　

●

郎
一

靖中
上
田
井
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教
教
助
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　鰯小i勝：・難近灘治

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　牧島’夫（宇ll）欣橋隆哉（替）

　ASTRO－D衛星搭載大型X線望遠鏡の焦点面検出器として開発を進めている．現在，6keV

のX線に対し最大エネルギー分舞能7．6％（FWIIM），’卜径20mmの範囲内で位置分解能

0．6mm（FWHM）以ド，エネルギー分解能9％（FWIIM）以ドを実現している．また，

バックグラウンド除去についても，すぐれた性能が得られる見通しが得られた．使用する位

置検出型光電子増培管の耐震化及びイ1英窓への改造も行い，現在，もっと大きい面積で一様

な出力が得られるよう改良が進められている．

　気球搭載用赤外線望遠鏡による星の形成環境の研究

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　教授奥田治之・助教授矢島信之

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　助r・芝井　広・技官成田1E直

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　紬川1貴雄・雛松原鱗

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　粥酸憲（暴　大　　　　　　理）・水谷榊（燐）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　広本畝（麗研）・小林行泰（踏）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　醐御［1（享リ1）・F．J．　Low（；リ美）

　口径50cmの気球搭載川赤外線望遠鏡に液体ヘリウムで冷却されたファブリ・ペロー分光

器を磧み，遠赤外スヘクトル線C　II（158μrn），　O　i（63μm）の観測を，米国テキサス州パ

レスティン気球基地においてli’った．気球飛翔は1988年5月24日，6月4日の二回にわ

たって行い，いずれも成功し，貴重なデータを取得した．

　観測は，銀河中心領域，MIZ，　NGC　6334などの星の形成領域，一般的な銀河面にわたっ

て行われ，銀河中心方向に⊂川線の新しい分布が見出され．また，星間電離領域と分f雲の

境界域にあるCH解離領域の存在とその内部構造が明らかにされた．さらに銀河面全域にわ

たって強いCII放射を認め，この放射を担う新らしい紫外線源の存在が示された．これらの

成果は，銀河系星間空間o）研究にとってCIi線観測が有効なブローブになることを意味し，

今後の星間空間研究に新らいし展望を開いたものと考えられる．

小型プラットホーム（SFU）を利用した宇宙用赤外線望遠鏡（IRTS）の開発

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　教授奥田治之・助教授村ヒ　浩

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　莇巖松本敏雄・助鞭矯信之

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　助　1：芝井　　広・村ヒ1E秀（筑波大）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　野B　」its　y3（fri　tLu）・佐蜘・司（名大・理）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　舞原俊憲（尽大・　王哩）汕本純也（阪灯）
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阪井清美（阪大・工）・広本宣久（通総研）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　その他IRTSグループ

　IRTS（軌道赤外線望遠鏡）は小型の液体ヘリウム冷却望遠鏡で，主として拡散状天体の観

測に重点を置き，1）宇宙初期における星，銀河の形成過程，2）銀河系内におけるガス，星

の分布，3）宇宙塵の組成と成因などの研究を行う．これを1993年度打上げの小型プラット

ホーム（SFU）に搭載して観測を行う予定になっている．

　今年度は，極低温冷却系のEM製作を行い，その熱特性の測定を行った．また，望遠鏡光

学系の試作，焦点部観測器の詳細設計と試作，機上エレクトロニクスの設計を行った．

　lRTS搭載用遠赤外分光計（FILM）の開発

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　教授奥田治之・助手芝井　広

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　霧究脊中川貴姫難松原難

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　広本宣久（通総研）

　IRTSには，遠赤外スペクトル線CH（158μm），　O　I（63μm）の銀河面強度分布を測

定するための分光器の搭載が計画されている．上記二本のスペクトル線は星間ガスの冷却の

主要機構であり，また強度も強い．これらのスペクトル線を測定することによって，従来知

られなかった，中濃度（100～300K），中密度（103～105／cm3）のガス雲の分布が明らかに

なるものと期待されている．観測にはグレーティングを利用した中分散（300－400）の分

光器が利用される，グレーティングには極低温冷却可能な金属製（アルミニウムのものが使

われる．このグレーティングと光電素子の試作を行いその性能試を行った．

　lRTS搭載用遠赤外分光器（FILM）のための検出器系の開発

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　教授奥田治之・助手芝井　広

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　霧究脊中川貴雄・発松原難

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　広本宣久（通総研）

　IRTSに搭載される遠赤外分光器（FILM）には，［CH］スペクトル線（158μm）の測定

のため圧縮型のGe：Ga検出器が使われる予定になっている．通常のGe：Ga検出器は検出

可能な耐長限器が120μmどまりであるが，これに圧力を加えることによって耐長限界を150

μm～200μmに延ばすことが可能である．この検出器の低バックグラウンド下での性能を改

善し，世界最高水準を得ることに成功した．現在は，バックグラウンド量の変化にともな

う，検出特性の測定を行っている．また，スペースでの観測時に予想される放射線の影響に

ついての実験準備を行った．

赤外線モニター観測装置による試験観測

教授奥田治之・助手芝井　広
　　　　　　　　　　　　　　　　国　立
技官成田正直・佐藤修二（　　　　　　　　　　　　　　　　　　）　　　　　　　　　　　　　　　　天文台
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　小術榛（東大・理）・HI　LP培・酵毒）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　li－・陣也（国　、乞天文台）・山琳」孝（黙）

　昨年度完成した，赤外線モニター観測装置による試験観測を行った．この装置は，口径

1．3mの経緯台式望遠鏡で，高い解像（1”角）と高積度の自動指向，追尾能力を備えている．

また，副鏡振動による天空チョッヒング機構を備え，赤外線観測に最適化されている．この

装置を使い星の観測によって，これらの諸性能を測定し，所定の性能がでていることを確認

した．また，標準的な蹟の観測から，副鏡チョッヒングの効率，大気透過度及び放射率の測

定を行った結果，都市光の影鏡もほとんどなく，di街地，低地であるにもかかわらず，良好

な観測条件が得られることがわかった．

赤外線による宇宙初期の観測的研究

　　　　　　　　　　客　員
教授奥田治之・　　　　　　　　　　教　授

助教授

松本敏雄

村ヒ浩・佐藤綱（名大・理）

野田学（名大・理）・膿 誠（通総研）

　K－9M－77号機の観測で存在の可能性が示された近赤外線宇宙背景放射光をさらに高感度の

分光観測で確認することをド目的として，観測ロケットS－520－1　1号機搭載用の赤外線望遠

鏡の設計・製作を行なった．観測に成功すれば銀河がつくられた頃の宇宙の状態についての

情報を得ることができる．この装置には遠赤外線の観測装置も含まれており，またIRTSに

搭載される望遠鏡及び分光器の試験も兼ねている．

　K－9M－80号機の観測で発見された3K宇宙背景放射の黒体放射からの超過分の唐確認や

空間的変動の観測を｝・1目的としたS－520－10号機搭載川赤外線望遠鏡は打ちヒげが半年間延

期され一部改修を行なった．

高感度近赤外線検出器アレイの開発

鰻松本敏雄・聯受村上

野LI糊（鱗）・野田学（Y，

秋葉　　誠（通総研）

生
口
・
γ

）大
理

　昭和62年度に開発された波長1～5μrn用のlnSb検出器を用いて16素子の一次元アレイ

型赤外線検出システムを開発した．これは初段の増幅器も含めて絶対温度4度以下の環境で

動作するよう特別の［夫がなされており，また，ロケット打ちヒげ時の振動・衝撃にも耐え

る設計となっている．感度は毎秒100個程度の光ttの入射を検出でき，世界最高レベルを達

成している．

　このシステムは観測ロケットS－520－11号機に搭載する赤外線望遠鏡やIRTSの近赤外分

光器（NIRS）で実川化される．
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ISTP！GEOTAIL衛星の開発

太陽系プラズマ研究系

教授西騰弘畷是木村磐根

藪是大家寛・助教授細浩一郎

助教授上杉邦憲・助教授中谷一郎

教授二宮敬度・助教授向井利典

魏國分征・窩教是賀谷信幸

竃教暴寺沢敏夫

　GEOTAIL衛星は地球磁気圏尾部の構造とダイナミックスの研究を目的とするもので，ア

メリカ航空宇宙局（NASA）と宇宙科学研究所の共同プロジェクトとして1992年に打上げ

るべく，開発をすすめている．この衛星は月の引力を利用することによって遠地点約220R．

に達し，遠尾部領域でプラズマシートの起源に関わる観測を行うほか，近尾部領域にある時

は磁力線リコネクションによる加速過程の研究を行い，また昼間側にある時には磁気圏境界

面における太陽風エネルギーの流入過程を調べる．NASA側の技術者及び研究者との共同

設計会議においてPMの設計を行った．平成元年には，　PM試験として電気的インター

フェーステストを実施した． 1

　リコネクションによる低緯度境界層の形成

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　教授　西田篤弘

　磁気圏境界面のすぐ内側には，太陽風とほとんど同じ性質をもつプラズマが存在し，反太

陽方向にながされている．この境界層は，惑星間空間磁場が北向きの時にも観測されるの

で，リコネクションとは異なる機構によって形成されたものであると考えられてきた．しか

し，昼間側の磁気圏境界面における磁力線のリコネクションが，全域において整然と進行す

るのではなく，局所的な多数の領域でランダムにおきるものであるとすると，いったんリコ

ネクションによって太陽風プラズマを注入された磁力線が，別のリコネクションによってふ

たたび閉じるという過程がおきることが期待される．磁気圏の低緯度境界層を構成するの

は，このような磁力線であると考えると，観測事実をよく説明することができる．

　太陽風磁場中の面状磁場構造

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　教授西騰弘・糞中川朋子

　太陽風の磁場は平均的にはパーカースパイラルで記述されるが，短期的（数分）に見れば

太陽風磁場もパーカースパィラルから外れ得る．このような非スパイラル磁場を調べるう

ち，太陽風磁場が，数時間にわたって黄道面から傾いたある平面に平行になる構造が発見さ

れた．この構造中，磁場は強度・方向とも非常に変化に富んでおり，数時間の継続時間のう

ちには平面に平行なあらゆる方向の磁場が観測されるが，決った偏波方向は持たない．この
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現象は太陽磁気圏のセクター境界近傍で観測されており，high綱のフラズマを伴っている．

この現象を解明するため，光球磁場の引き出しや，フラズマの境界における不安定などのモ

デルを川いて研究を進めている．

　磁気圏尾部の磁気中性面のdawn－dusk波動

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　教授・凡i騰弘・李襟・【・川脇

　地球磁気圏尾部の†薄造およびダイナミックスにはいまだに解明されていない部分が多い．

近年になって，尾部の磁気中性面の磁ナ易が北向き成分だけでなく朝夕方向の成分を持つこと

が報告されているが，さらにこの磁気中性面が朝夕方向に伝わるiJtr動運動をしていることを

示唆するデータが得られており，磁気圏尾部のグイナミックスの理解に役立つことが期待さ

れている．磁気中性面内の磁場は朝向き・夕1司きとも見つかっているが，波動の伝播方向は

朝側から夕側に向うものが見つかっていない．この現象について，観測的・理論白く」に研究を

進めている．

　惑星磁気圏の構造

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　教授酬篤弘・1遡藤細澗

　惑星磁気圏の構造について理論的に研究を行なっている．

　放射線帯電」乙の加速に関して新たな拡散過程を提i唱し，それに伴なう加速効率を木星・地

球の場合について数値実験して定量的検証を行な一）た．

　磁気圏尾部の構造についてモデル方程式をたて，計算を進めている．また，磁気圏境界に

おけるKelvin－Helmh〔⊃ltz不安，E’性やRotational　I）isc（）tinnitvの安定・性についても，2次元

のハイブリッドコードを用いた計算を行なう．

　「あけぼの」衛星による極域現象の研究

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　教授鶴田浩一郎・教授西川篤弘

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　助教授　向井利典・助　r：　町田　　忍

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　助　fi　早川　　基。助　r・小原隆博

　「あけぼの』衛星は平成元年2Jj　22日成Jソ湘1に軌道に投人された．我々は，’，’LR場計測器，

粒J乙計測器を搭・1戎し観測を実行すると同時に衛星運用に関するマネージメントを担当してい

る．今後，「あけぼの』衛星で得られる観測データを使って極域L空の様々な磁気圏現象，特

にオーロラ粒j乙の加速機構及び関連する磁気圏現象の解明に力を注いでいくr定である．

パルセーディングオーロラのロケット観測

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　教授鶴田浩一郎・教授西田篤弘

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　助教授　向井利典・助　f：田∫田　　忍

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　助f・　t川基・奉燦潤kイi・

オーロラ粒j”の降ド機構は現rilも多くの謎に包まれている．特に，朝側に現われるハル
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セーティングオーロラの機構については謎が多い．我々は，rあけぼの』衛星による観測とタ

イアップして，1990年2－3月期に北欧でS－520ロケットを打ち上げこの謎の解明の手がか

りをつかみたい．特に，降下電子のエネルギー及びピッチ角分布の高速測定が一つの鍵とな

ろう．この実験で我々が担当する機器は電場計測と粒子計測である．

　磁気圏プラズマ撮像計画

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　教授細浩郷・小川利紘（東大・理）

　過去30年の磁気圏研究は主として人工衛星による磁場やプラズマの直接観測をもとに進

められてきた．研究が進むにつれて人工衛星による一点のみの観測が大きな制約と感じられ

るようになってきた．この制約を取り除くために複数個の衛星を同時に使用して磁気圏内の

各部の関連を調べる方向が採用されつつある．しかし，多数の衛星を使う研究方法には自ず

と制限があり何等かの新機軸が求められている．我々が進めようとしている研究は磁気圏を

グローバルに捉えるために，Heイオンによる太陽光の共鳴散乱を利用した磁気圏プラズマの

撮像である．現在その可能性について検討を進めている．

　Geotail衛星搭載電場計測器の開発

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　教授鶴田浩一郎・助手早川　基

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　糞河野祐一・EFDチーム

　Geotail衛星では，磁気圏尾部の電場を測定することによって尾部プラズマの構造・運動

を調べる．我々は電場の測定方法としてプローブによる測定と新開発の電子ブーメラン法に

よる測定を併用して行なう計画でその開発に取り組んでいる．今年度はフライトモデルの設

計と電子銃，イオン銃の基本性能の確認試験を行なう予定である．

　太陽プロトン温度とストリーム相互作用

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　助教授　向井利典・三宅　　亙（通総研）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　毒教是寺灘夫・平尾邦雄速海杢）

　太陽風のプロトン温度はそのバルク速度と密接な関係があり，また太陽から離れるにつれ

て低くなっていく．しかし，その太陽からの距離に対する勾配は断熱膨張で予想されるより

も緩やかで，惑星間空間における輸送中に加熱機構が存在することを示唆するものである．

「すいせい」の太陽風データを解析した結果，太陽風のストリーム相互作用がプロトン温度の

加熱に寄与していること，そしてその加熱がO．　6～0．7AUから始まることが明らかになっ

た．

　太陽風速度構造の惑星間空間多点観測

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　助教授　向井利典・三宅　　亙（通総研）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　小林瑛（王葉美）・助教授小山孝一郎

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　舞阿部琢美・窩教是寺醐夫
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蹴敵（東北大・　理）・斎蜘・i三（＊北爺）

平尾邦雄（轡・・A．J．　L・・a・u・（MIT）

A．D．　Johnstorle（Univ．　College　Lond⊂）n）

　「さきがけ」，「すいせい」，IMP－8，　GIOTTOの探査機，衛星で観測した太陽風データを

用いて，1985年後’rから1987年初頭にかけての太1場風速度の太陽面緯度・経度構造を調べ

た．1986年ユ月以前は南北から各々の高速流が赤道を越えるまで張り出している状態であっ

たが，1986年3月以降は赤道域の高速流はほとんど消滅した．緯度・経度構造にわずかにう

ねりがあるものの，基本的には低速流が赤道に沿った構造になった．1987年1月には，その

わずかなうねりもなくなり，低速流が完全に赤道に沿う構造になった．

　「すいせい」に搭載されたプラズマ観測器用MCPの特性の経年変化
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　助擬向暦嘆・・「「翻雌（東海大・　jl）

　「すいぜい」（PLANET－A）に搭載されたプラズマ観測器（ESP）は，　PC（フログラム・

コマンド）を用いて，現在もほゴ定常的に太陽風イオンの観測を行なっている（0．5～6時間

　日）．観測器ESPでは，　MCP（マイクロチャネル・フレート）がイオン検出器として使用

されている．MCPの粒jl検出器としての使用は初めてのtllで，軌道ヒでの特性変化および寿

命に関する評1曲をしておくことは将来の磁気圏あるいは惑星ミッションにとって重要であ

る．打ちヒげ後3年余りを経過した「すいせい」のMCPのゲイン変化を調べたところ，地

ヒの実験室における寿命試験の結果に比して劣化は緩やかであることが判った．現在のヘー

スで観測を続けた場合，なお10年は使用可能であると期待される．

　「あけぼの」（EXOS－D）によるオーロラ粒子観測

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　助教授　向井利典・教　授　伊藤富造

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　莇巖賀舗軒櫛治弥（琵11怜

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　佐川永一（通総研）・三宅　亙（通総研）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　助∫三町田　忍・助∫三小原隆博

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　纏・隙・倣・測・己磯（極地研）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　山岸久雄（極地研）・宮岡　　宏（極地研）

　’1え成元年2J］22日に打ちliげられたiあけぼの」には，オーロラ粒fの加速機構の解明

を主目的に低エネルギー粒f観測器（LEP）が搭載されている．　LEPは，6eV～16keVの

電f一およびイオンのエネルギー・ヒッチ角分布を測定し，イオンについてはその質量分析も

行う．また，波動・粒子相屠乍用の研究のため，粒f一フラックスのHFおよびVLF帯にお

ける変動スヘクトルの計測を行なう．昭和63年度では，FM－一次噛み合わせ，総合試験で

種々のテストに供され，センサーの較IE実験を実施した．’V一成元年3月末には，軌道ヒでの

高圧印加も成功して，これから本格的な観測に入ろうとしているところである．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　33

This document is provided by JAXA.



　GEOTAIL搭載用低エネルギー粒子観測器の開発

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　助教授向井利典・助手町田　忍

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　客　員
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　賀谷信幸・教授西田篤弘　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　助教授

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　客　員
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　寺沢敏夫・助手小原隆博　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　助教授

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　受　託
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　平原聖文　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　学　生

　GEOTAIL衛星は磁気圏尾部および太陽風との境界領域におけるプラズマ・ダイナミック

スの研究を主目的とする日米共同のプロジェクトである．プラズマの3次元速度分布関数お

よびイオン組成を測定する低エネルギー粒子観測器は，EXOS－D衛星による観測に比べて

さらに多様な領域における観測に対応するため，広いダイナミック・レンジと高時間分解能

が必要である．このため，センサーの改良と機上データ処理方式を検討し，設計を行なって

いる．昭和63年度では，EMを製作し，平成元年3月に行なわれたGEOTAIL・EM試験に

参加した．

　磁気圏探査用イオンエネルギー質量分析器の開発

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　助教授向井利典・助手町田　忍

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　受　託
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　平原聖文　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　学　生

　地球電離圏から磁気圏にかけて，更に惑星間空間には，さまざまな形で荷電粒子が存在

し，多くの興味ある物理現象の一翼を担っている．特にこの中でも太陽風・地球磁気圏の相

互作用の理解には，低エネルギー（数eV～数10KeV）の荷電粒子，主に，太陽風起源の

H＋，He＋＋，地球起源のHe＋，0＋，0＋＋の分布状態を知ることが重要な鍵となる．そのため次

の2点を満足する3次元イオンエネルギー質量分析器が必要である．

　1）広い視野角を持ち，多種多様な荷電粒子の振舞いに対応できる．

　2）高時間分解能を持ち，時間的・空間的変動の激しい荷電粒子の状態をモニターできる．

　計算機シミュレーションを用いて，これらを主眼とした分析器の設計・その特性の評価を

行なった．

　低エネルギー粒子分析器較正用イオンビームの改良

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　助教授向井利典・助手町田　忍

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　受　託
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　平原聖文　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　学　生

　ロケットや衛星搭載用の低エネルギー粒子分析器の特性を飛翔前に予め較正しておくこと

は必須で，その較正データの質はフライト・データの処理・解析結果の信頼性を左右する．

較正用イオンビームは粒子分析器の入射口に対して充分広い面積をもつ平行ビームで，エネ

ルギーおよびイオン種別の制御がきることが必要である．現在，これらの点で一応の水準に

は達し，EXOS－D搭載の低エネルギー粒子観測器センサーの較正が行われた．その後，ジ

ンバル機構の改良を行い，その制御およびデータ収録装置の改良を目指している．また，質

量選別器を改良してH＋等の軽イオンビームの発生を容易にする予定である．
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　中性ガスとプラズマ相互作用の研究

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　助　∫三　町1．H　　忍

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　C．K．　G（⊃ertz（Iowa大”？’：）

　Farley－Benuman不安定性と呼ばれるものの理論的な解明を委文値計算を川いて行なった．

その結果，静電的な波動励起に伴って磁力線方向の電」乙が加熱される事と，波動散乱によっ

てPedersen電流が増ノ〈し，磁IJ線にlt’】：角なノ∫向に電fが効率良く／川熱される・1‘実を見いだ

した．これを極域の電離層（E層）に適用して，磁気嵐の発生に伴って，電子温度がヒ昇

する現象が，1ヨこ，後者の原因のある事をつきとめた．

　オーロラ・キロメトリック放射の理論的研究

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　助手田∫田　忍

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　C．K．　Goertz（Iowa大学）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　W．Calvert（lowa大学）

　地球極域の高々度の電離層において発生しているオーロラ・キロメトリック放射の生成メ

カニズムを探るため，相対論を考慮した電磁的なフラズマ粒」乙コードを新規開発し，計算機

シミュレーションを行なった．その領域に存在するとf想される粒f’の分布関数を与え，さ

らに，背景電r一によって形成されるフラズマのキャビティの存在を仮定した．計算の結果，

キャビティによる波動のトラッヒング効果がコヒーレントな波動の発生に極めて・巨要である

ことを見いだした。

　電場計測日米共同研究計画

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　助r一早川　基・教授鶴田浩一郎

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　騰河野祐一・難松岡彩f一

　オーロラ活動に伴う電離圏のダイナミクスに付いては衆だ不明の点が多く残されている．

特に，電場構造に付いては観測の信頼性に対する疑問もあり謎が多い．我々が開発したイオ

ンブーメラン法による電場計測法は従来の方法に比べ格段の信頼性を備えている．従来の方

法との相fll比較をかねて，真夜中付近のオーロラに伴う電離圏のダイナミクスについての観測

を1990年12月期にアラスカに於いてアメリカ側のロケットを用いて行なう計画である．

これにより，高度100－1000kmに於けるオーロラ活動にともなう電離圏の電場構造に付い

ての謎を解くf’・がかりを得たい．

『あけぽの」衛星による極域電場構造の研究

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　助r一早川　基・教授鶴田浩一郎

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　岡田敏美（名大空電研）・寵傑か∫蝋一

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　蓼撃松岡彩子

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　「あけぼの』EFDチーム

オーロラ粒fの降ド機構に関連する極域の電場構造は未だに多くの謎が残されている．我々
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は，『あけぼの』衛星に従来から用いられているダブルプローブ法と，新規に開発したイオ

ンブーメラン法の2種類の電場計測器を搭載している．これらの計測器から得られるデータ

及び，『あけぼの』衛星とタイアップして行なわれるロケット観測などから極域電場構造の

解明を目指している．

　搭載用リシウムイオン源の開発

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　助手早川　基・教授鶴田浩一郎

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　奎塞河野祐一

　人工衛星が密度の希薄なプラズマ中に存在しているときに太陽光が照射したり，衛星から

電子ビームを放出したりすると衛星は正に数十～数百V帯電する．このような帯電は，低エ

ネルギー粒子の観測など種々の観測に支障をきたす．これを防ぐには帯電量に見合った正の

イオンを放出すればよい．我々は，rあけぼの』衛星で開発したリシウムイオン源を改良し

て衛星の電位制御用の低エネルギーイオン源の開発を目指している．

EXOS－D　VLF装置のフライトモデル

籔是木村磐根礪本弘藏（東京電機大）

長野勇（＄沢杢）

芳馳夫彊信奨）

山本正幸（京大・工）

・岡田敏纏電奇）

・松本紘（京大ｴ高層）

・伊醗彦（京大・工）

　EXOS－D搭載機器フライトモデルの総合試験及びVLF装置本体とアンテナとを含むシス

テムの野外受信テストを行う．一方VLT装置PFX（伝搬ベクトル方向測定装置）の回路

のシミュレータを製作し，またWBA（VLF広帯域増幅）アナグロチャネル出力の地上周

波数分析システムの開発を行う．

　多成分ホットプラズマ中の3次元レイトレーシング

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　雛木村磐根・細晃（京大。工）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　笠原禎也（京大・工）

　EXOS－D，　GEOTAIL衛星で観測されるVLF～HF波動現象の解釈などに用いるために

ホットプラズマ中の電磁波，静電波の伝搬路を求めるレイトレーシングの手法を開発してい

る．本年度は新しくロスコーン分布などのように波の増幅をもたらす多成分ホットプラズマ

中のレイトレーシングのプログラムを開発し，またイオンの関与するモードのレイトレーシ

ングも行えるように改良している．
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　地上VLF～MF局信号の電離層大地間長距離伝搬特性と電離層上部での信号強度分布

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　搬木村磐根・高畑博顧ミ杢）

　地ti　VLF局信号の竃離層大地間導波管モード伝搬波の電離層ド部および電離層卜部の信

号強渡を計算するために竃離層反射係数にフルウェーブ法を用いてたアルゴリズムを開発し，

またMF帯の電波の喧離層大地間の長距離伝搬強1斐計算のために多重反射波加算法を開発

した．これらの計算フログラムを用いて，実測されたVLF，　MF電波の長距離伝搬波の強

度が近似的に計算によっても得られることが確認され，プログラムの妥当性が確認された．

　MUレーダによる宇宙軌道運動物体の探索

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　鯵木騰根・佐藤亨（京大・　－L）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　川膜俊（京大・　「）’　・tr沢明（そ｛杢）

　MUレーダ（波長6m，1MW）を用いて，地E　300～1200kmのはんきを周回する5×

10－4～3×10’2m2程度の散乱断面積の軌道運動物体を検出可能であり，これまで，この手段

により，長期間（9ケ1］）にわたり通算約120時間び）軌道運動物体の数の高度分布を調べ

てきた．この場合アンテナの低サイドローブで受信される流星や電離層からの散乱波，雷放

電等によるインパルス性雑音を計算桂隻により除去するアルゴリズムを開発し，推定誤差を出

来るだけ少なくなるようなIl夫を行った．この結果断面積3×10’　L’　m2以hの物体の高度分

布では，800～1000kmにピークがあり，そのフラックスは1～2×106／m2year程度である

ことが分かった．

　EXOS－D搭載用イオン・エネルギー質量分析器

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　客　員　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　賀谷信幸・助教授　向井利典　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　助教授

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　佐川永一（通総研）

　磁気圏・電離圏の結合過程や磁気圏フラズマの起源を検証するため，磁気圏イオンのエネ

ルギーと質量分布を測定するイオン・エネルギー質量分析器（IMS）を人工衛星EXOS－D

に搭載した．本分析器の最大の特徴は質量分布と角度分fiiを一一次元的に測定することにより，

従来の質量分析器に比して格段の時間分解能を持つ点である．すなわち同時に搭載されたエ

ネルギー分布のみを観測する1／4球型粒子エネルギー分析器（EIS）と同じ2秒の時間分

解能を持つものである．そのため，これまでに測定できなかった粒チ束の微細構造や時間的

変動の観測が期待される．現在，高圧投入がIE常に行なわれ，定常観測のための観測器の調

整を行っている．

　極域における高密度イオンの局所的降下現象

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　客　員　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　賀谷信幸・助教授向井利典　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　助教授

　人［衛星「大空」に搭載された低エネルギー粒f観測器（ESP）は，極域の降ドィオン

に関していくつかの興味深い現象を観測している．その一つはカスプ領域におけるエネルギー
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分散現象である．すなわちカスプ領域に降下するイオンのピーク・エネルギーは磁気緯度に

ともない変化する．もう一つは夜側から朝側にかけて局所的に降下する高密度イオン束であ

る．この降下イオンは0．47eV以下と，0．82から2．55keVの二つのエネルギー領域に明確

に分類され，それぞれ別の原因によるものと考えられる．さらに，Kp依存性，ピッチ角依

存性にも興味深い差が見いだされている．今後は「あけぼの」衛星による観測結果を用いて，

これらの現象の研究を進める．

　マイクロ波による無線送電の開発

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　鰯賀谷信幸・松本紘（京大超高層）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　教授　長友信人

　電力線を用いないマイクロ波無線送電は，新しい電波の応用分野を切り開くものである．

この無線送電の応用は宇宙から地上まで幅広く考えられ，5GWにおよぶ電力を地上に供給

することのできる宇宙太陽発電衛星をはじめ，移動体通信や環境観測など多くの利用が考え

られる成層圏飛行機などが例としてあげられる．この有用なマイクロ波無線送電は，現在の

通信技術の延長上で実現できると考えられるが，実際には，超大型アンテナの最適な構成法，

マイクロ波ビームの指向制御法，安価なアンテナの製作法など多くの技術開発項目がある．

また，大電力のマイクロ波が電離層プラズマを通過する際いろいろな物理現象を起こし，電

磁環境に多くの影響を与える可能性がある．そこで本研究ではマイクロ波無線送電の技術開

発と，大電力マイクロ波と電離層プラズマとの相互作用を研究目的とし，SFU実験を目指

した機器開発を現在行っている．

　大振幅MHD波にともなうホイッスラー波のテスト粒子シミュレーション

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　簾賀谷信幸・松本畷高壱）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　B．T．　Tsurutani（JPL）

　大振幅MHD波に伴うホイッスラー波の励起過程をテスト粒子シミュレーションを用い

て検討する．この現象はジャコビニ彗星の近傍や地球のBow　Shockで観測されたもので，

Steepeningした大振幅MHD波にホイッスラー波が励起された現象である．励起過程とし

て色々な考えが提案されているが，ここでは彗星から放出された水イオンによるサイクロト

ロン共鳴の可能性を検討した．

　彗星から放出された水が電離した時点では，水イオンはサイクロトロン共鳴速度より遥か

に速い相対速度を持つため共鳴を起こさない．しかしながら一部の水イオンは大振幅MHD

波により徐々にピッチ角をたて，ホイッスラー波に達したときには共鳴速度まで減速し，ホ

イッスラー波にトラップされる．さらにトラップされたイオンの一部がMHD波とホイッ

スラー波の境界を往復することにより，ホイッスラー波にエネルギーを与える可能性がある

ことがシミュレーションにより明かになった．
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惑　星　研　究　系

　ミリ秒パルサーのタイミング観測

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　教授河島信樹・ゲ鰭・配1・ヌー

　臼田の64　mアンテナを利用してパルサー観測をおこなった．特に背景重ノ」輻射の検出，

周波数標準，位置天文学などの観点から興味深いミリ秒ハルサー－PSR　l937121のハルス成

分の検出に成功した．また，来年度からの本格的なタイミング観測に備えて，臼田の時刻

系のチェックを行い，前述のミリ秒パルサー他いくつかのパルサーについて簡単なタイミン

グ観測をおこなった．

　PSR　l937－＋21は高1［11転で安定であり，長期安定度はCsビーム周波数標準をしo）ぐと期待

され，新たなタィフの周波数標準として脚光を集めているのみならず，宇宙を満たす背景重

力輻射の検出，暦システムの精密化に役、γつと考えられる．来年度より，本格的な定期観測

をおこなうと同時に，新たなパルサーの発見を試みたい．

　月面資源の科学探査と処理

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　教授河島信樹・助　f久保治也
　アホロやルナが持ち帰った月面試料を分析して，月の泥には種々の元素が含まれているこ

とがわかった．即ち，弔：量比で1％以ヒ含まれている元素はO，Si，　Al，　Ca，　Fe，　Mg，　Tiで，

〔〕．1～1％のものはCr，　Mn，　Na，　K，　S，　Pで，0．1％以ドのものはH，　He，　C，　N等である．こ

れ等の資源を分離，濃縮して利用することが数年前から研究されている．この月面資源の中

で量は少ないが重要な元素は3Heで，これは地球ヒにはあまり存在せず，「きれいな核融合」

D－3He反応の燃料として，21　ttt紀の地球のエネルギー資源となるものである．この様な月

面資源をどの様に処理すれば有効に利用出来るか目ド調査研究中である．

SEPAC実験準備

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　教授大林辰蔵・教授河島信樹

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　助f佐々木進・助f‘柳沢正久

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　技　官　矢守　　章・技　官　渡辺勇　こ

1991年に0定されているアトラスミッシヨン第2次SEPAC実験の準備作業を行った．

冒壬研究者会議，最終設計審査に参加して，実験計画の立案を行うとともに，サウスウェス

トリサーチインスティチー・一トで行われているSEPAC計測器の改修作業に参加した．

　日米共同テザーロケット実験（CHARGE－2B）準備

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　教授河島信樹・助教授小山孝一郎

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　助fi佐々木進

　1990年2／］に］Z．Eされている第5回日米共1・1テザーロケット実験の準備作業を行った．

搭載機器の試験，米国側チーム（代表者，ユタ州ヴ大John　Raitt教授）との機器搭載方法，

実験方法の検討を行った．又これと関連して，スタンフォード大，ユタ州、LZ大の共同研究者
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と協力して，前回の実験（CHARGE－2）のデータ解析を行った．

　SFUを用いた飛翔体環境科学の研究

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　教授河島信樹・助教授小山孝一郎

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　助手佐々木進・技官渡辺勇三

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　賀谷信幸（神戸大）・横田俊昭（愛媛大）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　宮武貞夫（電通大）・佐川永一（通総研）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　太田正廣（都立大）・遠山文雄（東海大）

　SFU第1次ミッション搭載用の飛翔体環境計測装置の詳細設計を行った．本装置は，真空

計，質量分析器，プラズマ計測器，波動受信機，分光器，電子密度変動計測器，磁力計，マ

イクロGメーター，材料劣化研究試料から構成される．又本研究に関連して，飛翔体ウェイ

ク部のプラズマ環境の数値計算，材料劣化に関する予備的な実験室実験を行った．

　VOYAGER　2／海王星電波科学観測計画

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　教授河島信樹・助教授小山孝一郎

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　助手佐妹進・糞水野英一

　本年8月25日の海王星エンカウンターに向けて，臼田にある受信機，データレコーダの

調整と共にデータ解析ソフトウェアの開発行っている．開発は，86年1月の天王星オカル

テーション時に取得したデータを用いて行っており，データ取得に間に合わせるべく努力し

ている．一方，テスト受信した，Voyager　2探査機のデータも解析している．これは，臼田

受信機　レコーダの最終段階のチェックであり，この段階で受信機の周波数安定度，データ

欠損の有無，記録情報の確認，さらにはオーストラリアのキャンベラで同時に取得したデー

タとの比較などを行っている．8月の本実験までに，さらに少くとも6回のテスト受信を行

い，同様の解析により，本実験に備える予定である．

［

　重力波検出を目的としたレーザー干渉計の開発

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　教授河島信樹・糞平尾淳一

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　糞川村静児・糞水野潤

　将来の大型化へ向けて，全長10m102回折返しのディレイラインを持つマイケルソン型

レーザー干渉計重力波アンテナをプロトタイプとして開発中である．今年度の成果としては，

主干渉計の折返し回数を102回としたときの光学素子の位置制御，およびファブリペロー

を基準としたレーザーの第1次周波数制御に成功し，他の技術的な雑音（検出器の電気的雑

音等）も充分小さくすることにより，3kHz以上の周波数領域においては，レーザーの出力

（現在干渉計出射光で約40mW）によって一意的に定まる量子的限界に達している．

　また1989年2月にSN　1987　aのパルサーについて第一次報告がなされたことから，同年

2月から3月にかけて約3週間，予想される4kHz付近の周波数領域を中心に，第一次観測

を試みた．現在そのデータを解析中である．
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　イオンビームを用いた惑星表面遠隔探査方法の基礎開発

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　教授河島信樹・助手佐々木進

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　技官矢守　章・三浦保範（山口大）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　太田正廣（都立大）

　一次イオンとしてO査を用いて，各種金属に対する二次イオンの相対的発生効率を調べ

た．このデータを基にして合金の組成元素の重量％を調べ，合金表面における組成状況を調

べた．又，試料と二次イオンを検出する四重極型質量分析との距離を変えて，二次イオンの

検出量と距離に対する関係式を得た．この他，質量分析器の出力をマイコンに入力し，コン

ピューター表示による試料のスペクトルを読みとるシステムの開発を行っている．

　テザード衛星（ひもつき衛星）による工学，科学実験に関するfeasibility　study

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　助教授　小野田淳次郎・助教授　小山孝一郎

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　テザー衛星研究グループ

　特に高度200km～120kmの領域を複数個の小型衛星によって立体的に探査できると期待

されるTethered　Subsatellite　Systemは工学，科学の研究者が共に楽しめるプロジェクトで

あるとの考えに立ってテザー衛星計画を議論しつつある．過去に9回の勉強会を開いて．今

後ひもの力学，およびひもの伸展法等について議論を続けると共に，科学側からの利用法に

ついても議論を行っている．

EXOS－Dによる熱的電子エネルギー観測

助教授小山孝一RIS・雨宮宏（理　研､究員）

糞阿部琢美
J．P．　St．　Maurice

（カナダ・ウエストオンタリオ大）

K．Schlege1（西独・マクスプランク研究所）

　1989年2月22日，軌道に投入された「あけぼの」に熱的電子エネルギー分布を搭載した．

二次高調波法により0～5eV領域の熱的電子のエネルギー分布，　DCラングミューアプロー

ブ及び電子温度プローブにより，電子温度，電子密度が得られ始めた．高度3，000km以上

での電子温度の観測は過去に米国衛星により得られたのみである．また0～5eV領域の熱的

領域のエネルギー分布測定は「あけぼの」が初めてであり，特に下向き沿磁力線電流のキャ

リアの固定，非等方エネルギー分布関数の検出等をめざして解析を進めている．

日独国際共同ロケット実験

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　助教授　小山孝一郎

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　E．Nielson，　K．　Rinnert（M．　P．1．　Aeronomy）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　G．Rose，　K．　Schlegel（M．　P．1．　Aeronomy）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　D．Krankowsky（M．　P．1．　Kemphysik）

極域E層におけるプラズマ不安定を総合的に研究するため1988年11月から1989年1月
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1

にかけてROSE（Rocket　and　Scatter　Experiment　to　study　the　Auroral　E　region）計画が

遂行された．発射された4機のロケットには電子密度，電子温度，イオン温度，電場（AC，

DC成分），磁場（AC，　DC成分），電子密度のゆらぎ，中性ガス密度，イオン組成を測定する

ための測定器が搭載され，一方地上ではロケット実験期間中STAREとEISCATの二つの

レーダを作動させた．現在データの解析中である．

　E層熱エネルギー収支に関する理論的，実験的研究

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　助教授小山孝一郎・堤井信力（武蔵工大）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　小野透（武蔵工大）・教授高柳和夫

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　助手　市村　淳

　この研究はロケットによるE層の電子温度観測が始まって以来間われてきた，「なぜ電子

温度が中性ガス温度より高いのか」の大きな問題に関するものであり，ロケット実験によっ

てエネルギー分布を測定すると共に，E層の電子温度に深く関与していると思われる振動励

起状態の窒素に関して理論的検討を加えると共に，振動励起状態の窒素と熱電子を相互作用

させる室内実験を開始した．

　TM電波の電界強度測定t及びその周波数解析

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　技官日高正規・教授林友直
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　助　手　井上浩三郎・技　官　加藤輝雄

　鹿児島観測所で受信したMT電波記録解析することにより，衛星の軌動情報と合わせて電

離層及び大気の擾乱に関する情報を得ることができる．例えば電離層プラズマバブル中のプ

ラズマ不規則構造のスケールは季節により異なることが過去のシンチレーション解析より知

られている。今後大気及びプラズマバブル等の不規則構造の発達及び消滅の過程を計算機，

FFTアナライザーを用いて研究する．

　遺伝暗号の起源に関する研究

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　教授清水幹夫・助教授長谷川典巳

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　助手姫野俵太・糞中野勉

　遺伝暗号の起源を探るために昨年度まではモデル実験として，低分子量のモノあるいはジ

ヌクレオチドとアミノ酸間の特異的相互作用を主に機器分析の手法を用いて検証してきた．

今年度からは，より自然の状態に近い高分子量の核酸と酵素を用いた実験に着手した．

まずDNA合成器を用いて，アラニン，グリシン，ヒスチジン，チロシンおよびセリンの

tRNAと同一配列をもつtDNAを合成し，アミノアシルtRNA合成酵素によるアミノ酸の

受容活性の検討をおこなった．また，これとは別にtRNAレベルでアミノ酸受容活性の反応

速度論的実験をおこなうために，ヒスチジン，アラニン，アスパラギン酸およびセリンの各

tRNA遺伝子を含む二本鎖DNAを合成し，大腸菌プラスミットpUC　19にクローニングし

た．各tRNAについて，天然のものと同一配列をもつもの，また，識別部位塩基やアンチコ
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ドンの塩基を他の塩基に置換したtDNA種もクローニングし，各々についてT7－RNAホリ

メラーゼで転写させ，／L物活性をもつ各種のtRNAの調製に成功した．

　炭素質陽石中の有機物の生成と変成

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　助r－lll本棚三・小笹隆・・」（京　大・　理）

　炭素質阻石中の炭素Cと窒素Nの大部分は有機物として含まれている．最近，ド山et　al．

（1987）はCとNの含有量間にはlog　N－alog　C　b（a，　bはIEの定数）で表される関係

のあることを見いだした．この関係は炭素質陽石中の育機物の生成および変成過程の反映と

考えられる．この関係を満たすような過程を考察した．その結果，太陽系を形成した星間雲

内のグレイン（HCNO氷マントル）中で生じた有機物が原始太陽系犀雲内で’1｛宙線照射を受

け，破壊される過程はヒ記の関係を導くことがわかった．HCN（⊃元素組成の氷から宇宙の有

機物の形成する過程を研究しつつある．

暗黒星雲内の氷

川暗轄翻佐・朧二（lK1、z友文台）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　長川馳・メ縞）汕本哲生（粕研）

　ρOph暗黒星雲内のダスト，および原始星からTTauri型星の天体の近赤外線観測によ

り，暗黒星雲内の氷（H20ice）の進化を研究した．原始星に対して，氷が検出されるのは

llJ視域での減光が10　15等以ヒに限られることがH月かとなった．　一方，　T　Tauri型星ではこ

れ以ドの減光量の星に対しても，氷が検出された．これらを基に，暗黒星雲内における氷の

形成過程と進化，およびTTauri段階におけるicy　diskの存在について論じた．

クライオサンプリング法による成層圏大気微量成分の研究

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　教授伊藤富造・技官本田秀之

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　富永健・類）・巻出灘（東大・理）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　酬・均（轟諭・中澤’？“i－　r’tt；i（宇埼

　ノく気球に，液体ヘリウムで冷却した真空容器を搭載し成層圏0）大気を採取して，その中の

微量成分を実験室内で精密に分析する目的で，本年は新たに設計・製作した装置を用いて5

月21日にモ陸大気球実験場で観測を実施した．

　その後の分析結果によると，CO2，　CH　．，，　CF，C・12（フロン12），　CCI3F（フロン11）など

の高度分布の経年変化が得られたほか，本年は新たにCCI2FCCIF2（フロン113）の高度分

布が得られている．

　この研究はこれら微疑成分の成層圏高度における長期変動を観測し，地球環境への影響を

予測するために行われている．
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　科学衛星「おおそら」による地球電磁環境および大気環境の観測

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　教授伊藤富造・助教授中村良治

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　おおそら研究班

　昭和59年2月14日に打ち上げられた第9号科学衛星「おおそら」は，極域上空や南大西

洋地磁気異常帯上空の電離層帯における降下粒子やプラズマ波動現象の観測および中層大気

中のオゾンなどの大気微量成分の観測などの種々の科学的成果をあげ，また極域電離層の構

造と力学に関する日独共同研究をはじめ多くの国際協力研究を進めて来たが，昭和63年12

月26日に第26805周回中に大気圏に突入し，消滅した．約4年10ケ月にわたり得られた大

量の観測データの解析と研究は今後も継続される．

　プラズマ境界における低周波不安定性

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　霧熱J・Ch・ti・・助教授中村良治

　プラズマ中に設置したメッシュグリッドに負電圧を印加して，周囲にイオンシースを形成す

ると自然に低周波振動が発生してプラズマにノイズを伝播していることを発見した．ノイズ

の周波数分析や相関測定を行った結果，不安定性の励起メカニズムは，加速されてグリッド

を通過するイオンによるクライストロンであることが判明した．

　プラズマにおけるカオス現象の研究

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　助教授中村良治藩戴Y・Shig…k・

　最近カオス現象が生物，流体物理や化学反応で観測されている．将来磁気圏プラズマなど

の宇宙においても発見されることが予想される．その可能性を確かめるため実験室プラズマ

を用いて研究を行っている．電子ビームやイオンビームとプラズマとの相互作用で励起され

る不安定性の周波数分析，次元解析やリアプノブ数を算出することを行っている．

　計算機によるプラズマデータ処理

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　助教授中村良治・技官相原賢二

　大型スペースチェンバーや磁化プラズマ装置で生成されるプラズマの密度や電子温度を計

測するために，プローブ特性をディジタル化してパーソナルコンピューターを用いる測定法

を開発している．

　月探査計画
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　教授水谷　仁・教授河島信樹

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　教授伊藤富造・助手柳沢正久

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　長谷川博一（京大。理）・月探査W．G・

　月の起源と進化に関するいくつかのKey　Questionsに対する解答を与えるための月探査計

画を検討した．科学的にもっと成果があげられるミッションは2台の衛星を半年間隔で打ち

上げ，そのうちの1台は3個のペネトレーターを月面に降下させ，他の1台が極周回軌道を
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取って月面の元素組成，鉱物組成，磁気異常をリモートセンシングで調査するという案であ

る．ヘネトレーターには高帯域・高感度の地震計と熱流最計が搭載され，月の内部構造を明

らかにする．これらのミッションに必要な機器の開発，データ処理法などについても検討を

すすめている．

　月探査用高感度地震計の開発研究

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　教授水谷仁・川1湖夫♂森）

　月ペネレーターによって月面に設置される高感度地震計を前年度に引き続いて開発してい

る．この地震計のフロトタイフは地球で使われている小型の電磁地震計であるが，バネの固

定法に新方式を採用し，可動範囲を最小限に設定してある．振子の動きを検知するのに使わ

れる磁石の材質を希ヒ類金属の入った高磁化率のものを使ll］する事によって，アポロ計画で

使われた地震計の感度よりも周期1秒付近で10倍高いものを製作する事ができた．さらに

検出器の増幅器の低ノイズ化をはかり，全体的感度をもう1桁あげる事を考慮中である．

月探査ミッション遠隔探査衛星

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　教授水谷　仁・教授河島信樹

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　箸　員　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　藤井直之・月探査W．G．
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　教　授

　前年度にひき続いて，極周回軌道・搭載観測機器の諸元・観測口J能期間と取得情幸露1・開

発スケジュールの検討を行った．

　惑星形成過程の数値シミュレーション

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　教授水谷仁・・川雅彦（名大・理）

　感星は直径10km程の多数の微惑星の衝突合体によって形成されたと考えられている．そ

こで太陽のまわりをまわる約10iO個の微惑星から惑星がつくられるまでの過程を数値的にシ

ミュレートした．この計算には最近明らかになった衝突破壊のスケーリング則をとり入れて

ある．この数値計算の結果，地球が形成される途中では半径1000km以加の物体と’r径100

m以ヒの微小破片に質量が集中するようになること，地球がフルサイズまでになるのには

109年かかる事などがわかってきた．地球以外の惑星についても現在計算継続中である．

　地球コアの形成過程

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　教授水谷仁・本川理恵（名大・理）

　地球のコアは地球形成時に作られる鉄に富んだ層が中心部にある比較的低温の均質な珪酸

塩層と入れ替わることによって，形成されたと考えられる．これは1種のレイリー・タイラー

不安定現象であるが，その様相と時間スケールについてはほとんど分かっていない．そこで

数値計算によってマントルと鉄に富んだ層の流体力学的な運動を調べている．コアの形成時

間を決めるのは，モード2以Eの高次のハーモニクスに代表される運動であることが分って

きている．
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　ユレイライト陽石の起源に関する実験的研究

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　教授水谷　仁・助手藤村彰夫

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　荒川政彦（名大・　理）・加藤学（％）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　高木立諺（名大・理）

　ユレイライト阻石はマトリックス中にダイアモンドを含み，鉱物組織は徐冷と急冷を示す

証拠があるなど，きわめて特異な阻石である．これが衝撃変性によって作られたものである

かどうかを調べるために，ユレイライト組成を持つ資料の衝突実験を行った．衝突条件に

よって，資料の内部組織がどの様に変化するか系統的に調べている．現在までの結果によれ

ば渓際のユレイライトに見られる性質の多くは比較的多孔質の炭素質コンドライト組成の

母天体に普通コンドライト的阻石が秒速2km程度の衝突をすれば，再現されることが分かっ

てきた．

　小惑星ファミリーの形成条件

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　教授水谷仁・高木立諺（名大・理）

　小惑星のファミリーのメンバーのサイズ分布はそれらが形成された条件を反映していると

思われる．これまで我々のグループによってZ「rわれてきた衝突実験の結果から・どのような

衝突条件の時に，その衝突によって作られる破片がどの様なサイズ分布にか，解明されてい

る．この衝突破片に関するスケーリング則を用いて，いくつかのファミリーが作られる衝突

条件を求めた．これによるとひとつのファミリーは1回の衝突で作られ，ファミリー中の最

大の天体は従来考えられてきた小破片の集積ではなさそうである事が分った．

i

　ヴォイジャーによる惑星画像の解析技法の研究

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　教授水谷　仁・助手藤村影夫

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　諸戸竜一（名大・理）

　惑星探査機ヴォイジャーによって得られた木星，土星，天王星の衛星の画像はその他の

データと共に，CD－ROMの形でNASAから配布されている．この画像から惑星地質学的研

究をするためには，画像に写されている地形の緯度，経度を求め，それを任意の座標系に変

換したり，解析を容易にするために各種の画像処理を行う必要がある．これらを実行するた

めのソフトウェアを製作し，木星の氷衛星の地形についての解析を進めている．

近赤外スペクトロメータ用冷却機の研究

毅藤井直之・教授河島信樹

東博ぜ縢・中野司（袖騰
宮本正道（東大・教養）・伊東敬祐（袖戸毒）
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　陣F・義（轡奇）・柴村英道（壇験）

　IRCCD川の能動的ノよ冷却をするために，逆スターリングサイクルを利川した，冷却HEAD

分離型の循環冷却機の桝i能試験を開始した．冷凍能ノ」80K，1W（所要電力65W，2．8kg）

の冷却HEAI）に約58gのIRフォトダイオード等の負荷を1川えて連続運転試験を行一）た．

装置内外の数ケ所で1占，渡をモニクーし，411時間の連続試験を終」’したところである．今後，

1000時間を越える試験や，宇宙環境ドでの試験，変動負荷，振動・竃磁的雑1㌢などに対す

る試験を計画している．衛星搭載川として1’分利川口∫能ではないかと考えている．

　月探査用可視・近赤外反射スペクトル観測装置の開発

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　姦擾藤片直之・東臓（神Ji大・自然）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　中野　司（桝譲）・伊東敬祐（kii］戸毒）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　宮本・随（東　ノく・教養）・こ軒・義（轡毒）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　欄ヒ呂志（騨ll・

　前年度の研究開発にひき続いて，本年度では観測装置の設計・開発に必要オ∫反射スペクト

ルの校ILシステムの設計製作を行なった．これは，衛星搭載川観測二｝芝置を分光部・受光部に

直接置換して校IEが可能なように設計した毛）ので，それと同時に地ヒからの月面反射スヘク

トル観測や標準試料による内部メ畳蕪準の検定に利川され得る．現在，赤外域の雑昌曹低減のため

エージング中であり，ブリ・フロトモデノレの佼IEならびに，　J］面などの観測や実験室内での

惑星表層1・1要鉱物の反射スヘクトル測定などを行っていく獅ヒである．

阻石中の衝撃の影響と力学的性質
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　韻石中に残された衝撃の影響から，惑星形成過程にEfil要な鍵となった微惑星の衝突過程を

推定するために，力学的性質の変化を研究した．本年度では，力学的性質の一つである阻石

［liの金属粒fの硬度及び粒形解析を行った．普通阻fl中のFeSとFeNi粒rの硬度比はおよ

そ3：2であり，オリビンや輝石に比して約15程度であることがわかった．現在，金属粒

」勉）外形のフラクタル次元や形状因i7x’どと硬度や化学組成の関連性についての研究が継続

中である．
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固体惑星・衛星のテクトニクス

客　員
　　　藤井直之教　授

森中美貴（神戸大・　理）

伊轍祐（神戸大・　理）

　　　　　　神戸大・東　　博美（　　　　　　　　　）
　　　　　　・自然

・荻原邦行（神戸大・自然）

・宮本正道速教嚢）

　月や火星をはじめとする固体惑星やガリレオ衛星など岩石質や氷質の固体表面を持つ天体

では，阻石様物質の衝突によるクレーター形成の他に，火山活動など天体内部のエネルギー

によるテクトニクスで表層の物質や地形が進化している．反射スペクトルや精細な地形の情

報から，月の特異なクレーターの形成過程や氷衛星における火山性地形について解析を目指

して研究を行っている．未だ断片的な成果しか得られていないが，前者ではCrUgerクレー

ター及びその周辺の物質の鉱物組成比の推定や月の両極地方でH20の存在と密接に関係す

ると思われる花弁状クレーターの探索計画，ガニメデ表面のドーム状地形の起源などの研究

を行っている．

噴火の素過程一他の太陽系天体への応用一

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　器藤井直之・伊藤敬祐（神戸大・　理）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　中野司（神戸大・自然）・宇井忠英（袖戸毒）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　原田智幸（神戸大・　理）・宮本正道（享教妻）

　太陽系天体内で現在も活発な噴火を続けているのは地球とイオだけである．しかし，過

去においては金星・火星をはじめとして月やガリレオ衛星でも噴火活動が盛んであったこと

が，これらの天体の表層物質に残されている．噴火活動により，内部の物質がどの程度天体

表層にまき散らされるかは，マグマの化学組成・揮発性成分の量・大気圧・火道の力学的性

質などによって支配される．噴火現象に関して，鍵となる素過程についてのモデル的考察を

吟味することによって，上記の問題に答えるべくやや理論的検討を行った．

　プレート運動のダイナミクス

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　簾麟直之・田中明子（神戸大・自然）

　地球は十数枚のプレートが互に相対運動をしていることによって現在の表層構造が作られ

ている．地球とうり二つの金星では，その構造（主として表面地形）に大きな違いがある．

プレートの生産境界（海嶺）におけるダイナミクスの違いに着目して，モデル的考察を行っ

ている．地球と金星における境界条件の差に起因するプレートの力学的構造の違いが，その

主な原因と考えられるためモデル計算を続行中である．

低密度物質への高速衝突片の貫入過程

籔是藤井直之・藤原顕（京大・理）
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　石橋俊宏（神戸大・　理）

　高速衝突時のエネルギー分配は，弾丸と標的の力学的性質及び衝突条件により様々に変化

する．衝突破砕片の試料回収という目的のもとに低密度物質への高速衝突片の貫入実験を

行った．現在のところ衝突物質はナイロンの7mmφ球でのみしか行っていないが，ある程度

のスケーリング則を導きつつある．コメットコマ試料回収計画の不揮発性物質回収のための

基礎資料としても十分役立つデータが得られると考えられる．

　珪酸塩高圧相鉱物一水系に関する研究

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　簾澤本紘・教授水谷仁

　マントル内に小酸基を含む高圧相鉱物が存在するとそれ等の鉱物がマントル中の溶融温度

・溶融関係を支配する．珪酸塩鉱物中水酸基を好むサイトは1）静電結合力総和が2以下，

2）静電エネルギーが20V以下の場合である．変型スピネル構造：β相の01サイトが上記

条件を満す．そこでオリビン及び水を白金カプセル中に封入しβ相を高温高圧下で合成し

格子定数を測定すると3）b軸が4％程度増加する．4）FTIRで分析した結果，3300～3450

cm－1に2本の吸収が存在する．5）OH基を含むβ相単結晶を用いて熱膨張を測定すると

800K近傍で格子定数が不連続に減少するが結晶構造はβ相である．6）この結晶を常温下

で構造解折を行うとM3－0間は短く，T－O間は長くなる．これ等から水酸基を持つβ相

が地球内部で安定存在する事を示す．

　MA　8型ダイヤモンド焼結体アンビルによる極超高圧力の発生

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　教授水谷仁・罐澤本紘

　地球及び惑星の深部を物質科学的・物理学的に明らかにするためには極超高圧力の発生が

決定的に重要である．従来WC製アンビルを使用していたがこの場合20　GPa以上になると

アンビル先端部が塑性変形し超高圧力の発生が困難になる．そこでダイヤモンド焼結体アン

ビルを用いて極超高圧力の発生を試みた．（a）X線を透過するSicをバインダーにしたダイ

ヤモンド焼結体アンビル（4．8mm立方体）i）切載寸法（t）が1mmの場合，最高到達

圧力：28GPa，　li）t＝0．5mmの場合，41　GPaの圧力発生を達した．しかしWCヘッド破

損した．（b）そこでより大きなコバルトをバインダーにしたダイヤモンド焼結体アンビル

（8．4mm立方体），　t＝2mmの場合，35　GPaの圧力発生を可能にした．100GPaの圧力発

生も近き将来可能である．

　昼間紫外大気光観測

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　窩教是鈴木勝久・助教授小山孝一一・RB

　S－310－18号機により昼間紫外大気光のスペクトル観測を行った．観測した波長域は1800

A～4000Aである．3000　A以下の波長域は大気中のオゾンによる吸収があるため地上から

観測することはできない．回折格子分光器と冷却した光電子増倍管を用い，光子計数法でス

ペクトル強度を測定した．その結果NO，　N2，0等の発光スペクトルが観測された．現在ス

49

This document is provided by JAXA.



ペクトルの解析中である，

共通基礎研究系

　星間分子雲中のH2分子の振動回転準位分布

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　教授高褥・夫・緩合曽　琴

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　共　同　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　恩田邦藏・助手崎本一博　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　研究員

　さきに反射星雲NGC　2023のH2分子の振動・回転準位分布を計算しほぼ観測と合致する

モデルを作った．しかしそのときは入射紫外線が雲の中で次第に減衰する状況をまともには

考慮しなかった．一方，観測されている星間H2分子の励起の多くは星間雲の高温部分での

熱的励起によると思われる．そこで，紫外線による励起と熱的励起の両方を考慮し，雲の中

での紫外線の減衰もとり入れたモデル（一次元的）を作り，NGC　2023のほかM17，0rion

KLなどでの観測を統一的に説明することを試み，一応の成功を見た．なお，若干の改良を

検討中である．

　多価イオンを含む高温非平衡プラズマ中の電子の挙動

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　教授高柳和夫・矢部孝撚う

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　村上佳邦樫と）・西・彰夫（阪大レーザー）

　プラズマ中の電子は効率よく運動量を交換できて非平衡状態に置かれてもすぐにMaxwell

分布になると思われている．しかし電子の速度が大きくなると，Maxwel1分布を維持する

のに重要な運動量移行断面積は小さくなり，プラズマ中の多価イオンを励起したり電離した

りする非弾性衝突の断面積が逆に増大して大小関係が逆になる．さらに高い速度領域では非

弾性衝突断面積も減少する．そこで高温非平衡プラズマでは，中間速度領域の電子は非弾性

衝突によって低速域にはいりそこではすぐにMaxwell的分布が実現するが，高速電子はと

り残され，全体としてはMaxwell分布にならない．モデル計算でこれを示した．

　電子衝突による多価イオンの電離

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　教　授　高柳和夫・武部尚雄（成践大）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　窩教是中崎忍

　電子・多価イオン衝突は天体物理学，プラズマ物理学等において重要な原子分子過程であ

る．電子衝突によるイオンの電離において，イオンから放出された電子の速度分布を知るこ

とは高温プラズマの計算機シミュレーションを行う上で重要である．今日まで全電離断面積

の実験及び理論計算は多く発表されているが，放出された二次電子の速度分布についての見

積りは発表されていない．電子衝突による水素様イオンの電離における放出電子の速度分布

の理論的計算を計画中である．
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　原子の光吸収によるイオン化

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　助教授　市川行和

　原fが波長の短い光（紫外線やX線）を吸収すると，原liの内殻電fの励起・電離が起こ

る．その後各種のAuger過程が起こって最終的には各種の多価イオンが生成される．この

機構を調べるために，シンクロトロン放射光を原j二線に当てて光イオン化をみる実験を行っ

ている．今年度は，前年度までに得られたCs，　Ba，　K，　Ca，　Rb，　Srのデータを解析すると共

に，Sm，　Eu，　Ybについて新たに実験を行った．なお，本研究は高エネルギー物理学研究所

放射光実験施設における共同研究として｛　j’われているものである．

　電子衝突による原子イオンの励起

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　助教授市川行和・助丁：崎本一博

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　客　員　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　中崎　忍
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　助教授

　電j乙と原f－　／rオンの衝突は天体や実験室における高温プラズマ中の基本的素過程である．

その理論的研究を本年度も引続き行ったが，特にイオンの励起の際の角分布（微分断面積）

の計算・解析に努力が集中された．

　q）He様イオンの励起

　He様等電f系列について系統的研究を行った．特にスピン許容遷移について詳しい計算

を行った．

　（2）H様イオンの励起

　最も簡単なイオンであるH様イオンについて系統的な計算を行い，イオンの励起の機構

について詳しく考察した．

　酸素原子と光・電子との衝突に関するデータの収集と評価

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　助教授市川行和・助r・li∫村淳

　前年度までに行ったNl，　，02に続いて，0と電f’・光との衝突に関するデータを収集，吟

味を行った．対象とした過程は，光電離，電」乙の弾性散乱，碗子衝突による励起（微細構造

単位間の遷移を含む），電離，電」乙付着である．結果がまとまりr・備的報告を近く発表する

予定である．

　原子衝突データベース用格納・表示シスデム

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　助教授　市川行和・技　官　田之頭昭徳

　パソコンを用いた原」｛衝突断面積データベース格納・表示システムを作成しつつある．今

年度は一通りのシステムが完成しデータを入力する準備を進めている．

　リドベルグ状態にある水素分子のシュタルク効果

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　助｝崎本一博

　分fが高い電砺力起状態にあると，分s’・の振動，回転運動と電∫乙運動とがtiいに強く影響

を与えるようになる．そこに霜場が作用すると力学問題はさらに複雑になるわけだが，量子
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欠損理論を応用することにより，比較的簡単に問題が解けることがわかった．そこで，まず

試みに電場中の水素分子のエネルギー準位，光電離の振動子強度を計算した．

　電子・イオン衝突における光輻射効果

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　助手　崎本一博

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　M．Terao（クウィーンズ大学）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　K．A．　Berrington（クウィーンズ大学）

　表記研究は日英協力として行われたものである．

　普通，電子・イオン衝突の計算を行うとき，光輻射効果は無視できるものとして扱われる．

また，光電離を計算するときには，光遷移に関しては一次摂動論が用いられる．しかし，多

価イオンになると，光遷移に関する相互作用はけっして弱いものではない．従って，電子・

多価イオン衝突では光遷移相互作用もきちんと考慮して扱わなければいけない．そこで，ま

ず，光遷移のチャネルも考慮した電子・イオン衝突過程の計算方法を確立し，Fe24＋の光電

離，Fe25＋と電子の共鳴散乱に適用した．

　三体散乱における二重散乱発散の除去

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　助手　市村　　淳

　高密度の気体やプラズマでは，一般に，素過程として，二体散乱のみでなく，三体（以上

の）散乱過程も重要になると期待される．ところが，三体散乱においては，通常の理論に従

うと，遷移行列の二重散乱特異性に起因して，例えば励起の速度定数に発散が生じてしまう．

そこで，波束形式の散乱理論に立ち返って速度定数の表式を導くことを試み，特別な場合に

閉じた表式を得ることに成功した．簡単な例題について数値計算を実行し，この表式の特徴

を吟味した．

低エネルギー原子衝突による高い振動励起二原子分子の振動遷移過程の研究

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　講究冒恩田邦藏・蒼究冒和田尚志

　分子が始状態として高い振動状態に励起されている場合の振動遷移過程は理論的にも実験

的にもほとんど研究されていない．そこで，星間雲中での衝突素過程として重要で，相互作

用ポテンシャルが十分な精度で得られているH＋H2系を例にとり，断面積を計算した．そ

の結果，（1）「振動遷移は，階段を一段ずつ昇り降りする．」という考えが必ずしも正しくな

く，とりわけ低い衝突エネルギー領域で違った傾向が見られる．（2）振動遷移に伴なって起

こる回転状態の遷移は，断熱的と考えて良いなどのことがわかった。得られた衝突断面積の

信頼度はかなり高い。現在は，分子の連続状態を離散化することにより，衝突による分子の

解離過程の研究を進めている．

中・低エネルギーイオン・原子衝突におけるイオンの微細構造準位間遷移

共　同
　　　小池文博研究員
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　イオンと原子または原子と原子の衝突において，イオンまたは入射原子の側の微細構造副

準位間の遷移が見られることがある．この場合，遷移の原因となる相玩作用を見出すのは簡

単でない．Na＊（3PL’P1・2，ヨ，2）・希ガス原fの系について，ニキチン等の研究がある．ニ

キチンのモデルを拡張して熱エネルギーをはるかに越える衝突エネルギーでも使えるように

した．副準位を持つ原fまたはイオンの波動関数のうち衝突相r．との相tll作川の強い軌道部

分を分紳由とともに回転する座標系で記述し，相圧作用の弱いスピン部分を空間固定の座標

系で記述した．

　Ar’，　Ne＋＋希ガス系についてf備的な計算を行い，東京都立大学の袋田氏の実験結果と

比較を行った．定性的には良い一致が得られた．

　多価イオンの関与する二電子移行衝突

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　共　1司　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　山口知一」乙
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　研究員

　星間空間や太陽コロナあるいは熱核融合実験において，多価イオンの存在および他の粒f

との相互作用が1f！1要な役割を演じている事が近年注目されている．とりわけ，低エネルギー

原トイオン衝突における1電j孔移行過程は実験的に調べられているし，理論的には，一電

f移行に比べて単に複数の電」乙が移っただけにとどまらず，低エネルギーにおける電子一電

fl相関の効果を調べる面自さがある．準分」乙モデルの高励起状態のまともな理論的取扱いは

困難なので，独自の方法を考案した．この方法に基づいて計算を行い，　：竃子移行の機構を

考察した．

　　　　　　　　　　　　　　　システム研究系

　TEAL／NTO　2液推進系の研究

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　教　授　秋葉鎮一1郎・助教授　高野雅弘

　前年度に引続き，TEAL／NTO貯蔵型2液K｛1進系の基礎開発実験を継続した．

　前年度までの研究成果を踏まえ，インジェクタ壁面温度緩和のために衝突点位置をインジェ

クタ面より5mmに後退させた改良型インジェクタ（3点衝突型54対）に，　SUS　304製原

肉ヒートシンク・チャンバを組合わせた推力400kg級の試作エンジンを用いて短秒時燃焼

実験を行った．実験結果から，衝突点位置とインジェクタ表面温度，特性排気速度等との関

係が明らかになり，ノズル・スロート部熱伝達係数の実験的把握によりNTO再生冷却チャ

ンバ実用化の指針を得た．

　伸展・展開型高開ロ比ノズルの研究

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　教授秋葉錬：郎・助教授高野雅弘

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　助教授小野川淳次良1～・助手渡辺直行

　M－3SU－4号機飛翔実験の成功により，KM－D用に開発した一一段コラフシブル・カッフ

型伸展ノズルとヘリカル・スフリング／申展機構の高い実用性が証明された．

　前年度のInternal　Slato型展開ノズル・システムに引き続いて，将来のFire　in　the　hole

点火方式を採用する2段モータに適用し得るノズル・システムとして，Translating　External
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Slato型伸展・展開ノズルを考案し，その実用性検討を行った．

　将来の上段モータ用高開口比ノズル・システムの候補として，Gas　Deployed　Skirt　plus

Tranolating　Cone型およびTranslating　Axially　Convoluted　Cone型伸展・展開ノズルの

実用化のための材料，機構・構造上の問題点の調査を開始した．

　S・520型観測ロケット推進系の改良

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　教授秋葉錬二郎・教授松尾弘毅

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　教授雛田元紀・助教授高野雅弘

　前年度設計試作したS－5201X－1モータの大気燃焼実験を行い，その良好な結果から，約20

％のペイロード増と同じく約20％の価格減を併せ実現し得る改良型S－520観測ロケットの

実用性を証明した．

　観測ロケット用回収再使用型SJの研究

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　教授雛田元紀・助教授高野雅弘

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　助教授　中谷一郎・助教授　川口淳一郎

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　技官佐藤忠直・技官安田誠一

　前年度製作したブローダウン式GN2スラスタ・システムによる回収再使用型SJ装置の

S－520－10号機用フライト・モデルを用いて，ノーマルおよびオブリークノズルの流量・制

御力特性，2連球型タンクのブローダウン特性の実験調査を行った．この実験結果を基に作

製したSJ運用モデルを用いて行われた3軸モーションシミュレータによるCN－E姿勢制御

シミュレーションは，S－520－10号機の良好な制御特性を保証するものであった．

　月ペネトレータ用テレスコピック・アンテナの研究

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　教授水谷　仁・助教授高野雅弘

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　助手塚本茂樹・助手藤村彰夫

　月ペネトレータの尾部に搭載し，月面突入時の大荷重によって破壊するアンプルから噴出

する揮発液体の蒸気圧により，自動的に伸展する方式のテレスコピック・アンテナを考案試

作した．同試作品を，単体落下試験および120φ大型ペネトレータに搭載しての擬i似月面砂

中への貫入実験に供し，実用化の目途を得ると共に，機材および試験法の改良に関して幾つ

かの指針を得た．

　SITVC／TMCの研究

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　教　授　秋葉錬二郎・助教授　高野雅弘

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　技官小林清和・技官安田誠一

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　糞鰭真一郎

　現用ハロン114B2に替る将来型噴射体選定作業を，前年度に引続き行った．解析的調査

研究と平行して，推力200kg級の小型固体モータを用いたLITVC制御力特性比較実験を行

い，反応性液体HAN（ヒドロキシル・アミン・ニトレート）および過塩素酸ソーダNaClO4

54

This document is provided by JAXA.



水溶液についてハロン114B、に対する相対制御力特性をH月らかにして，後者が近い将来に

おける代替噴射体候補とLて有望であることを示した．

　燃料過剰のロケットのノズノレ開口部に酸化剤を2次噴射して推力を増強，制御するTMC

の実川，・　iJ能性を1∂1：究するたy）に．小型固体モータを用いた酸素ガスSITMC実験を行った．

これにより，ステッフ付ノズノしの推力増ノく効果，小開日角円錐ノズル壁月三分布測定による超

音速燃焼の特性とその効果について，有意義なデータが得られた．

　固体ロケット・モータの研究

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　教　　授　　秋葉錬．：良ll　・　H力教授　　1☆1里チ刑＃．駆1

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　t支　　’ビガ　　ノ」、　材く21霊f　下lI　●　t支　　’ドゴ　　’女　ll】　、誠　　　・

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　研究生池田↑鰻・李篠創11貴和

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　李篠徳留真・郎

　（推　薬）前年度までに得たコンポジット推薬中の金属燃料　Alの燃焼機構とその燃焼

生成物　　Al，・O、汐）モークーケース内残留特性およびそれらに対する制御因itに1発1する研究

成果と，これに基づく燃焼完結性のr∴’jい低llll結材・高Al充1眞率推薬の開発指蛋1’に従い，　HT／

PB／Al／AP．12・1870の牽：量組1戊を持つ推薬BP－111Jを開プ芭・実用化した．1・　il推薬を充墳

した超小型キックモー’yKN1－Lの高空性ll旨試験において，高い燃焼完結性と高比推力特性

が確認されたことにより，そU）指針の適確さが実証された．

　前年度までに得た200t・rr以ドの低圧力域では，燃速が圧力に不感となるという実川コ

ンポジット推薬の特lti’（的な通性と，飛翔データσ）解析から得られる実機モー9の残留加速度

内圧特性とを対照検討’することによって，モー9の燃焼終」ノ期から残留内圧域に至る過渡

的な圧力減衰挙重力が，臼こ充願推薬の低圧lkft？ミ速特性に依存することを明らかにした．この知

見に基づいて，より　・般性のあるL段モータ残留加速度特性の〕今1則と分離シーチンスの策定

法を提案した．これに従って決定されたML3S　l　l－4号機ヒ段分爵｛壼シー一ケンスは適正であった．

　コンポジット推薬の微細・kfY，tl　l暁機構可視化のための光学的病去のllti発・実用化研究を継続し

て行一．・た．

　（点　火）前年度に引き1魂き，点火モ・一ダによる固体モー9着火過程の総合角奉析を進め，

設，汁基準の確、X・洗練を図った．

　投棄型スロート・フラグ式点火モー一夕に．よる後方着火方式については，M－3Sll－4号機飛

翔実験における同点火システムを採用したKNI－Dの正常機能により，その実川性が証明さ

れた．

　モータド推薬友材’を県乳火モt．一タ推薬として流用する低価格点火システムの実用性を，同点

火システムを初y）て採用したS－5201X－1モータのノ〈気燃焼実験において証H月した．

　L’D－10を越えるノ〈細長⊥七モータの吉火特性について，新たに人f：したS－5201X－1他の

テータを含y）て見直しを行い，従来の点火モータ設占1’基準に微小修1F．を加えた．

　前年度に引続き，レーザ・一点火に関する研究の一環として，T．V．D．差分法を川いた固体

推薬放射着火の数／直シミコレーションを行った．

　（混相流解析〉　前年度に引続き，　ノズル混相流解析フログラムに，気1胡相問の物Fl！的FlttiJc
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量，燃焼ガス特性の温度依存性等の評価を精密化することにより，限界粒子流線の挙動予測

精度向上のための改良，洗練を加え，高開口比ノズル最適形状設計手法の高精度化を図った．

同プログラムの高い比推力推定精度は，本年度実施されたいくつかの地上燃焼実験および

M－3S　ll－4号機飛翔実験によって証明された．　M－3S　ll第3段M－3Bモータのノズル開口部

出口近傍の熱負荷を軽減するため，同プログラムを運用して同モータのノズル内孔形状の見

直しと微小変更を行った．M－3SH－4号機飛翔データは，この改良が極めて効果的であった

ことを示している．

　（ノズル熱解析）　ノズル構成部材のアブレーション，エロージョンによる熱的損傷過程の

総合解析を進めるための実験的・解析的研究を，前年度より継続して行った．

　燃試計測諸量からスロート・グラファイトのエロージョンの時間履歴を算定するデータ処

理手法を確立し，これによって得られた多数の燃試モータのより信頼性の高いスロート・エ

ロージョン特性と諸制御パラメータとの相関を調査した．その結果，燃焼ガス中のH20，

CO2等酸化性生成物の分圧が支配的パラメータであることが示され，スロート・グラファ

イトのエロージョンが，主にこれら酸化性生成物のheterogeneous　chemical　attackによる

ものであることが明らかにされた．この知見に基づき，モータ設計計算上有用な経験式を導

出した．

　CP－FRP製ノズル・エグジットコーンの炭化アブレーション特性については，一次元ア

ブレーション熱伝導解析プログラムを開発し，炭化前後の小試験片を試料として測定した熱

定数の温度依存性，熱天秤法によって測定したフェノール樹脂の熱分解特性を導入してその

高精度化を図った．同プログラムは，炭化アブレーション厚の予測には有効であるが，ノズ

ルの総合熱解析の手段としては未だ改良の余地がある．同プログラムによるシミュレーショ

ン結果を各種燃料試モータにおけるノズル温度測定結果と比較検証することにより，今後の

継続研究に指針を得た．

　モータ燃焼直後，ノズル部に滞留する大熱量を早期に散逸させて搭載機器への熱的ソーク

バックを防止し，機留推力の発生とこれによる軌道分散を予防する便宜的手法として提案し

た水噴入冷却法について，前年度における基礎実験の成果を踏まえて実機搭載型水噴入冷却

システムを設計試作して，KM－L－2真空燃焼実験において実用化試験を行い，良好な成績を

得た．

　回収システムの研究

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　教　授　秋葉錬二郎・所　長　西村　　純

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　教授林友直・教授雛田元紀

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　教授松尾弘毅・助手秋山弘光

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　助手塚本茂樹・技官並木道義

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　技官大島　勉・技官鎌田幸男

　改良型S－520ロケット回収システムの開発を行なっている．63年度は，最終的にS－520

－10号機によるこの回収システムの機能確認を行なう計画であったが，搭載観測機器の再調

整のため，平成元年度に延期となった．
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　希薄気体力学の研究

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　教授雛田元紀・助手塚本茂樹

　低密度風洞（マッハ4，静圧10～100μHg）をJljいて，超高層飛行及び超高層観測に関連

する気体力学の問題を研究している．とくに希薄気流中における飛翔体（科学衛星，揚力飛

翔体模型など）の動的空力特性について研究を行っている．

　観測ロケット実験の安全性に関する研究

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　教授雛田元紀・助f一塚本茂樹

　観測ロケットの落下危険区域の設定法，飛翔径路に及ぼす風の影響の修IE法，飛翔分散の

推定，飛翔に伴う落ド危険率，人命損傷率などの算定などの研究を行うとともに，飛翔安全

を管制するシステムとして飛行安全監視システムの充実に努めている．

　飛行安全監視計算機システムの開発

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　教授雛田元紀・助／：塚本茂樹

　飛行安全監視訓‘算機システムは，実用化の段階にあるが，更により効果的なシステムにす

るために，62年度に引き続き判断系サブシステムの開発が進められた．

　自由境界面を伴なう液体運動

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　教授翻D流・奉燦山ド範夫

　自由境界をもつ液体塊の運動は無弔力ドの宇宙環境では，表面張力効果に大きく依存する

複雑な問題である．現在の数値解析によって，この種の運動の解明を行な一，ている．

　EXOS－Dワイヤアンテナの研究

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　孝交　　子受　　手火葉錬　㌃劇二　・　教　　授　　雛　L月　元糸己

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　助丁：塚本茂樹・研究生功刀　信

　ワイヤアンテナ伸展時および伸展後の運動に関して最終的なチェックが行なわれた．平成

元年2月2211打’ちヒげられたEXC）S－1）（あけぼα））のワイヤアンテナ類の伸展は3月4目

以後順次行なわれ，事前の解析評価通りであることが実証された．

　ロケットモータの爆発特性の研究

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　教授秋葉錬二郎・教授雛田元紀

　ロケット打ヒげ実験の保安管制ヒから，ロケットモータ爆発特性の把握は最も重要な事項

の一つであり，従来より理論，実験1両面より研究が進められてきている．

観測ロケットの空気力学

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　教　　授　　雛田　ノ己糸己　・　且力　　｝三　塚　本∬支橦寸

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ヂ支　　til　　　斗ろ　1［1｝詐　1∫」

宇宙観測ロケットの飛翔特性，特に安全性に関する空気力学の問題を研究し，これを実際
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のロケット設計に応用している．

　大型ロケットの安全計画

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　教授野村民也・教授秋葉錬二郎

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　教授堀内　良・教授雛田元紀

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　教授松尾弘毅・助教授上杉邦憲

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　助教授的川泰宣・助手塚本茂樹

　M－3S　ll　－4号機の打上げに係わる安全計画が策定され，宇宙研安全委員会および宇宙開

発委員会第3部会の審議に付された．これに基づき平成元年2月22日4号機の打上げ実験

が成功裡に実施された．

　微重力環境下の流体力学の研究

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　教授大島耕一・教授雛田元紀

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　糞陳鵜

　ボンド数とシューバー数の小さい，重力に比して表面張力が支配的効果を持つ環境下にあ

る自由表面を持つ液体の流動現象を，数値的・実験的に研究している．

　宇宙ロボット機構学に関する研究

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　教授二宮敬度・助教授中谷一郎

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　助教授川・淳郷・糞福沢修一郎

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　糞醗海

　宇宙ロボティクス，特に運動・機構学的研究を行っている．大型計算機による数値シミュ

レーションの他，小規模ながら簡単なシミュレーション実験も行っている．

　有翼飛翔体姿勢軌道制御系の研究

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　助教授川口淳一郎・助教授中谷一郎

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　助教授稲谷芳文

　有翼飛翔体の主として空力的制御システムについて，その制御性能と安定性の解析を行っ

ている．特にモーションテーブル試験による制御系評価法を研究している．

　近未来科学探査ミッション解析

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　教授松尾弘毅・助教授上杉邦憲

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　助教授　川口淳一郎

　将来予想される科学探査計画について，システム的な検討を加え，理工学の境界域を補っ

ている．次期輸送系とのトレードオフを行っている．
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　次期大型ロケットの姿勢制御系に関する研究

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　助教授中谷一郎・教授松尾弘毅

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　助教授　川口淳一郎

　次期ロケットの姿勢制御方法についてシステム的な検討を行っている．特にペイロード損

失の少ない方式検討が始められた．

　月スウィングバイ軌道設計，解析

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　教授松尾弘毅・助教授上杉邦憲

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　助教授　川口淳一郎・助　手　石井伸明

　MUSES－A，　GEOTAILに用いられる2重月スウィングバイ軌道の設計，解析を行ってい

る．’88年度には，開発中の設計ッールが完成し本格的な設計がスタートした．

　彗星サンプル・リターン計画のミッション解析

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　助教授上杉邦憲・助教授川口淳一郎

　彗星コマサンプルリターン計画のターゲットの調査，ミッション解析を行っている．いく

つかの妥当な案を理学とのWGにて検討中である．

　MUSES－Aによるエアロブレーキ実験のシステム検討

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　教授林友直・助教授上杉邦憲

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　助教授安部隆士・助教授川口淳一郎

　MUSES－Aのミッション終了時に地球大気による減速実験を行うためのシステム的な検討

を行っている．本年度は熱設計についての検討を主に行い，衛星設計の部分的な改修にこぎ

つけた．

　宇宙機用GPS受信機の試作，実験

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　教授西村敏充・助教授川口淳一郎

　移動速度の大きい宇宙機向けにGPS装置の受信部分を試作し，観測ロケットに搭載して

受信実験を行うことを検討している．

　宇宙環境工学の研究

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　教授　大島耕一

　宇宙環境の影響，特に熱的な効果によると相定された幾つかの衛星の不具合について，そ

の原因を考察し，対策についての審議に参加した．本研究は宇宙開発委員会第4部会専門委

員として行なったものである．

　数値流体力学の研究

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　教授　大島耕一

　文部省科学研究費補助金のうち重点領域研究“数値流体力学”のうちの“渦度を含む流れ

の解析とその計算法の開発”研究班の代表者として，研究を指導した．本研究は3年計画の
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2年度に当り，その中間報告が発表された．

　衝撃波と乱流境界層の干渉による空力加熱の研究

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　教授大島耕一・舞謂安忠

　極起音速流における衝撃波と乱流境界層の干渉を，実験的・理論的に研究した．実験は九

州大学工学部航空学科の衝撃風洞を用いて行い，計算は差分法により差物化ナビエ・ストー

クス方程式を解くことにより行なった．

　本研究は，九州大学大学院の受託によるもので，同学生はこの論文により学位を取得した．

　粘性流体中の2つの渦輪の相互作用の数値シミュレーション

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　教授大島耕一藩究費竹内秀之

　同一軸上に並んだ2つの渦輪の動きを粘性分数を考案したNavier－Stokes方程式を差分法

により数値的に解くことによりシミュレーションを行った．初期形状を種々に変えた場合に

ついて，渦輪それぞれの最大循環，最大渦度・エンストロフィーの時間的変化を明らかにす

ることにより，渦度の相互干渉によるその生成機構に対する理論の検証を行った．この結果

は，実験室実験の結果とも比較された．

　大きなはく離をともなう流れの数値的研究

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　助教授棄原邦郎・誉究琶田村哲郎

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　難太田一郎

　本研究では円柱まわりの剥離流れの非定常現象の把握を目的とする．特に臨界レイノルズ

数を超えたところでの抗力の激減現象を二次元的に解釈することの是非，あるいは限界を明

らかにするものである．計算手法として種々のアルゴリズムを提示し，数値誤差の性質，効

率等を検討した．二次元計算における円柱まわりの流れの格子依存性について調べ，数値的

拡散が流れに及ぼす影響ならびに剥離点が円柱表面を移動するメカニズムを明らかにしてい

る．さらに同じ断面格子系を用いた三次元計算を試み，二次元計算による解との対応につい

て考察している．

　エンジン内流体解析

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　助獺秦原邦郎・霧究費内藤健

　エンジン内の流れは，低いマッハ数域にあり，密度は空間変動は小さいが時間的には大き

く変化する．この様な流れ場の計算を，MAC法を拡張した方法により行なった．この計算

により，現在の可視化技術では直接，可視化できない点火直前の3次元乱流構造をシミュレー

トできた．そして，間接的な計測法であるLDV計測の結果と比較し，定性的な一致を得た．

　また，化学反応計算を付加して，予混合燃焼の計算を現在，行なっている．
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　C言語による計算アルゴリズムの研究

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　助教授憩邦郎・撫il川駿夫

　計算流体力学のフログラムは，通常FORTRANで，彗かれるが，近年のワークステーショ

ンの利用状況に合わせるためにCl　i一語を用いるフログラミングを試み，例としてグリッド

生成用のフログラムを開発し，種々の計算機に移植し，良好な移植性を得た．3次元への拡

張，一般座標系を用いるナビエ・ストークス・ソルバーをC言語を使って開発している．

　構造物の周辺の流れの数値解析

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　酬嫁原邦郎・徽1田村哲郎

　ノく空間構造物の代表的な屋根面形1犬である半球を取りLげ，その周辺の流れの数値シミュ

レーションを行なった．得られた非定常解を用いてデータ解析し，実験結果との比較により，

数値解析的なf－・法の適用範囲をII月らかにした．

　また，角柱および円柱などの柱状体構造物を対象に周辺流れの計算を行ない，それらの空

気力学的特性に検討を加えた．特に2次元解と3次元解との差に着目し，この種の2次兀問

題においても3次元計算が重要であることを明らかにすると共に2次元計算の限界を示した．

飛翔体関連の外部流及び内部流の数値的研究

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　助教授秦原邦郎・綴合1！i賜

　遷音速風洞内に置かれた高迎角翼まわりの流れを取りLげ，二次元，　る次元のナビエ・ス

トークス方程式を解くことによりその空力的特性を研究した．迎え角を変化させた時の流れ

場の性状について比較，検討を行なった．また亜音速でのシミュレーションを行ない，遷音

速中での性状と比較を行なった．

　計算機による流れの可視化法の研究

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　助　r一　井筒直樹

　本所の計算機システムを冒本とする3次元映像処理システムを構築し，それによって3次

元流れ場を表示するフログラムを完成した．－

　3次元空間の各グリッド・メッシュ点において繰り返し現象を時間的に分解することによ

り，1，000×1，000×1，000×1，000程度の時間的・空間的分解能が得られた．

気球搭載装置の方向制御の研究

助獺矯信之・黒川治久（機械Z研）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　≧≡…　　　魯　91…（露｛育旨撰）

　気球搭載装置の精密な方向制御に利川することを目的として，コントロール・モーメント・

ジャイロを用いた2軸制御システムの開発研究を行っている．本年度は，制御システム構成

を検討するとともに，ジャイロ部等の1・1要構成要素を試作した．
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　大型サイクリング気球による長時間観測システム

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　所長西村　純・教授廣澤春任

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　助手山上隆正・助手藤井正美
　三陸より放球した気球が日本海上空に出た後排気弁を操作して高度を低下させる．偏西風

に乗せ東方に進行させ再び上昇させる．この様なサイクリング方式を用いる長時間観測で従

来より大型のストロークをとり有効に観測を行うことを検討している．昭和60年度には試

験飛翔を行い41時間の飛翔の後観測器の回収に成功することができた．大窪山受信点の完

成にともない受信範囲が著しく拡大するのでこの方式は有効性を発揮するものと思われる．

　大洋横断気球による長時間フライトシステム

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　所長西村　純・教授廣澤春任

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　教授棋野文命・助教授矢島信之

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　助手太田茂雄・助手秋山弘光
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ら　　　　　　　　　　　　　　　　　　　助手藤井正美・助手山上隆正

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　技官並木道義・技官岡部選司

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　技官松坂幸彦・山中大学蝦妻）

　大洋横断による長時間フライトシステムについては高層の気象条件および立地条件を勘案

して解析を行ってきた．昭和61年度から昭和63年度の3年間にわたって東支那海横断の

気球について，鹿児島県内之浦より9機の実験を行ない，2機は上昇中破壊したが，7機に

ついては約20時間の飛翔後，上海および南京付近で回収することができた．これらの成果

をもとに更に長時間フライトシステムを発展させるために検討および実験の準備を行ってい

る．

　大重量機器の安定放球法

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　所長西村　純・教授廣澤春任

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　助教授矢島信之・助手太田茂雄

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　助手秋山弘光・助手藤井正美

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　助手山上隆正・技官並木道義

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　技官岡部選司・技官松坂幸彦

　有翼飛翔体等の大重量物を安定に放球するために，新しく気球および吊り紐を進展して放

球する新しい放球方法を検討，昭和62年度に地上試験，放球試験を行い予定通りの性能を

有することが確認された．昭和63年度の有翼飛翔体実験では上昇中に気球が破壊した．こ

の気球破壊の原因の検討を行い，大重量物を更に安定に放球させるための検討および実験準

備を行っている．

ポーラーパトロール気球

所長西村　純・教授廣澤春任
助手太田茂雄　助手秋山弘光
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　助｝三lll　L隆IL・技官並木道義

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　技　官　岡部選ld・技官　松坂幸彦

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1回吠学（【11賑・

　極地研に協力して，南極周回気球α）システム研究，テレメータシステムの検討．搭載機器

要素，観測器等の開発研二究を行っている．昭和62年12J］には極地研により昭和基地より試

験飛翔が行われ，極域を約13周する成果を得た．また気球高度における放射環境のデータ

を得た．これらの成果をもとに平成元年12J］に再度周回気球の，試験飛翔を行うべく実験準

備を行っている．

高エネルギー　一次電子の研究

戸斤　　上・と　　【JLi　l：・†　　　　糸屯　　●　Hカ　　　∫三　　κ泰　封：　lE　　）軽

平良俊雄喫鯉…」・林・E（1’i」liIノく・　理）

　　　　　1神奈川1　　　　　　　’神奈Jli1
会津英1乙衛　生　・占森良志」く衛　生
　　　　　短　ノ◎　　　　　　　　短　人こ，

丹生潔（fi毒・・西尾昭畷大養）

牧野みつr（事邦［奏）

　米liミiとの協1・i」実験rcエマルジョンチ．1ニンバーを川いて1012eVをこえる高エネルギー電f

の観測を行っている．また数百GeV領域の電j”を捕らえるための高感度のX線フイルムを

川いて検出することができるようになった．このようなエネルギー一の高い領域での電j乙の発

生，銀河内の伝播等についての研究を行っている．

ガンマ線バーストの研究

所　長　西村　　純・助　1：　藤井IE美

B力｝兄lllヒ隆IE・助｝三木寸ヒ敏夫

1遡伊藤殿壌擾近藤一郎
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　村ヒ浩之（11二教鳶

　X線科学衛星に搭載したガンマ線バースト検出器を川い，約30個のガンマ線バーストを

検出，ヘリオディシティ，数卜keV領域でのスヘクトル構造，バーストの最終部における黒

体輻射構造等新しい知見を得，解析研究を仔っている．

放射線飛跡検出用プラスチック

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　所　長　西村　　純・助　／’・藤井il・L美

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　技酎黄1助男・小林・E（1：汕ll）

感度の高い荷電粒j’・検出用フラスチックを開発するためCR－39と分r構造o）似たポリマー
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を合成し，感度と分子構造の関係を系統的に調べている．現在，スルフォネート結合を含む

新しい検出器SR－86の特性を詳しく調べている．

　電子シャワー検出用X線フィルムの研究

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　所長西村　純・助手藤井正美

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　奎握吉騰正・平良俊雄轡坐）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　立山暢人（神奈川大・工）・鳥居詳二謄坐）

　宇宙線中の電子シャワー観測用のエマルションチェンバーについては従来NタイプX線

フィルムを用いてきたが，スクリーンタイプのG8，　G　12について感度特性を調べ数百GeV

領域のシャワーの検出に有効であることを確かめ，更に高感度のものを開発すべく検討をか

さねている．

　オーロラX線の研究

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　所長西村　純・助手太田茂雄

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　助手山上隆正・技官並木道義

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　小玉正弘（山　梨医科大）・奥平清昭（￥教毒）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　平島洋（￥教ili）・　・p本淳（￥教毒）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　村上浩之（Y教毒）

　オーロラ時に発生する30keVから数百keVのエネルギー領域のX線撮像装置の開発を

行っている．厚型Si（Li）半導体検出器を開発し，ノルウェーにおいて気球に搭載しオー

ロラX線の撮像に成功した．この観測結果をもとに，オーロラX線を発生させる高エネル

ギー電子の降り込み様子，伝播等について研究を行っている．

　科学衛星計画のミッション解析

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　教授松尾弘毅・助教授的川泰宣

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　助教授川口淳一郎・研究生石井信明

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　技官　周東三和子・技　官　前田行雄

　科学衛星計画のミッション解析を行い飛翔計画を立案している．EXOS－D，　MUSES－A，

SOLAR－A，　ASTRO－D，等の既定計画ならびにVLBI，月／金星等探査等の将来計画につい

ても検討を加えている．

　M－3SH－4・5機ならびに観測ロケットの飛翔計画

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　教授松尾弘毅・助教授的川泰宣

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　技　官　周東三和子・技　官　前田行雄

　M－3SH－4・5号機の飛翔計画を策定した．各段点火・分離秒時および各種制御系の開

始・終了秒時を設定すると同時に，ミッションならびに保安上の要請を考慮した飛行軌道を
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計画中である．また，回収型S－520についても諸シーケンスを検討した．

　多体ランベール型問題の数値解法

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　教　授　松尾弘毅・研究生　石井イ，ξ明

　高い非線型性の故に厳1阜1解の収束を得ることが困難な多体ランベール型問題について，新

たな数値解法に関する研究を完結した．このf法はNIUSES－Aの軌道計画に応川されてい

る．

　金星大気を用いた空力制動に関する研究

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　教授松眉傲・撚・醐チ鄭

　オービタの投入能力増に極めて有効である空力制動について誘導則を提案し，大気モデル

誤差等の存在ドでのそれらの有効性を検証した．

　長楕円軌道データを利用した月ミッションの軌道設計
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　教　　授　　松id弘　毅　・　李学賭　　山川　　　z：

　月スウィングバイミッションの遂行に際して，第1会合に至る間の待機軌道として楕円軌

道の使川，ならびにその最適な組合せについて研究を行っている．

　月・惑星探査機のシスデム設計

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　教　授　林　　　友Ll’ll・助教授　　L杉邦憲

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　助教授中谷・郎・助r＋橋本正之

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　助　r一横lll幸嗣

　月のダブル・スウィングバイ軌道を用いる探査機MUSES－A及びGEOTAILのシステム

設計を行っている．本年は，MUSES－Aについては，フライト・モデノレの設計，製作を完」’

し，またGE（）TAILについてはエンジニアリング・モデルの設計，試作を行った．

　月多重スウィングバイの軌道設計および運用計画

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　教授西村敏充・教授松尾弘毅

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　助教授　　L杉邦憲・助教授　川口淳一郎

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　助f：石井信明・技官il∫川勉

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　技　官　周東え和」乙

　高精度の多体運動モデル，或いは近似解法を用いて，MUSES－A，　GEOTAILの軌道設

計，ランチウィンドゥ，日陰率，軌道修IEの最適化等，月多重スウィングバイ特有の諸問題

の研究を行うと兵に，実際の運用に関しターゲッティング，噴射ハルス計画，速度増分の標

定等軌道修［Eの運用計画を構築している．

惑星間航行用制御エンジンに関する研究

教　授　秋葉錬1郎・助教授　ヒ杉邦憲
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　助教授高野雅弘・技官安田誠一

　惑星間航行ミッションにおいて速度修正，姿勢制御を行う制御エンジンシステムの開発研

究を行っている．本年は，ヒドラジン3Nスラスターの性能向上型を完成すると共に，高空

燃焼試験装置を用いて高開口比ノズルの23Nスラスター燃焼試験を行い，実機性能の確認

を行った．

　ワイヤーカッターの研究

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　助教授上杉邦憲・助教授高野雅弘

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　技官斉藤敏・技官大西晃

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　技官林紀幸・技官東照久
　ワイヤー・カッターの耐用年数を現状の一年から五年に延長するための経年変化試験を引

続き実施すると共に，作業性，安全性を向上させるため通電部をコネクタ化したカッターを

完成させた．さらにコネクタを小型化する検討を開始している．

　彗星コマ・サンプル・リターン計画

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　教授清水幹夫・教授水谷　仁

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　助教授上杉邦憲・助教授川口淳一郎

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　助手山本哲生・藤原顕（京大・理）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　山越和雄（番麟・向井正（9沢杢）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　SOCCER計画ワーキング・グループ

　NASAとの共同研究として彗星コマのサンプル・リターン計画（仮称SOCCER計画）の

研究を行っている．本年はミッション解析，探査機の概念設計，彗星ダスト回収装置の基礎

実験を行い，ミッション策定書をまとめた．

宇宙輸送研究系

　科学衛星打上げ用ロケットの構造と機能

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　助教授　小野田淳次郎・助　手　渡邊直行

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　技官橋元保雄・技官喜久里豊

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　技官中田　篤・技官内田右武

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　技官富沢利夫

　M－3S皿型ロケットの構造要素としてのモータケース，各段間接手，ノーズフェヤリング，

尾翼，尾翼筒およびサブブースタ切離し機構などについて研究開発を行っている．今年度は

4号機用キックモータ伸展ノズル機構部の機能試験，KM－M　CFRPモータケースの軽量化，

5号機用上段接手（KM－M～M－3B接手，　SA～KM－M接手，　LO接手）の開発を行った．

　ほかに観測ロケットについてはMT－135型頭胴部の新分離方式の開発，　S－520型基本計

器部（小型ユニット化のため2分割方式を採用）の改良を行った．
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　飛翔体の機体計測に関する研究

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　助　罫　今澤茂夫・技　官　斉藤　　敏

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　圭支　　∵｛　　1111il　　　£奮　　・　聖支　　官　　　？著　渉ミ　和」　ノ〈

　飛翔体の開発計画の環として，その飛翔時の機体各部の状態および挙動を計測するため

のシステムの開発，取得データの解析および処理方式の研究を行っている．

　今年度はM－3SII－5号機，　S－520型1Pナ機の計11｛llについて検討を行った．また有翼飛翔

体の計測システムに関する検討も前年度に引続き行った．

　飛翔体の構造動力学

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　助教授小野田淳次郎・助　丁一一渡邊直行

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　技官橋元保雄・技官中田　篤
　科学衛星打ヒげ用ロケ・ソトについて機体の動特性の評／diiをi　i’い，制御系の設計等に資する

とともに，ランチングオフ，風および制御等に伴う機体の運動と荷・秘こついて研究を行って

いる．

　M－3Sll－4号機においては，飛翔初期のB1－LITVCによる制御ノJを従来の2倍としたが，

それに対する機体荷重の検討を行い強度を確認した．

　環境試験方式の開発研究

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　助教授　小野田淳次郎・助　r一　今澤茂夫

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　助r渡邊直行・技官’V一田安弘
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ケ支　　’ド1’　　lP　lll　　　餌；　●　t支　　∵で　　1㌧　Hl．月‘　」乙

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　技　官　富沢利た

　搭載機器の計装と関連して振動・衝撃・スピン・動鈎合等の機械環境試験法に関する研究

および試験条件の策定について研究を行っている．特に動電型振動試験装置による振動・衝

撃試験において，小型計算機を用いた制御およびデータ取得の方式について研究を行ってい

る．

　今年度はM－3SII－4号機の機体計装部およびEXOS－1），有翼飛翔体の試験を実施した．

試験基準は前年度に引続きM－3　Sli型の機体計装部，観測ロケット計器部について検討を行っ

た．さらに衛星の大型化（GEOTAIL）に伴い，制御性を含y）た加荊辰機のll艮界能力の検討

及び試験を行った．またSOLAR－Aの音響試験基準を策定した．

　防振型計器搭載部の開発に関する研究

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　助教授小野川淳次郎・助　f渡邊直行

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　イr支　　でご　　・｛え　巨1’奏　弓ム

　ロケット搭載機器の振動環境改善のために，振動減衰の高い搭載部を開発することを目的

として，基礎開発試験を行っている．方式としては粘弾性層の利用，マグネシウムなど高滅

衰金属の利用および固体摩擦の利用による方式などを検討している．

　今年度は固体摩擦を利用する方式でMUSES－A構造モデルのバッテリハネルの制振を行

い，粘弾性層を利用した方式の成果をS－520型基本計器部に反映させた．
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　複合材料構造の最適化

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　助教授小野田淳次郎・助手渡邊直行

　CFRP等高強度・高剛性複合材料を前提として，宇宙用構造要素の最適化，特に座屈を考

慮したラチィス円筒の最適設計，積層円筒殻の最適積層構成に関して研究を行っている．前

年度に引続きラチィス円筒の効果的な製作方法をも検討し，信頼性を上げより一層の軽量化

をはかっている．その成果はM－3S　ll－5号機用ヒ段接手に適用し，その試作試験を実施し

た．また同号機用CFRP製モータケースの開発研究をも実施した．

　柔軟宇宙飛翔体の構造と制御

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　助教授　小野田淳次郎・助　手　渡邊直行

　柔軟宇宙飛翔体では構造と制御系は密に関係するので設計に当たっては両者を含む系につ

いて同時最適化を行う必要が生じる．その手法等について理論的研究を行っている．

　M型ロケット発射装置の動特性の計測

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　助教授　小野田淳次郎・助　手　今澤茂夫

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　助手渡邊直行・技官橋元保雄

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　技官中田　篤・技官池田光之
　M型ロケット発射装置の発射時の諸特性を計測している．現在までM－3S型2機，　M－3S

ll型4機について実施し，本装置の機能および機械的特性についての基礎資料を得ている

が，今後も引続き行い機体の性能向ヒ等に対処する資料とする．

　構造物の塑性強度に関する研究

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　助手　渡邊直行

　構造物の最終強度は塑性と密接に関係しており，その塑性強度を調べることを目的とし

て，降伏条件・有限要素法の計算法等について研究を行っている．将来においては，ロケッ

ト・衛星等の構造設計に塑性強度を考慮し軽量化をはかることを目指している．

　二次元展開トラスの研究

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　助教授小野田淳次郎・助手渡邊直行

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　技官橋元保雄・技官中田　篤
宇宙空間へ輸送する間はコンパクトに畳めて，宇宙空間で自動的に展開して宇宙用大型ア

ンテナ，大型構造物等の構造物となる展開構造物について各種の新方式の展開トラスを考案

し，試験用モデルを試作する等を含あて研究を進めている．

　スペーステザーの動力学の研究

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　助教授　小野田淳次郎・助　手　渡邊直行

　スペーステザーシステムは，下部電離層の立体探査，宇宙輸送システム，高品質無重力実

験設備等の手段となる可能性を持つ宇宙構造物として期待されている．

　スペーステザーシステムの動特性および制御について理論的に研究するとともに，解析に
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必要とされるテザー自体の物性データを取得する実験等も行っている．

　レーザー推進機に関する研究

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　助教授安部隆ir・技官佐藤俊逸

　T－CO　2レーザーを用いたレーザー推進機の作動特性に関して実験的研究を行っている．

レーザーは1ハルス2J，繰り返し数最大10ppsのものである．レーザー推進機は，レーザー

吸収物質としてH20を用いている．このレーザー推進機の準定常的運転が可能であること

が示され，その動作特性も明らかになっている．この研究は，SFU搭載型レーザー推進機

のf備実験であり，搭載型の見通しがついたと考えられる．

　エアロブレーキ衛星に関する研究

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　助教授　安部隆士

　エアロブレーキ衛星について，その気体ノ」学的特性を1ミ｝ることが重要である．このため，

数値シュミレーション技法の開発や，その技術を用いた衛星形状の設計についての研究を行っ

ている．技法的には，初期段階のものが完成している．これらのシュミレーション技法は，

さらに種々の効果を取り人れたものにしていく必要があり，また，材料表面と大気分子との

相lll作用を明確にしていく必要がある．

　原子状酸素による衛星材料の劣化に関する研究

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　助教授　安部隆士

　原」乙状酸素による衛星材料の劣化について地ヒシュミレーションがlfわれている．この研

究では，これら地Lシミュレーション結果を数値解析のr・法で解析し，軌道ヒで生じる現象

を把握することを目指す．材料劣化に関する種々のモデルが検討され，それらモデルを用い

た数値シュミレーションと地ヒシュミレーションとの比較検討が行われている．

　スクラムジェット燃焼器内の超音速混合過程に関する実験的研究

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　助教授安部隆i二・助f：船曳勝之

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　：纏副1欄

　スクラムジェット燃焼器の性能は，燃料の混合効率に支配される．スクラムジェットでは，

この混合は，超音速状態で行われる．この超音速での混合過程を明らかにするため，高能率

な衝撃波風洞を作IJ父した．この風洞は，令バルブ方式であり，高能率な運転が可能である．

淀み点温度1200Kで，約3msecの作動が，iJ能である．燃料噴射方式として，平行噴射を取

りヒげ，混合層の構造を，質量分析系を用いた方式で明らかにしている．

亜音速における有翼飛翔体とブースタロケットとの空力干渉

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　教授　睾島桂一・助夢佐藤　清

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　技　官　谷勝達哉

宇宙飛行機の打ヒげIJ’　，：隻の一つと考えられるキャリオンバック方式（ブースタロケットの
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背中に飛翔体を搭載する形態）の空気力学的問題点を明らかにする目的で風洞実験を行った．

宇宙機とロケットとの結合体システムの空力特性はその構成要素の単体特性の和に比較して，

両者間の空力干渉効果のため，可なり劣化すると云う予想通りの結果を得た．然し，横滑り

時には構成要素の単体特性の和に比較して予想外に大きな横力が結合体システムに働くこと

が判明し，この結果は結合体の横方向の安定性に関連して特に注目される．

　並列超音速ジェットの空力干渉

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　教授辛島桂一・助手佐藤　清

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　大学院　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　加藤　　修
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　学　生

　複数の小型ロケットを束ねて大きな推力を得る謂所クラスタロケットでは噴流が接近して

いるため相互干渉を起こし非常に複雑な流れ場を形成する．本研究の目的は近接して置かれ

た二つの超音速ジェットの流れ場の構造を実験的に明らかにすることにあり，現在その準備

を進めている．尚数値シミュレーションも行う予定である．

　大迎角変化を伴う翼型まわりの流れの数値解析

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　大学院　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　小野寺孝三　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　教授　辛島桂一・　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　研究生

　翼が失速状態になる程度まで迎角が大きく変化する非定常流れ場を解析し，剥離の構造や

粘性一非粘性干渉を明らかにする目的で数値シミュレーションを行っている．

　極超音速飛行体の空力加熱の実験

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　教授辛島桂一　助手佐藤　清

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　技官　谷勝達哉

　極超音速飛行体の表面温度分布の時間変化を赤外線温度計で測定して，そのデータより物

体に対する局所空力加熱率を近似的に求める方法を開発する目的で実験を行っている．FRP

製の平板基盤に軟鋼及びセラミック製の薄板をその表面が基盤に一致するように埋設して作っ

た温度センサを用いて極超音速風洞（マッハ数7，気流淀点温度約520℃）で測定した局所

熱伝達率の実験値は，層流境界層近似に基づく理論値に対し±10％の誤差の範囲で一致し

た．引続き曲面に対してこの測定方法の有効性並びにデータ修正の方法を検討している．

　高精度な圧縮性流れの数値計算法の開発

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　助教授　藤井孝蔵

　信頼性の高い圧縮性流れの数値シミュレーションのために（1）数値粘性効果の小さな数値計

算法の開発，（2）解強制置換法による局所領域の精度向上，等に関する研究を進めている．

　剥離渦に伴う現象の研究

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　助教授藤井孝蔵・助手田村善昭

　剥離渦を含む流れにおいて生ずる渦の融合や渦の崩壊といった重要な物理現象を理解する

ために流れの数値シミュレーションを行なっている．特に迎角を持つ2次元平板翼回りの流
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れ場を解き，剥離渦の発生の1犬況や，揚力係数のレイノノレズ数効果を見る，等の研究を行一，

ている．

　有翼飛翔体回りの超音速流に関する研究

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　助教授　藤井孝蔵

　有翼飛翔体の高速’乍力特性を評価するたy）の計算コードを用いて様々な流れの条1牛で，空

気力や表面圧ノ」分而などを評価している，

　超音速内部流れの研究

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　助教授　藤井yf：蔵

　高精度な圧縮t’i三流れの数値計算法をfHいて，内部流れ，特に，超音速・極超音速機のエン

ジンの空気取入れ目やノズノし付近の流れ場の解析を行っている．

　流れ場を可視化するためのソフトウェアの開発

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　助教授　藤月：1：蔵・助　r：　田村善1昭

　実験データや数値シミュレーションの結果を迅速に，かつ，様々な角度から評価するため，

グラフィックス能力に優れたワークステーションを用いて会話的に流れ場を可視化するフロ

グラムの開発を行っている．

　飛翔体構造材料の強度と靱性に関する研究

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　孝文　　　　　塊ll勺　　　　！i2　・　H力孝父予受　　栗　乍木　　一一1珍

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　繊1小金井昭雄

　マノレエージ鋼等の飛翔体構造材料の強度と靱性の改善を目的とした研究，特に加L熱処理

による強靱化，およびロケットの高性能化に対処すべき高強度材の開発1こ関する研究を行っ

ている．

　超塑性成形における変形条件の最適化の研究

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　教　授　堀内　　良・助教授　栗林一彦

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　助　f”　佐藤英　一

　超塑性は難加ll性材料の成｝1ラ法として注目されており．宇宙科学研究lfJiにおいても，　Ti－

6Al－・IVを用いた小型チャンバーの成形に適用されている．超塑性成形において，最も大き

な問題となることは，変形時に生ずる結晶粒成長であり，この現象を制御することが本据去

の実川化の鍵となるちのと考えられる．本研究では，超塑性変形の理角ft｛と成形法のために欠

くことのできない変形時の結品零・笠成長について定量的な知識を1〃1充し，結晶粒の成長と超塑

性変形の安定性という新しい視点から超塑性変形の最適条件を検討している．

耐熱性高分子材料をマトリックスとした複合材料に関する研究

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　教　授　堀内　　良・技　官 率黄　 1日　　ノJ　　㌧弓
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　複合材料のマトリックスとしては通常はエポキシ樹脂，特に耐熱性を必要とする場合はフェ

ノール樹脂が用いられている．耐熱性の改善には芳香族アミド系，イミド系が有望と思われ

るが，これらの耐熱性高分子は溶剤に溶けにくく，これまでは複合材マトリックスとしては

ほとんど用いられていない．このため，これらの耐熱性高分子の特性を損わずに溶剤に可溶

化する方途を中心に検討している．

　高圧溝構造燃焼器の開発研究

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　教授堀内良・技官斎藤敏
　10トン溝構造燃焼器の試作，大気燃焼試験の成果を踏まえて，将来の高圧エンジンに対

応すべく燃焼室内外筒への高強度材料の適用，拡散溶融接合法の最適化，製造技術の改良等

の開発研究を進めている．

　Mechanial　Alloyingによる耐熱アルミニウム合金の製造に関する研究

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　教授　堀内　　良

　高エネルギーボールミルにより合金粉末を混合，接着，粉砕することにより分散相の微細

分散をはかった新しい耐熱アルミニウム合金を開発することを目的としてMA合金の性能

とmillingの条件の関係を検討した．

　高温における変形と破壊に関する研究

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　教授　堀内　　良

　材料の高温強度に関する研究，特に分散強化型合金における分散粒子と転位の相互作用，

および強化機構に関する実験的研究を進めている．

　凝固・成長のその場観察に関する研究

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　助教授栗林一彦・助手佐藤英一

　微小重力環境を利用した材料実験として，その場観察を中心とした融液，溶液からの凝固・

結晶成長の実験手法の検討を行なっている．具体的には溶液中の流れの濃度勾配の直接観察

を目的とした光学系（共通光路型干渉顕微鏡）の試作を行ない，透明有機物質の凝固・結晶

成長挙動と粒相中の流れ，濃度変化を干渉縞観察により調べている．

　半導体結晶のLPE成長過程のその場観察に関する研究

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　助教授栗林一彦・糞稲富裕光

　半導体結晶は固有のバンドギャップ（Eg）を有し，　Eg以下のエネルギーをもつ光に対

しては透明になる．この性質を利用することにより，液相エピタキシャル（LPE）成長過

程を基板結晶側から観察する反射型赤外線顕微鏡システムを試作し，GaPのLPE成長時の

結晶表面の形態変化におよぼす成長条件の影響をその場観察により調べた．
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有翼宇宙輸送システムの研究

宇宙推進研究系

教　授

教　授

教　授

助教授

秋葉1錺ミニ良i3　・　教　　授

長友信人・教　授
松1｛三弓ム毅　。　助教｝受

稲谷芳文・助教授

’P：島桂一

雛　1月　ノ己　糸己

安部隆士
川口淳一一郎

　有翼再使用型宇宙輸送システムの概念検討を行い，研究開発計画の、γ案，将来必要となる

技術要素の基礎研究および飛行実験による未経験な技術の実証などを通じて幅広く研究活動

を行っている．小型の飛翔体を用いた飛行実験は低速における滑空飛行実験，大気圏への再

突入飛行実験，無人の飛翔体の吾陸誘導実験，軌道からの回収実験などが計画されその一一部

は既に実行に移されている．

大気圏再突入実験用有翼飛翔体システムの開発
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　有翼飛翔体の空力特性および飛行制御性能を実証することを目指してわが国で初の試みと

して，小型の飛翔体を用いて大気圏への再突入飛行を行う実験機の開発を行っている．実験

供試体は真空中および大気中での飛行制御能力を有する有翼飛翔体，打ちヒげ用ブースタお

よび高空でのロケットの発射を実現するための気球関連システムからなり，予備実験に続い

て飛翔実験を行っている．昭和63年に行った第1回の飛翔実験では気球の不具合により，

再突入飛行の実現には至らなかったが再度実験を行うべく準備を進めている．

　有翼再突入飛翔体の飛行制御系の開発

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　助教授　川口淳一郎・助教授　稲谷芳文

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　受　託　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　米本浩　一
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　研究員

　ノく気圏への再突入飛行を行う有翼飛翔体の飛行制御系について研究を行い，真空中から空

気力による制御への切り替え，高速大迎角飛行における姿勢制御法などについて検討してい

る．また気球とロケットを用いた再突入実験機にこれらの成果を反映させ制御ハードウェア

および搭載ソフトウェアの開発を行い，制御に関連するハードウェアを口J能な限り川いたモー
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ションテーブル試験によってその性能を確認した．

　有翼飛翔体の空力特性の研究

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　助教授稲谷芳文・隷米本浩一

　大気圏への再突入飛行を行う飛翔体の空力的な特性について研究している．この種の飛翔

体では極超音速大迎角飛行能力から低速における水平着陸能力まで広範囲な飛行領域での性

能を確保することが必要であるが，これらの諸性能について空力設計の方針そのものの考察，

空力形状の基本設計ツールの開発，各速度領域における風洞試験および空力性能の評価法の

解析などを行い，幅広く検討を加えている．

　HIMES飛翔体の開発研究

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　教授長友信人・助教授棚次亘弘

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　助教授稲谷芳文・助手成尾芳博

　有翼再使用型宇宙ロケット開発の当面の目標として再使用可能なロケット飛翔体HIMES

飛翔体（Highly　Maneuverable　Experimental　Space　Vehicle）を提案し，そのシステム検

討を行っている．またこの飛翔体を用いて行う事ができる飛行実験について検討し極超音速

／再突入飛行，耐熱システム，各種空気吸い込み式エンジンなどの実験ならびに飛翔体の有

人化等の可能性について提案を行っている．

　減煙性コンポジット推進薬の製造上の問題点と対策

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　教授岩間　彬・研究生得猪治輔

　減煙性コンポジット推進薬には金属酸化物による移しい煙を除くために，アルミニウム粉

が含まれていない．しかし，それでは高周波振動燃焼の発生を回避することが難しく，極く

少量のジルコニウム，または酸化ジルコニウム（0．5～1．Owt％）の添加が必要である．し

かし，Zr，　ZrO2，　Bなどは，未端水酸基ポリブタジエンプレポリマーの硬化反応を促進，

ポットライフを短縮させる．この対策として，テトラサイクリン少量添加によりラジカル重

合法で合成したポリブタジュンを原料とする推進薬のポットラィフを延伸させることに成功

した．

　LPGおよびそのエマルション滴の燃焼

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　教授　岩間　彬

　零囲気圧を0．9～1．3MPaと変えて，自由落下する液化プロパンおよびそのエマルション

滴の燃焼挙動を観察した．そして，LPGの燃焼速度を精確に求め，　LPGエマルション滴が

燃焼中に4～5×10－2Hzで収縮と膨張を繰返すが，ミクロ爆発は発生しないことを確かめた．

高圧酸素零囲気における銅薄板上の垂直火炎伝播

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　教授　岩間　彬

窓付高圧酸素零囲気（1．0～10．OMPa）のなかに有効長さ70mm，幅5mmの純銅試験
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片を垂直に保持し，長さ方向の中央にノッチをつくり，ジュール加熱によってそのノッチ部

から点火，温度こう配を有する試験片の長さ方向への火炎伝播状況を調べ，上方火炎伝播速

度は下方への伝播速度より低いことを見出し，木材や紙の火炎伝播特性と全く異なることを

明らかにした．また，試験片の温度と火炎伝播速度の関係も求められている．

　グリシジルエイザイドポリマ（GAP）のプラズマ着火

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　教授岩間彬・糞加藤武

　次世代のコンポジット推進薬の燃料結合剤成分として注目されているGAPをスラブ状に

成型し，アルゴンプラズマによる着火現象を観察した．着火は一CH2N＋N2反応と思われ

る分解火炎とその分解物が空気中の酸素と反応して生成する二次火炎からなることを見出し

た．

　アジ化ナトリウム配合物の燃焼

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　教授　岩間　　彬

　NaN3単体およびKC104，　GeO2，　Y203，　ErO2を添加してストランド状に成型したもの

について線燃焼速度を計測し，また，微細熱電対を試料中に埋没させて燃焼波通過時の表面

近傍の温度変化を求めることができるようになった．

　反物質推進の研究

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　教授栗木恭一・助手國中　均

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　技官清水幸夫・糞佐鳥新

　化学反応，核分裂，核融合に対して，質量そのものすべてをパワーとして利用できる点に

おいて反物質一物質反応は究極のエネルギ源といえる．本研究は宇宙推進への応用を想定し，

反物質生成及び貯蔵プラントのシュミレーションを行う．本年度はその実験装置設計を行なっ

た．

　1kW級MPDスラスタシステム

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　教　授　栗木恭一・助教授　都木恭一郎

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　技官清水幸夫

　1kW級MPDスラスタシステムの開発を行っている．宇宙船のRCSとヒドラジン推進剤

を共用できる電気推進システムとして搭載のための設計検討を行っている．

　高電圧ソーラーアレイと電離層プラズマの干渉

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　教授栗木恭一・助手國中　均

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　糞野崎幸重

宇宙における需要電力の増大はソーラーアレイの高電圧運用を指向させる．しかしそのよ

うな高電圧ソーラーアレイは電離層プラズマから強く干渉を受ける．小型モデルを使用して

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　75

This document is provided by JAXA.



軌道上の大型アレイを模擬する実験技術を開発し，絶縁材を含む複雑形状のアレイについて

定量的測定を行なった．

　二次元MPDアークジェットの流れ場測定

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　教　授　栗木恭一・助教授　都木恭一郎

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　糞中山隆幸

　二次元型のMPDアークジェットを用いて流れ場の多点同時測定を行っている．プラズマ

中を流れる電流の可視化，遠赤外マッハ・ツェンダー法によるプラズマ密度の分布，干渉フィ

ルターとCCDカメラによる電子温度の分布を定量的に撮像し，推進性能と流れ場の相関を

研究．

　直流アークジェットの研究

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　教　授　栗木恭一・助教授　都木恭一郎

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　大学院　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　山田哲哉
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　学　生

　1kW級直流アークジェットの実用化，性能改善に向けて推力計測を行なっている．放電々

流の一様化により推進剤利用効率が改善されるがその一手法として4分割の陽極構造を実験

している．

　マイクロ波共振加熱型プラズマ源の研究

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　教授栗木恭一・助手國中　均

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　糞佐鳥新・糞堀内康男

　マイクロ波共振加熱の宇宙推進機への応用は，電極損耗に悩まされることなく推進機寿命

を格段に向上させる．昨年度実施した理論解析に基づき，プラズマ源の試作を行なった．引き

出し電流2A，イオン生成コスト350eVを達成し，加速機設計のための基礎データを取得

した．

　EXOS－Dの宇宙線による吸収線量の評価

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　客　員　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　中村尚司・助教授鶴田浩一郎
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　教　授

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　教授愼野文命・所長西村　純

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　河野　　毅（理研）

　1989年2月に打ち上げられたEXOS－D（あけぼの）は電離層を通るので，数MeVのエ

ネルギーを持つ非常に強い電子線と，それより強度は1桁以上低いが数100MeVに及ぶエ

ネルギーを持つ陽子線に曝される．電子線によるEXOS－D内部における吸収線量の分布に

関しては，昨年度に引き続き電磁カスケードモンテカルロコードEGSを用いて，電子及び

制動放射線によるEXOS－D内部（密度0．3g／cm3の均一なアルミニウム球と近似）におけ

る吸収線量分布を求めた．また陽子による吸収線量分布に関してはハドロンカスケードモン

テカルロコードHETCを用いて計算を進める準備をしている．
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　EXOS－Dには放射線モニタ（RDM）が組込まれており，その中に高エネルギー粒子検

出部（HPM）があって入射する電」乙，陽子，α粒子が検IHできる．モニターは既に作動し

川頁調に信号を送って来ているので，これからのデータを解析して，モンテカルロ計算値と比

較検討する予定である．

　　　　　　　　　　　　　　宇宙探査工学研究系

　展開組立構造物に関する研究

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　教授一三浦公亮・助i：酒巻IE守

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　技官小野縁・窪襟松永郷

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　讐宮崎贈鰹室橋・交雄

　衛星や探査機の各種センサーのサポートとして，また大型宇宙構造物を構成する基本部材

として重要である展開組、γ構造物の構造概念に関する基礎及び応用研究を行っている．その

糸課・シンブレ・クス・マスト，・ンジレス・マスト，ヘリカ・レ・マスト，・丁変、躰トラス，

二次元展開アレイおよびテンション・トラス・アンテナ等の数々の新しいコンセプトを生み

出し，この種の研究の一中心となるに至った．これらの成果は，本所の衛墨，小型宇宙フラ・ソ

トフォームばかりでなく，諸外国のミッションにまで利用されようとしている．さらに未来

を指向する研究として，生体のような形態適応性を有する構造物の概念を提起し，その基本

的な要素として・一次元適応構造物（VGT），　：次元適応構造物（あるいは知的構造物）

の創造，試作，運転が行われた．現在もその解析的，実験的研究が進行している．

宇宙アンテナの構造に関する研究

教　授

大学院

学　生

＝三浦公亮・助手酒巻正守

宮崎康行

　超大型で高い鏡面精度を有するアンテナ（例えば，スヘースVLBIアンテナ）を，宇宙空

間に構築する方法に関する研究を行っている．その成果として，張力部材で鏡面を構成する，

テンション・トラス・アンテナと呼ばれるべき概念を創造し，試作を行い技術的問題の検討

を行っている．

　大型宇宙構造物の動特性に関する研究

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　教　授　　一三1甫公亮

　ブームアンテナや太陽電池アレイ等の柔軟な構造物の衛星の姿勢制御への影響，また大型

宇宙構造物でのシステムの同定やサブストラクチャの考え方にも，構造物の動的な取扱いが

必須である．とくに2Dアレイやソーラーセイノレのような張力安定化構造はその柔軟性によ

り影響が大きい．本研究では，膜構造や他の構造様式について，展開途中も含めてそれらの

動特性を対象として解析的実験的研究を行っている．
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　ヘリカル・ラチス・ビームの研究

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　教授三浦公亮・助教授名取通弘

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　大学院　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　松永三郎
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　学　生

宇宙空間での連続・自動建造を可能とする一次元構造要素として，ヘリカル・ラチス・ビー

ムの新しい概念を提起し，実験と解析により幾何学的，力学的性質を研究した．

　宇宙硬化型構造に関する研究

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　教授三浦公亮・助手酒巻正守

　宇宙アンテナ，ソーラー・コレクタなど大型宇宙構造物を宇宙で構築するには，如何に小

さく収納して宇宙空開で展開するかが課題である．一つの方法として，宇宙空間でガスによ

り展張し，太陽熱で硬化して必要な形状を得る「宇宙硬化型構造」（インフレイタブル・リ

ジダイジング・ストラクチァー）の研究を行った．

　簡単なモデルを試作し，材料，製造方法，構造要素としての性質を検討している．

　宇宙構造物工学の総括的概観研究

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　助教授名取通弘・教授三浦公亮

　宇宙構造物工学の研究分野をより的確に把握するため，それを構成する様々な項目につい

て，総括的な概観研究をしている．特に宇宙構造物システムという観点を重視して，従来よ

り提案されている宇宙システムの分類や，構造や制御の特徴的特性の把握を試みている．

　適応トラス構造物に関する研究

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　助教授名取通弘

　様々なミッション要求や宇宙環境の変化に対応可能な構造物の研究を行っている．大型の

宇宙構造物では，地球上での試験が不可能である．そこで自分で幾何学的な形状を変化させ

たり，物理的な性質を変化させることのできる．様々な制御可能性を持つ構造物の概念を研

究している．

　反射鏡構造の研究

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　助教授名取通弘・助手市田和夫

　アンテナや集光器などの反射鏡構造を研究している．宇宙で硬化するインフレータブル・

エレメントによる反射鏡の試作を行うと同時に，様々な形状制御方式を検討している．

　組立型宇宙構造物の建造概念に関する研究

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　助教授名取通弘・助手市田和夫

　宇宙飛行士や様々なロボティックスの介在による，スペースコロニーや太陽発電衛星など

の大型宇宙構造物の建造についての研究をしている．連続材を使用したヘルカルラティス構

造による超大型宇宙システムの建造概念を提示した．
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　伸展マストの機構と力学特性に関する研究

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　助教授名取通弘・助r－lii田和夫

　宇宙構造物の基本要素として必須の伸展タイフのマスト構造を研究している．科学衛星

“あけぼの”搭載のシンフレックス・マストや，GEOTAIL搭載のヒンジレス・マストのメ

カニズムや力学特性を明らかにして，その基本的な設計ハラメー一夕を得ることができた．ま

たSFU搭載のフレキシブル太陽竃池ハドルの支持構造としてのマストシステムo）開発を行っ

た．

　ロッドやワイヤの力学に関する研究

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　助教授名取通弘・助f一市田和夫

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　受　託　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　中川典昭
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　研究員

　衛蟻のアンテナやテザーシステムへの応用の基本となるケーブルの力学を1次元エラスティ

カの立場から研究している．シンフレックスマスト縦通材の大変形の様」乙を実験とエネルギー

的考察により明らかにした．ひき続き動的な効果を含めたこ次元エラスティカの研究を行っ

ている．

　宇宙構造物の振動制御に関する研究

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　助教授名取通弘・助手市田和夫

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　翻浦浩一・：擁・」・創：一

　トラス構造物の軸力アクチュエータによる剛性および滅衰制御や，膜面構造物の張力変化

による制御を研究している．数値シミュレーションやモデル試験により，特に従来検討され

ていなかった剛性制御の有効性を明らかにした．

　宇宙における微小外力による構造物の応答に関する研究

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　助教授　名取通弘

　柔軟宇宙構造物の構造動力学特性は，特に太陽輻射圧や重力傾度トルク，あるいは電磁気

力や空気抗力などの宇宙環境下における微小外力と柔軟構造との連成現象を研究している．

回転翼型のソーラーセイルに固有の太陽輻射圧による不安定現象のメカニズムを明らかにし

た．

　SFUによる構造制御実験の研究

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　助教授名取通弘・助T・市田和夫

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　共　同　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　三浦浩一
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　研究員

　SFUに搭載の21）アレイ実験の様々な検討を行っている．ハードウェアの設計や，展開

や振動制御のシミュレーション，姿勢におよぼす影響などを検討している．
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　慣性航法装置の研究

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　助教授中谷一郎・助教授川口淳一郎

　飛翔体に用いる慣性航法装置の試験，解析を行っている．今年度は，チューンドドライジャ

イロ，加速度計，プロセッサ等から成る慣性航法装置について，シュミレーション等により，

誤差解析を進めた．

　また，M－3S　ll－5号機での飛翔試験の準備を進めた．

　自由電子レーザーの研究

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　助教授齋藤宏文・教授河島信樹

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　川合靖（東大）・tR井信力（聾）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　糞関田仁志・奎糧竹中達二

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　難太田宏志・錘水野貴秀

　将来の宇宙電力伝送用の自由電子レーザーの開発研究を行なってきている．小型高効率を

目標とするため，磁場中で円運動をする相対論的な電子ビームを用いた円型の自由電子レー

ザを考案し，実験と理論的側面から開発している．

　高精度ディジタルサンセンサーの開発

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　助教授齋藤宏文・教授二宮敬度

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　技官広川英治

従来，宇宙研の衛星，ロケットに搭載してきたディジタルサンセンサー（分解角1度）よ

りも，更に高精度な分解角0．2度以下のセンサーを開発している．最小角度測定は，アナ

ログ処理を行なうタイプのものである．

　レーザレーダの研究

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　助教授齋藤宏文・助教授中谷一郎

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　教授二宮敬度

　ランデブ・ドッキング及び衛星回収等のセンサーとして利用するレーザレーダの開発を行

なっている．本年度は，CCDカメラを利用した近距離系のハードウェアーの試作を行なっ

た．

　ファイバー光ジャイロスコープの研究

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　助教授齋藤宏文・助教授中谷一郎
　従来のメカニカルなジャイロスコープに替わる飛翔体用姿勢基準装置として，ファイバー

光ジャイロスコープの開発を行なっている．耐環境性も備えた試作モデルを製作し，性能の

評価を行なっている．
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　人工衛星用光学的姿勢センサの研究

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　教授　1宮敬虜・教授小川原嘉明

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　助教授齋藤宏文・技官広川英治

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　奮難シアーンマベ

　（1〕スタースキャナ：昨年度にひきつづき，固体検出器配置および信号処理方法が異なる

2つの型のスキャナを「あけぼα）」およびMUSES－A／GEOTAIL用にそれぞれ開発してい

る．「あけぼの」用の装置は2月以来飛翔に供され姿勢決定に有効に用いられている．宇宙

放射線の到来により出ノ」信号に不要信号ハルスが発生することがわかり，強い放射線帯を飛

行する衛星のセンサでは今後解決すべき問題となっている．

　（2）スタートラッカ：2次元CCDを検出器としマイクロフロセッサで動作を制御する固

体式スタートラッカを開発している．SOLAR－A用の装置の設計をすすめるとともに，今後

の天文観測衛星への応用をめさして］～5秒角精度をもつセンサの実現方法を検討している．

　（31高精度太陽センサ：1次元CcDを検出素rとする2つの方式の高精度太陽センサを

研究・開発している．精度O．　025”のものは三軸安定型衛星AS「rRO－cに引き続き，スピン

衛星EXOS－Dに搭載され，高精度の姿勢決定に川いられている．精度18秒の狭視野センサ

をSOI．AR－Aなどへの応用をめさして開発を進めている．

　（4＞ディジタル太陽センサ：科学衛星のみならず観測ロケットへの応用も考慮した，ディ

ジタル太陽センサの開発を始y）た．

　61地球センサほか：「あけぽの」用に開発を進めてきた，焦電素子を検出器とするスピ

ン衛星用の地平線検出器は飛翔に供され，軌道ヒにおいてf想通りの動作をし，姿勢決定に

有効に用いられている．一ノ∫，MUSES－AおよびGEoTAIL用の地球・太陽／月センサにつ

いては特性試験を実施した．

　人工衛星用慣性姿勢センサの研究

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　教　　授　　二宮敬度

　人Il衛星用慣性姿勢基準装置につき研究している．また，ヘンデュラム型の加速度計を能

動的ニューテーション制御や」V制御に使川するための装置設計を進めている．

人工衛星姿勢制御用アクチュエータの研究

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　教授一：宮膿・鰹焔・・k

　q）磁気トルカ：昨年度に引続き有芯磁気トルカの高性能化を検討している．EX（⊃S－D

に搭載された装置はIE常に動作している．

　12｝制御モーメントジャイロ：昨年度までの研究に基づき，SOLAR－Aの姿勢制御に使用

する装置の設計を行った．

　13｝フライホイール：全自由度能動制御による磁気浮ヒ型モーメンタムホイールを，人L

衛星の姿勢制御においてアクチュエータおよびレートセンサとして両用するための，理論的

および実験的な研究を行っている．
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　光学的宇宙航法装置および航法の研究

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　教授西村敏充・教授二宮敬度

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　技官市川　勉・技官広川英治

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　難久富輝久

　深宇宙ミッションにおいて，探査機に搭載したカメラで対象天体や恒星を撮像し，これか

ら得られる天体・恒星間相対離角をもとに探査機の位置を決めるいわゆる光学航法およびそ

のたあの装置につき研究している．MUSES－Aに搭載される装置の製作および得られる画像

情報に基づいた（地上での）位置決定プログラムの開発を進めるとともに，装置の正確な数

学モデルに基づいた数値シミュレーションにより取得画像の特徴を明らかにした．

　人工衛星の姿勢決定法の研究

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　教授二宮敬度・助教授中谷一郎

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　技官広川英治・研究生堀田成章

　（1）太陽センサとスタースキャナを用いたスピン衛星の姿勢決定法およびミスアラインメ

ント等バイアス推定法については，「さきがけ」「すいせい」のために開発し広く有効に利用

した方式をさらに拡張・改良して「あけぼの」に応用して成功している．これらにもとつい

てMUSES－AおよびGEOTAILのための姿勢決定システムを開発している．

　（2）慣性基準センサ，スタートラッカおよび太陽センサのデータをもとにリセット型カル

マンフィルタを適用して3軸姿勢及び関連するパラメータを高精度に推定していく方式を，

引続き同様の方法を「ぎんが」の姿勢決定に適用してセンサバイアス（視野のオフセットな

ど）の検討を行うとともに，衛星搭載計算機上で実現する方法を具体的に検討した．これは，

SOLAR－A，　ASTRO－Dあるいはさらに将来の天文観測衛星の姿勢制御に効果的に応用され

ることになる． 　

人工衛星の姿勢制御方式の研究

毅弘尾松授教●度敬宮二授教

東江宋
院
生
学大
学

●郎
一谷

中

武島大

授
院
生

教
学
助
大
学

　天文観測を目的とした科学衛星の高精度三軸姿勢指向制御方式に関し（1）SOLAR－A姿勢

指向制御系の設計と動作解析，（2）ASTORO－Dのためのマルチホイールによるバイアス角運

動量三軸姿勢制御系の構成法の研究，（3》大型柔軟構造を附属物として持ち，大きな外乱ト

ルクを受ける天文観測衛星（e，g，スペースVLBIミッション）の姿勢制御系の構成法の研

究，および（4）全軸能動制御型磁気軸受型角運動量ホイールによる三軸姿勢指向制御系の構成

法の検討を行っている．

　また，スピン衛星の軌道投入直後に，衛星本体からホイール系への角運動量トランスファ

と同時に本体姿勢を変更する姿勢初期捕獲制御方法につき理論的およびシミュレーションに

より検討を行っている．さらに，姿勢の大角度マヌーバや角運動量管理法についても研究を

82

This document is provided by JAXA.



継続している．

　ロケットの姿勢制御系の研究

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　教　授　林　　友直・教　授　秋葉錬二郎

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　教授松尾弘毅・教授二宮敬度

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　助教授　中谷一郎・助教授　川口淳一郎

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　技官佐藤忠直・技官斎藤宏
　M－3Slレ4，S－520－10の姿勢制御系について，次の研究を行った．

　面制御パラメータのミッションに合せた最適化，②制御シーケンス，制御則等のミッショ

ンに応じた変更，衙搭載ハードウェアの小型，軽量，低消費電力化，④llコi収型制御装置の開

発，（4）ミニコンヒュータを応用した地ヒ支援装置の設計法．⑤飛翔結果の解，評価を行っ

た，

　衛星の姿勢シミュレーション法の研究

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　教授　二宮敬度・助教授中谷一郎

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　助教才受　　川口’i享　一劇ニ

　ワイヤアンテナ，太陽電池板等の柔軟付属物，可動物体，デスハン部を有する衛星の姿勢

運動のシミュレーションについて研究を行っている．特にEXOS－D，　GEOTAILについて

は具体的なモデルを構築，シミュレートし制御系をルーフに含んだ場合の安定性も検証して

いる．

　飛翔体姿勢制御系動作試験法の研究

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　教授二宮敬度・助教授中谷一郎

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　助教授齋藤宏文・助教授川日淳一郎

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　技官斎藤　宏・技官広川英治

　飛翔体や科学衛星の搭載姿勢制御装置について特にその搭載センサ，ハードウェアとソフ

トウェアの実際的なシミュレーションとして3軸モーションテーブルによる動作，機能試験

を行っている．本年度はMUSES－A衛量，　M－3S　II－4及びS－520－10ロケットの姿勢制御系

を中心に，フィジカルシミュレーションを行った．

　ランデブ・ドッキング技術の研究

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　教授二宮敬慶・助教授中谷一郎

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　助教授齋藤宏文・技官斎藤　宏

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　難東辰輔

　ランデブ・ドッキングや，衛星回収を行なう際に，レーザレーダから得られる情報から，

目標衛星の運動推定を行なう方法につき，研究を行なっている．本年度は，対象物体の運動

を推定することを目標に，画像処理法をLii心に検討を行った．またSFUによる衛屋回収実

験に関して，システム検討を進めた．
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　宇宙用マニピュレータの研究

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　教授二宮敬度・助教授中谷一郎

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　助教授川・淳一郎・糞鷺浩一

　将来の実験を検討中の，自律型衛星回収ミッション用に宇宙用マニピュレータの研究を行っ

ている．本年度は，宇宙空間におけるマニピュレータのダイナミクスの解析，およびシミュ

レーションにより諸制御則の比較を行い，基礎技術の確立を行った．

　宇宙ロボットの視覚情報処理の研究

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　教授二宮敬度・助教授中谷一郎

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　糞東辰轍研究生ア・レトン・

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ハノレコム

　宇宙ロボットが浮遊物に接近し，回収するのに必要な視覚情報処理の研究を進めている．

本年度は，対象物のパタンの簡易な判別法，非対称物体のニューテーション運動の近似的な

線型表示，遅れ系のテレオペレーション等を，理論的，及び実験的に検討した．

　衛星熱制御材料の太陽光吸収率，熱放射率の測定に関する研究

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　教授林友直・技官大西晃
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　技官河田靖子

　熱制御用材料の熱物性値である太陽光吸収率，及び熱放射率に関する分離測定法について

研究を行っている．地上において，幾つかの材料について実験及び評価を行い良好な結果を

得ている．また，「あけぼの」に表面熱特性測定装置を搭載し，本測定方法の評価と材料の

宇宙空間での劣化に関するデータを取得している．

　極低温における熱放射率測定に関する研究

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　教授林友直・技官大西晃
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　大学院　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　小林俊之
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　学　生

　個体材料の極低温における放射率に関する研究を行っている．現在，金属材料を中心にし

て，1K近傍の放射率測定が可能な装置を試作し，実験を進めている．

　衛星熱制御材料の製作と評価

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　教授林友直・技官大西晃

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　奉糧金子一久・舞古騨啓一郎

　光学機器の内面，及びセンサ等のフードで迷光を防ぐ方法として，低反射でかつ拡散性に

優れた表面が期待できるカーボン繊維の静電植毛について研究を進めている．現在，可視域

から近赤外域の波長範囲において反射率1％内の静電植毛による表面を得ている．さらに，

低反射率の表面を得るために静電植毛による製作方法の再検討を行っている．

　また，高分子フィルムに多層薄膜を蒸着した熱制御材料に関する研究を行っている．現在，
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計算手法を用いた多層薄膜の熱物性値の導出及び熱制御材料の最適設計法について検討を進

めており，フィルムに2層の蒸着膜を施した試料において評価を行ったところ計算値と実験

と良く一一一一致した結果を得ている．

　衛星熱制御材料の紫外線及び電子線劣化に関する研究

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　教授林友直・技官大西晃
　宇宙空間において熱制御材料の放射線等による劣化の要因について研究を行っている．現

在，ポリイミドフィルムとテフロンフィルムについて紫外線及び電子線を照射し，分子構造

により深く結びついている光学定数の評価を行っている．また，真空中において各放射線劣

化と放射率との関係について明らかにするために実験を行っており，一部興味ある結果を得

ている．

　大型宇宙機の熱設計に関する研究

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　教授林　友直・技官大西　晃

　大型宇宙機の熱設計について熱真空試験を含めて新しい分割方法を提案し，研究を進めて

いる．現在，分割モデルの開口部とフルスケールモデル全表面積との熱放射損失の割合によっ

てモデルの温度ポテンシャルに与える影響について検討を行っている．

　太陽電池力バーガラスの開発

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　教授林友直・教授後川昭雄

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　技　官　大西　　晃

　棚硅酸ガラスを基本とした透過特性の優れ，かつ放射率の大きい薄板カバーガラスの開発

に着手している．また，カバーガラス表面に施す導電性透明薄膜についても研究開発を行っ

ている．

　飛翔体テレビ伝送装置の開発

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　教授林友直・助手横山幸嗣

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　技官大西　晃・技官加藤輝夫

　画像伝送及び観測項目の高速化，高制度化に対応するため，ロケット搭載用テレビ伝送シ

ステムの開発を行っている．また高能率伝送化をはかるデジタルテレビ式，及び画像処理の

検討を進めている．

　搭載機器の集積化に関する研究

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　教授林友直・助手横［lj幸嗣

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　助r一橋本正之

　衛星及びロケット機器の信頼性のli　・j上，小型軽量化を検討し，汎用の高速ゲートアレイ集

積回路，並びに標準回路のハイブリット集積回路化の開発研究を進めている．63年度は，

MUSES－A衛屋ルナーオービタ用の超小型Sバンドトラスホンダの伝送部の開発とロケッ

ト用搭載機器制御エンコーダの検討を進めた．
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　宇宙機器の放電防止対策に関する研究

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　教授林友直・助手橋本正之
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　大学院　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　常岡泰治　　　　　　　　　　　　　　　　　　　技官　大島　勉・　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　学　生
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　受　託　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　奥田博伸　　　　　　　　　　　　　　　　　　　学　生

　ロケットや衛星搭載機器の放電防止対策として，パリレン樹脂を真空中で蒸着コーティン

グする方法を検討している．この方法はEXOS－Dの高圧電源に採用されて衛星重量の軽減

に寄与した．現在なお，膜厚の均一化，接着力の強化法等について検討を進めている．

　宇宙観測機器用小型高圧電源

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　教授林　友直・助手橋本正之
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　大学院　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　技官　大島　勉・　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　関田仁志
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　学　生

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　受　託　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　奥田博伸　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　学　生

　宇宙観測機器用小型高圧電源として，従来からのコッククロフト型のものに加えて，光電

変換を利用する新しい形式のものについても検討をはじめた．これにより，リップルが極め

て少ない高速応答の電源装置の実現を期待している．これまでに集積型の発光素子アレイと

アモルファス型の高電圧受光素子の試作および制御回路を含めた電気特性の測定を行なって

いる．

　有機材料の二次電子放出比測定

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　教授林友直・助手橋本正之

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　技官大島　勉・技官河田靖子

　Channel型二次電子増倍管として用いる有機材料の二次電子放出比特性を測定してきた．

その結果として材料による二次電子増倍への寄与が明らかになってきた．さらに種々の有機

材料の二次電子放出特性の解析もすすめている．

　海上浮遊位置探索システム

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　教授林友直・技官大島勉
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　技官鎌田幸男

　ロランC電波を利用した位置探索システムを開発し，気球による回収実験および観測ロ

ケット搭載機器の回収実験を行なってきた．S－520－10号機では搭載アンテナに3m伸展マ

ストを採用した．現在さらに装置の性能向上，小形軽量化の研究をすすめている．

　月面ローバの研究

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　教授林友直・助教授中谷一郎
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　助教授　川口淳一一郎

　軽量な月面ローバシステムのミッション解析を行い実現性について検討を進めた．特に，

重量・電力を制限した状態で，極限的に小さなローバーが，広い範囲の月面の探査を行う手
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法に関して，基礎検討を進めた．

　誤り訂正符号の研究

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　主功教授　　lll【H　防…弓ム

　ディジタル伝送路で発生する誤りを訂正するたy）の符号の構成法として以ドの研究を行っ

ている．

　（1）　し次元符号の研究：ランダム誤りとバースト誤りを効率よく訂IEできる符号として，

連接符号や積符号などの二次元符号が注目を集めている．本研究では，　1次元符号の効率を

さらに高y）るための符号構成法や，一：次元符号を統一的に解析するたy）のf法の開発などを

行っている．

　（2｝不均誤り訂正守守号の研究：一つのデータの系列σ）中で，弔：要なビットとそれほど重

要でないビットが混在している場合に，それぞれのビットの中：要度に応；じて誤りを訂正でき

る符号の開発を行っている．特に，リードマラー符号を基にして，そのような符号が簡単に

構成できることを明らかにした．

　（3）畳込み符号の構成法の研究：畳込み符号はビ9ビアルゴリズムを川いて効率よく復号

できる符号として衛星通信などで広く用いられている．本研究では，ウンガーベックがディ

ジタル変調方式の構成法として提案した集合分割法を応用することによって，誤り訂正能JJ

の高い畳込み符号が比較的簡単に構成できることを明らかにした．

　将来型宇宙システム用情報伝送システムの研究

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　助教予受　　1」lHlF条弓ム

　宇宙ステーション・宇宙フラットフォームをL体とした将来型宇宙システム用の情報伝送・

処理システムの研究として以ドのことを行っている．q｝将来型宇宙機でデータを処理する

方式，宇宙機の運用方式等について検討を行っている．t2）将来型の宇宙樫隻と地ヒとの間の

情報伝送方式として，通信制御到順，誤り、1」IE方式等について検討を行っている．〔3）地ヒ

で情報を交換するための方式として，ネットワーク構成法，通信制御釧貞，データ処理シス

テム構成法，資源管fl｛1方式などについて研究を仔っている．

　超流動ヘリウムを利用した赤外線望遠鏡の冷却システムの研究

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　客　員　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　村ヒ正秀　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　助教授

　超流動液体ヘリウム・ヘリウム蒸気相分離器（．ホーラスフラグ），ファウンテン効果ホ

ンフ等のコンポーネントに関する研究開発，超流動ヘリウムの熱流動特性に関する基礎実験

が行なわれた．さらに，望遠鏡の冷却システムに関しても設計および検討が行なわれた．

　宇宙機の冷却法の研究

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　客　員　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　村L正秀　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　助教授

観測用ディテクターの冷却要求，それを実現する郵去等についてのアセスメントより，い

くつかの重点課題の策定をi　J’なった．超流動ヘリウムと3He冷凍機の組合せによる1K以
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下の実現，70K程度での長期冷却の為のスターリング冷凍機の使用，そして2K温度に於

ける機械冷凍機の利用の可能性，策について考察した．

　多孔質構造中の3次元Viscous　Fingering　Instability（VFI）現象の研究

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　窮教是村上正秀

　光学級のガラスビーズとグリセリンの組合せにより可視化可能な多孔質構造を造ることに

成功した．引き続き，レーザー誘起蛍光法を応用してVFI現象の3次元的可視化が行なわ

れた．2次元については，更に画像解析を応用してフラクタル解析がなされた．

　　　　　　　　　　　　　　衛星応用工学研究系

　衛星用太陽電池に関する研究

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　教授後川昭雄・助手高橋慶治

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　技官河端征彦

　太陽電池は，表面部品として高真空中でかなり振幅の大きい熱的ストレスを長期間くり返

し受けるなど，衛星中最も苛酷な環境にさらされる．その安定動作を確保するため，実装法

の改良とともに，熱・真空試験などをくり返し，1～5号衛星とも100サイクルの資格試験

に合格した．

　その結果，1号衛星は4年以上，3号衛星も4年11ケ月の作動をみて，設計を上回る成

果を得た．なお，低温および放射線損傷特性の解明とともに一層の高能率・軽量化に努力し

ているが，6号衛星で帯電防止等のためConductive　Coating付きカバーガラスの使用によ

り“磁気圏”の成功に導いた．また，GEOTAILやSFU等の電力需要の増大に対処するた

め，薄形Si太陽電池等を用いた大形アレイやバス電圧の高圧化を検討している．

　宇宙用InP太陽電池に関する研究

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　教授林　友直・教授後川昭雄

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　助手高橋慶治・助手橋本正之

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　技官河端征彦・技官大西晃
　原理的に高効率が得られ，将来性が予想されるInP太陽電池は，宇宙用としての実績は

未だ得られない．そこでNTT，日電と共同で宇宙用の研究開発を試みている．　MUSES－A

のルナーオービタに試験的に搭載する予定であるが，紫外線や低エネルギープロトンに対す

る耐候性の検討が急務となっている．

　気球による衛星用太陽電池の較正実験

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　教授後川昭雄・助手高橋慶治

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　技官河端征彦

　従来は太陽電池の出力評価試験の照度設定には仕方なく米国マウントの標準太陽電池が用

いられていたが，出力の正確な評価のためには，測定試料と同類のスペクトル応答を持ちか
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つ誤差の少ない使い易い形での標準を作る必要がある．そのような標準太陽電池の設定のた

めには，まず回収，iJ能な気球による太陽竃池の較」Eが必要になる．そこでllL！，和51年5月に

B5気球によって高度約27kmでの較IE実験を行い，標準太陽電池設定化への目処をつけた．

その後“磁気圏”や“白鳥”，“淡1’i－　4号”，“大空”，“あけぼの”によるSCM実験で得られ

た成果も検討の結果，本実験の改良のため例えば飛しょう高度のアッフ，試料の気球頭部へ

の搭載等を進めたい．

　Ni－Cd衛星用電池に関する研究

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　教授後川昭雄・助f’高橋慶治
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ヂ支　　官　　’i口∫　立嵩　租三F彦

　衛星川二次電池は，地ヒ用と異なるので，まず宇宙研仕様，韮；：に基づいて，各種環境試験を

行って設計・製造面での改良に役、‘1．て，Ni－Cd電池については電力制御器と関連した設計お

よび飛しょう後の電池管理のための特性をも収集・解析し，9号衛星までの成功に導いた．

とくに“新星”の電池は裏付けデータによると一11～58Cの宇宙環境を経て少なくとも3年

5ケJ］良好に使命を果した．さらに，6号衛星以後新規に角形電池及びUnder　Voltage

C（mtrol装置0）積載を行ったが，“磁気圏”では5年3ケ月間の信頼性が確認された．なお

“天馬”や“大空”で問題になった不活性化及びメモリ現象については解析を続行している．

　改善のため，11号衛星“銀河”にはリコンディショニング回路を積載し，飛翔前の電池

管理にも万全を期した．

　EX（りS－Dではヒ記の対策の他，電源装置に専川のメモリ機能を設け，電池の詳細なデー

タを取得し，飛翔解析に役、iLてるべく努力している．

　人工衛星搭載用の電池容量積算計

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　教授後川昭雄・助r一高橋慶治
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ヂ支　　ギT　　ili∫　立嵩　〒iE　’彦

　衛星用Ni－Cd蓄電池（BAT）は，衛星各部へのli」滑な竃力供給のために極めて重要であ

るが，過放竃や過充竈に対して特性劣化があるため従来電力制御器（PCU）によってその

管理が行われてきた．しかし，BAT残存容量あるいは放電深度による放電制御及び将来長

寿命化を指向するためのより高精度の充放電制御を行うには．必ずしも1一分ではない．そこ

でBATの容量を自動的に計測できる衛星搭載用の電池容量積算計（AHM）を開発し，“淡

青4号”で飛しょう実験を行い，所期の性能を確認した．シミュレーションにより定充電率

のサイクル時放電末期電圧が安定していることから，12号衛星“あけぼの”に搭載し，AHM

冒本の容量管理を行うべく努力している．

　集積回路の基礎研究

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　教　　手受　　そ妾　川　日召友佳

　以前広い立場では，わが国の集積回路の啓蒙開発に寄与するため，組織的に動向調査を行っ

てきたが，研究室規模では設計改善の指針を得るため，まず半導体集積回路のうち，最も基

本的な拡散抵抗を取りヒげ，これらに本質的な寄生効果のうち，大振幅動作等で問題となる
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基板トランジスタ効果を定量的に取り扱った．さらに進んで衛星用搭載機器の集積回路化，

低電力化の重要性からCMOSのIC，　LSIおよび混成集積回路化を含め，これらの問題点の

検討を進めている．

　科学衛星の信頼性に関する研究

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　教授後川昭雄

　科学衛星の高信頼性確保のため，これまで部品・Subassembly段階で放射線試験を始め，

各種のシミュレーション試験による資格評価，試験レベルの設定，故障解析等を行ってきた

が，これと並行して，1号衛星から各種衛星ごとに全体のシステムの信頼度設計，予測を行っ

ている．たとえば3号衛星以降の衛星では設計段階で信頼性ブロック図の作成，信頼度割当

及びレベル合わせの諸活動を通じて問題部品の除去，代替及び冗長性採用の適否を，重量制

限等もからめて総合的に検討した．

　衛星用電子部品の放射線損傷

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　教　　授　　毛麦川昭雄

　衛星はバンアレン帯をはじあ，放射線による影響が搭載電子機器にとって重要である．そ

こでまず部品段階で考え，衛星用資格試験レベル設定後，立教大学の協力を得て高速中性子

線照射を中心とした劣化特性の測定を行い，続いて組立回路段階での動作時照射試験及びシ

ンクロサイクロトロンによるプロトンと中性子線損傷の等価線量の検討なども行った．放射

線損傷は特に表面部品の太陽電池，各種半導体素子，中でもC－MOSや微小電力用集積回路

が問題で，受動素子，機構部品，充てん材など周辺部品材料に及んで品種の選定や評価，耐

放射線対策の研究を続行している．

　太陽電池の評価法の確立

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　教授後川昭雄・助手藁品正敏

　太陽電池の直列抵抗，シャント抵抗，ダイオード因子などが，どのように性能に影響する

かを明らかにするための評価法を確立し，入射光強度，周囲温度の変動による影響を検討し

ている．さらに，材質パラメータと太陽電池特性との関係を明らかにするために，スペクト

ル応答からべ一ス中の少数キャリア拡散長，表面再結合速度，表面層の厚さ，空乏層幅など

を求める手法を開発し，非晶質シリコン太陽電池の試作とその評価に適用している．

　アモルファス半導体の作成とその電気的特性

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　教授後川昭雄・助手藁品正敏

　アモルファス（非晶質）Si半導体は光吸収係数が大きく，薄膜でも太陽光のほとんどを吸

収するので，太陽電池として適した素材である．水素化非晶質Si（a－Si：H）半導体を容

量結合形プラズマ放電法で作成し，その半導体膜の光電導度を測定することにより電子輸送

機構を調べている．非晶質半導体のギャップ状態，欠陥状態のエネルギー分布，キャリア寿

命を求め，光照射による膜質の構造変化，アニール効果などの性質を明らかにすることによ

り，a－Si：H太陽電池の高効率化のための作成法とその評価法を確立する．
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　化合物半導体のMIS構造

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　孝女　　手受　　　径と　lll日召　左焦　　．　月力　　　1三　　藁i　l【1占　IE　毎女

　m－v族化合物’卜導体を用いたデバイスは，常温においてSiの4～5倍の界面移動度が

報告され，信号処理の分野でその超高速性能を発揮しつつあるが，化合物半導体一絶縁物界

面の基礎物性およびそれを基盤にした表面，界面の制御，不活性化技術は未確立の段階にあ

る．そこで，lll－V族化合物’卜導体の表面に，陽極酸化法を用いて絶縁層を形成し，’卜導体

一絶縁物界面の電気的特性を、1’F価するための容量法，微小ハ1レス高Ic「PS法を使用して，

これをSPICS（Small　Pulse　lsothermal　Capacitance　Transient　Spectroscopy）法と命名し

て，界面形成法の最適化を確立する．

　MOSトランジスタと界面準位

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　教　　授　　1妾）Il日召　姦住　・　助　　f”　・藁il㌧～1正1救

　Ic　o）安定’性，信頼性の向Lのたy）にMC）S構造の交温‘コンダクタンス（G）の周波数特

性，容量（C）のバイアス（V）特性等の測定によって絶縁層と半導体間の界面現象の研

究，特に，Si－Sio2の界面準位の発生機構の解明を進めている．これまでに，　：元パラメー

タMOSコンダクタンス法，簡易C－V法及びG－V法等を完成しつつ界面準位密度を総合的

に評価し，界面準位に関するモデルの確㍍をめざしている．

　耐放射線強化素子の基礎的研究

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　教授後川磁・ノ〈1・i一功（日大・理　1：）

　シリコン集積回路の耐放射線性強化を実現するための基礎的課題として，Si絶縁膜界面

の放射線照射による劣化機構の解明を行っている．Si－Si（）e界面の電」くドrJ性質が放射線照射

により受ける効果から，その機構解明のf－・がかりを得ることを目標にして研究，発展させる

と共に，Si（）2と異なる絶縁膜について放射線損傷の機構を検討している．

　半導体メモリ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　教授後川rl灘吠・’・i一功側くD

　Random　Access　MemoryとしてのMN（’）S（Metal－Nitride－Oxide－Semicondllctor）半導

体素fの記憶動作の高速化，低消費電力化を目的として，君き込み及び保持特性の安定化が

異種絶縁層界面i（N－0ソ言lf｛i，0－S界面）状態と密接iな関係にあることを明らかにし，　MNOS

の記憶機構のモデル化を試み，耐放射線性を検討している．

　宇宙用蓄熱器に関する実験研究

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　教授長友信人・助教授棚次亘弘

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　：肇柴斎藤昌勝

　蓄熱材としてLiFのような溶融塩が単位重騒あたりの蓄熱最の関点から優れているが，

固液の相変化に伴う体磧変化が大きいこと，熱伝導性が悪いことからこれを用いたシステム

を構成する場合に問題となっている．宇宙における応用を考える場合にはこれらの物質特有
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の問題に加えて無重力環境下での気液の混合によって熱伝導性が更に悪化する．これらの問

題点を解決するため，多孔質性の金属材料に溶融塩を浸透させた蓄熱器を研究した．この方

法では溶融塩そのものや固気混在による熱伝導性の悪さを多孔質金属が補い，また多孔質金

属と溶融塩との毛細管力によって無重力下での固気あるいは気液が一様に保持される．LiF

の融点は1000K以上であるのでプラスチック材に置き換えて蓄熱器の熱伝導係数を測定し，

この種の蓄熱器の特性を評価した．

　宇宙破片（デブリ）の研究

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　教授長友信人・澤岡　昭（東工大）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　小林康徳（筑波大）・李学堕木元健一

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　研究生牧野　隆・研究生佐藤恵一

　宇宙破片は大は使い終ったロケットから，小ははげたペイントまで，さまざまの物体から

構成され，地球の周辺を運動している．これは近い将来の宇宙活動に悪影響を及ぼすと予想

されているが，その実態は良く分っていない．本研究では宇宙破片の統計的分布を算出して，

実際に破片と衝突した事例と照合したり，今後，これを実測する計画を立て，破片の衝突に

よる被害を予測しようとする．昭和63年度はとくに微小物体の発生モデルを仮定して衝突

確率を算出し，今後の研究計画のデータとした．

　マイクロ波無線エネルギー伝送システムの研究

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　松本　紘（京大）・教授長友信人

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　客　員　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　賀谷信幸・佐藤　亨（京大）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　助教授

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　筒井　　稔（京大）

　マイクロ波を用いた無線エネルギー伝送の技術は，太陽発電衛星をはじめとし，宇宙利用

には不可欠なものである．その基本的な課題としては，1）受電点にマイクロ波を集中させ

るためのマイクロ波ビーム制御技術の開発，2）大型フェイズドアレーアンテナの素子配列

法，軽量化，保守性などに関する最適設計法の確立，3）大電力マイクロ波が電離層や大気

環境に及ぼす影響の解明，以上三っがあげられる．本研究はとくに，このうち1）と2）に

重点をおいている．昭和63年度は宇宙基地利用基礎実験費により，アンテナ素子の設計と

回路の試作を行なった．

　ソーラーセイルの軌道設計と制御についての研究

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　教授長友信人・教授松尾弘毅

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　糞石井信明・糞小灘毅

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　大学院
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　前野　　潤
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　学　生

　ソーラーセイルは太陽光を利用した推進法で，大幅に燃料等が節約できるため，将来の長

期ミッションに欠かせない技術となる．しかし，太陽との位置関係等によりすべての方向に

92

This document is provided by JAXA.



同等に制御することは不可能である．ソーラーセイルを月へのレースに応用することを想定

して，ソーラーセイルの軌道設計と誘導制御則の確立を目的に，主に数値シミュレーション

を中心とした解析を行なっている．

　高圧エキスパンダーサイクルエンジンの研究

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　教授　秋葉錬二郎・教授　堀内　　良

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　助教授棚次亘弘・助手成尾芳博

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　助手丸田秀雄・技官斉藤　敏

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　技官瀬尾基治・技官吉田邦子
　エキスパンダーサィクルは2段燃焼サイクルに比べてシステムが簡単で，しかも同様な高

性能を期待できる優れたエンジンサイクルである．しかし，推進剤をエンジンに供給するター

ボポンプの駆動力を再生冷却剤が燃焼室から吸収した熱エネルギーから得ているため，従来

高圧化は困難とされていた．この点を克服するため，燃焼室内に熱交換器を設けた新概念の

燃焼器を考案し，昭和59年度から実用化の可能性を調査する目的で予備研究を行ってきた．

本年度は，予備研究で得られた基本的なデータを基にHIMES飛翔体のメインエンジンに用

いることを想定したHIPEX（High　Pressure　Expander　Cycle）エンジンの概念設計を行っ

た．

エアーターボラムジェットエンジンの研究

教授秋葉錬二郎・助教授棚次亘弘

助教授稲谷芳文・助手成尾芳博

助手丸田秀雄・技官瀬尾基治
技官　吉田邦子

　エアーターボラムジェット（ATR）は空気吸い込み式推進機の一種であり，将来のスペー

スプレーン用エンジンの候補の一つである．従来のロケット推進の性能と比較して約10倍

以上の比推力が期待でき，これによって宇宙輸送機の性能と乗り心地が大きく改善できる可

能性がある．ATRエンジンは3つの段階を踏んで開発されるものであり，1988～1991年度

の第一段階では地上静止状態での試験によってATRシステムと性能の確認を行う計画であ

る．この第一段階の研究結果を見て第二，第三段階の研究に進める計画である．初年度の今

年は基本設計と予備試験および試験設備の建設を行った．

　ランダム媒質からのマイクロ波後方散乱

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　教授廣澤春任・技官松坂幸彦

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　李握小林理

　レrダリモートセンシングの基礎研究として行っているもので，三次元のランダム媒質か

らのマイクロ波の後方散乱の過程を主に実験的に研究している．これ迄，モデル散乱媒質

について，X，　CおよびSバンドにおける散乱特性を多偏波（直線および円，ライクおよび

クロス）で測定し，その結果から散乱機構を種々議論してきた．今年度は，偏波に係わる性
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質の追求をより深め，ポラリメトリの観点からの研究を進めた．

　レーダポラリメトリに関する研究

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　教授廣瀦任・糞小林理

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　技官　松坂幸彦

　ランダムな散乱物体の変形ミューラー行列を測定するシステムを提案し，試作・実験を行っ

た．これは地上（室内）レベルでランダムターゲットの偏波シグネチャを取得・研究するた

めのもので，システムは基本的にはストークスパラメータを測定するマイクロ波散乱計であ

る．位相を測定せず，パワーの測定だけから変形ミューラー行列（偏波シグネチャ）が求め

られる点に特徴がある．

　レーダ画像とマイクロ波シグネチャ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　教授　廣澤春任

　レーダ画像のラジオメトリックな解析をとおしてマイクロ波シグネチャに関する知識の集

積を図っている．最近の研究としては，航空機搭載合成開ロレーダに得られた画像において

Lバンドで樹木が影を伴わない現象について着目し，この現象が樹木のマイクロ波透過性だ

けでは説明できず，多重散乱および太い枝や幹による前方散乱が像形成に寄与する必要があ

ることを論じた．

　合成開ロレーダ画像のスペックル低減

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　教授　廣澤春任

　合成開ロレーダ画像に固有の雑音であるスペックルを低減する方法の一つとして，1ルッ

クの画像について空間的な細かさは1ルック相当に保ったまsスペックルの振幅を3～4ルッ

ク相当に圧縮する方式を先に提案した．この方式は，今年度，ERS－1のための画像データ

解析研究で取り上げられ，地形判読に当って，画質の向上に寄与しうるものであることが示

された．

　深宇宙探査機のインテグレーテッドドップラーデータの解析

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　教授廣澤春任・助手山本善一

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　受　託　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　鳥山　　学
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　学　生

　深宇宙探査機「さきがけ」及び「すいせい」の追尾データの中に含まれているインテグレー

テッド・ドップラーデータの解析を行い，探査機と地球の相対運動により生ずる主ドップラー

成分等をフィルタリング処理によって除去し，太陽風プラズマによって生ずる微弱な変動成

分の抽出を行っている．本研究では，この変動成分の時間変化や長期的な変化を観測する事

により，ショック波通過方向の割り出しや，太陽風の構造等の解析を行っている．
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　深宇宙探査機「すいせい」の太陽オカルテーションデータのスペクトル解析

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　助拍肺善一構1田藤一

　ハレー彗星探査機「すいせい」が1987年7月に太陽オカルテーション（太陽掩蔽）を起こ

した．本研究では，この機会を利川して取得されたデータのスヘクトル解析を行い，スペク

トル幅の時間変化，日変化及びヒークレベルの変化を求め，これらのデータ間の相関関係を

調べる事により，太陽近傍のフラズマの加速領域の存在の検証，太陽風プラズマの微細構造

の解析等を行っている．

　ボイジャー2号海王星オカルテーション観測実験用システムの開発

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　教授林　友直・教授西村敏充

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　教　授　廣澤春任・助教授　高野　　忠

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　助f：lll本善一・助予市川　満

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　助手横dl幸嗣・技官LU田三男

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　教授河島信樹・助教授小山孝一郎

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　助r－v，｛　iEz木進・難描英一

　米国の探査機ボイジャー2号が1989年8J］25日に海ll星オカルテーションを起こす．こ

の機会を利用して海ll星大気の温度・密度・圧ノJ等を調べる日米共同電波科学実験が計画さ

れており，我われは同実験のたy）の受信システム及びデータ取得・解析システムの開発を行っ

ている．

　深宇宙追跡管制シスデムの研究

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　教授西村敏充・助教授高野　忠

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　技官市川勉

　臼田64mφのアンテナを用い引続きさきがけ，すいせいの追跡を行っているが，さらに

平成元年度のMuses－Aの打ちヒげ後の高精度軌道決定の要求に備えるため，軌道決定フロ

グラムにおいて極運動の導入，地ヒ局位置精度の向E，大気層モデルの改善などを行った．

　ロケット誘導制御の研究

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　教授西村敏充・助教授川口淳一郎

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　技官市川勉

　M3S－II型ロケットのMuses－A打Bずに際して，そo）最終段の実時間誘導制御の研究を行

い，平成元年度の打ヒげのための準備を行った．

　誘導制御シスデムの研究

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　教授西村敏充・技官市川勉

　SFU搭載のGPS計算機用のカルマン・フィルターの特性について研究を行い，その実用

性に関する検討を行った．この研究は将来のMUSES－B計画においても応用されるf定で

ある．
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熱流体システムの研究

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　客　員　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　小林康徳　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　助教授

　・ヒートパイプ内の流れと熱輸送に関する問題の一つとして，サーモサィフォン内の流れ

場の可視化とその数値シミュレーションを行なった．

　・衝撃波管による衝撃波背後での蒸気凝縮の実験を行ない，特に伝熱特性から流れ場の特

徴を考察した．

　・SFUを中心に衛星の熱設計法の改善を計った．

対外協力室
　宇宙輸送技術の歴史

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　助教授的川泰宣

　欧米やソ連では，ロケットを中心とする宇宙飛翔体技術の歴史が，一つの研究分野を成し

ている．一方中国では，ロケット発祥の国ということもあって，初期の「火箭」その他につ

いての歴史的アプローチはあるが，近代ロケット技術をその歴史に焦点を合わせて研究しよ

うという観点はあまりないと思われる．日本は地理的文化的に上記の両方の技術の実状や文

献に接触・理解し易い立場にあるので，バランスのとれた研究が可能である．とりあえず中

国の古い文献調査を開始したばかりである．

宇宙基地利用研究センター

深宇宙局設備の信頼性の検討

授
手
官

教
助
技

林友直・助教授高野
市川　満・技官斉藤
市川　勉・技官

忠
宏

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　山田三男

　深宇宙局のアンテナ，通信設備，運用管制システム，電源設備等について，経時変化，運

用に影響する要因の検討を行う．局運用データベースからの設備情報検索ソフトウェアを用

いて，設備の履歴を検討している．また，標準周波数と時刻の信号を標準時刻装置（原子時

計）からアンテナ棟まで伝送するための基礎検討を行った．

　局運用に重要な気象データに付いて，各種センサーとデータ処理装置を組み合わせた気象

観測・処理システムを開発し，データの蓄積を開始した．

　深宇宙通信の研究

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　教授林　友直・教授廣澤春任

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　助教授高野　忠・助手市川　満

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　助手横山幸嗣・助手井上浩三郎
　今後の深宇宙ミッションのために，高周波数帯の開拓と大型の衛星搭載アンテナの開発は

不可欠である．そのため，MUSES－Aに初めて用いられるXバンドの通信方式，　S／Xバンド
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共用の地球局構成法について検討している．

　また，1987年と1988年に起こった太陽による「すいせい」および「さきがけ」のオカル

テーションでデータを取得し，通信への影響を解析した．

　ボイジャー2号海王星オカルテーション観測実験

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　教授林友直・教授西村敏充

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　教授廣澤春任・助教授高野　忠

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　助手山本善一・助手市川　満

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　教授河島信樹・技官山田三男
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　技官　斉藤　　宏・技官　周東晃四郎

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　糞水野英一

　米国の深宇宙探査機ボイジャー2号が1989年8月に海王星オカルテーションを起こす．

この機会を利用して海王星大気の組成を調べる日米共同の電波科学実験が行われる．このた

めの受信システム及びデータ取得・解析システムを開発した．日米豪の各アンテナを結んで

リハーサル実験を繰り返し，システムのデバッグと習熟を行っている．

スペースVLBIの研究

　　　　　　　　　　　　　　　　　　教授西村敏充・教授三浦公亮

　　　　　　　　　　　　　　　　　　教授廣澤春任・助教授的川泰宣

　　　　　　　　　　　　　　　　　　助教授高野　忠・助教授平林　久

　　　　　　　　　　　　　　　　　　助手　山田隆弘
人工衛星と地球局間を基線とするVLBIについて，システム構成等の研究を行っている．

衛星データ処理・ネットワークの研究
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教
教
助
助
技

　科学衛星のミッション内容が高度化および多様化するにともない，衛星データの取得・処

理・蓄積を各地上局で効率的に行うことが重要となる．計算機・LAN・データ通信回線を

組み合わせた衛星・局データの伝送ネットワークの構成方法，新しいコマンド形式，伝送処

理ソフトウェア等について検討を進めている．

　衛星搭載計算機およびパケットテレメトリの研究

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　助教授高野　忠・助手山田隆弘

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　技官　周東晃四郎

　MUSESに搭載することを目的として，放射線等による障害が起ここり難い，衛星搭載計

算機の研究を行っている．一部に誤動作が起こっても正しい出力を出す冗長構成法について
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検討し，実機を製作した．

　搭載ソフトウェアとしては，パケットテレメトリの通信ソフトを開発した．これは国際機

関CCSDS（宇宙データシステム諮問委員会）が標準化を進めている宇宙開発のためのテレ

メトリ・コマンド信号である．

　宇宙機間光通信の研究

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　助教授高野忠・糞米原聡

　科学衛星やデータ中継衛星等の宇宙機間に適用することを目的に，光通信システムの研究

をおこなっている．今年度はレーザビームの指向制御の基礎データを得，微小角度を位相変

調電圧により直話できるシステムを開発した．

　飛翔体アンテナに関する研究

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　教授林友直・助教授高野忠

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　助手市川　満・技官鎌田幸男

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　糞花山英治

　飛翔体に搭載するアンテナは，電気特性が良く，小形軽量で，耐環境特性が良くなければ

ならない．さらに無指向性アンテナの場合には，飛翔体の形状等の影響も大きい．ここでは

色々な形状をした飛翔体に対して搭載アンテナの条件を満足するアンテナの形式や給電方式

を理論的及び実験的に開発を行っている．今年度はMUSES－A等のXバンドアンテナを開

発し，有翼飛翔体および月ペネトレータ搭載用の各種アンテナの検討を進めた．

　スペースVLBI等に応用することを目的に，大型展開アンテナの研究を進めた．今年度は

展開による機械誤差を模擬したモデルアンテナを製作し，実験的にアンテナ放射特性への影

響を明らかにした．

　生物実験用擬似無重力，過重力印加装置の開発

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　助教授山下雅道・助手黒谷明美

　重力と生物の生理現象などとの関係を地上で実験的に研究する装置として，次の3つの装

置を開発している．

　①　自由落下体

　落下塔を用いて実験するシステムで，落下中の重力値等を測定しこれらと実験画像の送信

が可能なものである．2秒程度の微小重力持続時間が得られる簡便な落下実験を行っている．

　②クライノスタット

　応答時間の遅い植物の実験用に，二つの回転軸を持つクライノスタットを開発している．

ランダムに回転速度，方向を変えて時間的平均として擬似的な無重力環境を得るものである．

　③遠心力印加装置

　低い回転速度で2－20Gが得られ，かつ試料内部で均一な重力値が長期間連続で印加でき

るよう，腕長を2mとした大型の遠心装置である．搭載する実験装置に電力やコマンドデー
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タの送受ができるようになっている．

　さらに，これらに搭載する生物実験装置の開発も行い，種々の実験をしている．

　生物と重力に関する研究

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　助教授山ド雅道・助手黒谷明美

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　東　大　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　奥野　　誠（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・教養

　地Eとは異なる重力環境に生物が曝された時の生理・生態の変化について研究している．

生物の重力受容機構や生理現象への・5：力の影響を，短秒時の自由落ド実験で見られる過渡的

な現象や過重力実験により明らかにしようとしている．原生動物の遊泳や線虫の行動，受精

卵の発生などと重力の関係を調べている．

　　　　　　　　　　　　　宇宙科学資料解析センター

　ハレー彗星プラズマの研究

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　客　員　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　芋澤敏夫・助教授　向井利典　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　助教授

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　奏篠・舗俊

　「すいせい」で観測されたハレー彗星近傍のプラズマ・データの解析を行い，彗屋周辺の

プラズマ密度，温度，速度を決定し，温度について興味ある構造を見いだした．（温度α）極

小が彗星核への最接近時ではなくそれよりはずれた時点で観測された．）この構造の解釈には

　Φ　彗星ヒ流の太陽風ハラメタの時間変化の可能性

　｛2）彗星起源フラズマと太陽風フラズマの相’舶三用の結果生み出された可能性

がある．〔2）の検討のためには太陽風・彗星相ti．作用について現実の物理課程を取り入れた

数値モデルを作る必要があり，現在開発中である．

　天体プラズマにおける粒子加速機構の研究

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　客　員　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　寺澤敏夫・教授西田篤弘　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　助教授

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　窒礎咽ll晃成

　粒子の加速現象は天体フラズマ物理学におけるk要な研究テーマの一つである．我々は，

地球近傍ならびに太陽系内のフラズマ内で生起する加速現象の直接探査による知識をもとに

して理論・観測の両【Hiからの研究を行なってきた．今年度は特に，

　Φ　磁気圏尾における粒子加速現象

　12）衝撃波における粒子加速・ノ川熱の素過程の再検討

を中心とした研究を行なった．

　衝撃波における加速過程の検討の一環として，超新星SN　1987　Aの衝撃波と星周物質雲

との相圧作用時の粒f加速過程の効率についての算定も行なっている．
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　複数の人工衛星観測データに基く，極冠域オーロラの研究

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　助手小原隆博・教授西田篤弘

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　助教授向井利典・賀谷信幸（袖戸杢）

　人工衛星EXOS－C（おおそら）をはじめ，　Viking，　DMSP，　NδAAの観測データを基に，

極冠域に出現するオーロラの研究を行なって来た．特に，南北両半球で，複数衛星により同

時に得られたデータを解析し，以下の諸点を明らかにした．

　（1）極冠域オーロラは南北両半球で同時に，しかも共役的に現われる．

　（2）極冠域オーロラの電子群は，南北両半球で同程度に，沿磁力線電場により加速されて

いる．

　又，これらの観測結果に基ずいて，極冠域オーロラを説明するモデルを考察している．
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2．総合研究

a．宇宙観測事業
　観測ロケット及び科学衛星による科学観測

　観測ロケットを用いた我国の宇宙科学研究は，国際観測年から始まり約30年を経た．そ

の間，昭和45年に我国初の人rl衛星「おおすみ」の成功を見たことから，科学衛星による

観測が加わり，昭和60年8月には「すいせい」が惑星間軌道に投入され，さきに人Il惑星

となった「さきがけ」とともに61年3月にハレー彗屋との会合に成功した．宇宙観測事業

ははじめ東京大学生産技術研究所により実施されていたが，新設の東京大学宇宙航空研究所

に引継がれ，さらに15年後の昭和56年4月14日1こ国、ヱ大学共同利用機関として宇宙科学

研究所が設立され，現在ここにおいて行われている．これまでも国際地球観測年をはじめ，

国際磁気圏研究計画や太陽活動期における国際協力，あるいはX線天文学などにおける国際

的な研究事業などに対し，我国の科学衛星は非常に大きな貞献をしているし，また，いくつ

かの国際協力ロケット実験を行なうなど，我国の宇宙観測が果してきた国際的役割は非常に

大きい．これらのロケット及び科学衛星観測に当っては，事前に大気球観測や実験室におけ

る基礎的な実験の積み重ねを行なうのが通例であることも記憶されてよいであろう．

　宇宙科学研究に参加している70に余る研究機関と，250人をヒまわる宇宙科学研究者との

協力によって行なわれているこの事業は，我国における巨大科学の一つとして，大きな成果

を挙げているということができる．科学観測については，全国の宇宙科学研究者から観測項

目の公募を行い，これに基づいて所内所外約半数ずつのメンバーで構成される宇宙理学委員

会で立案し，必要経費を要求し，配分された予算の枠内での実行に移される．これらの観測

項目あるいはまとまった科学衛星計画については，宇宙観測シンポジウムや科学衛星シンポ

ジウムなどであらかじめ討議されている．

　昭和63年度は2機の観測ロケットと科学衛星の打Lげがあった．まず，MT－135を改造

し成層圏のオゾン観測をする試みの第一回実験が9月11日に行われた．ロケットの飛翔は

順調であったが，予定されていた脱頭が行われず，所定の観測ができなかった．つづいて冬

期に第1回目を予定していたが，事前に不具合が発見され次年度へと延期されたのは残念な

ことであった．冬期には2月1日にS－310－19号機iの打1：げが行われた．熱圏大気の主成分

である酸素原子密度の夜間の高度分布を測定するのが1｛目的で，ロケットによる衝撃波の影

響を除いた新しい方法での測定に成功した．ほかに酸素原子および分fの夜間大気光の観測

も行われた．

　’F成元年2月22日朝，M－3S　II－4号機によってEXOS－Dが予定通りの準極軌道に打ヒげ

られ，「あけぼの」と命名された．この原稿執筆の3月末は高圧竃源を一っつつonにしてい

く途中であるが，現在まですべての装置は正常に作動している．…方，昭和62年2月に打

ヒげられた「ぎんが」では，ひきつづき国内外の研究者に観測時間が割当てられて，超新星

を含む多くのX線天体の研究が進行中である．「おおそら1，「てんま」は打上げ以来多くの

科学観測の成果を挙げてきたが，それぞれ昭和63年12月26日，平成元年1月19日に大気

圏に突入し消滅した．今後の計画としては，平成元年度冬期に打ヒげ予定の工学実験衛屋

MUSES－A，平成3年度打ヒげ予定の太陽観測衛星SOLAR－A，平成4年度打上げ予定の国
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際協力衛星GEOTAILのほか，次のX線天文衛星ASTRO－Dの準備が進行中である．さら

に，（原稿締切の時点で進行中の国会で予算が認められると）平成元年度からスペースVLBI

を目指す工学実験衛星MUSES－Bの試作もはじまるものと期待されている．

　　　　　　　昭和63年度観測ロケット・科学衛星

List　of　Sounding　Rockets　，　Kagoshima　Space　Center，1988－1989

No． Rocket Date　Time
（135°EMT）

Alt．

（km）
Experimenters

S－188

S－189

MT－135－49　’889／1111：25

S－310－19　　　’892／1　22：00
£
U
O

に
り
0
0

　
2

NNP　（06）failure

NNP　（04），　AGL（04），　STS（04）

Satellite

SA－12 M－3Sll　－4　’892／228：30 MGF（26），（24），（04），（07），

　　　（53），　（02），　（14）

EFD　（02），（11），（10），（24），

　　　（30），　（65），　（＊），　（†）

VLF　（13），（76），（33），（11），

　　　（29），　（24）

PWS　（26），（24），（02）

LFP　（02），（19），（01），（24）

SMS　（＃），（01）

ATV　（04），（24），（02）

RDM（02），（23），（09）

TED　（02），（23），（§），（†）

1989－016A“AKEBONO”
Inclination

Semi　－M　aj　or　Axis

Eccentricity

Nodal　Period

Apogee
Perigee

　75．098°

11737．4km

　　O．4332

　210．89rnin．

10444．1km

　274．4km

　Location　of　the　Center；131°04’45”E，31°15’00”

＊　Univ．　California

†Max　－Planck－Inst．

＃Nat．　Res．　Council　Canada
§Utah　State　University
　（衛星の軌道要素は3月28日現在の値）
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’観測ロケット
　SOUIIding　Rokets
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i＞i「P－135
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　　1］0

　　190

430／「350

　　350

　　250

2000　450

＊including　N（，s〔・　⊂「（1）ne

科学衛星打ヒげ』用ロケット

．Satellite

M－4S

M－3C

M－3H
M－3S
工㌧4－3Sll

＊　1」（）VLr　　Iく〕乏II－th
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　（　mllユtP

　　1410

　　ユ410

　　141〔〕
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　　3
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担

郵政省通信総合研究所

東刃｛大つを孝文1｛　”）’三音f≦

1琵1ウ：ノく文f↑

東海大学航空宇宙学零斗

立教大学理学部

名占屋大学空電研究Fリテ

京者i3大”｝三セ’L琶∫二⊥1”）’i：手斗

京都大学太陽電波研究センター

大阪ll泣大学原子力研究所

挙申fゴノく”3尭11”｝を剖；

．東京大学理学部天文学教室

理化学研究所大和町研究所

機械技術研究所

ノく阪r巨立．大’学f璽”｝乞剖≦

電気通信ノ〈学

東京ノく学理学部鉱物学教室
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0
2
4
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0
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0
0
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ユ
ー
ユ
2
2
2
2
2
3
3

て」°：1｛f干斗”｝∫：石ヲチ’づ缶己f」ヴ〒

東京ノ〈学理学：部地球物理研究施設

宝丸オ芝ノく’？’：

f型イヒ’｝3∠：イfJ干’究戸斤季反橋ラ｝「リテ

名【tゴ1そミ．人ご’jJ：f里”｝∫：音信

岐阜大学教養学部

牙ミ者1≦ノく”1な王1廻”］；：　tliS

ノく阪市、7：ノく」’｝∫：L学1：部

ノく阪ノぐ’3∫：lI」’｝」：1引≦

．東巧〔ノ〈”］i：IID］∫：音仏

味〔∫長ノく‘’｝∠：’」’：1Ai線石升究戸斤

国立極地研究所

東北大学理学部

率申」．－i人ご津孝文養音B

東京大学物性研究所
神i　一一i　7，〈　・’｝i：王里”」5：音1’s
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33金沢大学工学部

35青山学院大学理工学部

37　神奈川大学工学部

39　早稲田大学理工学研究所

41宮崎大学工学部

43　玉川大学

45　宇都宮大学

47　京都産業大学

49　京都教育大学

51　九州大学教養学部

53　東北工業大学

55　郵政省通信総合研究所犬吠電波観測所

57　名古屋大学宇宙線研究所

59　兵庫医科大学理学教室

61　新潟大学理学部

63　京都大学飛騨天文台

65　東京都立大学

67　中京大学

69　名古屋大学環境医学研究所

71宇宙開発事業団

73　郵政省通信総合研究所平磯支所

75　東京大学理学部物理学教室

4
6
8
0
2
4
6
8
0
2
4
6
8
0
2
4
6
8
0
2
4
6

3
3
3
4
4
4
4
4
5
5
5
5
5
6
6
6
6
6
7
7
7
7

東京大学原子核研究所

日本大学理工学部習志野校舎

東京大学理学部化学教室

九州大学理学部物理学教室

東京農業工業大学工学部

高エネルギー物理学研究所

大阪大学理学部

甲南大学理学部

大阪大学理学部

気象庁柿岡地磁気観測所

岩手大学物理教室

国立天文台太陽電波観測所

中部工業大学

福島大学物理教室

信州大学物理学教室

愛媛大学

横浜国立大学教育学部

東京大学生産技術研究所

豊橋技術科学大学情報工学科

リモートセンシング技術センター

高知大学理学部

東京電機大学

搭載機器略号表

AGL：各種大気光観測器

ATV：オーロラ撮像装置

EFD：電場計測器

LEP：低エネルギー粒子エネルギー

　　　測定器

MGF：磁場計測器

NNP：中性粒子数密度測定器

PWS：高周波波動観測器

RDM：放射線量監視装置

SMS：低エネルギー・イオン組成測定器

STS：星姿勢計
TED：熱電子エネルギー分布測定器

VLF：低周波波動観測器

　観測及び科学衛星打上げロケットの研究

　昭和30年以来東京大学生産技術研究所で行われていた観測ロケットの研究開発と，それ

による宇宙の観測は，昭和39年東京大学宇宙航空研究所に移され，その後科学衛星と大気

球の計画に加えた宇宙観測特別事業として各種専門委員会を通じて研究，開発の計画立案と

その実施に当り多大の成果を挙げてきた．これによりわが国の宇宙理学，宇宙工学研究は発

展を続けその規模も拡大し，国際的連携体制への配慮も必要となるに至った．この趨勢に対
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応するため昭和50年10月に「宇宙科学研究の推進」について文部省学術審議会による答申

　が行われ，わが国の宇宙科学研究を推進するたあの中枢となるべき研究所の必要性が強調さ

　れ，その結果昭和56年4月14日付をもって東京大学宇宙航空研究所を発展的に改組し，国

立大学共同利用研究所の一つとして文部省直轄の宇宙科学研究所が発足する運びとなった．

附属施設としての鹿児島宇宙空間観測所，三陸大気球観測所，能代ロケット実験場，宇宙科

学資料解析センターはすべて東京大学から宇宙科学研究所に引き継がれている．

　観測および科学衛星打上げロケットに関わる工学諸分野の研究開発は，宇宙工学委員会が

担当し，本所内のみならず外部の研究者の参加を得て推進，空力，構造，材料，エレクトロ

ニクス，制御など諸分野の研究・開発の推進にあたっている．

　昭和42年4月以降，種子島周辺地域における漁業問題のため，約1年半にわたって内之

浦における観測ロケット実験が中断されたが，翌43年8月に問題が解決し，9月から実験

が再開され，以後8～9月および1～2月の2期に実験が行われている．科学衛星打上げ用4

段式ミューロケットM－4S型の研究開発については，昭和41年10月のM－1－1号機（第

　1段性能試験），44年8月のM－3D－1号機（第3段ダミー）飛しょう実験等を実施する一

方，L－4S型を用いて，　M－4S型の衛星打上げ方式の研究を行ってきた．そして昭和45年2

月11日，L－4S－5号機の実験において，ロケットのすべての動作が順調に行われた結果，第

4段の燃えがら14．9kgを付けた23．8kgの物体が地球をまわる軌道にのり，わが国初の人工

衛星となった．これは“おおすみ（大隅）”と命名され，国際標識1970－11Aが与えられた．

　引きつづいてM－4S型による衛星打ち上げが行われることになり，昭和45年9月にはM－

4　S－1号機の発射が行われた．これはミューロケットによる最初の衛星打ち上げであること

から，衛星は当初第1号科学衛星の最初のフライトモデルとして作られたものを若干改造

し，科学観測は短波帯太陽電池の1項目にかぎり，温度，振動等の工学測定に重点をおいた

ものとした．しかしこの打ち上げは，第4段ロケット不点火により，衛星を実現することが

できなかった．つづくM－4S－2号機には，　1号機の不具合に対する対策を織り込んだ改良

を加え，また衛星は，化学電池を電源とする試験衛星として，これにより，軌道上における

衛星の環境，機能の試験を行うこととなった．この打ち上げは46年2月16日に行われ，重

さ63kgの衛星“たんせい（淡青）”（国際標識1971－011A）が軌道にのった．そして当初の

計画どおり1週間にわたって衛星各部の温度，電源電圧，電流，姿勢，各機器の作動状況等

のデータを取ることができた．

　昭和46年9月28日，第1号科学衛星MS－F2がM－4S－3号機によって打ち上げられた．

短波帯太陽電池，電離層プラズマおよび宇宙線の観測を目的とするこの衛星の重量は66kg

で，軌道にのった後，“しんせい（新星）”と命名された．国際標織は1971－080Aである．

“しんせい”は打上げ時，開頭に際して空力加熱のため電子温度測定のためのプロープが損

傷し，また，第40周頃から宇宙観測のためのガイガー計数管の1個が，電源系統の故障で

動作しなくなった以外は順調に観測を続け，昭和46年12月末には，当初に予定した3か月

にわたる宇宙観測の目的を達成した．“しんせい”は打上げ後約3年半にわたって，前記以

外の各部は概ね正常な機能を発揮したが，その後次第に劣化が目立つようになり，データも

妥当性を欠くようになって来た．昭和50年秋頃よりは，搭載電池の劣化のため，日照時の

み送信が行われるようになっているが，軌道上長期にわたる衛星動作に関する工学上の資料
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をうるため，現在も随時データ取得を行っている．

　昭和47年8月19日には，M－4S－4号機によって，第2号科学衛星REXSが打上げられ，

“でんぱ（電波）”と命名された．国際標識は1972－064Aである．“でんぱ”は，電離層上部

と磁気圏のプラズマ構造，磁気圏内の電磁波とプラズマ波動現象，地磁気で捕促された荷電

粒子の空間的ならびに時間的変動，地球磁場の変動などの観測を目的としたもので，重量75

kgの衛星である．“でんぱ”は打上げ3日後の8月22日，はじめ電子フラックス測定器の電

源を投入した際，高電圧回路に放電を生じ，電源系統および搭載機器の一部が異常となっ

て，以後意味のあるデータが送信されなくなった．

　科学衛星打上げのためのロケットの開発は，M－4S型の2，3，4号機の成功でその第1

段階を完了した．第2段階は，M－4S型の2，3段にSITVC装置を備えたM－4SC型の開

発を行う計画であった．その後の検討により，第2段の推進薬改良による性能向上を図ると

ともにSITVC装置を装着し，第3段に直径1．14mφの球形モータを使用する3段式ロケット

は，当初M－4SC型で打上げることに計画されていた第3号および第4号科学衛星を打上げ

ることが可能であるとの見通しがえられたので，従来の計画を変更し，以上の3段式ロケッ

トをM－3C型と名付け，その開発を進めることにした．

　M－3C型の開発に必要な二次流体噴射推力方向制御（SITVC）技術の開発は昭和42年度

より地上燃焼実験による研究が進められ，小型からミュー第1段にいたる各種のロケットに

ついて，制御ループ試験，比例制御試験を含めて，10回以上の実験が行われている．飛しょ

う実験は，昭和44年からカッパ型で開始され，昭和45年に同型による実験を終了，次い

で，昭和46年からはL－4SC型による飛しょう実験を行い．その結果をふまえてM－3　C型

による科学衛星の打上げに至っている．

　昭和49年2月16日には，M－3C－1号機によって衛星の姿勢制御その他の工学的試験を

目的とした重量56kgの試験衛星が打上げられた，“たんせい（淡青）2号”と命名され所期

の目的を達成した．国際標識は1974－08Aである．

　昭和50年2月24日には，M－3C－2号機により第3号科学衛星SRATSが打上げられ，

“たいよう（太陽）”と命名された．国際標識は1975－014Aである．“たいよう”は太陽軟X

線，太陽真空紫外放射線，紫外地球コロナ輝線，正イオン組成・温度・密度，電子温度・密

度の観測を目的としたもので，重量86kgの衛星である．“たいよう”は軌道上においてスピ

ン軸方向をホイールモードに制御した後観測を行う計画となっていたが，地磁気を利用した

姿勢の制御，およびその維持も順調であった．搭載各装置も，正イオン組成分析器のデー

タが不十分であった以外はすべて正常で，多くの観測資料をもたらした．

　これに続いて，昭和51年2月4日に，M－3C－3号機により第4号科学衛星CORSAの打

上げが行われたが，制御精度の向上を目的として新しく開発された姿勢基準装置の誤作動に

より，CORSAを軌道にのせることは不成功に終った．そのため，　CORSAとほぼ同じ設計

ながら観測機能の若干の向上を図った衛星CORSA－bを，昭和54年2月に，再度M－3C

型で打上げることにした．

　M－3C型に続く打上げロケットとしてかねてより研究，開発を進めて来たM－3H型の1

号機の飛しょう実験は，昭和52年2月19日に行われ，重さ約130　kgの試験衛星“たんせい

（淡青）3号”（国際標織：1977－012A）を所定の軌道に打上げることに成功した．
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　M－3H型は，　M－3C型と第2，3段はほぼ同じであるが，第1段モータの長さを約1／3延

長とし，且つ推進薬が高性能のものに改められている．これらによる第1段の推力増強によ

り，M－3H型の衛星打上げ能力はM－3C型の1．5倍となっている．　M－3H－1号機の発射

は，昭和52年度に予定した2号機による第5号科学衛星EXOS－Aの打上げに備えて，初め

て南南東に向けて行われ，傾斜角66°の軌道を実現した．また，遠地点を北球上空にもって

くるため，衛星上端にキックモータを取り付け，いったんこれらをパーキング軌道に打ち出

した後，地球を約半周した所でキックモータに点火し，北半球側の軌道を拡大する方式を採

用したが，これも順調であった．

　軌道上における“たんせい3号”は，沿磁力線安定化実験をはじめ，予定した多くの工学

的実験を概ね順調に遂行し，所期の成果を収めた．

　M－3H型2号機の打上げは昭和53年2月4日に行われ，重量126kgのEXOS－Aを所期

に近い軌道に打上げた．EXOS－Aは，北極圏におけるオーロラおよびそれに関連する諸現

像を併せて，電離層，磁気圏の諸特性を観測する目的をもっている．軌道にのった衛星は

“きょっこう（極光）”と命名され，国際標識1978－Ol4Aが与えられた．“きょっこう”は，

“たんせい3号”で試験した沿磁力線姿勢安定を採用し，衛星が北極圏上空を通過する際，

オーロラの鳥畷像を紫外線で観測するためのテレビ装置の開口部がある底面が，常に磁極方

向に向くよう設計されており，紫外線オーロラ像をはじめ，各種の豊富なデータを取得した．

　M－3H型3号機は昭和53年9月16日に打上げられ，第6号科学衛星EXOS－Bを遠地点

高度3057kmの長楕円軌道に投入した．　EXOS－Bは，　EXOS－A（きょっこう）とならんで

国際磁気圏観測計画に沿って地球電磁圏の探査を目的として計画されたものである．軌道に

乗った衛星は“じきけん（磁気圏）”と命名され，国際標識1978－087Aが与えられた．長大

アンテナを使用した受動的ならびに能動的方法による磁気圏の直投観測などがすべて順調に

行われ貴重な成果が得られ，現在もなお稼動中である．

　昭和54年2月11日には前述の経緯により再計画された第4号科学衛星CORSA－bを

M－3C－4号機により打上げた．　CORSA－bは“はくちょう（白鳥）”と命名され，国際標識

は1979－014Aである．“はくちょう”はX線天文学衛星で新X線源の発見，　X線バーストの

監視ならびに発見，広帯域X線スペクトルの時間変動の観測を重点目標とし計画設計され

た．“はくちょう”すべての動作は正常で，すでにいくつかの超軟X線新星や最大級のX線

バーストが観測され本分野における貴重な役割を果しつつある．

　M－3H型の第1段にもSITVC装置をつけ，ロール制御のためにはSMRC（固体モータロー

ル制御ジェット）装置を取り付けて飛行制御を行うよう改良したのがM－3S型である．この

第1段の飛行制御には大気の中でピッチ・ヨー比例制御，SMRCによるロール制御等の新技

術の研究開発が必要であるので，昭和50年のM－13TVC－1と昭和54年のM－13　TVC－2

の地上燃焼実験では比例制御TVCの動作試験，また昭和50年のK－10C，昭和51年のL－

4SC－4号機，昭和54年のL－4SC－5等で飛行制御実験が行われた．

　M－3S型の1号機の飛しょう実験は，昭和55年2月17日に行われ，第1段飛行制御は所

期の性能を発揮し，重量185kgの試験衛星“たんせい（淡青）4号”（国際標識：1980－015

A）を所定の軌道に打上げた．“たんせい4号”では各種の姿勢制御をはじめ以後の科学衛

星のために必要な多くの試験が順調に実施されつつある．
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　M－3S型2号機の実験は，昭和56年2月21日に行われ，第7号科学衛星ASTRO－Aを

所定の軌道に打上げた．ASTRO－Aは“ひのとり（火の鳥）”と命名され，国際標識は1981－

017Aである．“ひのとり”は太陽活動期におけるフレア現象の精密観測を主な目的として計

画設計された．“ひのとり”の動作は正常で，X線によるフレア観測において多大の成果積

分ジャイロを用いるSFAP（スピンフリー解析プラットフォーム）型姿勢基準装置が研究さ

れ，L－4SC－4，　M－3H－1，2，3号機ならびにM－3C－4号機の実験で，これが所期の性能

を有することが確認された．現在は更に制御性能の拡大を目指して，マイクロプロセッサを

組み入れた全ディジタル方式の基準装置の研究が進められている．

　ロケット打上げ実験における安全確保は極あて重要な課題であり，宇宙開発委員会は安全

部会を置いて，周到な検討を行っている．本研究所でも，先に安全専門委員会を設けて，特

にMロケット打上げに対する安全確保の為の技術的問題の研究を進め，M－3H－1，2号機

の打上げに際して，一応の基本的体制を整えることが出来たが，安全確保は全てに優先する

ものとして，更に改良の研究が進められている．

　上記の電波誘導および保安活動をより充実させるために，昭和54年からKSCに新しく

大型計算機（ACOS）を設置されている．これを用いて，各種追跡情報や飛しょう動作デー

タの取込み処現による実時間動作の総合的な管制システムが開発されている．

　観測技術の高度化に伴い，ロケットを希望の対象の方向に指向させる技術が要望されてい

る．K－9M型に対しては，スピンしたままの第2段設計部を太陽方向に指向させる制御装

置が開発され，昭和44年2月，K－9M－22号機で実際に使用，ほぼ目的を達成した．昭和

56年8月には，衛星打上げの姿勢制御技術を応用したK－10－6号機の実験を行い，良好な

結果を収めた．この方式は，以来天文系のロケット観測に大きな貢献を果している．

　我が国の観測ロケットは，研究開発の発足以来多段式が専らであったが，昭和37年頃よ

り1段式ロケットの宇宙が行われるようになり，これまで，現在，気象庁が気象ロケットと

して経常的に打上げているMT－135P型以下，一連の1段式ロケットが生まれている．この

うちS－210型（観測器40kg，高度110km）とS－310型（観測器70　kg，高度190　km）は，

内之浦のみならず南極昭和基地においてもオーロラ現象等の観測に使用されている．

　さらに昭和55年にはS－520型1号機（観測器200kg，高度350　km），同56年には2号

機および4号機のフライトが成功し，今後の活躍が期待されている．

　なおS－520－4号機においてはペイロード部のパラシュートによる緩降下，炭酸ガス・ブ

イによる海上浮遊，ロランCシステムを利用した回収船の接近など回収技術に関する一連の

試験に成功した．昭和58年8月には，S－520－6号機においても再度回収に成功し，将来の

観測に新しい手法の導入を可能にし，また高価な機器の回収，再使用による観測の経済化へ

の途が拓かれた．

　観測ロケット用電子機器としては，大型ロケットにおいて大量，高速のデータ取得を目的

とする高速度PCMテレメータ装置，振動特性測定のためのSS－FMテレメータ装置，精測

レーダトランスポンダおよび電波指令制御のデコーダなど，新しい方式の高性能装置の開発

も行われている．これとともに，来るべきMS－T5／PLANET－Aの飛しょうに備えて，超

遠距離にわたる通信確保のための効率のよい方式の研究開発も鋭意進められている．

　そのほか，高抗張力鋼やFRPを用いたモータケースやノズルの研究開発，推力中断装置
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や落ド点予測方式など，一連の発射安全方式の開発など，種々の基礎技術についても多くの

成果が得られている．

　また，将来における我が国のロケット打ヒげ能力の拡大に資するため，液体水素酸素エン

ジンに関する研究も行われている．当初は研究室レベルの小規模な研究活動であったが，昭

和51年度からは，宇宙開発事業団におけるH1の開発に資するため，宇宙開発委員会の要

請，調整の下に，タンク等を含め総合的な性能確保を目標として拡大した規模の本格的基礎

開発研究を開始した．

　昭和54年までにタービンポンフ，7トンエンジン等の試作および一部の組合せ試験が行わ

れ，システム試験を目標として，データの収集，経験の蓄積がなされてきたが，55年度には

7トンエンジンシステムの実験が成功裡に行われ，わが国の液水エンジン開発に…時期を1由1

した．こうした実験はいずれも能代実験場で行われており，真空燃焼テストスタンドをはじ

め同実験場における所要施設，設備の充実も進んだ，昭和56年からは，推力10t級のエン

ジンシステムに関する研究開発が進められ，昭和58年には，燃料タンクとも一体とした総

合システム試験が行われる段階にまで達して，このクラスの液体エンジンシステムに関する

研究は一段落した．これら一連の研究活動は，新しい燃焼室形成技術の研究開発等，我が国

における液水エンジン技術の育成に多大の貢献を果したが，液水エンジン技術は宇宙推進の

分野で今後とも亟要な役割をもつので，更に燃焼の高圧化を高め，その高成能化に関する研

究を進めることとしている．

　なお，昭和58年5月には，U本海中部地震に伴う津波のため，能代実験場はかなり大き

な被害をうけたが，幸いその後最小必要限度の修復が行われ，当面の研究活動はできる状態

になっている．

　大気球による科学観測

　昭和63年度は‘三陸大気球観測所において5～6月に第1次実験，KSCにおいて8月に日

中大洋横断実験（第2次実験），9月に有翼飛翔体実験（第3次実験），ブラジルにおいて11

～12月にSN　87a実験（第4次実験）を行った．第1次実験においては放球数4機，第2次

実験では4機，第3次実験ではユ機，第4次実験では3機であり，放球数は計12機であっ
た．

　これらのうち第1次実験では，クライオサンフリング法による成層圏大気の採取を行い無

事回収に成功したほか，電場観測，重一次宇宙線観測，反陽子予備観測を行い所期の目的を

収めた．

　第2次実験は日中協同の気球実験で，3年計画の最終年度であり，内之浦町営グランドで

4機の気球が放球された．第1号機～第3号機は1順調に飛翔し，無事中国大陸にわたって同

収された．第4号機は残念ながら1－”昇中に気球が降ドし観測に至らなかった．本日中協同実

験は3年間に7機の気球を中国本ヒまで飛翔させ回収に成功し，大洋横断気球実験として多

くの成果をhげることができた．

　第3次実験は有翼飛翔体の大気圏内突入飛翔であった．しかしヒ昇中高度18kmで気球破

壊が発生し，実験に至らなかった．

　第4次実験は超新屋SN　87aからの硬X線およびガンマ線の観測を目的とし，ブラジルに
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おいて3機の気球を放球した．第3号機は放球に失敗したが，所期の目的を収め，現在解析

中である．

昭和63年度第1次大気球実験

放球日 気球名 観測項目 高度km 観測時間 備考

5月18日 B5－128 電離層電場 27 8時間40分 回　収

5月21日 B3ザ56 クライオサンプリング 31 7時間30分 回　収

5月28日 B30－57 重一次宇宙練 31 21時間40分 回　収

6月6日 B30－55 反陽子観測 31 13時間0分 回　収

昭和63年度第2次大気球実験
　（日中大洋横断気球実験）

放球日 気球名 観測項目 高度km 観測時間 備考

8月16日 B30－C7 銀河赤外 33 15時間20分 回収

8月20日 B30－C9 宇宙一次電子 33 13時間18分 回収

8月23日 B5rC6 宇宙硬X線 35 16時間07分 回収

8月25日 B30－C8 恒星赤外 25 気球降下 回収

昭和63年度第3次大気球実験

放球日 気球名 観測項目 高度km 観測時間 備考

11月24日 B15－RFT　1
有翼翔体大気圏

ﾄ突入実験
18

一 気球破壊

昭和63年度第4次大気球実験
　　（ブラジル気球実験）

放球日 気球名 観測項目 高度km 観測時間 備考

11月24日 Bloo－B　1 宇宙硬X線 40 12時間19分 回　収

11月28日 B600－B2 宇宙7線 40 13時間10分 回　収

12月8日 B600－B3 宇宙7線 一 放球不具合 回　収

b．宇宙科学実験用設備を用いた共同利用研究

　スペース・チェンバーを用いた共同利用研究

・EXOS－D搭載PWS装置のプラズマ環境試験　大家　寛（東北大・理）

・成層圏NOy測定器の校正　近藤　豊（名大・空電研）

・SFU搭載DFDの開発　賀谷信幸（神戸大・工）

・SFU搭載用分光器（SPC）の真空試験　横田俊昭（愛媛大・教）

・日米共同テザーロケット実験機器の真空試験　佐々木　進（宇宙研）

・EXOS－D搭載用E／Qアナライザーの較正　賀谷信幸（神戸大・工）
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・高速イオン・エネノレギー質量分析器（FIMS）の較IE　賀谷信・≠（神f　i7〈・「）

・荷電粒∫五ビームを用いた電場計測器の試験　㌧！川　基（宇宙研）

・EXOS－D搭載ATV－S装置環境試験　金田栄祐（東大・理）

・一�气Cオン分析による惑星表面探査の基礎実，験　佐々木　進（宇宙研）

・負荷付アンテナによる電r一フラズマ波の励振　森田　譲（イノビ賀大・教）

・酸素フラズマ負イオンに関する研究雨宮宏（理研）

・D層観測川負イオンフローブの開発　南　繁行（阪iiiノく・Il）

・紫外線光源による振動励起状態の窒素分fの生成と熱的竃sLとの相’壬作用　小山孝一良is

　（宇宙研）

・シースにおけるフラズマ波の反射特性　中村良治（字宙研）

・高密度フラズマ流発生装置におけるフラズマ測定　中村良治（tr宙研）

・磁場によるイオン音1皮の励起実験　塚季木　Jカ（日本llノく）

・イオンビーム・フラズマ系におけるイオン波の反射　河合良信（ノLノく・総理［）

・イオンビーム・フラズマ系における変調不安定性　山際，、客・郎（静岡大・理）

・変調イオンビーム・フラズマ系におけるフラズマメーザーとカオス　藤山　寛（長崎大・

　ll）

・大振幅ホイッスラー波とフラズマ粒i“との相互作用　高山一男（東海大・開発研）

・地球磁気圏構造’に対するBxの効果　南　繁行（阪市ノく・Il）

・ダブルレイヤーによるオーロラ電」乙加速のシミュレーション実験　矢倉信也（佐賀大・理

　Il）

・超低磁場内での両生類の卵の発生について　浅島　誠（横市大・文llll）

・高電圧太陽電池の電離層フラズマ「渉國中均（宇宙研）

プラズマ発生装置を用いた共同利用研究

・回転電子ビームの安定性及びそれを月1いた自由電j”レーザの基礎実験　齋藤宏文（宇宙研）

・［9型n由電j”レーザーによるコヒーレント電磁波の発生　齋藤宏文（宇宙研）

・固体惑星実験川レールガンの開発　柳澤正久（宇宙研）

・レールガンフラズマの分光研究　横田俊昭（愛媛大。教）

・高精度レーザー「渉訓’の開発　河島信樹（宇宙研）

・宇宙空間における飛翔体電磁環境の研究　佐々木　進（宇宙研）

・宇宙川部材と気体分」乙のト渉に関する研究　太田正廣（都立ノ〈・一［）

・月面および小惑星におけるイオンビーム探査の基礎的研究　三浦保範（山口大・理）

・ビームプラズマ放電現象の研究（BPD）宮武貞夫（電通大）

・太陽風と双極i－・磁場の傾きの相圧作川について　竹1”｛　〉｝：」〈（中部大・11）

・衝撃高電圧による帯電固体微粒」毎）加速　藤原　顯（」］（k・理）

・月探査衛星搭載用1R・CCDの熱真空試験　藤井直之（神戸ノく・理）

・インダクションライラックを用いた相対論的電」乙ビームの加速実験　河野　汀（相模L大）
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宇宙放射線設備を用いた共同利用研究

・多層膜分光素子の開発　山下広順（阪大・理）

・位置検出型蛍光比例計数管（ISPC）の開発　牧島一夫（東大・理）

・X線光学素子の基礎研究　松岡　勝（理研）

・宇宙X線偏向度測定器の基礎開発　桜井敬久（山形大・理）

・超軟X線用高分解能X線カウンターの開発　井上　一（宇宙研）

・X線検出器の位置及びエネルギー分解能の測定　国枝秀世（名大・理）

・気球搭載用硬X線検出器系の諸特性測定　中川道夫（阪市大・理）

・SOLAR－A検出器真空テスト　村上敏夫（宇宙研）

・X線観測衛星のデータ処理　田原　譲（名大・理）

・SOLAR－A軟X線分光撮像装置による太陽高エネルギー現象観測解析のための基礎開発

渡辺鉄哉（国立天文台）

・SOLAR－A軟X線分光，撮像装置による太陽高エネルギー現象観測解析のための基礎開発

常田佐久（国立天文台）

・サブミリ波遠赤外線光学素子の光学特性の測定　廣本宣久（通信総合研）

・遠赤外分光素子の開発　芝井　広（宇宙研）

・赤外線分光観測による銀河と太陽系の進化の研究　舞原俊憲（京大・理）

・星間塵候補の遠赤外スペクトル測定　小池千代枝（京都薬科大）

・彗星の核近傍現象の連続観測　田鍋浩義（国立天文台）

・X線天体の光学的観測　高岸邦夫（宮崎大・工）

・科学衛星データ処理　宮本重徳（阪大・理）

宇宙科学資料解析センター共同利用研究

（1）資料総合解析

・科学衛星EXOS－C観測データに基く，電離層プラズマ擾乱の解析　大家　寛（東北大・

理）

・南極・衛星同時観測データによるオーロラ加速域の研究　福西　浩（東北大・理）

・さきがけにより観測された，太陽風プラズマシートと擾乱現象の解析　斎藤尚生（東北大

　・理）

・太陽風及び惑星間磁場データの解析　村山　喬（名大・理）

・太陽磁気圏の構造解析　袴田和幸（中部大・工）

・人工衛星で観測される小規模磁場変動の性質　家森俊彦（京大・理）

・衛星グローバル観測に基く，中層大気循環の研究　塩谷雅人（京大・理）

・科学衛星によるX線天体の研究　河合誠之（理研）

・GYG　X－1の2－80eVにおける短周期変動の研究　中川道夫（阪市大・理）

（2）計算機シミュレーション

・計算機シュミレーションによる，彗星一太陽風相互作用の研究　松本

層）

紘（京大・超高
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・人Il飛翔体と宇宙フラズマとの相ij1作用の計算機シュミレーション　大村善治（京大・一［）

・開放系のフラズマシュミレーション　寺澤敏夫（京大・理）

・彗星フラズマ境界層のダイナミクス　S．C．　Chapmann（京大・外国人学振）

・静穏時の地球磁気圏の構造　荻野竜樹（名大・空喧研）

・3次元自己無憧着系モデルによる惑星磁場の研究　大家　寛（東北大・理）

・3双極チモデルによる黒点活動L昇期の太陽構造とその変化の研究　斎藤尚生（東北大・

理）

・MHDシュミレーションによる磁気圏UI．F波動の発生機構の研究　湯元清文（東北大・

理）

・太陽系物理学のシュミレーション　山本哲k（宇宙研）

・中性r星近傍の磁気圏・大気圏の非線形振動モデルのシュミレーション　坂ド志郎（北大

　・理）

・高密度星からのX線輻射の研究　蓬次霊運（立教大・理）

・超新星1987AのパルサーからのX線放射の可能性　杉本大一一郎（東大・教養）

・超新星残骸からのX線放射　小暮智一（京大・理）

・超新星1987Aからの56　Co，57　Co超源の核r線とX線の放射　野本憲一（東大・教養）

・中性f二星表面における爆轟波の形成　宮路茂樹（下葉大・教養）

・X線星における非一様アクリーション流の数値シュミレーション　松田卓也（京大・Il）

・スーバーバブルの形成と銀河進化への効果　池内　∫ノ（国、X天文台）

・厚いアクリーションデスクとX線　江里口良治（東大・教養）

・超新星SN　1987Aのprogenitorの進化　斉尾英行（東大・理）

・CLUSTER　C（）OLING　FL（，W　羽部朝男（北大・理）

・超新星1987Aの母天体の質量放出　加藤万理f（慶応大・理）

・宇宙塵の研究　宮本【E道（東大・教養）

・高温降積円盤からのジェット放出　高原文郎（国立天文’台）

・活発な星形成領域からのX線放射の研究　富阪幸治（新潟大・教育）

・超新星爆発の3次元流体シュミレーション　長沢幹k（国立天文台・学振）

・楕円銀河及び銀河間ガスからのX線放射　梅村雅之（国立天文台・学振）
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　　　　　　　　　　　　　　　　　c．その他の共同研究

所内教官申請による小規模個別共同研究

氏　名 現　職　名 研究系名 部門名 研究期間 研究テーマ 申請教官名

渡辺鉄哉
国立天文台
侮 宇宙圏 高エネルギーV体物理学第1

63．4．1～
P．3．31

科学衛星による太陽物理学の研 小川原教授

小杉健郎
東京大学理学部
侮 宇宙圏

高エネルギー
V体物理学第1

63．4．1～
P．3．31

科学衛星による太陽物理学の研
小川原教授

常田佐久
東京大学理学部
侮 宇宙圏 高エネルギーV体物理学第1

63．4．1～
P．3．31

科学衛星による太陽物理学の研 小川原教授

大島泰郎
東京工業大学理学部

ｳ授
惑　　星 惑星大気物理学

63．4．1～
P．3．31

宇宙生命科学の長期対策 清水教授

小島正宣
名古屋大学空電研
赴ｳ授

惑　　星 超高層大気
ｨ　　理　　学

63．4，1～
P．3．31

ミリ秒パルサーのタイミング観測 河島教授

藤本眞克
国立天文台

赴ｳ授
惑　　星 超高層大気

ｨ　　理　　学
63．4．1～
P．3．31

ミリ秒パルサーのタイミング観測 河島教授

坪野公夫
東京大学理学部
赴ｳ授

惑　　星 超高層大気
ｨ　　理　　学

63．4．1～
P．3．31

レーザー干渉計型重力波アンテ
iの開発 河島教授

森本喜三夫
高エネルギー研究所
赴ｳ授

惑　　星 超高層大気
ｨ　　理　　学

63．4．1～
P．3．31

レーザー干渉計型重力波アンテ
iの開発 河島教授

小川雄二郎 高エネルギー研究所侮 惑　　星 超高層大気
ｨ　　理　　学

63．4．工～
P．3．31

レーザー干渉計型重力波アンテ
iの開発 河島教授

三浦浩一
日本大学短期大学部
侮

宇宙探査工　　学

宇宙構造物工学
63．4．1～
P．3．31

宇宙構造物の動特性に関する研 名取助教授

邉　　吾一
日本大学生産工学部
赴ｳ授

宇宙探査
H　　学

宇宙構造物工学 63．4．1～
P．3．31

宇宙における複合構造に関する

､究
名取助教授

上田哲彦
航空宇宙技術研究所
蜚C研究員

宇宙探査
H　　学

宇宙構造物工学 63．4．1～
P。3．31

飛翔体および惑星探査の空力不
ﾀ定現象に関する研究

名取助教授

畑上　　到 東京大学工学部侮 システム 宇宙環境工学
63．4．1～
P．3．31

圧縮性Navier－Stokes方程式の数値解析

桑原助教授

小野清秋
日本大学理工学部
侮 システム 宇宙環境工学

63，4．1～
P．3．31

3次元Navier－Stokes方程式の数値解法

桑原助教授

河村哲也
鳥取大学工学部
赴ｳ授

システム 宇宙環境工学
63．4．1～
P．3．31

熱流体力学の数値解法 桑原助教授

黒河治久
機械技術研究所
､究員

システム 気球工　学
63。4．1～
P．3．31

CMGによる気球ゴンドラの制 矢島助教授

恩田邦藏
上智大学
�寀ﾎ講師

共通基礎 宇　宙　空　間

ｴ子物理学
63．4．1～
P．3．31

宇宙空間における原子分子過程の理論的研究

高柳教授

大島裕子
お茶の水大学理学部
侮 システム 宇宙環境工学

63。4．1～
P．3．31

惑星着陸船の空気力学の研究 大島教授

判沢正久
東海大学

ｳ授
システム

シ　ス　テ　ム

H学　第　1
63．4．1～
P．3．31

固体推薬の非定常燃焼 高野助教授

吉川孝雄 大阪大学基礎工学部ｳ授
宇宙推進 電気推進工学

63．4．1～
P．3．31 MPDアークジェットの研究 栗木教授

奥野　誠
東京大学教養学部
赴ｳ授

宇宙基地
?p研究センター 63．4．1～

P。3．31
宇宙エコシステムの研究 山下助教授

金城政孝
北海道大学応電研
侮 惑　　星 惑星大気物理学

63．4．1～
P．3．31

蛍光を用いた核酸の分子運動と
@能との相関についての研究

長　谷川
普@教授
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氏　名 現　職　名 研究系名 部門名 研究期間 研究テーマ 申請教官名

松岡　勝
理化学研究所
蜚C研究員 宇宙圏

高エネルギー
V体物理学第2

63．4．1～
P．3．31

科学衛星によるX線天体の研究 田中教授

河合誠之
理化学研究所
､究員 宇宙圏

高エネルギー
V体物理学第2

63．4．1～
P．3．31

科学衛星によるX線天体の研究 田中教授

足原　修
職業訓練大学
赴ｳ授

惑　　星 惑星大気物理学
63．4．1～
P．3．31

惑星大気の分子素過程 清水教授

渡辺公綱
東京大学工学部

ｳ授
惑　　星 惑星大気物理学

63．4．1～
P．3．31

遺伝暗号の基礎づけと宇宙生命
ﾈ学 清水教授

大橋隆哉
東京大学理学部
侮 宇宙圏

高エネルギー
V体物理学第2

63．4．1～
P．3．31

科学衛星「ぎんが」によるX線
V体の研究 田中教授

牧島一夫
東京大学理学部
赴ｳ授 宇宙圏

高エネルギー
V体物理学第2

63．4．1～
P．3．31

科学衛星「ぎんが」によるX線
V体の研究 田中教授

山中大学
山口大学教育学部

u師
システム 気球工　学

63．4．1～
P．3．31

気球航路予測および中層大気の

､究
矢島助教授

伊藤真之
名古屋大学大学院
､究生 宇宙圏

高エネルギー
V体物理学第2

63．5．10～
P．3．31

「ぎんが」などのX線天文衛星
ﾉよるX線天体の研究 田中教授

和田尚志
東京大学教養学部
�寀ﾎ講師

共通基礎 宇宙　空　間
ｴ子物理学

63．5．9～
P．3．31 星間H2分子の衝突過程 高柳教授

小池文博
北里大学医学部

u師
共通基礎 宇宙空間原子ｨ　　理　　学

63．6．1～
P．3．31

宇宙空間における原子分子過程の理論的研究

市川助教授

高木秀一
北里大学医学部

u師
共通基礎 宇宙空間原子

ｨ　　理　　学
63．6．1～
P．3．31

宇宙空間における原子分子過程の理論的研究

市川助教授

山口知子
高千穂商科大学総合
､非常勤講師

共通基礎 宇宙空間原子
ｨ　　理　　学

63．6．1～
P．3．31

宇宙空間における原子分子過程の理論的研究

市川助教授

梶本興亜
東京大学教養学部
赴ｳ授

惑　　星 惑星大気物理学
63．8．1～
P．3．31

宇宙物質中の微量有機分子の検

o 清水教授

坂井卓爾
日本大学生産工学部
赴ｳ授

宇宙輸送 飛翔体構造工学
63．10．20～

@1．3．31
宇宙飛翔体構造の制振

小　野　田
普@教　授

野本光輝
日本大学生産工学部
侮 宇宙輸送 飛翔体構造工学

63」0．20～

@1．3．31
宇宙飛翔体構造の制振

小　野　田

普@教授

樋口　健
東京電機大学理工学
拍侮

宇宙探査
H　　学

宇宙構造物工学
63．11．1～
P．3．31

柔軟構造物の動的安定に関する

､究
名取助教授

鶴田幸子
モンタナ州立大学

ｳ授 宇宙圏
高エネルギー
V体物理学第1

63．12．1～
P．3．31

X線天文学 小川原教授

田島道夫
通産省電子技術総合
､究所主任研究官

衛星応用
H　　学 宇宙電子部品

63．12．1～

P．3．31

半導体素子材料評価に関する基
b研究 後川教授

計40件

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　d．受　託　研　究

　官公庁などの研究機関，会社等の委託に基づいて進められた受託研究は，昭和63年度に

おいて5件，歳入総額計79，976千円であって，その研究担当者はつぎのとおりである．

・宇宙環境におけるLSIの信頼性に関する研究

・微小重力環境下での物理，化学及び生体現象

の解明に関する研究

・オゾン等観測用衛星センサーの性能に関する

研究

宇宙圏研究系

　　教　授　愼　野　文　命

宇宙輸送研究系

　　教　授　堀　内　　　良

惑星研究系

　　教　授　伊　藤　富　造
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3．シンポジウム等

1．　シンポジウム

宇宙科学資料解析シンポジウム

科学衛星シンポジゥム

宇宙利用シンポジウム

月・惑星シンポジウム

宇宙観測シンポジゥム

衝撃工学シンポジウム

宇宙航行の力学シンポジウム

宇宙構造物研究会

大気球シンポジウム

宇宙空間原子分子過程研究会

宇宙輸送シンポジゥム

太陽系科学シンポジウム

スペース・プラズマ研究会

大気圏シンポジウム

宇宙エネルギシンポジウム

宇宙放射線シンポジウム

宇宙圏研究会

磁気圏・電離圏シンポジウム

2．小研究会
宇宙基地利用構造実験小研究会

材料関連小研究会

高温・非平衡気体力学小研究会
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4．国際協力

1）日米科学技術協力事業非エネルギー分野「宇宙」科学協力

昭和63年度L要活動

研究課題名L 　　研究代表者

日本側　　　米国側

一レ襯共1清水轍
同研究　1認1学研酬13「iggS

　　　　　［西村敏充
ヒ星探査計画
　　　　　1教授

　　　　　　　ハレー彗星観測データの世界的規模のデータバンク
　　　　　　1化が行われつつあり，宇宙研もJPLとE記について

’　珈洛怩P鵜1灘雛撚
　　　　　　た　日本側も小惑屋・彗星探査計画の米国における

　　　　　　iIACGパネルに人員を派遣した、
　　　　　　　　人物交流　日　・米3名，米・H13名

甥評1翼幽撫熱

地球近郊にお

けるプラズマ

起源計画

（GEOTAIL）

　　　　　　　当初に設定された内容の計画には米国側に実現の見
　　　　　　1込みかなく共同研究は中断されたままとなっている．
1）r．Ge（．）ffrev　しかし，VLBIあるいはスヘースVLBIの応用につ
BriggS　　　1いて検討が進y）られ，ジェット推進研究所を中心とし

NASA　IIQ　1たNASA側のス9ッフと緊密な連絡を行い，　SSLG
　　　　　　会議を中心として大いに進展をみた．

　　　　　　　　人物交流　日一・米1名，米一・日7名
　　　　　　L
　　　　　　　昭和6〔｝年に行なった第2回日米共1司ロケット実験の

　　　　　　テザーシステム並びに電予ピーム放射に関する実験
　　　　　　データの解析をユク州立大学，スクンフォード大学の
　　　　　　共i・il研究者と行い，その成果をRadio　Science誌
　　　　　　に発表した　またその成果を米国が計画しているス

　　　　　　へ一スシャトルを用いたテザー衛堪計画（TSS－1計
　　　　　　画）へ反映するための目米研究者間の検討を行な一，
　　　　　　た、更に’｛z成2年に予定されている第3回日米共同テ

　　　　　　1ザーロケット実験（CIIARGE－2B）のための実験機
　　　　　　器整備と実験計画策定を行った

　　　　　　　　人物交流　日一・米1名

　　　　　　←
太平洋横断気1廣澤春任　lMr．　John
球観測プロジ　　　　　　宇宙科学研究所　Holtz
・クト　廠授　　NA，S，N　HQ

雛斗学柵ID・Shawhal／！宙飛価・ターで｝阯げ1・関する打ち合せも行つ

　　　　　　　　　　　　　だ　’V一成元年3月には宇宙科学研究所でEM試験を実

　　　　　　　　　　　　1施L，多数のNASA側担当者が来所した。
　　　　　　　　　　　　　　　人物交流：B－・米7名，米・日29名

　昭和63年度はフロトモデル開発の最終年次で，スケ

1ジュール通り作業を進めた、日米の打ち合せ会議を
6J］には宇宙科学研究所で行い，11月にはNASA！
IGSFCで開催したまた11月にはNASAケネディ宇

　長時間観測用気1♪長について技術的検討と討議を行っ

た　極地周回気球についての情報の交換を行一，た、

　　人物交流’B一米2名
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研究代表者
研究課題名

日本側 米国側
昭和63年度の主要活動

米国（NASA）のSMM衛星と，日本（宇宙研）の
「ひのとり」衛星の観測結果による太陽フレアの共同

研究が引続き行われた。この成果に基づき，1991年
に宇宙研が打ち上げる予定の“SOLAR－A”衛星で

小川原嘉明 Dr．　David は，広範囲にわたって日米両国の研究者が共同研究を
太陽共同研究 宇宙科学研究所 Bohlin 実施することが決まり，日米両国の共同で観測計画の

教授 NASA　HQ 検討，観測装置の設計製作が進められた。今年度は，
前半にPM（試作装置）の製作完了とその評価試験が
行われ，後半にはFM（飛翔用装置）の設計製作が
始められた。

人物交流　日→13名，米→日10名

X線天文学分野においては，「ぎんが」については

（i）日米協力ガンマ線バースト検出器による観測デー

ター共同解析，（五）全天X線モニター装置による共同
研究の他，（111）大面積比例計数管による多数の協同

観測研究が行われた。次期X線天文衛星Astro－D計
画において，NASAとの間で正式に日米協力が合意さ
れた。X線反射望遠鏡の製作はNASA　G．S．F．C．と

の協力で，又，焦点面検出器の一っCCDカメラの製

X線天文学
田中靖郎
F宙科学研究所

ｳ授

Dr．　C．　J．

oellerin，　Jr．

mASA　HQ

作はMITとの協力で行われることになり，それぞれ共
ｯ作業が実行されている。

@　人物交流：日→米8名，米→日15名（Astro－
c関係）

赤外線天文学分野では，ロケット及び気球観測で日

米協力が行われた。又，開発中のSFU搭載赤外線望遠
鏡計画IRTSでの日米協力が進められている。

人物交流：日→米11名，米→日4名
電波天文学分野では宇宙科学研究所で計画中の軌道

電波天文台計画（VSOP）における日米協力につい
て協議が進められ，日米科学者会合が行われた。

人物交流：日→米3名，米→日7名

　2）「ぎんが」における国際協力

　（1）「ぎんが」における日英協力

　「ぎんが」は昭和62年2月5日に打ち上げられ，1順調に観測が行われている．主観測装

置である大面積比例計数管は日英の協力で製作された．英国側はLeicester大学とRuther－

ford　Appleton研究所のグループが参加した．63年度は本格観測に入り，日英協同による観

測に全体の20％の時間を割り当てた．

　この観測のために英国より6名の研究者が宇宙研を訪れ，観測および討論を行った．日本

からは井上（宇宙研），牧島（東大），大橋（東大）が英国を訪問し，論文の検討と観測計画

の打ち合せを行った．

　（2）「ぎんが」における日米協力

　「ぎんが」搭載のガンマ線バースト観測装置は米国ロスアラモス国立研究所と共同で製作

されたものである．観測解析も共同で行なわれ，成果をあげている．

　全天X線監視装置についてもロスアラモス研究所およびカリフォルニア大学と協同研究が

行われた．
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　大面積比例計数管を川いるX線天体の観測はNASAを通じて募集された．日米協力によ

る観測時間は全体の約10％で，12件を採択し14人の観測者が訪れた．目本からは田中（宇

宙研），田原（名大），国枝（名ノ＼），小山（名ノく），」ピ本（阪ノく）が解析結果および論文の検

討のために米国へ出張した．

　｛3｝「ぎんが1における日一ESA協力

　1ぎんが．」の｝｛観測器であるノく面積比例計委気管によるX線ノく体の観測希望をESAを通じて

募集した．観測時間は全体の10駕程度を割当て8件を採ま｝1した．オランダ，ドィッより3名

が来訪し観測および解析を行った．

　3）日米気球協力

　昭和62，63年にわたって，アリゾナノく学のPr（）f．　F．J．Ll）wとの間で，赤外線望遠鏡によ

る1遠赤外線スヘクト’レ線に女る銀河構造の研究」が行われた．実験では，目本側が気球望

遠鏡と分光器を用意し，米国側が赤外線検知器と気球飛翔作業全体を分担することにな一，

た．

　観測は昭和63年5月～6Jj期に米IKIテキサス州パレスティン気球基地において行われ，

この期間2　［iTlの飛翔とも成功裡に終り，遠赤外スヘクトル線（Cll，158μm，　Oi，63μm）

の銀河系中の分布に関する良質のデータを大量に取得することができた．

　4）EXOS－D『あけぼの』における日加協力

　極域フラズマ中でのオーロラ粒1’・の生成機／薄（ノ）解明を目的として第12号科学衛星EXOS．

Dが打ちヒげられ『あけぼの』と命名された．観測項目のひとつである極域フラズマ中にお

けるイオンの質量同定皮びエネノレギー測定のたy）o）装置，スフラサーマルエネルギー質量分

析装置を日加協力で開発し『あけぼの』に搭載している．このため，カナダ側担当機関である

カナダ国家研究会議Ilerz㌃）ergノく体物理学研究所の研究グルーフ（f　境　？（r　　fK°　　1）r．　B．　A．Whalel1）

が「あけぼの』研究班に参1川している．またrあけぼの」からのテレメー－9電波を受信する

地ヒ局のひとつとしてブリンスアルバ…卜局（カナダ）の運川をカナダ側で担当している．

　5）日中気球協力計画

　この計画は内之沼1の鹿児島宇宙空間観汕1所から気球を放球し，東シナ海ヒ空を経てヒ海・

南京付近まで気球を飛翔させて回収を行う羊，ので，赤外線，X線，宇宙線，　L層大気等の観

測研究を日中の協ノ」のもとで行うちのである．日本側は宇宙科”1∫：研究所，中1剛則は中llこi科学

院ヒ海ノく文台，空間科学技11｝lj；中心皮び紫金山ノく之台がそれぞれの代表機関である．

　昭和63年度はこの計画の最終年1斐にあたり，8月16日から2511の間1こ1；1’4機の気球を

放球した．1号機BOi3u－－C7はヒ海天文台の銀河赤外観11〔ll気球，2号機B3rC9は神奈川大学

の宇宙一次電f観測気球，4号機B5〔，－C6は紫金山天文台および大阪市、〃く学の’1｛宙1痩X線

観測気球であった．いすれも中国まで正常に飛翔し，その間有意義な観1貝1」データが取得され

るととも，中国側回収チームにより無事回収された．恒星赤外スヘクトル観測を目的とした

匡1、IU〈文台の3号機は，　ヒ昇中に気球が降ドし，観測に到らなかった．
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　6）日本・ESA科学関係協力

　第13回日・ESA行政官会議は昭和63年6月20　一　22日の間，パリのESA本部において

開かれた，日本側から川崎科学技術庁研究開発局長以下20名が出席，文部省関係は，山田

学術国際局研究機関課長，柴崎同課係長，宇宙研松尾弘毅，田中靖郎両教授が出席した．

　全体会議では日本及びESAからそれぞれの宇宙開発訂画についての報告が行われ，双方情

報の交換，協力の拡大に合意した．又宇宙ステーション計画に関して，我国のJEMとESA

のコロンブス計画の間で技術交流を計る分科会の設置が合意された．

　分科会では宇宙科学分科会に於て，双方の計画の詳細な報告が行われ，「ぎんが」への欧州

科学の観測参加の継続，ESA赤外線天文衛星ISOの追跡支援，更に宇宙研で計画中の軌道

電波天文台VSOPでの相互協力について協議した．又輸送系分科会では宇宙研の有翼飛翔

体計画等についての報告も行われた．

　7）ハレー彗星探査における国際協力

　1986年3月，わが国の探査機「さきがけ」，「すいせい」が欧ソの探査機と共にハレー彗星

に接近し，多大の観測成果を挙げた．この結果は数多くの学術雑誌に次々に掲載されてい

る．また国際的データ収集計画に協力するため米国ジェット推進研究所との間で緊密な交流

が続いている．

　またこの方面の科学を一層発展させるべく，米国のNASAと宇宙研の間で「彗星塵採集

ミッション」計画が練られつつあり，ワーキンググループが設立され，両国より人員を派遣し

合って討論を重ね目標をしぼりつつある．

　8）SEPAC計画
　スペースシャトルを利用したSEPAC計画（粒子加速器を用いた宇宙科学実験）は電子

ビームやMPDアークジェットプラズマをもちいて宇宙空間を実験室として宇宙のプラズマ

現象の再現と解明を目的としたもので，第1回の実験は1983年にスペースラブ1号に搭載

され1．5kWの電子ビームの放射とMPDアークジェットの放射に成功し，電子ビーム放射

によるシャトルの帯電現象の解明とMPDプラズマによる帯電中和効果の確認，ビーム放射

に伴う波動励起の解析等の科学成果が得られた．SEPAC実験は，はじめての大型国際協力

宇宙科学実験としての意義も十分に発揮され，実験後のデータ解析でも米国（NASA，ス

タンフォード大学など），フランス，オランダ，ドイツ，ノルウェー等の研究者との協力が活

発に行われた．

　第2回SEPAC実験は，スペースラブ1号では電子銃電源の途中一部不具合で実験出来な

かった最大出力（7．5kV，1．6A）での電子ビーム放射実験を主目的として，それと同時に

地上での電波観測にも力をいれて行うことで当初1986年に予定されていた．残念ながらチャ

レンジャーの不幸な事故のため，このリフライト計画は大幅に遅れ，現在，EOM－1／2を改

名したATLAS－1のミッションに搭載予定で62年春から具体的な作業に入り，現在最終設

計審査会を終了した．1991年5月の打上げが予定されている．

　〈SEPAC計画の経過＞

　1974年　　　　SEPAC計画は，　NASAのスペースシャトルを利用したAMPS科学実験
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　　　　　　　　計画へ参画するために着fされ，宇宙研ではその開発試験や，ロケット

　　　　　　　　実験が開始された．

1983年11月28日～12月8日

　　　　　　　　スヘースラブ1号における第ユ回打1’．げオヘレーション．

1984年～

1985年

1985｛F12月

1986！句こ2月

データ解析．

EOM　1’2ミッションへの搭載決定．

SEPAC機器NASAへの引き渡し／スヘースラブへの組付け．

レベルIV機能試験．

1986年1月28日チャレンジャーのt｝1故の為，大幅に延期されることになった．

1986耳こ7月

1986t，1三10月

1987年3月

1987張「三9月

1988年3月

1988｛i三11　月

EOM　12をATLAS－1と改名して再出発．

ATLASミッション正式に決定．

ATLAS－1ミッションの具体的な作業開始．

要求審査i会

第一回設計審査会

最終設計審査会

　9）日米テザーロケット実験

　ロケットなどの飛翔体を1つに分離し，その間を細い金属ワイヤーで接続したテザー・シ

ステムは，スへ一ス・シャトルやスヘース・ステーションでの広い利川が考えられているが，

このテザー・システムと電離層フラズマとの相ti作用の研究を目的としたものである．

　昭和60年度に第2回日米テザー」些同実験を行い，得られた成果のうち特に

1
2
り
0
4

400mワイヤーの伸展．

テザーシステムにおける竃子ビーム（1keV　100mA）の放射とそれに伴うロケット

の帯電の観測．

電f一ビーム放射に伴うフラズマ波動励起の観測．

宇宙空間の放射された竜fビームの写真撮影．

のテーマについて精力的に実験データの解析を行い将来のスへ一ス・シャトルやスヘース・

ステーションにおけるテザー・システムに対する貴重なデータを取得する事が出来，その成

果をRadio　Science誌に発表した．米国ではこれを発展させ，スヘースシャトルを用いたテ

ザー衛星システムを開発中であるが，このフロジェクトには計算機シミュレーションの面で

協力している．また，第3【・】日米協ノJロケット実験（1990年影Dを実現させるため0）実験

計画の、ア案を行うとともに搭載機器の整備・試験を行った．

10）人物交流

Φ　外国からの来訪

　i”，外国人研究員

・外国人客員部門招へい教授
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招へい研究員氏名 国籍 研究課題 招へい期間 所属・世話人研究者

Peter　Janneties
rerlemitsos
mASAゴダード宇宙飛行セ
塔^ー主任研究員

米　国 X線天体物理学の研究
63．5．16
@　～

U3．8．15

宇宙圏研究系
F宙科学第1部門外国
l客員部門教授
@　　田中靖郎教授

Tatsuo　Shimazaki
mASAエイムス研究センター研究員

米　国
金星上層大気現象の理論

I解析

63．6．10
@　～

U4．6．9

太陽系プラズマ研究系

F宙科学第2部門外国
l客員部門教授
@　　清水幹夫教授

Hugh　S．　Hudson
Jリフォルニア大学サンディ
Gゴ校上級研究員

米　国 太陽物理系の研究
63．10．24

@　～

U4．3．31

宇宙圏研究系
F宙科学第1部門外国
l客員教授
@　小川原嘉明　教授

・外国人招へい研究員

招へい研究員氏名 国籍 研究課題 招へい期間 世話人研究者

付承啓
?痩ﾈ学院上海天文台助教授

中　華

l　民
､和国

銀河遠近赤外線の研究
63．8．1
@　～

U3．10．31

システム研究系
@　矢島信之　助教授

曾　　琴
?痩ﾈ学院紫金山天文台電波
V文部助教授

中　華

l　民
､和国

宇宙空間における分子過
�ﾌ研究

63．9．1
@　～

U4．2．28

共通基礎研究系

@　　高柳和夫教授

Maria　Cristina
`zpiazu　de　Louro
uエノスアイレス大学理学部

赴ｳ授

アルゼ

塔`ン

電離層E層における熱エ
lルギー収支に関する理
_的実験的研究

63．9．1
@　～

U4．3．31

惑星研究系
@小山孝一郎　助教授

Niels　Foldager
fンマーク国立病院麻酔科及
ﾑ集中治療室医員

デンマ

[　ク
宇宙医学実験計画及び交
ｴ神経活動の実験

64．1．4
@　～

P．3．31

宇宙基地利用研究セン

^ー
@　山下雅道助教授

Yoshyuki　Shigueoka
Aマゾン大学理学部物理学科
赴ｳ授

ブラジル
プラズマ中の非線形現象

ﾌ研究

1、1．9
@～
Q．1．8

惑星研究系

@　中村良治助教授

李　畑章

?痩ﾈ学院高能物理研究所研
?

中　華

l　民
､和国

搭載コンピューターを用

｢たテレメータ，コマン
hシステムの高性能化

1．1．17

@～
P．3．31

システム研究系

@　矢島信之助教授

Jose　Angelo　Da　Cseta
eerreira　Neri
uラジル国立宇宙研究所研究

ブラジル
超新星SN1987Aの解析
yび研究

1，3．13

@～
P．6．12

システム研究系

@　　山上隆正助手

李永貴
?痩ﾈ学院高エネルギー物理
w研究所レーザー研究室長

中　華

l　民
､和国

レーザー干渉計を用いた

d力波アンテナの開発研
63．3．19

@　～

P．7．7

惑星研究系

@　　河島信樹教授
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・外国人客員研究員

受入れ研究員氏名 国籍 研究課題 受入れ期間 世話人研究者

Richard　M．　Dickinson

mASAジェット推進研究所
､究員

米　国 深宇宙通信システムの研
63．4．25

@～
U4．2．24

システム研究系

@　西村敏充教授

Sung　Gong　Chung
Eェスタンミシガン大学助教授

大韓
ｯ　国

非ニュートン流体の数値

v算

63．7．4

@～
U3．8．31

システム研究系

@棄原邦郎助教授

Frantisek　Polasek
`ェコスロバキア国立機械設
v研究所研究員

チェコス

鴻oキア

2相流体の熱輸送及びヒートハイプの研究 63．7．18

@～
U3．9．20

システム研究系

@　大島耕一教授

・日本学術振興会外国人招へい研究員

受入れ研究員氏名 国籍 研究課題 受入れ期間 世話人研究者

姜魯隼
?痩ﾈ学院高能物理研究所技
p研究員

中　華

l　民
､和国

気球工学及び気球観測
63．4．19
@　～

U4．4．18

システム研究系

@矢島信之助教授

Keller，　H．U．

}ックスプランク大気科学研
?褐､究員

ドイツ

A邦､和国
日欧探査機によるハレー
a星データの解析

63．9．19
@　～

U3．10．9

惑星研究系

@　　清水幹夫教授

・日本学術振興会科学者交流事業による外国人研究員

（中国科学院との交流）

受入れ研究員氏名 国籍 研究課題 受入れ期間 世話人研究者

質　必有
?痩ﾈ学院上海天文台高級工

�t

中　華

l　民
､和国

日中大洋横断気球実験
63．7．14
@　～

U3．9．15

衛星応用工学研究系

@　　廣澤春任教授

宮一忠
?痩ﾈ学院紫金山天文台工程

t

中　華

l　民
､和国

日中大洋横断気球実験
63．7．14
@　～

U3．9．15．

衛星応用工学研究系

@　　廣澤春任教授

劉　善昭
?痩ﾈ学院紫金山天文台工程

t

中　華

l　民
､和国

日中大洋横断気球実験
63．7．14
@　～

U3．9．15

衛星応用工学研究系

@　　廣澤春任教授

呉立環
?痩ﾈ学院宇宙科学応用研究センター助理研究員

中　華

l　民
､和国

日中大洋横断気球実験
63．7．14
@　～

U3．9．15

衛星応用工学研究系

@　　廣澤春任教授

・日本学術振興会主要先進国若手研究者招致事業（英国）による外国人研究員

受入れ研究員氏名 国籍 研究課題 受入れ期間 世話人研究者

Day，　C．S．R．

Pンブリッジ大学天文学研究
椛蜉w院生

連　合

､　国
「ぎんが」によるX線天文

wの研究

63．10．1

@　～

U5．9．30

宇宙圏研究系

@　　田中靖郎教授
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②　外国からの来訪者

訪問月日 氏　　　　名 所　　　　　　　属

〈63年〉

5月9日 Mr．　B．　Baker NASAマーシャル宇宙飛行センター技術者

～11日 Nr．　G．　Dirk （米）SWRI研究所技術者

Mr．　P．　Casey （米）SWRI研究所技術者

Mr．　J．　Alexander （米）SWRI研究所技術者

5月16日 Dr．　B．　Bransden （英）ダラム大学物理学科教授

5月26日 Mr．　D．　D．　Myers NASA本部副長官
Mr．　D．　R．　Norton NASA本部国際課長
Mr．　Getzinger アメリカ大使館科学参事官

5月30日 顧　　逸　　東 中国科学院高能物理研究所宇宙線部副主任

Mr．　L．　Seely （米）ウィンゼン社技師長

6月1日 Dr．　J．　Soegijo （インドネシア）国立航空宇宙研究所気球工学部長

6月3日 Dr．　M．　Pouliquen （仏）SEP社先端推進計画部長

6月4日 胡　　文　　瑞 中国科学院教授

王　　徳　　臣 北京萬源工業公司教授

翼　念　　曽 航天医学工程研究所副研究員

朱　　森　　元 航天工並部第十一研究所研究員

6月6日 苅　　正　　常 中国科学院空間科学応用研究中心教授

6月6日 Dr．　H．　Bladt マサチューセッツ工科大学教授

～16日

6月7日 Dr．　S．　S．　Holt NASAゴダード宇宙飛行センター研究部長

～10日 Dr．　R．　Mushotzky NASAゴダード宇宙飛行センター主任研究員

Dr．　G．　Ousley NASAゴダード宇宙飛行センター主任研究員

Dr．　J．　Binsack マサチューセッツ工科大学教授

Dr．　C．　R．　Canizares マサチューセッツ工科大学教授

Dr．　G．　R．　Ricker マサチューセッツ工科大学主任研究員

Dr．　J．　P．　Doty マサチューセッツ工科大学研究員

Dr．　J．　Nousek ペンシルバニァ州立大学教授

Dr．　D．　McCammon ウィスコンシン大学教授

Dr．　A．　Bunner NASA本部課長
6月20日 金　　燐　　詰 韓国機械研究所所長

季　　一　　済 韓国機械研究所東京事務所長

7月4日 Dr．　G．　W．　Clark マサチューセッツ工科大学教授

～30日

7月6日～ Dr．　W．　H．　G．　Lewin マサチューセッツ工科大学教授

8月12日

10月6日 Dr．　J．　Casani NASAジェット推進研究所副所長代理

10月24日 孫　　永　　盛 （中国）応用物理・計算数学研究所助教授

11月1日 Dr．　J．　C．　Fletcher NASA長官
Mr．　H．　E．　Clements NASA長官秘書官
Mr．　R．　J．　H．　Barnes NASA国際部長

11月9日 Mr．　J．　Costrell NASA本部宇宙運用局地上追跡網部

～10日 Mr．　N．　Fanelli NASAジェット推進研究所宇宙追跡網運用部

11月9日 Mr．　D．　DeAtkine NASAジョンソン宇宙センターペイロード・インデグ

～16日 レーションマネジャー
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這方liijJ」日

11月15LI

　～17日

11月18日

12月6日

12月6日
　～1（『）日

12月7日

　～9日
12Jj　7［－i

　～10〕

12月7日

　～14日

12／jl5日

12Jj16L」

2Jl10LI

3月8日

3月14日

～171i

3月20日

～22日

3∫」201i～

4月5日

3月22日

～27日

3Jl25日～

4月7日
3　Jl　27［－1

～29日

3月28日

～31日

3」］28日～

4月4日

　　　　　氏　　名
「－1），．一「k，。1張「

Nir．　Trilldade　Sergio

「1）r．」．1，0ftuS

尤　　峻　　渓

J，Lan9

J．L．　CulhこUlρ

　R．1）．Belltlρv

　正）．　（1｝uttri（1gr（、

IDr幽G．　Tr・ttet

　I）r．　1号．　Edels∩n
I
…Mr．　R．　Tucker

lMr．　P．　NICCracl〈m

～lr．01eg　Firsyuk
Mr．　X」1乏ユ〔iilllir－【）、・1（二・h

RVUInin

Mr．1）．　odeln

lM・・M・Nlit・h・11

：1）r．NI．　AC／lna

I恥lr　S・Jaskulek

l工＞lr．　C．　Schl←・mll／

r＞lr．　～V．　、Vie、Vesiek

Mr．　A．　Ilesterm（・Ver

I）r．J）。、Villialns

1）r．Axcil　HUdep・hI

lM・・B・T・SSm・・

r）r．EdWard　lgenbergS

　

II）r．　K．　Ackersorl

Mr。　J．　Lee
I

Mr．　J。　Sartain

Nlr．　P．正lar（一王ebeck

折F 属

（ヵナグ）ウィンザーノく学物理学教室教授

国際連合開発のための科学技術センター所長

NASAジョンソン宇宙センターアシアタントディレクター

中国科学技術大’三｝：教授

（英）ラザフォード・アフルトン研究所研究員

（英）マラード宇宙科学研究所所長

　（英）マラード宇宙科学研究所研究員

　（英）マラード宇宙科学研究所IEIF究員

　パリ天文台教授

　前NASA科学応fi］局長

　NASA本部スヘーシャトル利用副部長

　NASA本部スヘースシャトル利用課長
！（ソ）グラフコスモス副総裁

　（ソ）グラフコスモス字宙飛行管制センター所長

　アイオワ大学物理天文学部エンジニア

，アイオワ大学物理天文学部エンジニア
「　　　　　　，
NASAゴダード字宙飛そfセン9一博士

i（米〉ジョンズホブキンス大学応用物理研究所エンジニア

（米）ジョンズホフキンス大学応用物理研究所エンジニア

1（西独）ブランシ．、バイク［業大学データシステムエン
「

　ジニア

ワランシュバイク礫ノぴデータシステムエンジニァ
1

ジョンズホフキンス大学応用物理研究所博士

ミュンヘンll科大学助教授

ジョンズホフキンス大学応用物埋研究所シニアエンジニア

ミュンヘン「科大学教授

1アイオワ大学物理天文学部博士

1アイオワ大学物理天文学部エンジニア

アイオワ大学物理天文学部エンジニア

アイオワ大学物理天文学部エンジニァ
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（2）宇宙科学研究所教官等の海外渡航

氏　名 出張期間 渡航先国 渡　　航　　目　　的

中谷一郎
63．4．9
@　～

U3。4．18
連　合　王　国 IEEロボット制御の学会等出席

渡邊直行
63．4．9
@　～

U3．4．19
アメリカ合衆国

国際数値理工学会議論文発表及び数値理工学につい

ﾄ調査研究

名取通弘
63．4．11
@　～

U3，5．6

アメリカ合衆国
J　　ナ　　　ダ

宇宙構造物工学に関する研究調査

水谷　仁
63．4．27
@　～

U3．5．6
アメリカ合衆国

惑星地球ミッションISY会議出席及び月探査ミッシ

㏍唐ﾌ研究連絡

西村　純
63．4．27
@　～

U3．5．7
アメリカ合衆国

惑星地球ミッションISY会議出席及び各国宇宙機関

纒¥者との将来計画打合せ

棄原邦郎
63。5．4
@　～

U3．5．9
大　韓　民　国 流体力学の数値計算に関する研究打合せ

山本哲生
63。5．7
@　～

U3．5．13
アメリカ合衆国 惑星系の形成と進化ワークショップ出席

芝井　広
63．5．10
@　～

U3．6．7
アメリカ合衆国 日米共同気球赤外線観測に参加

西田篤弘
63．5．14
@　～

U3．5．20
フ　　ラ　　ン　　ス

第7回宇宙基地科学利用国際フォーラム（IFSUSS）

ﾉ出席

田中靖郎
63．5．15
@　～

U3．5．29
イ　タ　　リ　ア

第3回ESO－CERNシンポジウム出席及びArcetri
V文台（フィレンッェ大学）訪問

大島耕一
63．5．15
@　～

U3．5．29
中華人民共和国 国際相変化熱輸送会議出席及び講演

山中ミヅエ
63．5．20
@　～

U3．5．27
アメリカ合衆国 日米共同気球赤外線観測打合せ

奥田治之
63．5．20
@　～

U3．6．13
アメリカ合衆国 日米共同気球赤外線観測に参加

愼野文命
63．5．21
@　～

U3．5．30
イ　タ　リ　ア

天体物理学及び素粒子物理学における重要天体に関

ｷる会議出席講演

西田篤弘
63．5．31
@　～

U3．6．5
アメリカ合衆国

ISTP（国際太陽地球物理）ワーキンググループ会議

o席

山本善一
63．6．15
@　～

U3．6．24
アメリカ合衆国

ボイジャー海王星探査技術打合せ及びデータ解析準

�?ﾆ

西村敏充
63．6．15
@　～

U3．6．26
アメリカ合衆国 ボイジャー海王星実験及びSFUに関する打合せ
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氏　名　　　出張期間　　　渡航先国
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　ト　63．　6．15

河島信樹　　　～　、アメリカ合衆国
　　　　　　63，　6．26

　　　　　　63．6．15
周東晃四郎　　 ～　　アメリカ合衆国
　　　　　　63．6．27

田中靖郎

松尾弘毅

渡辺勇こ

井ピ　　ー

名取通弘

63．面一Pヨラン1
63．福：ドイツ脚」・・梱

、　　　　　渡　　航　　目　　的
↓＿　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　＿　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 一　　＿
1

ボイジャー海i三星探査技術打合せ及びデータ解析準
備作業

宇宙機管制システム及びVLBI地ヒ系に関する調査

第13回日・ESA行政官会議出席及び施設視察

　63．　6．17　　　フ

　　～
　63．　6．26

1』“－
　63．　6．17

　～　～

　63．7．1

トィ鬼蔽繭第13回日・1℃SA微臨翻轍び施設視察

r

63，6コ8
　～
63．6．25

63・6・19カナダ6・点2・．ア・リ殆糊

63．6．19

　～
63．　6．29

アメリカ合衆国

オーストラリア

シャトル搭載用SEPACの計測装置点検作業

超新星1987Aに関するエ1）ザベスとフレデリック・

1ホワイト研究会出席

EXOS－1）運川の打合せ

小原隆博

　　一・一　　　　一　斗一

大島　勉

矢守　章

市川行和

63．　6．19

　～
6『二6291

63．6．19　1
63．㌧，3

63．　6．21　　1

　～　　1連
63．　7．　9

63．　6．21　　　」璽

　～
63・Z・9！

63．　6．23

　～
63．7．3

63。625
　～
63・7・－101

63．　6．27　　　フ

　～　　I

l∴1巳
63．～

噤C3

　　－一一LT
63．　6．27　　　フ

　～
63．7．9

　　　　　　　1カ　　ナ　　ダ［
　　　　　　　　EXOS－D運用の打合せアメリカ合L衆国1

－一 @　　　　一！　　　－　一一
　　　　　　　1カ　　ナ　　　ダ
　　　　　　　　EXoS　I）運用の打合せ
アメリカ合衆国

1アメリカ合衆国

　　合　E　国

高圧電源（IIVC）改修の試験作業

電子・イオン衝突に関する共同研究の打合せ

藤井孝藏

　一　　　　　　一一十

棄原邦郎

大島耕一
　　　　　1

　　　　　　
棚次亘弘1
　　　　　：

丸田秀雄

加勇田清勇

　　合　E　国
アメリカ合衆国

アメリカ合衆国

第11回数値流体力学liil際会議出席等

第11回流体力学の数値的方法に関する国際会議出席

　　　　　　　1第工1回数値流体力学国際｛妻議出席及び流体力学の数
アメリカ合・衆国
　　　　　　　値解法の共同研究

　　ラ　　ン　　ス
　　　　　　　将来の宇宙輸送システムに関する情報交換ドイツ」璽メ三1≦員ξ和」【司1

　　　ラ　　ン　　ス
1ドイツ連ナ三1≦」髪和11珂

　　　ラ　　ン　　ス

　ドイツ連邦共和国

将来の宇宙輸送システムに関する情報交換

将来の宇宙輸送システムに関する情報交換及び調査
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氏　名 出張期間 渡航先国 渡　　航　　目　　的

河島信樹
63．6．29

@～
U3．7．8

イ　　タ　リ　ア 第2回重力波データ解析国際ワークショップ出席

山田隆弘
63．6．29
@　～

U3．7．8
中華人民共和国

情報理論国際ワークショップ出席及び情報理論に関

ｷる研究調査

後川昭雄
63。7．6
@　～

U3．7．18

ドィッ連邦共和国

I　　ラ　ン　ダ
t　　ラ　　ン　　ス

EURECAの調査及び討議

栗木恭一
63．7．6
@　～
U3．7．24

ドイッ連邦共和国
Iランダ，フランス

Aメリカ合衆国

SFU／EURECA打合せ及びSFU給TSインテグレーション・POWG会議出席

二宮敬度
63．7．6
@　～

U3．7．24

ドイツ連邦共和国
Iランダ，フランス

Aメリカ合衆国

SFU／EURECA打合せ及びSFU／STSインテグレーション・POWG会議出席

安部隆士
63．7．7
@　～

U3．7．18
アメリカ合衆国 米国航空宇宙学会（AIAA）会議出席

林　　友直
63．7．10
@　～
U3．7．16

アメリカ合衆国
第18回環境研究会議出席及びボイジャー海王星会合

桙ﾌ観測に関する研究連絡

西田篤弘
63．7．12
@　～

U3．7．30

連　合　王　国
tィ　ンラ　ンド

オーロラ物理国際会議及びコスパー会議出席

田中靖郎
63．7．16
@　～

U3．7．25
ブイ　ンランド

X線・ガンマ線天文学の進歩と将来に関するシンポ

Wウム14出席

村上敏夫
63．7．16

@～
U3．7．27

フィ　ン　ランド
hイツ連邦共和国 COSPAR国際会議出席

西村　純
63．7．16
@　～

U3．7．29
フィ　ン　ラン　ド

コスパーにおける惑星ミッション会議及びISY会議

o席等

小山孝一郎
63．7．16
@　～

U3．7．31

ドィッ連邦共和国スウェーデン

m　ル　ウ　ェ　ー
極域電離圏の構造と力学に関する日独国際共同研究

山田隆弘
63．7．17

@～
U3，7．24

アメリカ合衆国 SFUのPOWG会合参加等

井上　一
63．7．17

@～
U3．7．26

フ　ィ　ンラ　ンド
X線・ガンマ線天文学の進歩と将来に関するシンポ

Wウム14及び13出席

棄原邦郎
63．7．17
@　～

U3．7．28

フ　　ラ　　ン　　ス

¥ビエト連邦
第12回科学計算国際会議出席

秋葉鐙二郎
63．7．18

@～
U3．7．21

大　韓　民　国 韓国宇宙科学研究の現状調査

小野田淳次郎
63．7．19
@　～
U3．7．23

アメリカ合衆国 SFUパ3TSインテグレーションPOWG会議出席
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氏　名

奥田治之

佐藤英一・ ～

63．8．

63．7．

棚次亘弘 ～
63．8．一一一一

63．8．

長友信人 ～

63．8．

出張期間

63．7，25

63．8．8

63．　7．30

　　811

　　731

　　81〔〕

　　　2

　　　6

　渡航先国

アメリカ合衆国

アメリカ合衆国
カ　　　ナ　　　ダ
　　　　　　　1　　　－一＿＿一一一＿＿コ＿一一

　　　　　渡　　航　　日　　的

太平洋横断気球観測プロジェクトに関する討論及び

打合せ

超塑性及び超塑性成形国際会議出席

十

アメリカ合衆国IIECEC会議出席及びエァロジェット社視察

1アメリカ合衆国1る討論会出席
国際宇宙大学（ISU）における太陽発庵衛星に関す

　　　　　　63．8．3
田中靖郎　　　　～
　　　　　　63，8．11

邑一一一　　←　　　　　　63．8，7
満田和久　　　～
　　　　　　63．8．14

　　　　　　63．8．8
河島1言樹1　　～
　　　　　　63．8．15

　　　　　　　1アメリカ合衆国IX線天文学における日米協力について討議

アメリカ合衆国1ASTRO－D日米共同計画打合せ

　　　　　　　1
オーストラリ7霧

　　　　　t

　　　　　↑

ラ　ジ　ル1第61ロ旧伯科学と技術シンポジウム出席

第5回マルセル・グロスマン重力物理学国際会議出席

　　　　　　63．
松尾弘毅1

－＿　　　　　，63．
二宮敬震劉
　　　　　　63．
　　　　　←　－
　　　　　　63．
林　　友直
　　　　　　63．

　　　　　

雛　H］ブ亡糸己　　旨

　　　　　163．

8，8
～

澄コL
　　8，8
　～
　　8．21

　　　　T
　　8．8
　～　　】ブ
　　8．22　1

　　－　

　　8，8　1
　～　　　ブ
　　8．22

63．8．8
　～　　　ブ
63．8．22

63．8．8
　～　　　ブ
63．8．29

1“ @ラ　　ジ　　ル

1アメリカ合衆国　宙学会誘導制御会議出席等

ブ
フ

一
フ

一
フ

一
フ

第6回日伯科学と技術シンホジウム及び米国航空宇

上杉邦憲

　　　　　t

中村良治

鎌田幸男
　　　　　1

藤井1E美

井筒直樹

ジ　ル　第6回日伯科学と技術シンポジウム出席

一
フ

一
フ

ジ　ル　第6回日伯稗y：と技術シンポジウム出席

一一一
ジ　ノv・　）第6回日伯科学と技術シンポジウム出席

ジ　ル　第6回日伯科学と技術シンポジウム出席

ジ　　ル

　　　　日中大洋横断気球実験の受イ、汲び追跡打合せ

t－1

第6回日伯科学と技術シンポジウム出席及びロケッ

トと科学衛星による共同研究打合せ

63．8．10

　～
63．9．8

63．　8．10

　～
63，9．9

63．8．　20

　～
63．9．4

中華人民共和国

中華人民共和国2日中大洋横断気球実験

ブ　　ラ　　　　スd

ス　　イ　　ス1第17回理論及び応用力学国際会議出席等
ドイツi皇封三メ契不日［司1
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氏　名 出張期間 渡航先国 渡　　航　　目　　的

田中靖郎
63．9．4
@　～

U3．9．10
ソビエト連邦

「スペクトル・レントゲン・ガンマ」に関する国際科

w委員会出席

棄原邦郎
63．9．5
@　～
U3．9．11

アメリカ合衆国
第1回オハイオ　スーパー　コンピューター　シン

|ジウム出席等

小川原嘉明
63．9．5
@　～

U3．9．18
アメリカ合衆国

SOLAR－A搭載用軟X線望遠鏡の設計打合せ及び
uラッグ結晶分光計の日米英合同設計会議出席

大島耕一
63．9．9
@　～

U3．9．12
ソビエト連邦 日ソ数値流体力学会議出席

井筒直樹
63．9．9
@　～

U3，9．16
ソビエト連邦 日ソ数値流体力学会議出席

廣澤春任
63，9．10

@～
U3．9．18

連　合　王　国
米国電気学会（IEEE）地球科学・リモートセンシン

O国際シンポジウム出席

棄原邦郎
63．9．12
@　～
U3．9．16

ソビエト連邦 日ソ数値流体力学会議出席

山下雅道
63．9．13
@　～

U3．9．18
アメリカ合衆国 無重力実験施設の調査

藤井正美
63．9．26
@　～
U3．12．14

ユーゴスラビア
固体飛跡検出器第1回ユーゴスラビアシンポジウム

o席及び共同研究打合せ

後川昭雄
63．10．1
@　～

U3．10．10
フ　　ラ　　ン　　ス 第6回（10RM）信頼性・保全性国際会議出席

栗木恭一
63．10．1
@　～
U3．10．10

ドイッ連邦共和国 第20回国際電気推進会議出席

都木恭一郎
63．10．1
@　～
U3．10．10

ドイツ連邦共和国
第20回国際電気推進会議出席及び電気推進に関する

､究打合せ

國中　均
63．10．1
@　～
U3．10．10

ドイツ連邦共和国
第20回国際電気推進会議出席及び電気推進に関する

､究打合せ

清水幸夫
63．10．1

@～
U3．10．10

ドイツ連邦共和国
第20回国際電気推進会議出席及び電気推進に関する

Z術打合せ

大西　晃
63．10．1
@　～

U3．10．10

オ　　ラ　ン　ダ

hイツ連邦共和国
宇宙熱制御及び生命維持装置系シンポジウム出席等

@　　　馬

林　　友直
63，10．1
@　～
U3．10．16

オ　　ラ　ン　ダ
hイッ連邦共和国
C　　　ン　　　ド

宇宙熱制御及び生命維持装置系シンポジウム，第39

�総ﾛ宇宙航行連盟（IAF）会議出席等

大島耕一
63．10．2
@　～

U3．10．7
オ　　ラ　ン　ダ 宇宙熱制御及び生命維持装置系シンポジウム出席等
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　　　　　　出張期間

　　　　　　63．10．

脚融L－
　　　　　　63．10．
二宮敬度
　　　　　　63。10．22

　　　　　　63．10．
秋葉錬：郎
　　　　　　63．10．16

　　　　　　63．10．
雛　旺】ノ己糸己

　　　　　　63．IO．16

秦原邦郎

　　　　　　63．10，23
小川原嘉明
　　　　　　63．11．12

佐々木　進

平林　久

池田光之

63．10．24

63．11，一．

63，10．25

63．11．

63．10．3〔，

63．ユ1．

アメリカ合衆匡UAg，　TRO－1〕に関する共同研究

　　　　　　渡航目的

一4．＿

　第39［［i］国際宇宙航行連盟（IAF）会議及び第8回デ

　ジタル　アビオニクス　システム会議出席

第3911II国際宇宙航lf連盟（IAF）会議出席

ド；第39回国際宇宙航行連盟（IAF）会議出席

第39回国際宇宙航そ∫連盟（IAF）会議出席

第391・】国際宇宙航行連盟（IAF）会議出席及び論文

発表

第39回国際宇宙航行連盟qAF）会議出席及び宇宙
1構造物に関する調査
⊥＿一

第391叫Ki際宇宙航行連盟（IAF）会議出席

　宇宙環境r学の研究打合せ

　第39回国際宇宙航行連盟（IAF）会議出席

一1

　第39回国際宇宙航行連盟（IAF）会議出席及び宇宙
　構造物に関する調査

ドイツ連邦共和国5宇111データシステム諮問委員会出席

　　タ

ソビ．　ト連邦

スウ　　　デン
ノ　ル　ウ

第2回n動車産業におけるスーハーコンピューター
数値計算国際会議出席

SOLAR－A搭載計器試験及び研究計画打合せ

SEPACフライトオヘレーショントレーニングと主
任研究者会議出席及び試験・データ処理打合せ
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氏　名 出張期間 渡航先国 渡　　航　　目　　的

鶴田浩一郎
63．10．30

@～
スウェーデン
m　ル　ウ　ェ　ー

EXOS－D受信打合せ，ランチャー視察及び

63．11．9 オ　　ラ　ン　ダ GEOTAIL用イオンエミッター打合せ

63．10．30

太田茂雄 ～ ブ　ラ　ジ　ル 日伯共同気球実験
63．12．15

63．10．30

並木道義 ～ ブ　ラ　ジ　ル 日伯共同気球実験
63．12．15

63．10．30

山上隆正 ～ ブ　　ラ　ジ　ル 日伯共同気球実験
63．12．17

高柳和夫
63．10．31

@～
U3．11．7

中華人民共和国
第2回CODATA　W．　G．「極東諸国におけるデータ

¥ース」出席及び原子分子研究に関する調査

横田力男
63．10．31

@～
U3．11．13

アメリカ合衆国
耐熱性高分子とその複合材料に関する調査及び第3

�|リイミド国際会議出席

田中靖郎
63．11．3

@～
U3．1ユ．16

アメリカ合衆国 「ASTRO－D」日米協力打合也SSLG会合出席及
ﾑ「ぎんが」研究討論等

河島信樹
63．11．6

@～
U3．11．13

アメリカ合衆国
SEPAC最終設計審査会及びインテグレーション地
緕x援

山下雅道
63．11．6

@～
U3．11．13

アメリカ合衆国
日米協力「宇宙」常設幹部連絡会議（SSLG）会合

o席

63．11．6

向井利典 ～ アメリカ合衆国 GEOTAIL計画会議出席
63．11．13

63．11．6

横山幸嗣 ～ アメリカ合衆国 GEOTAIL計画会議出席
63．11．13

63．11．6

橋本正之 ～ アメリカ合衆国 GEOTAIL計画会議出席
63．11．13

63．11．6

中谷一郎 ～ アメリカ合衆国 GEOTAIL計画会議出席
63。11．17

63．11．6
町田　　忍 　～

U3．11．19
アメリカ合衆国 GEOTAIL搭載計器に関する打合せ

63．11．6

西田篤弘 ～ アメリカ合衆国 GEOTAIL計画会議出席
63．11．20

63．11．6

上杉邦憲 ～ アメリカ合衆国 GEOTAIL計画会議出席
63．11．20

西村敏充
63．11．7

@～
U3．11．24

アメリカ合衆国
日米協力「宇宙」常設幹部連絡会議（SSLG）及び

F宙科学関係機関連絡協議会（IACG）出席等
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　氏　名

大島耕一

清水幹夫

出張期間渡航先国　　 渡航先国ll酬チ・コス・謳競芸滞高性育繍送素1・・O・・Ui－0）

63．11．13

　　　　　アメリカ合衆国　宇宙科学関係機関連絡協議会（IACG）出席
63．11．20

　　　　　　63．11．13
廣澤春任
　　　　　　63，11，20

　　　　　　63。11．13
水谷　　仁
　　　　　　　63．11．20

63．11．工3

3．11，20

3．11．13

3．11．21

63．11．13

63．11．23

　　　　　　63．11．13
松尾弘毅
　　　　　　63．11．23

　　　　　　　　　13
的川泰宣

高野雅弘

高柳和夫

　　　　　　63．12。
齋藤宏文
　　　　　　63．12．11
　　　－＿＿－i－＿L

　　　　　　63．12．
山本善
　　　　　　63，12．11

西田篤弘

小山孝一郎

山下雅道

f
63．12．

63．12．Il

63，12．

63．12．11

63．12，10

63．12．16

63．12，Il

63．12．18

　メリカ合衆国

アメリカ合衆［瑚

アメリカ合衆［f

宇宙科学関係機関連絡協議会（IACG）出席

宇窟科学関係機関連絡協議会（IACG）出席

　　　　　　　　IACG会議（フロリダ）及びVLBA会議（バージ
アメリカ合衆国
　　　　　　　　ニア）出席

アメリカ線国槽1灘繍連絡協議会（LACG）出席及び

アメリカ合衆国　宇宙科学関係機関連絡協議会（IACG）出席

「
1アメリカ合衆国　宇宙科学関係機関連絡協議会（IACG）出席

国

ダ

中国」二程師学会において講演

日本学術会議二国間学術交流計画によるカナダ派遣

代表団に参加

アメリカ合衆国　第13回赤外線とミリ波の国際会議出席

アメリカ合衆国！ボイジャー海王星電波科学実験運用に関する打合せ

1アメリカ合衆国　ボイジャー海王星電波科学実験運用に関する打合せ

アメリカ地球物理学会出席

ドイツ連邦共和国　DYANAキャンペーン会議出席

　　　　　　　　第8回宇宙基地科学利用国際フォーラム（IFSUSS）
カ　　　ナ　　　ダ
　　　　　　　　1会合出席
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氏　名 出張期間 渡航先国 渡　　航　　目　　的

東　　照久
64．1．6

@～
P．1．15

中華人民共和国 中国ロケット発射場調査及び技術打合せ

棄原邦郎
1．1．8
@～
P．1．13

アメリカ合衆国
第27回米国航空宇宙学会（AIAA）Aerospace　ScL
?獅モ?刀@Meeting出席

崎本一博
1．1．16

@～
P．3．15

連　合　王　国 外場中の電子衝突の理論に関する共同研究

早川　　基
1．1．22

@～
P．1．29

アメリカ合衆国 GEOTAIL衛星搭載計器に関する打合せ

小川原嘉明
1．1．23

@～
P．1．29

アメリカ合衆国 SOLAR－A衛星の日米協力計画打合せ

小川原嘉明
1。2．12

@～
P．2．19

カ　　　ナ　　　ダ 日加科学技術協力共同研究ワークショップ出席

柳澤正久
1．2．15

@～
P．2．28

スウェーデン EXOS－Dトラッキングのため

田中靖郎
1．2．26

@～
P．3．4

ソビエト連邦
「スペクトル・レントゲン・ガンマ」に関する国際科

w委員会出席

二宮敬度
1，2．26

@～
P，3．12

アメリカ合衆国 SFU／STSインテグレーション会議出席等

栗木恭一
1．2．27

@～
P．3．13

アメリカ合衆国 SFUβTSインテグレーション会議出席等

山田隆弘
1．3．1
@～
P．3．12

アメリカ合衆国 SFU／STSインテグレーション会議出席等

名取通弘
1．3．2
@～
P．3．15

アメリカ合衆国 SFU／STSインテグレーション会議出席等

的川泰宣
1．3．4
@～
P．3．12

アメリカ合衆国 宇宙商業化シンポジウム出席等

高野　忠
1．3．4
@～
P．3．12

アメリカ合衆国
ボイジャー電波科学会議出席及びデータ処理打合せ

小野田淳次郎
1．3．4
@～
P．3．15

アメリカ合衆国 SFU／STSインテグレーション会議出席

上杉邦憲
1．3．5
@～
P．3．10

アメリカ合衆国 GEOTAIL搭載機器打合せ及びDYANA計画に
ﾖする調査

i棄原邦郎
1．3．5
@～
P．3．10

アメリカ合衆国 宇宙環境工学に関する研究打合せ
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氏　名　一一一

ﾍ島信樹

出張期間一一
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塗殖国4＿一一遮＿勉目一些一一アメリカ合衆国1スペースシャトルATLASミッションSEPAC帯電連　合　王　国i現象安全性検討会出席及びデータ処理作業打合せ等
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5．おもな研究設備

共同利用設備

　宇宙科学実験用スペースチェンバー室設備およびプラズマ発生実験装置

　これらの設備は，

　①　飛しょう体搭載用観測機暑諄の基礎開発および試験

　c2）宇宙空間フラズマのシミュレーション実験

　i3｝宇宙空間フラズマ物理に関する基礎研究

のために使用されるもので，その設計には所内外の研究者の意見が広くとり入れられ，昭和

42年度に完成した．　・力年の試験運転，調整期間を経て昭和44年度からはこれらの装置は

全国の宇宙科学研究者のための共同利川設備として使用されることになり，宇宙理学委員会

のもとにスへ一スプラズマ研究専門委員会が組織され，共同研究テーマの公募，審査，研究

スケジュールの作成等を行っている．毎年活発に実験が行われ成果をあげてきたが，それら

は昭和62年2月に開1崔されるスへ一スフラズマ研究会で報告される．昭和62年度には別項

にあるように内外にあわせて約24件の研究テーマが採択され実行されている．

　両設備の概要は次のとおりである．

　スペースチェンバー

　cl）本体：直径2m，長さ3mの円筒状真空槽で，非磁性ステンレス鋼で作られている．

フラズマ源や各種測定器具装置用フランジ21個が取り付けられている．

　【2）排気系：Eホンフは36吋拡散ホンフ2台並列で到達真空度はt5　’x　107　Torr，べ一キ

ング使川で2×10－8　Torrである．

　（3）ガス導入系：高圧ガスボンベから減圧弁とニードル弁を使用して103～10－6Torr間

の任意の圧力で各種ガス導入ができる．

　14）空心コイル：直径約2。5mのヘルムホルッコイルで，　Lii心磁界は100ガウスである．

　〔5）フラズマ源：フラズマ源として後方拡散型，グロモード型とマルチホールフラズマ源

の3種類用いられており，電r一密度103～107／cm3，電f温度800～30000’Kの・様プラズマ

が発生可能である．

　以ヒがおもな装置であるが，このほかに直径60cm，長さ1mのダブルフラズマチェンバー，

測定装置として残留ガス分析器，電界強度測定器，スヘクトラム分析器，ロ・ソクイン増幅器，

ボックスカー積分器，システム45等が用意されている．

　宇宙放射線研究設備

　赤外線，紫外線，X線を用いた宇宙観測が宇宙にますます大きな役割を果たすようになっ

てきたが，宇宙観測のための赤外線，紫外線，X線の検出器の開発・調整・検定などを行う

たy）の装置及びロケットまたは気球により得られたデータを処理するための装置が設置され

爽同利川に供されている．
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　　　　　　　　　　　　　　駒場キャンパス55号館

　超流動ヘリウム供給装置

　宇宙赤外線観測暑｝1用の搭載用冷却容旨尋（クラィオスタット）に，超流動ヘリウムを供給す

るための装置．供給側のyンクの容量は500リットル．供給操作はすべて遠隔あるいは自動

でおこなわれる．超流重カヘリゥムの移送用の・モ研多送管，移送完の冷去1熔器の状態を監視す

るたy）のモニ’Y’一装置も備えている．　　　　　　　　　　　　　　　　　　（奥田研究室）

　精密X－Y，θ．Zスデージ

　飛翔体搭載望遠鏡α））℃学的性能の1則定，光軸のアラインメント調整などに用いられる，耐

荷重性能を備えた精密ステージ．　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（奥田研究室）

　　　　　　　　　　　　　　駒場キャンパス60号館

　超音速気流総合実験室

　目的：航空機・ロケット等に応用される遷音速・超置速・極1超音速空気力学α嫌を≧合的実

験研究を行う．

　特徴：ノく規模な空気源設備を些通に利用し，ここに貯えた圧縮空気を使一）て遷音速風洞

・超音：速風洞・極超音1塞風洞その他多種類の実験装置を運転する．

　建k｛：3失fiilコンクリート3ij皆建，　11∫皆1，507．4ni：，　2　i∫皆1，084．3　rit1　L’，　31∫皆158．6　rnt，【；1’

　　　　ラ2，750．3m一

　空気源装置

　本総合実験室の元締となる部分で，圧力15気圧のノく形f求形貯気槽，圧ノ」200気圧の貯tkl

槽およびそれぞれの圧縮機部からなっている．

　中圧系統：超音速風1同の一次空気および遷音速風洞・極超1㌢速風洞のエジ・クタの空気源

となる．

　圧縮機：気流への油の混入を避けるため3段ねじ圧縮機を使用，1段230kW，2，3段

320kW，空気流瞳2，　740m3，，’h，圧力1，2，3段1［　ij時通転にて最高17気圧，1段，2，3段お

よび1，2，3段の組合わせにて運転可能．

　乾燥装置：乾燥剤としてシリカゲル使用，出目空気の露点一40C

　地形貯気槽：直径10m，容積5241n3，常川圧ノJ15気圧，殻体材料2H鋼，出目空気温度

を・定に保つため蓄熱体として内部に約ユ2tonの薄鉄板を層状に配列してある．

　調圧装置：1伽1剖1に直径400mmおよび200mmの2／固の油圧式調圧弁を設け，使用流最

に応じてこれを使い分け，後部の整流筒圧ノ」を土1％以内に制御する．また，小流量調圧装

置として出口部に直径5インチおよび3インチの2個の空気式調圧弁を設け使用流量に応じ

これらを使い分け，後部の整流筒圧力を±1以内に制御する．

　高圧系統：極超音速風洞の空気源となる．

　Ui　i「tiri　杉隻：｛i孫夏lll新～洋幾2f↑，　75k、V，　56k、V各1て壬↑，　肩1／J　2〔）0’xi　1　’i三．
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　婿：’x－（槽∵容量0．4rrゴ堅型ボンベ10本，

巻貯気槽，常月川1力200気［ll．

総容量4m3，’常川圧ノJ　20〔）’く（圧，容積4　m3多層

　30cm×30cm誘導式遷音速風洞

　測定部30cm＼3〔）CII1のlil方形断［11i，最高マッハ数1．0（模型なし），側壁型（抵抗線歪計

ノ＜秤及び棒状抵抗線歪計ノ＜秤を備＞tている．いずれ．も3分ノ」測定用，亜音速から遷音速に至

る飛行体模型に働く空気力の測定をf　i’う．　　　　　　　　　　　　（ノく島，・ki・島研究室）

　超音速風洞

　測定部は40Cm×40cmのIEノ∫形断面，ノく型球形貯気槽を空気源とする吹出し型，マッハ

数は2，3，4の3種でノズル交換式，持続時間約100秒，流れ場の光学観測，圧ノ」測定並び

に人三秤による6分ノj測定に使用，　　　　　　　　　　　　　　　　　（ノく島，　†｝島研究室）

　極超音速風洞

　測定部は20φcrnの［iJ形断［ki，ノく型球形貯気木1｝㌘をエジェクター空気源に，200気圧4cm3の

高圧貯気槽を空矢丈源とするf’ree　jet型，淀点圧力50気圧，淀、点温度520　C，マッハ数は7，

8の2種でノズル交換式，流れ場の光学観測，圧ノ」分布測定，並びにノく秤による6分力測定

に使月1，なお気流温度が［“iいたy）熱f云達に関する実験も口」能．　　　　（ノく島，　’｝’｝島研究室）

　高速気流総合実験設備

　本設備は宇宙飛ll：体やロケット等が大気中を高速飛行する際に生じる空気7J”ii：的諸現象の

研究，空気力の測定や流れ場の観測などを行うシミュレーション実験のための共同利用設“岸1

であり，ノく別して，空気源設備，遷音速風洞及び超ピ↑速風洞で構成されている．風洞の測定

部はいずれも一．一辺60CmのiE方形断面を持ち，遷昌：速風洞はマッハ数0，3～1。3の範囲を，ま

た超高速風洞は1．5～4．0の範囲をほぼ連続的にカバー一している．空気源設備は風洞駆動用

空気の製造と貯蔵を1　］：う装置で，定格1360　kWの空気1」1縮機と直径15mの球形貯気槽で構

成され，常用最高圧ノ」は9．9気圧である．　　　　　　　　　　　　　　　　（†｝島研究室）

　8cm×15cm吹出し式超音速風洞

　測定部は8Cm・t　lscmの短ll多断面，ノく型球形貯気槽を7芝気源とし，持続時間は20分，マッ

ハ数2，3の2種でノズル交換式，淀点圧ノ」8気圧，圧ノ」測定，流れ場の光学観測，衝撃波

粘性層「瀕貝1淀に使用．　　　　　　　　　　　　　　　　（辛島研究室）

　アブレーション風洞

　測定部は直径60φmrnのiIJl｝；ラ断面，自由噴流型，マッハ数5．74，淀点最高温度1200．℃，付

属の空気ノ川熱炉はシリコニット発熱体による直熱式，使用電力93kW，炉内温度1500．．C，ア

ブレーションを伴う流れの空気力学：的、；者物理学やアブレーション率の測定に使川．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（率｝島研究室）
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　　　　　　　　　　　　　　相模原キャンパス本館

熱真空試験装置

10一7torrの高真空で一30℃～－60℃の間の熱真空試験を行うことができる．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（小川原研究室）

　X線望遠鏡較正用平行光源

　高空間分解能のX線望遠鏡を可視光により較正するための装置で平行度は約2秒角であ

る．　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（小川原研究室）

　オートグラフDCS－2000形

　定速歪方式の万能試験機，容量：2000kg（秤量200gr）．クロスヘッドスピード：0．5

～500mm／min（13段）．クロスヘッドストローク：1000mm（つかみ具なし）．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（小野田研究室）

　X線発生装置

　理学電機社製ロータフレックス200（60kV　200mA）で，

モリブデンを用意してある．

ターゲットとして，銅，アルミ，

　　　　　　　　（愼野研究室）

　横型極低温試験槽

　飛翔体搭載望遠鏡の光学系を極低温環境で試験するための試験槽．内容積は30cm径×45

cm長で，光軸を水平にした状態で試験できる．液体窒素により50　K，液体ヘリウムを用い

ると2Kまでの冷却が可能である．　　　　　　　　　　　　　　　　　　（奥田研究室）

　精密大面積球面鏡

　飛翔体搭載望遠鏡の光学的性能を測定するための精密球面鏡．有効径60cm，曲率半径

14m，精度1秒角の凹面球面鏡で，あおりを微調整する機構が付属している．

　　　　　　　　　　ts　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（奥田研究室）

　赤外線モニター観測装置

　衛星搭載赤外線観測器が軌道上で観測する際に，地上においてその観測の援助，較正用赤

外線源のモニター観測などを行うための，赤外線観測装置・口径1．3mの経緯儀式反射型望

遠鏡の焦点に，液体窒素冷却の赤外線センサーを備えている．　　　　　　　（奥田研究室）

　赤外線黒体炉

　赤外線波長域において，精度の良い標準光源となる黒体炉（バーンズ社製）．設定温度は最

高1000度Cまで，放射率98％以上，光源の口径は1インチまでである．変調用チョッパー

も備えている．　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（奥田研究室）
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　標準赤外線分光計

　Biorad社製フーリエ分光計FTS　20・80（高速アレイフロセッサー，遠赤外キット付）．測

定範囲は4000～10cm　l，分解能は最高0．08cm　1で，種々の試料，フィルター，検出器感度

の分光特性などが測定できる．また平光ビームによる測定装置，高感度遠赤外検出器（ボロ

メータ）も備えている．　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（奥田研究室）

　真空蒸着装置

　島津製EA－250　GS，汎用の真空蒸着装置であり，水晶式の膜厚計を備えている．現在は

電場計測器開発に使用しており，偏向電極の製作等を行っている．　　　　　（鶴川研究室）

理研製精密小型旋盤

軸ぶれ0．3ミクロン以ドの小型旋盤でありA棟実験室に設置． （鶴田研究室）

超音波加工器

超音波Il業製，セラミックス等の穴明け，切断に利用できる．　A棟実験室．

（鶴田研究室）

輻　射　炉

やまと科学製，小型輻射炉で，1cm角程度の資料を1400度まで加熱できる．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（鶴田研究室）

　磁気シールド付き真空チャンバー

　ロケットおよび衛星搭載用の低エネルギー電f分析器の基礎開発実験や電fビーム実験に

使用するために，地球磁場等の影響を除去する目的で，2重の磁気シールドを内部にもつ真

空チャンバーである．磁気シールド内部の700mm（φ）x1400rnm（L）の領域で，約100

nT以ドの低磁場になっている．また，3次元ジンバルおよび電f銃可動装置も設置されてい

る．1モ真空排気系は15001／sのターボ分fホンフと12001／sのクライオ・ポンプで，到達真

空度は5×108Torr以ドである．　　　　　　　　　　　　　　　　（鶴田・向井研究室）

He－Neレーザー

NEC　GLG　5800

発振波長632．8nm

発振出力50mW以ヒ
発振モード　TEMoo

ビーム径　L7mmφ
出力安定度　5％・ユOH以内

ノ　イ　ズ　1％rms （河島研究室）
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　ベックマン紫外可視分光計DU－8

　波長スキャン，Tm分析の両システム，自動データ処理波長範囲，190　一　900nm，測光範

囲一〇．3～4．OA　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（清水研究室）

　ベックマンDU。8B紫外可視分光光度計

　波長スキャン，Tm分析の両システム．測定波長範囲は190～900nm．測定レンジー0．3～

4，　OOO　A．迷光く0．05％．安定性く0．002A／hour．　　　　　　　　（清水・長谷川研究室）

　DNAシンセサイザー
　Applied　Biosystems社製モデル381　A．ホスフォアミダイト法の完全自動化装置で，1配

列あたり最大250塩基の合成が可能である．合成スケールは0．2，1，10マイクロモルの3

種類で，最大合成プログラムの収納数は4種類である．　　　　　　（清水・長谷川研究室）

　卓上形分離用超遠心機

　Beckman社製モデルTL－100E．卓上形で10万回転／分，436，　OOO×gの遠心力を発生．

10種類のプログラムメモリー付き．動作温度範囲は2℃～40℃．ロータは周定角TLA－1002

で最大容量は10mL．　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（清水・長谷川研究室）

　紫外可視分光解析システム

　Beckman社製DU－65型．測定波長範囲200～900　nm．測定範囲一〇．300～3．000　A（0．0～

200．　0％T）．ノイズ＜0．0005A（OA，500nm，0．05秒レスポンス）．スキャン速度750，

500nm／min．50μZの試料で測定可能である．　　　　　　　　　　（清水・長谷川研究室）

　高速冷却遠心機

　トミー精工社製CX－25型．最高回転数25，000rpm．最大遠心加速度60，100×g．最大処

理500mL×6本．温度制御範囲一9～＋39℃．遠心時間設定範囲1min～99hour　59　min．

連続遠心可能．プログラムコンディションメモリーは10個．　　　（清水・長谷川研究室）

　三次元カラー・グラフィック・システム

　武藤工業製MG　300型をベースにし，大型計算機M380と9600ボーで連結され，計算結

果の図形処理に使われる．ローカル・コントロールで拡大・縮小，三次元的な回転・移動が

できる．　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（棄原研究室）

　瞬間マルチ測光システム

　このr瞬間マルチ測光システム』は，可視光帯から近赤外帯（300～1100nm）領域にお

ける光スペクトルの測定，分析を行うシステムであり，従来の同様の測定システムに比較し，

センサ部にフォト・ダイオード・アレーの採用により，高速の現象を測定できる．本システ

ム基本構成は，計測器本体，外部光源，計測用コンピュータ，出力装置から構成されており，

発光体／反射体の光をスペクトル測定，および，その時間変化をコンピュータのモニタとの
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対話形式により行える． （安部研究室）

　高速バルブ型ショック・チューブ

　自由ピストンを用いた高速バルブの開閉によって衝撃波を発生させる装置，高圧部10気

圧，低圧部長5m，測定部50mmφ．　　　　　　　　　　　　　　　　　　（安部研究室）

　赤外線影像装置

　対象物から放射される赤外線を検出してその表面温度を測定し熱画像を表示する．測定温

度範囲一40℃～3000℃，温度分解能0．1℃（最小），測定速度20画面「秒。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（睾島研究室）

　高温変形動的観察用顕微鏡

　ユニオン光学IIM－4型．最高加熱温度1000℃．最大負荷200　kgで引張り，圧縮のlll〃∫向

の試験が可能である．到着真空度は106Torrであり，微分卜渉顕微鏡を搭載している．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（堀内研究室）

　高速急熱急冷熱膨張計

　真空理Il製，最ノ〈加熱，冷却速度t20℃／sec，　ユ00℃／sec．変位検出感度0．1μm．到

達真空度は105T（）rrであり，測定可能な温度奪fa囲は，室温から1200℃までとなっている．

また最大で8kgまでの負荷が可能である．　　　　　　　　　　　　　　（堀内研究室）

　アークプラズマ・チェンバ

　MPDアークジェットの基礎実験，開発研究及びフラズマルームを用いた電磁流体力学実

験，フラズマ化学実験を行う．チェンバーは1．5mφ×2．5m，背圧105Torr：準定常数電々

i原によlms，　2kj．　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（栗木石i汗究室）

　レーザー推進実験設備

　レーザー推進，レーザー・エネルギー変換，レーザーフラズマ化学の実験に用いられる．

出力5JのTEA　CO2レーザー，1Jのルビーレーザーから成る．　　　　　（栗木研究室）

　反物質貯蔵シミュレーション装置

　反物質生成及び貯蔵を，物質にて模擬i実験するための真空装置．φ150mmハイレックス

ガラス製．フラズマ発生部，再結合部，レーザー冷却部，レーザー貯蔵部より構成される．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（栗木研究室）

　太陽光自動集光伝送装置

　太陽を自動追尾し，フレネルレンズで集光し光ファイバーで必要な場所に光を伝送する装

置である．フレネルレンズは3．　50mrn径に内接するIE六角形で，実効面積は795cm2である．

光ファイバーは0．5mm径の石英単芯ファイバーを37本束ねたバンドルファイバーで，全長
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20mである．伝送効率は約25％である．現在，　A棟館の屋k中央付近に設置されており，

205号室に光を伝送している．　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（棚次研究室）

竪形ねっ和機

容蹟5Z，コンポジット推進薬の試作用． （岩間研究室）

　観測ロケット姿勢シミュレーション装置

　種々のミッションに対応した観測ロケットの姿勢を模擬し，姿勢検出装置の機能を確認す

ることを目的とする．ヒッチ・ヨー・ロール軸回りの回転が可能で，角度読取りの分解能は，

0．1°である．　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（中谷研究室）

回析分光器
人［衛星表面材料の吸収率（200nm～2500nmの反射率）を測定する装置である．

1　仕　様

名　　称日本分光CT－50形回析格f分光器

光学系ッェルニーターマゥント

　　　　　シングルビーム

焦点距離　500mm

明るさf／6．8

波長範囲　200nm～2．5μmの間を回析格子を変換して選択

光　源ハロゲンランア，Xeランプ

スリット　両開き，入射出射連動

　　　　　高　さ　15mn（V型シボリで0～15mmまで可変可能）

　　　　　幅　　　0．003～5mm

　　　　　フィルター次数分離用ナシ（UV－25，　UV－39，　VR－69）（ホルダー一付き）

　　　　　寸　法　665（奥行）×380（幅）×350（高）mm

　　　　　重　蚤　40kg（波長駆動装置含む）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（林研究室）

　自動容量ブリッジ

　コンデンサ，MIS（Meta1－lnsulator－Semiconductor）ダイオードなどの容量とコンダクタ

ンスを1kHz，10kHz，100kHz，1MHzのスポット周波数で短時間に自動的にディジタル

表示で測定することができる．容量とコンダクタンスの測定範囲はそれぞれ，0．001pF～

1．2μF，0．1mΩ～9．99mΩであって，容量精度は，0．1％コンダクタンス精度は3％，信品

レベルは25mV，測定時間は0．5秒である．　　　　　　　　　　　　　　（後川研究室）

　カラーイメージプロッサー

　nexus　6300型，分解能512×480ドット，　R，　G，　B用512×512×8ビットのメモリー3枚

を装置．各種の画像処理機能を持つ（メモリーの増設を行い，現在は，nexus　6400型と同等
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の性能となっている）．

質量分析計

分解能約500質1垂しL査範囲1～1000で化学分析用

（廣澤研究室）

（山ド研究室）

フーリエ変換赤外分光器

卜渉計に計算授隻を組合せたもので，多量測定が容易で波長分解能も優れている．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（山下研究室）

レーザー光源

Lumohics　1〔｝3　Tl弓A－CO2レーザー．

　　　　　　　　　　相模原キャンパス飛翔体環境試験棟

低周波スペクトルアナライザー

DC～200　kHzまでのFFT方式2chスヘクトルアナライザー．

高周波スペクトルアナライザー

20kHz～200MIIzまでのヘテロダイン方式のスイーフ形スヘアナ．

（山F研究室）

（鶴川研究室）

（鶴田研究室）

　3軸フラックスゲート磁力計

　0．1～50，000nTまでの静磁場を測定，付属のマイコンに取り込み処理が出来るようになっ

ている．　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（鶴田研究室）

　磁気シールドルーム

　科学衛星，観測ロケットの試験環境の一一つとして，弱磁場空間を作るたy）に設置されてい

る．シールドルームは内径6rnの球形の空間であり，ハーマロイの通：球殻により内部磁場

はシールドルーム外の磁場に比して3F分のユ程度の10～20nTとなっている．ハーマロイ

を固定するため，厚さ10mmのアルミの一二重球殻で構造が出来ているが，このために，シー

ルドルーム内は外部電磁界雑音に対しても良好なシールド効果を示す．この二つの特性を利

川して，残留磁気モーメント測定，機器間相互電磁Ii渉試験等に使用されている．

　ぐ諸　　元〉

　ノく　き　さ：内径6mの球形（外径8m）
　｛弦玄Cくilj巫蔽♪平く　：3000つ｝o）1

　交流電磁界遮蔽率：1万分の1程度

　一イ寸属設備・

　llil転テーブル：360111il転可能

　磁力計移動レール：（円弧にそって←90°～－90　”）

　磁　　力　計：（悼由フラックスゲート型）

　る軸コイル：最大10，000nTまでの任意方向の磁場を発生出来る．
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FFT及びスイーフ形スヘクトルPtライザー

〈その他〉

空　　　　調：専用空調設備で100，000程度の清浄度の空間となる．

消　　　　磁：専用消磁装置でシールトルーム全体の消磁を行うことができる．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（鶴田，二宮研）

　動釣合試験装置

　衛星および衛星打ちヒげ内機体の動釣合試験を目的とした，たて型動釣合試験装置でE軸

に静圧軸受を使用して測定精度の向Lがはかられている．試験体は重蹟，200kg，直径1600

mmまで可能である．試験回転数は試験体の重心位置により50～350r．p．mの範囲で可変で

きる．　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（小野田研究室）

　衝撃試験装置

　ロケットおよび衛星の衝撃試験を目的とした．落ド衝撃式試験装置で合成ゴムハットを4

個使用している．試験は最大重量500kgとして50G（半IE弦波）まで可能である．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（小野田研究室）

振動試験装置

1．加振力3ton，動電型，振動数5～2000Hz，自動掃引式

2．加振力8ton，動竃型，振動数5～2000Hz，自動掃引式

3．加振力10ton，油圧型，振動数5～300Hz，自動掃引式 （小野田研究室）

　振動・衝撃制御装置及び計測データ処理装置

　ミニコンU－300（ハナファコム製）を二台使用して，ランダム振動・衝撃試験の制御及び

データ集録を行う．またアナログ信号をA／Dとしてミニコンでデータ処理ができる．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（小野田研究室）

　科学衛星試験用振動試験システム

　衛星およびロケット計装部とそのコンポーネントの振動・衝撃試験を行う．加振力14ton

の振動発生機を本体とし，垂直および水平の補助振動台を備える．操作はデジタル制御によ

りiE弦波，ランダム波振動試験のほか衝撃試験も可能である．　D要性能は以下の通りである．

　。振動数範［用　5～2000Hz

　。最大加振力ユ4ton

　。最大変位50mm（P－P）

　。最大速度150mm／sec

　。最大加速度振動発生機単位100G

　　　　　　　　　補助振動台ヒ600kg負荷で12G

　。最大搭載能力　補助振動台上1000kg

　。加振制御　正弦波・ランダム波・衝撃波　　　　　　　　　　　　（小野田研究室）
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　電磁干渉（EMI）測定装置

　飛翔体及びそのサブシステムが発生する各種の電磁雑音を自動的に測定する装置で，飛翔

体環境試験棟3Fの電磁卜渉しゃ閉室に設置されている．放射性及び伝導性の電磁雑音を，

10011z～20GHzの周波数に対して自動測定できる．　　　　　　　　　　　（齋藤研究室）

　ジャイロ試験装置

　ジャイロの高精度な試験を行うことを目的とする．外部から設定した回転速度で，1軸回

りに回転可能なレートテーブルと，テーブルの制御装置より構成されている．回転速度は，

0～士600°／secの範囲で設；j，piJ能である．　　　　　　　　　　　　　　　　　（中谷研究室）

　ロケット姿勢制御系試験装置

　ロケットの姿勢制御装置を，地ヒにて，試験・調整するための装置である．ミニコンピュー

タによる，自動試験，および結果の表示を可能としている．　　　　　　　　（中谷研究室）

　科学衛星磁気試験装置

　人工衛星及びそのコンポーネントの磁気モーメントを測定ならびに調整することを目的と

する試験装置で次の機能を育する：

　11）合成磁気モーメント（永久成分，誘起成分）の測定（被試験体寸法1．5mφ×1．23mh

以ド，被試験体弔：量300kg以ド，検出感度0．05A・m孔測定磁気モーメント値の士50A・

m2 j

　〔2）　7肖石並、試験　（ft乏人ゴ肖石妓，79　・jfiミ1斐500ersted　r）C）

　｛3）弱～強磁界中での人ll衛星の各種試験（磁界強度範囲0．01～500ersted）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（二宮研究室）

　二次元回転磁界発生装置

　地磁気の水平成分を大略打ち消したヒで，水’r面内で［・】転速度10～1000rpm，大きさ0～

50restedの【・1転磁界を発生できる。この範囲の直流磁界を発生することも可．有効範囲は

約1mφの直径の球の内部，人ll衛星の磁気姿勢制御系の機能動作試験等に用いられる．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（二宮研究室）

　微小トルク測定装置

　人Il衛星等の被測定物をト字バネで保持し，発生する微小トルクにより生じる回転をオー

トコリメータにて計測する方法である．卜・レク測定範囲は50～5000dyne－cm，被測定物重

量は120kg以ド．慣性能率の測定にも使川口∫能．　　　　　　　　　　　　（二宮研究室）

　直流B－H曲線測定装置

　磁性材料のB－H曲線を自動的に測定表小できる．硬磁性材料のB－H曲線をも測定できる

ように最大15，000　gauss（磁界均・範囲約1000　gaussでは2．8crnφx5．　Ocml）の磁束密度

を発生できる磁化器をもそなえている．　　　　　　　　　　　　　　　　（二宮研究室）
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慣性モーメント測定装置

衛星の慣性モーメントを測定する装置で，カールシエンク製M－50型である．容殿は2

ton．　mで直径1400mmとして高さ2000mm， 重量800kgまで試験できる．

　　　　　　　　　　　　　（：宮研究室）

　科学衛星姿勢センサ系試験装置

　水’F線検出器・太陽センサ・地磁気センサを科学衛星搭載状態のままで動作試験するため

の装置で，3rpm～3rps可変の精密回転台と，この周辺に配置された地’II線シミュレータ

（温度制御された黒色の板）や擬似太陽光源（クセノンランフ）などから構成されている．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（：宮研究室）

　スター光シミュレータ装置

　本装置は，ライトガイドとヒンホー一ルを使川してスターチャートヒに星野を作成し，人L

衛星などの姿勢制御に使川されるスy一センサの限界等級検出能ノ」，　㌃重量に対する誤認の

で∫無，光学系のアライメントなどの各種試験に使用できる．

　送信像は　2～i6等級（1等級毎に可変，±0．5等級o）等級精度，等級偏差土20％，等級

安定度±10％，色温度約3，0001K，約6，000　K），ヒンホール数は一一般星用20個。ダブル

スター用1組，送信レンフ（Apo　NIKKOR）は有効径127rnm，焦点距離1，780mrn，明る

さF／14である．　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（二宮研究室）

　姿勢センサ試験用駆動回転装置

　スターセンサ，太陽センサ，水平線センサ等の衛星及びロケット搭載用姿勢センサの性能

確認ならびに飛翔前試験を行うための2軸回転装置であって，　・定角度のニューテーション

運動も併せて模擬発生できるようになっている，

　回転速度（ψ・，φ）：0．ユ～2，0PPM

　ニューテーション角度（θ）：5’以内

　スリップリング：10接点

　搭載重量：20kg　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（二宮研究室）

　高精度日周運動追尾装置

　本装置は太陽・星等を対象とする姿勢センサの試験および動作チェック等を目的とした高

精度日周運動追尾装置である：

架台部
　型　　　　式：全周運動微粗動

　精　　　　度：周期運動士3．5秒角

　追尾誤差：0．93秒角・ユ時間
　k皮2貝lbj∠牛勿ir！：1直　：糸勺30kg

　イs　l本　　1巨　最：糸勺15kg

ディジタル表示部
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マイクロコンヒュータ処理による赤径，赤緯の表示 （二宮研究室）

　角運動量制御系機能試験装置

　本装置はバイアス角運動姿勢安定化衛星のヒッチ軸まわりの姿勢制御系を開発および試験

するための装置で，姿勢制御エレクトロニクス，モーメンタムホイール，ジャイロスコープ，

およびサーボテーブルそれぞれとのインタフェース部，中央処哩装置部，およびデータ蓄積

・表示部から構成される．モーメンタムホイールの動特性測定，ジャイロバッケージの動作

特性測定，およびヒ記姿勢制御系の機能および性能試験を行なうことができる．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（二宮研究室）

　三軸モーションシミュレータ装置

　人Il衛星，ロケットなど宇宙飛翔物体の姿勢検出系および姿勢制御系の地上試験を高精度

で行なうことを目的とする．インナ軸，ミドル軸，アウタ軸の3軸回りに回転口」能なジンバ

ルを有し，被試験体に，任意の姿勢を与えることが可能である．姿勢ダイナミクスは，ミニ

コン（MS－140）を川いてリアルタイムで解き，その結果に基づき，コントローラを介して，

1記ジンバルを駆動する．従って，ソフトウェアの改修により，広い範囲の飛翔体の姿勢ダ

イナミクスに対応可能である．Lな性能は，以ドの通りである．

　姿勢分解能：各軸とも，104deg

　最大回転範囲：各軸とも無制限

　最大1・1転レート：インナ軸1000”ls，ミドル軸70げ〆s，アウタ軸400「’　Ks

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（：宮・中谷研究室）

　擬似太陽光光源

　本装置は太陽センサ等の単体の機能試験及び衛星の総合試験時に使用される疑似太陽光光

源である．ドな仕様は次の通りである．

　（1）有効照射面積　100cmφ以ヒ（照明範囲は150cmφ以ヒ）

　121照射距離i50cm標準
　i3｝’「行度±0．25⊃，±0．5『，±1．0㍉士1．5’任意に設定可能

　山　1｛光線の角度　アラインメントミラーに対して±0．ゴ以内

　15｝放射照度　140mW／cm2以E（平行度士1．5’にて）

　〔6）放射照度の場所なら±10％以内（’IZi　i’度±1．5’にて）

　17｝放射照度時間変動率士2％／h

　I8［スヘクトルXeランフスヘクトル（｝｛波長範囲400～1100nm）

　9）光フィードバックによる点灯可能

　10）重量167kg，消費電力200V　20A　　　　　　　　　　　　　　　　（二宮研究室）

　科学衛星試験用一軸回転テーブル（大型）

　本装置は科学衛星の総合試験（アラインメント測定等を含む）において衛星の1軸まわり

の回転を精度よく実現する機能をもつ回転テーブルであり，また姿勢制御系・姿勢検出系等
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のサブシステムの機能試験を行なうために使用することもできる．方位角方向を任意の角度

及び速度に設定でき，またそれらの値を表示ならびに他の機器に出力することが可能である．

主な仕様を次に示す．

　1．供　試　体

　　（1｝供試体寸法　最大2．4mφ×4mh

　　（2）供試体重量　最大1，　500kg

　　（3）供試体慣性能率　　最大1，000kg・m2

　2．動作モード

　A　位置制御モード

　　（1）位置精度　±10arc　sec以内

　　（2）角度範囲　0～360deg

　　（3）分解能4．0×10『4deg以内

　　（4）角速度最大120deg／sec
　　（5）位置読取精度　　±2arc　sec

　B　速度制御モード

　　（1）速度制御範囲　　0．6～900deg／sec

　　（2）速度設定精度　　0．6～60deg／secの範囲

　　　　　　　　　　　　　10一4deg／sec

　　　　　　　　　　　　　60～900deg／secの範囲

　　　　　　　　　　　　　0．1％

　　（3）速度変動率　リニアリティからのずれ

　　　　　　　　　　　　　±0．1％以内

　　（4｝角　加　速　度　　最大10deg／sec2

　3．スリップリング

　　（1｝信号伝送用（1A／1pin）　30対（60本）

　　（2）電力伝送用（20A／1pin）20本（但し全pin通電時は1pin平均13Aに低減）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（二宮研究室）

　科学衛星アライメント測定用石定盤

　本定盤は科学衛星および搭載機器のアラィメントを測定する場合の基準台として使用する

ものである．

　石定盤は金属定盤と違って，温度等による歪みが少く，一度面出しがされていれば，長期

間面精度が保持されている．また，この定盤は周囲の振動の影響をなくすため，防振対策が

施こされている．

　寸法：3000×3000×400（mm）
　材　　　　質：花南岩

　自　　　重：約10（ton）

　搭載可能荷重：約2（ton）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（二宮研究室）
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　科学衛星搭載機器管制試験装置

　温度，振動，衝撃，熱真空など各種の環境条件のもとで科学衛星搭載機器の動作試験を行

うためのもので，電源管制盤，コマンド制御盤，チェックアウト盤，受信復調記録装置など

よりなる．　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（林研究室）

　ポッティング用チェンバー

　本装置はロケット，衛星搭載川高圧機暑尋の真空中でのホッティング，コンフォーマルコー

ティングを目的とした真空槽である．貞空槽は810mmφ’・．750mmHで，槽内には外部から

の操作によるX－Y方向への移動が・∫能なテープ・レ，ホッティング材の脱泡，撹伴を行うヒド

回転【i∫能な電動式撹伴棒2式，資料および90mmφ～ユ20mmφのビーカーを保持することの

出来る耐真空用トング銃2式をもち，さらにヒーター導入端子，熱電対導入端」乙，高周波用

導入端r一なども備えている．到達真空度は1＼10－：3　Torr．以ド，油回転ホンブの排気速度は

950〃minである．　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（林研究室）

　動作信頼性試験装置

　本装置はロケットや衛星に搭載する小型のサブシステムや各腫部品の真空中における温度

試験ならびに動1〆rl，瀬性試験を行なうためのもので，シュラウド内を1・105Torr．　以ド

の真空度で　40C～＋100　Cの任意の温度に設定することが【　．i∫能である．　　　（林研究室）

　大型恒温室

　人Il衛星や各搭載機器の温度試t）fiを行うたy）のもので，そのiそ要諸元は以ドのとおりであ

る．

　1．　　ジ占Il　　ナ隻　　毒琶　　【炸i　　－4〔〕C～土80　C

　2．　　ith　l隻ailj行目1＊－i’」’巨乏　　±1C」以1／xJ

　3．　　詰lt　　l歪芝　　つ〉　　（ti　　±2’C∫L’」、1勺

　4．　ilIIU隻ド1降［1与1；ll　RT→一一40　C糸勺60分

　5．　温度　L昇時間　　RT－〉＋80℃約60分

　6．　温度制御方式　 ・強制通風熱交換式（RID制御）

　7．　　、三式験雀ミ1／Nj　Jr；・」昌2二去　　～V　300〔，　x　正1　2600　x　l）　3400／nl

　除湿には，冷凍機による通常の方法以外に，ノ〈型スへ一スチェンバー附属の液体窒素タン

クより気化器を通して窒素ガスを導人することも可能である．なお，この場合の保安を目的

として酸素濃度監視装置を備えている．　　　　　　　　　　　　　　　　　（林研究室）

　横型スペースチェンバ

　人Il衛星サブシステムおよび宇宙用機器の熱真空王署境テストを目的とするもので，レ痩諸

元は以ドのとおりである．

　真空系：容器寸法2．4mφく4．2mL，36”油拡散ホンフ，10HPブースホンフおよび2Hp回

転ホンフ使用，真空度3・．　10’Torr．

　冷却系：シュラウド寸法2mφ・4mL，液体窒素冷却，液体窒素は縦形スヘースチェーン
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バの液体窒素冷却装置より供給される． （林・大島研究室）

　宇宙環境試験装置（縦形スペースチェンバ）

　人工衛星および宇宙用機器の熱真空環境試験を目的とするもので，ターボモレキュラポン

プおよびクライオポンプの採用により，油汚染のない高真空が得られる．

　容器寸法，4mφ×6．8mH，有効空間3．5mφ×5mH，到達真空度1×108Torr．以下／8時

間以内，低圧液体窒素貯槽150001LN2，中圧液体窒素貯槽8500　ILN2．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（林・大島研究室）

　太陽電池試験用スペース・チェンバー

　本装置は，当所において擬似宇宙環境で入工衛星等に使用する太陽電池をはじあ，各種部

品ならびに小形subassemblyの試験を行うことを目的とする．

　650φ×800Lの真空槽で，自由沸騰式のLN冷却系（シュラウド寸法は530φ×600　L）

により，真空度は迅速に10’6Torr以下に達する．また光源は高安定度の目的で定電流方式

を用いた1kWのXeランプより，照射面積120　cm2に140　mW／cm2を照射し得る．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（後川研究室）

　パルスソーラシミュレータ

　衛星のパドルやパネルに実装された太陽電池アレイの特性測定のための疑似太陽光源で，

6本のXe（キセノン）フラッシュランプを使用し，2．5m×2．5mの照射面積に1ソーラコ

ンスタント（135．3mW／cm2）の光を照射することが出来る．照射時間は約3msecと短い

ため被照射物の温度が上がらず，また，安定度が良いのが特徴である．太陽電池の特性デー

タはパルスソーラシミュレータの点灯に同期して1－V特性上の64点を取り込みCRT画

面等に表示する．　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（後川研究室）

　電波無響室

　ロケット及び科学衛星等に搭載される電子機器の開発試験を行う部屋である．

　室内容積，麻面巾8．7m，高さ9m，長さ22．7m，最大測定距離20m，使用周波数帯に

於ける室内特性，1．OGHz（－36　dB），3．　O　GHz（－40　dB），10GHz（－43　dB），18GHz

（－50dB），35　GHz（－50　dB）電磁シールド特性30　kHz～30　GHzに対し一60　dB以上被測

定物重量500kg，一式，1　ton　一一式（最大測定距離（11m），クレーンー式5ton．

相模原キャンパス構造機能試験棟

　大型スピンテーブル

　ミューロケットの頭部の開頭，各段の切離し試験など大型ロケットの機能試験をスピン中

に行うことを目的としたもので0．3～7Hzのスピン運動に，傾斜角0～15°で0～1Hzのプ

リセッション運動を重量させた試験ができる．テーブル上には分力測定用ロードセルを装着

した試験時の反力の測定ができる．試験体は重量800kgで直径1．　O　m，重量400　kgで直径

1．6mのものまで試験ができる．
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付属装置として試験体切離し時のつりヒげ装置がある． （小野田研究室）

　ロケット構造試験用テストスタンド

　M－3SII型級ロケット構造，機能部分の総合試験を刊｛的として，水・V’（長さ12m，幅

6m），垂直（高さ8m，幅5m）のL型定盤，油圧ジャッキ，2系統同時駆動の油圧負荷

制御装置，高速度ひずみ・たわみ計測装置（計測点数600点）等で構成され，軸ノJ200　ton，曲

げモーメント200ton－mまでの試験がriJ能である．またこれらの操作およびデータ処理は

小型電f計算機S－3300を使用して行う．　　　　　　　　　　　　　　　（小野田研究室）

　ロケット切離し装置

　本装置はロケット各段の切離し試験においてE段側を吊ヒげるために使川するもので，構

造機能試験棟の天井走行クレーン（5ton）に設置されている．駆動源は油圧モータを使

用し，最大吊ヒげ能ノJは1．5ton，吊上げ速度は2m／sである．スピンを伴なう試験は大型ス

ヒンテーブルと併用して行う．　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（小野田研究室）

　油圧サーボ型疲労試験機

　鷺宮製作所リサーチ1600型，コンピュータ制御油圧サーボ材料試験機でありCOD制御，

△K制御，K【c試験，　Jlc試験等の自動測定が可能である．　　　　　　（堀内，栗林研究室）

　高周波加熱装置

　富士電波製．最大出ノJ10kW．ヒ記の油圧サーボ型疲労試験機に真空チャンバーと合せて

組み込むことにより，雰囲気，温度と荷重を制御した種々の材料試験の自動測定が可能となっ

ている．　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（堀内，栗林研究室）

　垂直落下型衝撃試験機

　薄肉構造体一般の衝撃・圧壊試験に用いられ，衝撃による破壊のモード，衝撃エネルギ吸

収のメカニズム等の研究に寄与できる．（付属設備：データ処理装置，高速度カメラ）

　試験機の大きさ：幅950×奥行1，300×高さ12，300mm

　量大落ド高：10，000mm

　最大衝突速度：14m／sec

　供試体最大・j°法：幅400×奥行400）・高さ500mm

　供試体最大重量：50kg　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（一｛浦研究室）

　　　　　　　　　　　　　相模原キャンパス特殊実験棟

　遠赤外レーザー発生装置

　遠赤外線波長域の分f一ガスレーザー線を発生させる装置（アドキン社製）．キャビティー長

3．5m，118μm線の発振出力は最大60mWである．ガスの選択によって，遠赤外のほとんど

の波長域をカバーすることができる．赤外線観測装置の波長の較正，感度の較正などに用い

られる．　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（奥田研究室）
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　赤外線観測器用極低温試験設備

　液体窒素あるいは液体ヘリウム温度において，宇宙赤外線観測器の動作試験をするための

試験槽．冷却容積は直径50cm，長さ50　cmあり，約2度Kまでの冷却が可能である．外部

から試験光を導入することも可能である．　　　　　　　　　　　　　　　　（奥田研究室）

軸

　大面積平行光発生装置

　赤外線観測器などの光学試験を行うための，大面積平行光を発生する装置．直径1mの金

属球面鏡により，焦点におかれた光源の光を平行光に変換する．平行度は20秒角程度．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（奥田研究室）

　フーリエ変換赤外分光光度計

　マイケルソン干渉計を用いたフーリエ変換型赤外分光光度計（BOMEM社製DA　3．36）．

試料室は真空にでき，最高0．003cm’1という高分解能の分光測定が可能である．波長範囲は

47000　一　IO　cm’i，試料の透過率，反射率のほか，赤外線観測器の波長特性の測定もできる．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（奥田研究室）

　プラズマ発生実験装置

　（1）プラズマガン：直径6吋の同軸型プラズマガンで電子密度10i4／cm3，電子温度6eV，

速度107／cm／sec程度のプラズマが約60μsecの間発生できる．

　（2）定常プラズマ発生装置：プラズマ発生部とプラズマドリフト空間とからなり，ドリフ

ト空間内のプラズマは，電子密度約1012／cm3，電子温度約10eVである．

　（3）磁場装置：kの2種のプラズマ発生装置に使用するもので，最大磁場2万ガウスまで

発生できる．

　（4）相対論的大電流電子ビーム装置：500keV，2kA，5nsecのパルス大電流電子ビームで

プラズマを発生する．

　このほか付属測定装置として，可視分光器，イメージコンバーターカメラ，マイクロ波干

渉装置，パルス高周波発生装置，ルビーレーザー装置（300MW　20μsec）等が用意されてい

る．　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（奥田研究室）

　黒体炉t回析格子分光器および記録装置

　黒体炉よりの赤外線を回析格子分光器またはフィターを用いて単色光とし，宇宙観測赤外

検出器の検定および開発に使用する．波長範囲は可視光より30ミクロンまでである．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（奥田研究室）

　赤外検出器用計測器

　YHP社製3582　A型スペクトラムアナライザー（1Hz～25kHz），　YEW　3655型アナライ

ジングレコーダー（4チャンネル，FFT，　GPIB付）がある．赤外線検出器以外の用途も可

能である．　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（奥田研究室）

154

This document is provided by JAXA.



　低エネルギー荷電粒子計測器較正装置

　ロケットおよび衛星搭載用の低エネルギー荷電粒子計測器α）基礎開発実験および飛しょう

前の較正テストを行う．低エネルギー荷電粒fとは，0．1～30keVの電fおよびイオンであ

る．

　Eな仕様は以ドの通りである．

〔a）　Eチェンバー　900φb・．1050Lq勺部にジンバル台）

〔b）ド排気系1500〃s夕一ボ分fホンフ

　　　　　　　　　チェンバー内の到達真空度：　．一一1ン107Torr

lci　ジンバル機構

［d）

〔e｝

・1）2軸回飼｛サ1臨ll㈹その中心は選択bT）

・2）1・蘭読鮒隻｛蝉8：i，il

イオンソース　0．1～20keV（30keVまで可）

　　　　　　　永久磁石による質最選別付　160〃sメ皇動排気系付

電　　r　銃　0．1～15keV（30keVまで口∫）　　　　　　　　　　　（向井研究室）

多重折り返しマイケルソン型レーザー干渉計

高出力，単一モード，周波数安定化アルゴンレーザーを川いたノく型のレ渉計である．

　　沢ど　　　　主乏　　　514．5nm

　　出　　 ノ」　1W

　　光路長　　10m（実効光路長　lkm）　　　　　　　　　　　　　　（1・∫島研究室）

　低エネルギー荷電粒子計測器較正装置

　本装置はロケットおよび衛星搭載川の低エネルギー荷電粒」乙計測暑｝｛の基礎開発実験および

飛しょう前の較IF．テストを行う．低エネルギー荷道粒fとは，0．1～30KeVの電fおよびイ

オンである．1こチャンバー（900φ・ユ050L）は，その内部にジムバル機構を育し，15001／s

夕一ボ分fボンフで真空排気される．　　　　　　　　　　　　　　　　（伊藤研究室）

　宇宙環境風洞

　測定部は直径1．6rnのF］形，［・1流型，風路が密閉・J能のため惑星大気の組成をもつガスを

充たし，その圧ノJを0．1気圧から1気圧まで変え得る．最高風速は0．1気圧の空気の場合170

m／sである．なお，容閉容積270m3のi珍（込み式風洞用の低圧槽として宅）使用される．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（大島，’1三島研究室）

　3次元水路

　幅50cm，深さ50cm，全長25mの直線水路であって，測定部6mの区間は全アクリル

製で，3次元模型の周りの流れの・J視化実験に使用する．流れは，循環ホンフによって50cm

／sまでの一様流とすることも，静止状態にして竃車によって模型を移動させることも出来
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る．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（大島研究室）

　再突入試験装置

　直径1．6m，長さ2．4mの横置真牢槽の中に，液体窒素シュラウド，ヘリウム・クライオ

パネルを設置したもので，宇宙空間における稀薄気流の実験を行う．空力加熱を模擬するた

めの放射加熱装置を有する．　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（大島研究室）

　成層流路
　幅10cm，深さ40　cm，長さ6cmの水路であって，上部と下部の温度差35℃，流速22　cm／s

の流れを作ることが出来る．成層流中の波動伝播の実験に用いられる．　　　（大島研究室）

　1．8mWスペース・チェンバー

　直径1．81n長さ2．4mの模置同筒型で，内部に液体窒素冷却のシュラウドを備え，またソー

ラー・シミュレーターで照射も出来る．衛星およびその部分の熱真空環境試験に用いられ

る．またクライオパネルを附加して，モル・シンクとして作動させ，真空中に噴射されたロ

ケット・プルームの相似試験を行う．　　　　　　　　　　　　　　　　　（大島研究室）

　フェベトロン706
　光学的観測用の瞬間光源，12ジュール，発光時間3n・sec，ターゲット可変による発光波

長可変．　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（安部研密室）

　自由飛行体発射装置

　自由ピストン駆動方式，発射管内径5～20mmφ，管長750～1500　mm　，全長16m，測定

胴内径500mmφ，測定胴内圧常圧～10－5Torr可変，飛行体最高到達速度3km／sec．衝撃波

風洞としても使用可能，淀み点温度1200°K，持続時間3msec．　　　　　　（安部研究室）

　レーザー推進実験設備

　レーザー推進実験に用いられる．出力3JのTEA　CO2レーザー（Lumonics　103）からな

る．　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（安部研究室）

　24cm×12cm吸込み式高速風洞

　測定部は24cm×12cmの短形断面，1．6m変圧風洞を低圧槽として使用する吸込み型，流

量調節及びノズルを使用することにより低亜音速よりマッハ数3まで気流が得られる．模型

の表面圧力測定及び流れ場の光学観測用．　　　　　　　　　　　　　　　　（辛島研究室）

　透過型電子顕微鏡

　日本電子JEM－100　B型．最大加速電圧は120kVである．透過型，走査型兼用の仕様と

なっており，分解能は2Aである．エネルギー分散型元素分析装置をも搭載している．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（堀内，栗林研究室）
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　走査型電子顕微鏡

　日本電f－　JEM－35　CF　IP童望．分解能は60　Aである．二次電tl像の他に，電fチャンネリン

グパターンの撮影が可能である．またエネルギー分散型元素分析装置をも搭載している．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（堀内研究室）

　画像解析装置

　ピアス製．種々の材料の組織の画像解析をlfうことを目的としており，　CCDカメラによる

撮影の他に，ヒ記の走査型電f顕微鏡から直接に像を取り込むことが可能となっている．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（堀内，栗林研究室）

　溶解，鋳造設備

　大気溶解，大気鋳造の設備とボタン溶解用の非消耗電極型小型アーク溶解炉により，種々

の金属，合金の実験用素材の溶製を行なうことができる．　　　　　　（堀内，栗林研究室）

　油圧押出し機

　押出しJJLI　I二により，丸棒素材から種々の断面形状の試験片素材を作成する．押出し力は

300tonであり，押出し速度は3mm／min～500mm／minの間で調整「】∫能である．また本体

コンテナを～300℃まで加熱することができる．　　　　　　　　　　（堀内，栗林研究室）

　熱間，冷間圧延機

　スラブ圧延用の熱間：段圧延機，薄板圧延用の四段冷間圧延機であり，金属，合金試料の
JLd延加［を行なうための装置である．　　　　　　　　　　　　　　　（堀内，栗林研究室）

　放電加工機

　放電アーク加Ilを行なう装置であり，単結晶の無ひずみ切断，スリットの加Ilを行なうこ

とができる．　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（堀内，栗林研究室）

　密閉式真空テストスタンド

　真空タンク容積3．5m3，排気装置，22”口径拡散ポンプ，液体窒素冷却面積200m2，液体

ヘリウム冷起面積8m2，テスト空問容積1mφ×1m，真空中におけるロケットの点火，火炎

ねふるまい，温度変化などを研究するのが目的である．　　　　　　　　　（長友研究室）

　弱磁場計測器校正装置

搭載用の磁力計及び低周波電磁波測定器の試験をするために設置したもので，’1三径0．3

メートル，長さ約1メートルの空間の磁界を約60デシベルシールドすることができる．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（西田研究室）

　　　　　　　　　大型計算機（管制センター棟1F・2F）

　当所には，大型計算機FACOM　VP－200，　M780／20，　M380R×2の4台が稼動中である．

主メモリーは，VP－200が25（，MB，　M780／20が128MB，　M380Rが32MB×2あり，外
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部メモリーは磁気ディスクが100GBでその他半導体ディスク（SSD），カートリッジ・ラ

イブラリ・システム（CLS），カートリッジ・テープ・ライブラリ（CTL），光ディスク・ラ

イブラリ・システム（OSL）が装備されている．

　入出力装置は，オープン室が2ケ所，サブステーションが各建物に4ケ所設置され，そこ

には磁気テープ装置，日本語ラインプリンター装置，グラフィックディスプレイ装置，AWS

（G150），画像処理装置がある．

　構内各研究室とは光データハイウェイ（410Mbps高速光LAN）によってホスト計算機

と結合され，個々のAWS等の端末は，10MbpsのDSLINK（イーサネットタイプLAN）

に接続されて，端末機能の他に，各研究室間のメールサービスも行なわれている．

　現在構内でホスト計算機に接続されている端末の総数は330台あり，外部から計算機をア

クセスするポートは公衆回線300ボー，1200ボー，2400ボーの合計で16回線ある．

　N1ネット・学情ネットにも加入し，全国の大学共同利用センター共接続されている．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（大型計算機室）
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6．附属研究施設

　a．鹿児島宇宙空間観測所（Kagoshima　Space　Center）

　観測ロケットおよび衛星打Lげとその追跡データ取得のため実験場で，昭和37年2月に開

設された．

　観測所は鹿児島の東南岸，内之浦町の太’｛ろ洋に面した長坪地区にあり，丘稜地を切り開い

て造成された数個の台地で構成されている．S型及びK型ロケット打ヒげのためのK・Sセ

ンタと，ラムダ型及びミュー型打tiげのためのミューセンタの：つの発射場をもち，また発

射管制のためのコントロールセンタ，観測データ受信記録のためのテレメータセンタ，ロケッ

トを追跡し飛しょう径路を測定するレーダセンタ，搭載機器の糸1泣調整を行う各種センタの

ほか，衛星の整備調整のためのクリーンルームを備えた衛星整備センタ，衛星の追跡データ

取得のための衛星追跡センク，衛星テレメータセンタ，衛星光学追跡センタなど，各種の施

設，設備がおかれている．昭和62年度末で，敷地総面積約72ha，建物数68，棟建屋総而積

ユ3，920m2，発射したロケットの総機数302機となっている．

　ラムダロケット用ランチャ

　ラムダロケットのつりドげ発射用でブーム長さ21m，・fi1　ig　125ton，発射点固定式で旋回，

ブーム傭仰などの諸操作は油圧式である．又所要発射角で自動停止するようになっている．

　カッパロケット用ランチャ

　カッパ9Mと10型用ランチャで，ディゼルエンジン動力源とした自走式である．ブーム

長さ12m，全1重量約20ton，1府仰角0～90’，旋回角±15°の範囲まで可能である．

　操作は全て油圧，電動機により行われる．

　S－520型ランチャ

　S－520型ロケットの打ヒげ用で，ディゼルエンジンを動力源とした自走式のランチャであ

る．ブーム長さ9．8m，全重量約22ton，／府仰角0～85’，旋回角±15’である．操作は全て

油圧，電動機により行われる．

　中型ランチャ

　直径110mm以ヒ300mmまでの中型ロケット発射用で，ブームの長さ9m，油圧駆動方

式である．走行は電動である．

　KS用発射管制装置

　発射管制中央司令卓，タイマ・点火系管制盤，搭載機器管制盤などよりなり作業班間の連

係を保ちつつロケットの発射を安全確実に行なうための司令，応答，操作系統を構成する．

ロケットセンタにはこれらコントロールセンタ内の装置と連係して発射地ヒ系の管制装置が

備えられている．
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　標準時刻発生装置

　JIY標準電波およびロランC電波により較正できる±1×10｝11／月のルビジューム発振器を

用いている．これから作られた標準時刻信号は変調分配及び伝送装置により所要の機器に供

給される．

　飛行安全監視計算機システム

　ロケット飛しょう中の状況を監視し，必要な措置を迅速に行うために開発されたシステム

である．テレメータ，レーダテレメータ，光学データを取得処理しその飛しょう状況を最も

的確に判断できるような型式で2台のグラフィックディスプレイに表示する．更にバックアッ

プ系としてRS－INS装置を開発した．

　自動追尾レーダ装置（4mφレーダ装置）

直径4mのパラボラ・アンテナによりロケットをランチャー上より自動的に追尾し，飛しょ

う径路・高度を受信記録する．周波数は1．6GHz帯，送信出力は500kWである．

　ロケット追尾用Lバンドレーダ装置（3．6mφレーダ装置）

　本装置は，3．　6mφパラボラアンテナ5ホーンフロントフィード3チャンネルモノパルス

方式の自動追尾レーダである．使用周波数，送信方式は前項，自動追尾レーダ装置とほぼ同

じである．測角精度0．05°rms，測距精度10mrmsである．

　本レーダのデータ処理系にはPFU－1500が接続され，　GD表示，その他リアルタイムで処

理されている．

　ミューロケット司令制御用精密レーダ装置

　ミュー型ロケットの飛しょう径路の精密標定と誘導制御等に用いる司令信号が送信でき

る．周波数5．6GHz帯，送信出力1MW，主アンテナの直径4mφ，初期捕捉用として直径

80cmφアンテナ系を有する捕捉レーダと，光学追跡装置より構成されている．又データ処理

用ミニコンMS　50をへて，大型計算機と接続されてリアルタイムによるオンラインの軌道計

算を行なっている．

　ACOSシステム830電子計算機

　精密レーダ，4mφレーダ，3．　6mφレーダ等のレーダデータ処理および，テレメータデータ

処理用としての大型電子計算機であり，追跡サブシステム，保安サブシステム，誘導サブシ

ステム，飛しょう表示サブシステムの4サブシステムからなる．又ロケット実験時における

オンライン処理以外に，バッチ処理計算センターとしてもサービスを行える．

1

　テレメータ受信用高利得空中線装置

　この空中線装置は，ロケットよりのテレメータ電波（300MHz帯）を受けて，これを受信

装置に供給するものである．その構成は導波器に円板を用いた16素子のアレイよりなり，利

得22dBを有し，到来波の偏波方向により，偏波面を切りかえて用いられるとともに，逆の
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偏波面出力を有し，ダイバーシティ受信を可能にしている．

　テレメータ受信空中線

　本装置はテレメータ用受信空中線（300MHzイ｛Dで，アンテナ素r一分波器・アンテナ架

台，およびアンテナ制御装置より構成されている．利得は15dB以ヒを有し，テレメータセ

ンタ屋ヒに2台設置されている．

　テレメータ受信記録装置

　300MHz帯FM－PM方式2系統ならびにFM／PCM－PM方式の計3系統が設置されてい

る．高利得空中線装置によりロケットからの竃波信号を受信記録する．

　SS－FMテレメータ受信記録装置

　主にミュー型などの大型ロケットから送られる振動特性などのような広帯域の1瀞ナを受信

するために用いられデータチャネル8を有している．

　高速度データ受信記録装置

　ロケットからの大横のデータを受信・復調記録するもので，方式PCM－PSK，ビット周波

数102．　4kb／s，8ビット／語のデータ62と，16ビットの同期語でフレームを形成する．1／4の

サブコミュテーション，2，4，8倍のスー・・一コミュテーションが可能で，最人72チャネル

までの伝送，記録ができる．

　テレメータデータ処理装置

　テレメータデータ処理の目的で，ミニコンヒュータPFU－1500システムが川いられている．

各テレメータ受信記録装置からのデータ取込み（FMデータ15CH，ハイブリッドテレメー

タPCM部，　PCMデータ）が可能である．さらに姿勢制御関係のデータ表示，テレメータ

受信入力レベル表示のQL等の機能を有している．

　コマンド送信装置

　450　iMHz　1　kWの出力で，ノ〈型多段ロケットにおける点火指令ならびに異状飛しょうの際の

保安を目的とした点火の停IL，あるいは推力停止などに用いる．

　18mφパラボラ空中線装置

　現在，Lとして人Il衛星の追跡用として使用している．衛星からの400MHz帯ビーコン信

号を受信追尾し，高精度角度データの取得を行うと同時に，テレメータ信号を受信して衛星

テレメータ受信機へ送っている．

　ドップラ追跡受信装置

　136MHz用および400MHz

定を最高2秒に1回まで行う．

1の2系統があり，衛星の運動に伴うドッフラ周波数の精密測

これは衛星軌道標定のデータとして用いられる．
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　S／400MHz帯ダイバシティ受信装置

　本装置は衛星からのS帯（2270～2290MHz）あるいは400MHz帯の水平一垂直（直線偏

波時）又は，右旋一左旋（円偏波時）を組とする受信波を中間周波数段階において最適比合

成し，主搬送変調信号を検波し，ベースバンド復調用信号として送出する機能を有するもの

である．

　科学衛星データ受信・復調装置

　科学衛星の送信するテレメータ信号を受信，復調および記録するための装置である．400

MHz帯，およびS帯の2系統の受信装置は，いずれもダイバシティ方式になっており，そ

れぞれリアルタイム，およびストアドデータのテレメータ信号の受信復調，記録を行いうる．

　科学衛星コマンド送信装置

　コマンド符号発生装置と送信装置よりなり，15ビットの循環PN符号によるコマンド符号

を送信する．送信周波数は148MHz，および2108MHzで出力1kW（最大）である．

　10mφパラボラ空中線装置

　主として人工衛星追跡に使用している．本装置は400MHz帯およびS帯ビーコン電波の

偏波面追尾並びにS帯コマンド送信が可能である．

　プログラムタイマ運用装置

　本装置はプログラムタイマ関係のコマンドをマニュアル／オートの2種類のモードでコマ

ンド系装置に送出，テレメータ系装置からプログラムタイマーのアンサーバックデータを受

け，プログラムタイマの動作モード，CHECKモード時のディレイコマンドデータの照合，判

定した結果，READモード時のディレイコマンド実行状態をCRTディスプレイ，TTYに表

示記録する．

　科学衛星管制装置

　この装置は，衛星からのテレメトリデータより衛星の運用管制に必要なデータを抽出・表

示する機能，衛星に対する指令信号を編集・送出する機能，衛星に対する指令が衛星上で正

しく実行されたかを確認する機能を有している．これにより衛星運用の効率・省力化に役立

つことが確認されている．

　科学衛星光学追跡装置

　科学衛星の軌道精密測定を目的とするもので，主体は口径50cm，焦点距離75　cmのシュ

ミット望遠鏡である。架台は4軸方式で，固定法および追尾法の2方法で撮影を行う．カメ

ラは70mm×1，200　ftのフィルムを用い，画角は4．2°×14°である．数値制御装置が附属，

衛星軌道に合せて軸の運動を制御するようになっている．
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　姿勢制御系調整試験装置

　ディジタル型スヒンフリー解析フラットフォーム（SFAP）姿勢基準装置及び搭載計算機

のハードウェア，ソフトウェアを，ロケット組込み前の単体試験，他搭載機器との間のかみ

合せ試験に使用し，最終的に機能確認を行う装置である，一・部は，誘導制御管制装置のモ

ジュール予備機として使用，iJ能としてある．

　誘導制御管制装置

　ディジタル型スヒンフリー解析フラットフォーム（SFAP）姿勢基準部と，搭載計算機の

発射管制に使用される．搭載部とはアンビリカル回線により結ばれており，姿勢センサ部と

機ヒソフトウェアの起動，停止，設定，機能確認が効率よく行えるように構成されている．

1｛装置は1－1記憶256kBのミニコンヒュータであり，この他，各種操作をブロック化した操作

卓，記録装置などから成る．操作者は，複雑多岐にわたる管制項目を，CRTトで集中監視す

ることができ，大巾に負担が軽減されるとともに，全系がミニコンヒュータのソフトウェアに

より管理されるため，システムの改修にも容易に対応することができるようになっている．

　SJエンジン整備装置

　Mロケット第2段には，M－3S2号機以降ヒドラジンを燃料とするサイドジェット（SJ）

装置が搭載され，第2段の推ノJ飛行【‡！はロール制御を，その燃料終」’の慣性飛行中は311由制

御を行う．このヒドラジンエンジンのロケット発射前の調整点検整備を行うことを目的とす

る装置である．

　TVC装置整備装置

　Mロケットの第1段，第2段には推力飛行中ヒッチ・ヨー方向の姿勢を制御し飛行軌道を

制御するための2次流体噴射推ノJ方向制御（TVC）装置が搭載されている．これらの装置

のロケット発射前の調整点検整備を行うことを目的とする装置である．

　ヒドラジン供給装置

　整備搭内ランチャヒのロケットのSJ装置に燃料のヒドラジンを供給する装置で，　M管制

室より遠隔操作される．

　SJ・TVC注気注液装置

　整備搭内ランチャEのロケットのSJ，　TVC装置に，高圧窒素ガス発生装置から供給される

高圧窒素を分配供給することを目的とする装置で，M管制室より遠隔操作される．あわせ

て，専川の供給台車から供給されるTVC用2次流体（フレオン）および作動油を機体に圧

送する機能を持つ．

　高圧窒素ガス発生装置

　ミューおよびラムダロケットの姿勢制御装置に必要な窒素ガスを製造，供給するための設

備で，液化窒素貯槽（内容積2900♂），高圧液化窒素ホンフ（吐出量120Nm3／H），蒸発器，
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気蓄器（内容積9001，使用圧力250kg／cm2），操作盤からなる．

　保安監視用テレメータ表示装置

　ロケットの加速度やスピンなど，飛しょう状況が正常か否か判断しうるテレメータデータ

をえがき出し，異常の際のコマンドのための資料を与える．

　風向風速レーダ装置

気球に吊したコーナリフレクタを自動追跡する9GHzのレーダで，直距離および角度デー

タから自動的に高度15kmまでの風向風速の分布を算出してグラフとしてえがく．

　風向風速塔

　KSおよびミュー台地に設置され，高さはそれぞれ50　m，80　mの塔で地表付近の風向風速

の高度分布を測定する．

　発射角修正量計算装置

　風向風速塔および風向風速レーダで観測した風のデータよりロケット発射角におよぼす影

響を算出，発射角の修正量を決める．

気象衛星画像受信装置

気象衛星ひまわりの画像を受信し打上準備作業中の局地気象予報に役立てる．

　雷検知予報装置

　ロケット発射作業時の安全性確保の一環として設置されたもので，半径50km程度の雷発

生点を求ある．宮原及び気象台地に設置された雷電波の到来方位測定機による方位情報をリ

アルタイムで処理し，雷発生地点を求めている．雷雲の位置，移動方向等予測するために使

用されている．

　電波視準装置

　18mφアンテナ，10mφアンテナ，精密レーダ，3．6mφおよび4mφレーダの視準その他の

調整のため，視準塔が設けられ，所要の信号発生器およびアンテナが設置されている．

　追跡データ伝送装置

　宇宙開発事業団軌道計算センタと鹿児島宇宙空間観測所とを結び，衛星軌道データをセン

タから受信，または追跡データをセンタに伝送する．

マリン・レーダ装置

保安の目的で実験場沖海面の船舶を捜索表示する．
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　無線連絡設備

　SSB　sr）Watt固定局，　SSB　10　Watt移動局，海岸局．

　ファクシミル装置

　天気図の無線模写電送を受信記録する．

　レーダ雨量計データ受信装置

　打ちliげ作業時の局地気象状況の把握のために設置されたものである．建設省が全国に配

備中のレーダ雨1養計のデータ受信端末装置である．雨域の移動状況を実時間で得ることが出

来る．

　lTV装置

　作業状況，ロケット発射状況を見る．K，　L用として3台，　M用に7台用いている．

　拡声装置

　本装置は実験場内で作業する各実験班，報道班，退避を必要とする付近の住民に対してタ

イム・スケジュール，その他必要事項を放送するものである．

　発射司令専用電話装置

　K・S系として＃1，＃2，＃3系統30回線，M系として＃1，＃2，＃5系統90回線を有し，

移動用としてトランシーバーがある．

　外部電源，充電電源装置（K・S，M）

　外部電源は搭載機器に発射前チェック用に供給するものである．（K・Sは3分前，Mは

4分前まで）

　充電電源はロケットがランチャ装置された常態で内部に搭載された集中電源を安全に充電

する装置である．

　光学観測装置

　6箇所の観測室に各種の観測装置及び高速度カメラが配置されている．おもなものを列挙

すると，

　◎サーボ駆動追跡装置（1式）：動作速度60’／秒，精度20”で35mm高速度計測カメラ

（10～200f／秒）および各種ITVカメラに超望遠レンズを付け，　y：動，フログラム駆動が可

能．

　◎手動追跡装置（2式）：精度60”で35mm高速度計測カメラ，目盛記録用16mmカメラ

を連動させT：動追跡する装置．付加設備にビデオ機器を含む飛しょう保安川データ出力装置

を1式もつ．

　16mm各種高速度カメラには以ドがある．

　・ブリズム式高速度カメラ
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　　16HS型（500～5，000コマ／秒）

　　STALEX　WS・2型およびWS・3型（250～3，000コマ／秒）

　・かき下し式高速度カメラ

　　Photosonics　1　PL型（10～500コマ／秒）

　　Locam　M・51型（10～500コマ／秒）

　その他，超広角レンズをもつビデオシステムにより打上げ上空の全天を固定記録すること

により，飛しょう方向の確認に用いる「全天カメラ」を検討使用中である．

　光学観測装置

　6箇所の観測室に各種の観測装置が配置されている．おもなものを列挙すると，

　◎サーボ駆動追跡装置（一式）：動作速度60°／秒，精度20”で35mm高速度計測カメラ

（10～200コマ／秒）と目盛記録用16mmカメラの連動使用と，超望遠レンズ付き高解像度

TVカメラの併用で手動，プログラム駆動が可能．

　◎手動追跡装置（2式）：精度60”で35mm高速度計測カメラ，目盛記録用16mmカメラ

を連動させ手動追跡する装置．付加設備にビデオ機器を含む飛しょう看視用データ出力装置

を1式もつ．

　各種16mm高速度カメラは以下がある．

　・プリズム式高速度カメラ

　　16HS型（500～5，　OOOコマ／秒）

　　STALEX　WS－2型およびWS－3型（25～3，000コマ／秒）

　・かき下し式高速度カメラ

　Phtosonices　1PL型（10～500コマ／秒）

　Locam　M・51型（10～500コマ／秒）

　その他，飛しょう方向確認用として打上げ上空全天を固定記録する超広角レンズのビデオ

システム（全天カメラ）を検討使用している．

　ペリスコープ

　ミュー管制室およびチェックアクト室の天井に設置，発射時の監視を行う．観測範囲20m

より無限大，旋回360°，附仰一　10°75°，倍率1．5倍，10倍，視界1．5倍にて40°，10倍に

て5．5°ひとみ径5mm．

　門型クレーン

　Mセンタには，ミュー型ロケットの組立，運搬用として，40TOMクレーンと，全天候型の

30ToMクレーンの2種類がある．主に40ToMクレーンは，　M組立室内でロケットの組立に使

用する．30T°Mクレーンは，頭胴部等の組立と整備塔までロケットの運搬作業に使用してい

る．

　主な仕様は　30ToMクレーン：揚程12m，走行速度1～25mm／min，巻上機15ToM×2台

　　　　　　　40T°Mクレーン：揚程7m，走行速度1～7．　5m／min，巻上機10ToM×4台

166

This document is provided by JAXA.



　60cm反射望遠鏡

　ドとしてX線星など特異な星の光学的観測を光電観測」および写真観測によって行うことを

目的とする］径60cm反射望遠鏡を迅速かつ［E確に目的の天体に指向し，日周運動に従って

追尾するためのものである．

　宇宙科学資料センタ

　ロケット，人一［衛星，宇宙観測器，実験場設備などの実物，模型あるいは写真を展示し，

広く一般民間の方々に宇宙探究の理解を深めてもらうLl的で建設されたものである．

　KSロケット用天蓋開閉式発射保護装置

　本装置は鉄筋コンクリート造りで，躯体両脇の作業準備室とからなり，高さ16．6m，長さ

17m，幅17mで，小型および中型観測ロケットの打ilげをU的としたものである．なお本

装置の天蓋開1】部とランチャとの対応角は，傭仰70ノ～8S’，旋回130”～160”の範囲で発射

が可能となっている．

　ミュー型ロケット発射装置　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　『

　本装置は1日発射装置の老巧化，機体の大型fヒに伴い昭相56年4月に着「し，昭和57年8

月完成した．また，59年度にはM－3SII型用に一一部換装された．

　整備塔は，固定式で，高さ43m，幅14．5m，奥行13m，総重量約800tonの鉄筋枠組トラ

ス構造方式で，風速70m／sに耐えるように設計されている．2階から10階にロケットの組

、γおよび点検調整作業に必要な固り」三床および可動床が設けられ，またロケット搬入のため吊

込み扉，ランチャの出入扉，さらに11階には20ton天井走行クレーンが設置されている．

　ランチャは吊下げ傾斜発射ガイドレール方式でブーム，台卓，火焔偏向板等で構成されて

いる．整備塔内にはランチャブーム系を格納できる構造になっている．発射角度範囲は傭仰

角90’～65”’，旋回角N＋85’～N＋180⊃である．

　M用発射管制装置

　ミューセンタの地下室内に設置され，中央司令卓，タイマ点火系，ランチャ，搭載機器，

制御系，衛星系の各管制盤と電源盤よりなる．

台車類
1．M－23整備台車

長さ11m，幅2．5m，油圧モータ走行．

Mの第2段モーターの整備，運搬用．

2．SB台車（2台）

長さ9．4m，幅2m，ディーゼル自走車，自重4．5t．

SBモーターの整備，運搬用．

167

This document is provided by JAXA.



3．尾翼・尾翼筒整備台車

全長5．1m，幅2．4m，電気駆動（200V），自重4．8t．

尾翼・尾翼筒整備．

　b．能代ロケット実験場（Noshiro　Testing　Center）

　ロケットの地上燃焼試験場として昭和37年度より開設されたもので，秋田県能代市浜浅

内の広漠たる海岸に面し，ミュー型エンジンまでの地上燃焼試験に必要な諸施設設備（テス

トスタンド，準備室，第1，第2計測室，高真空燃焼試験装置，中央データ処理装置，器材

庫）および推力10トン級液水エンジンのシステム試験までを実施できる諸設備（水素液化

機，貯槽，たて型燃焼テストスタンド，ターボポンプ試験設備，極低温実験棟等）を備えて

いる．

　固体スタンドは真空槽自体が移動式で，大気圧燃焼実験，低圧燃焼実験，高真空燃焼実験

に使い分けられるように設計されている．また液水エンジン用のスタンドも必要に応じて試

験装置を交換できるように設計されており，燃焼器単体試験，エンジンシステム試験，ステー

ジシステム試験といった一連の地上燃焼試験を大気圧下で実施することができる．

　昭和58年5月の日本海中部地震の際発生した津波によって，砂防堤より海側の施設設備

は約1．3mの高さまで冠水し，大きな被害を受けた．このためM－11テストスタンドのセグ

メント整備棟は撤去したが，その他はすべて現在復旧している．

　高真空燃焼試験装置

　完成時には液体酸素一エタノールを組合せたガス発生器より生成する比較的低温の燃焼ガ

スをエジェクタに利用し，高真空燃焼試験を行い得るよう計画されている．現在までに段階

として450m3の内容積をもつ可動式真空槽，水槽，クレーン，スタンド上屋，機械室等が設

置されている．真空槽を背後に後退させた形での大気圧地上燃焼実験，拡散筒を付加して簡

易排気系統を組んで行う低圧燃焼実験，固体モータの排気をエジェクターとして供試モータ

燃焼終了時まで有効な真空圧を保持する低圧燃焼実験等が実施される．

　液水／液酸エンジン燃焼テストスタンド

　推力7～10トン級液水／液酸ロケットエンジンの燃焼試験を行う設備である．試験設備は

タンクアダプター，推力アダプター，各種ガスの供給・排気系及び計測制御系から成ってい

る．ステージシステム試験を行うときにはタンクアダプター及び推力アダプターを取り外し，

代わりにシステム試験用アダプターに置換して試験を実施する。各アダプター及びエンジン

は，器材庫で整備された後レール上を移動してたて型スタンドに運ばれ，スタンド備え付け

の起立ブームによって垂直に起立される．エンジンはその下部に取り付けられて試験するよ

う計画されている．運転操作は第2計測室に設置された制御盤と監視盤によりすべて遠隔で

行われる．なお計測用のプリアンプ室がスタンド横に設置されている．

　液水／液酸夕一ボポンプ試験設備

　能代ロケット実験場に設置されている液水／液酸ターボポンプ試験設備にエアーターボラ
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ムジェット（ATR）エンジンを試験するための機能を追加した．追加されたi｛な設備は

ATRエンジンテストスタンドと高圧液体水素供給設備および制御装置である．これによって

大気圧ドで静止状態のATRの試験が行える．

　極低温推進剤実験棟

　液水／液酸ロケット用各種コンポーネントの試験を行うために設けられたもので，中央の

管制室をはさみ，ターボホンフ試験室，大型タンク試験室，準備室が隣接している．ターボ

ホンフ試験，液水／液酸タンク断熱試験及び熱交換器や弁あるいは流量計測機といった小型

コンポーネントの試験を同棟内で実施することができる．

　10m3液水貯槽

　液水エンジンの開始試験の進展に伴って，よりノく量の液化水素を各試験設備に供給する必

要が生じたため，容積10m3の液化ノk素貯槽を昭和54｛1三度に新設した．本貯槽は水素液化装

置との連動運転により液化水素を貯液できるほか，タンクローリーから市販の液化水素を受

け入れることができる．各試験設備への送液は第2計測室に設置された操作盤から遠隔で行

うことができる．

　液化水素供給設備

　液水／液酸ロケットエンジンの開発試験に液化水素を供給するために設置されたもので，

昭和52年3月に完成した．本設備は水素液化装置（液化速度301iter／hr，95％以Lパラ水

素）と1m3液化水素貯槽から構成されており，たて型燃焼テストスタンドと夕一ボホンフ試

験設備に液化水素を供給することができる．

　夕一ボポンプ試験設備

　推力7～10トン級液ノk／液酸ロケットエンジン用のターボホンフを試験する設備である．

この試験設備は液水ターボホンフと液酸ターボホンフを同時に試験できる機能を備えてい

る。1－1な機能を以ドに示す．

　q）ホンフ液体である流体水素および液体酸素の供給・排液，（2汐一ビン駆動ガスの供給，

C3｝ホンフ及び配管系のパージ，　i4）ホンフシールガスの供給．

　ガスジェネレータサイクル用ターボホンフの開発を終えた後昭和61年度に改造され，現

在はエキスハンダーサイクル用ターボホンフの開発試験に供されている．

　ヘリウム回収・昇圧設備

　使用済みの低圧カードル（あるいはボンベ）からヘリウムガスを［，il収し，別の使用済みカー

ドル（ボンベ）に補充墳するための設備である．昇圧装置はエアー駆動の2段式H｛縮機より

構成されており，第1段目にて90kgf／cm：Gまで圧縮し，更に2段目の圧縮機にて150kgf／

cm2Gまで昇圧する．本設備は180　Nm3／day以ヒの回収・充墳能力を育している．

169

This document is provided by JAXA.



　中央データ処理装置

　燃焼実験の際の計測データの較正，集録，リアルタイム表示，後処理を一括して行う装置

で第一計測室に設置されている．プリアンプ出力（最大128ch）をエンコーダによりデジタ

ル化し，光ファイバケーブルにより処理装置に集録する．この他16chのアナログ入力も集

録可能である．ハードウェア構成は，FACOMU－1500を中心に40MBディスク装置2台，

磁気テープ装置1台，キャラクタディスプレイ装置1台，グラフィックディスプレイ装置2

台，ハードコピー装置1台，入力用タイプライタ，出力用ラインプリンタ各1台の他データ

入力用インターフェイス装置，較正及び遠隔操作用コントロール装置等からなる．

　無線指令電話

　昭和63年度（平成元年3月）に設置された無線指令電話は，これまでの有線指令電話が

線の届く範囲の交信に比べ試験場内全域に亘って交信ができ，しかも場内いたる所を移動中

でも交信ができるため，実験班全員の試験準備作業が合理的にしかも迅速に行うことができ

る．この装置を設置した主な目的は，これまで使用していた有線指令電話は線が邪魔になり，

あらゆる場所への移動しながらの作業ができないなどの理由からである．この装置の概略仕

様として，主装置一台に連絡用子機8個装備し，この主装置四台（4系統）から成り立って

いる．従って，連絡用子機は全部で32個装備されている．又，交信（通信）は，各系統だけ

の単独通話，あるいは他の系統との並列交信，又全系統（4系統）一斉通話ができる．使用

周波数は，150MHzである．又将来は，保安指令電話にも使用することを考えている．

　c．三陸大気球観測所（Sanriku　Balloon　Center）

　科学観測用気球の飛揚実験場である．岩手県の太平洋岸，三陸町にあり，昭和45年11月

に起工，昭和46年7月に開所した．リアス式の海岸を見おろす山間地，標高230mの地点

に，長さ150m，幅30mの飛揚台地が作られ，その一端に延床面積331m2のコントロール

センタがある．また，コントロールセンターの南西約700m，標高442mの台地に面積121m2

のテレメータセンターが置かれている．コントロールセンターでは放球司令，気球組立，観

測器の組立調整などが行われ，テレメータセンターではテレメータ受信，コマンド送信など

を行うことができる．昭和57年度には放球司令棟の一部増築が行われた．昭和61年度に

は，三陸受信点より4．5kmの位置にある大窪山に3．6mのパラボラをもつ受信点が建設さ

れ，昭和62年度以降同受信点をとおして，気球の追尾，コマンド送信などが行われている．

　遠距離長時間観測用追尾受信装置

　三陸受信点より4．5kmの位置にある大窪山（標高827　m）に設置された．三陸受信点と

の間はマイクロ回線を用いてつながっている．気球から送信される1680MHz帯の電波を受

信し，テレメータの復調を行う．また，コマンド送信装置を併用し測距を行い，気球の航跡

の計算，表示などを自動的に行う．装置は，直径3．6mのパラボラを持つ自動追尾装置，ディ

ジタル測距装置，コマンド送信装置，副搬送波復調装置，PCM復調装置，磁気記録装置，

非常用電源装置などからなる．ディジタル測距装置は500Hzおよび5kHzのCW波の往復

により，300kmまでの距離を300mの精度で測定する．コマンド送信装置は72．3MHz，出
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力25W，指令項目数は15ch，2系統で観測器切り離し，バラスト投下，その他気球搭載機

器類のコントロールなどの指令を行う．磁気記録装置はアナログおよびディジタル両信号を

記録できる2系統の磁気記録装置を有している．非常用電源装置は気球観測中の停電に備え

るもので，容量20kVAの水冷ディーゼル発電機であり，連続24時間運転可能である．

　大気球チェックアウト装置

　気球飛場にあたって地上気象の監視，搭載機器類の総合的チェックアウト等を行なう．ま

た準備作業の確認，浮力の測定等を計算機で自動監視を行い，あわせて放球のための指令を

行う．

　時刻管制装置

　安定度2x10－8／日の標準時刻発生器を備え，信号分配装置により場内の時計を駆動すると

ともに，1MHz，10kHz，1kHz，10sec，1sec，1minなどの標準信号を供給する．

　大容量ヘリウムガスコンテナ

　気球注入用ヘリウムを150気圧で貯蔵するコンテナで3基ある．常圧換算で各々730m3貯

蔵できる．

　大気球追跡受信装置

　気球から送信される1680MHz帯の電波による気球の追跡を行い，あわせてテレメータの

受信も行う．また，コマンド送信装置を併用して測距を行い，データ処理装置により，航跡

の計算，表示等を自動的に行う．装置は，直径2mφのパラボラを持つ自動追尾受信装置，

ディジタル測距装置，ミニコンピュータTACC－1200M，　X－YプロッタWX　745，ディスク，

データ処理入出力装置などからなる．

　B200型ランチャ

　B200型クラスの気球の飛揚に用いるランチャである．原理はロール圧着方式で，最大浮力

は750kgである．浮力はダブルレバーを介してロードセルにより測定する．

　ランチャ回転テーブル

　気球放球時にランチャの向きを地上風の風向と合わせる回転台である．直径12mφ，電動

0。3r．p．mで，盤は15トンの荷重に耐えるようになっている．

　大気球移動観測車

　受信，追跡可能範囲を拡大するために製作された．直径2．Omφのパラボラを持つ自動追

尾受信装置，コマンド送信装置，測距装置，航跡計算用計算機およびX－Yプロッタ，データ

記録装置，自家発電装置等を積載している．車輌総重量は11tである．
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　放球ローラー車

　「立上げ方式」によって気球放球を行うにあたって，気球をローラーで押さえ，移動しつつ

ガス注入を行う必要がある．本設備はこの機能をもつ車で，ローラーの直径50cm，幅1m，

耐浮力1トンである．総重量は約7トンである．

　気象衛星画像処理装置（ESDAS）

　気象衛星からの天気図と受信，テープレコーダーに記録再生を行う．大気球実験を行う際

の気象判定の資料として使用する．

立上げ放球車

「立上げ放球方式」において観測器を保持．放球するための車で，総重量約6．5トン，約1

トンの観測器を6．5mの高さに保持できる．

　可搬型大気球受信装置

　気球用のテレメータ受信装置である．可搬型とするために，装置の各部分が30kg以下と

なるように製作している．装置は，直径2．Omφの網目型パラボラを持つ自動追尾受信装置，

測距装置，コマンド送信装置からなる．

　局地使用型立て上げランチャー車

　気球放球用のランチャーで，浮山1000kgまでの気球を立て上げたまま移動できる，浮力

測定も可能である．

　局地使用型立て上げローラ車

　ガスの注入を行ないながら気球を立て上げる機能をもつ車で，

1．1m，耐浮力1000　kgである．4輪駆動，4輪制動である．

ローラーの直径60cm，幅

　d．臼田宇宙空間観測所（Usuda　Deep　Space　Center）

　長野県南佐久郡臼田町大字上小田切字大曲1831－6

　（1）大型アンテナ：直径64mパラボラ

　鏡面修正カセグレン方式，AZ－EL駆動でプログラム追尾とモノパルス自動追尾機構をも

つ．右旋円偏波と左旋円偏波の切換え可能．S波帯の送受信利得約62dB．アンテナ雑音温度

22K（天頂指向時，　LNA入力端）

　指向精度0．0027°rms，最大駆動角速度0．5°／sec．

　（2）受信設備：受信周波数2．20～2．30GHz

　システム雑音温度30K（LNA単体8K），最小受信可能レベルー174dBm（PPLBW：

3Hzにおいて），テレメトリ信号復調方式PCM／PSK／PM又はPCM／PM，ビタービ符号（K

＝7，R＝1／2）．

　（3）測距設備，測距：シーケンシャルコード方式，ドプラ計測：2路コヒーレント方式最

大ドプラシフト±30km／s

172

This document is provided by JAXA.



　（4）送信設備：送信周波数：2．08～2．12GIIz，最大送信電力：40kW．コマンド信号変調

方式：PCM／PSK／PM，サブキャリア周波数：100Hz～16．4kHz．

　（51衛屡管制系

　MS－1202台による探査機0）状態表示，送出コマンドの編集と実行管F｛吸臼田・相模原lli］の

データ伝送と遠隔操作．

　（6）局運川管制系

　MS－1202台による探査機軌道予報データに基づく局運用計画の、ヱ案と地ヒ機器の制御と

監視，及び臼田・相模原間のデータ伝送と遠隔操作．

　（7＞掩蔽実験システム：受信周波数2294．5～2296．7MHz，受信・J能レベル　185～　145

dBm．　IF／VF変換装置とデータ記録装置から構成される．ボイジャー2海E堤掩蔽実験に使

用される」り定である．

　（8）気象観測システム：臼田局周囲の矢1象観測を行い，局の運用に利用するほか，アンテ

ナf’報値の大気補IEデータの取得するためのシステムである．気象観測装置とデータ処理装

置から成り，相模原キャンバスへのデータ伝送も可能である．

　e．宇宙科学資料解析センター（Space　Science　Data　Analy．s　is　Center）

　宇宙科学資料解析センター（以ド，当センターと略記）は，飛翔体による宇宙観測データ

の解析による研究及びこれと相補的な理論的研究（1｛として数1直実験）を推進することを目

的としている．これらの研究を，全国の宇宙科学研究者による共同利川研究として効果的に

進めるため，ド記の事業を行っている．

　1．宇宙科学データ解析研究の推進

　宇宙における自然現象の理解には，広い分野にわたる多量の観測データの収集，処理が不

uJ欠である．当センターは，全国共同研究およびII三i際的なデータ交換，収集を通じ，大量デー

タ処理による宇宙科学研究を企画し，推進する．このうち国際的なデータ交換収集事業とし

ては，太陽地球系物理学研究の為の国際的なデータセンターとして日本に設置されたWI）C．

C：Analysis　Center　for　IIlterdisciplinary　Solar　Terrestial　Activity（lKI際学術連合ICSU

で昭和44年に認定）の業務を担っている．

　2．数値実験・シミュレーションによる宇宙科学研究の推進

　宇宙科学の総合的，定最的な研究のためには，観測データの処理を通じた研究と並んで，

理論面からの研究が必要である．この場合の理論研究にはノ〈型計算機を駆使した大量の計算

処理，数値実験といった1：段が不可欠なものとなってきている．当センターでは，全国共同

研究による数値実験・シミュレーションの推進に当っている，

　以fiの目的を遂行するため，’ilセンターでは宇宙科学研M780及びVP－200，各地域大型

電算機の利用支援を公募によって行っている．　　　　　　　　　　（相模原キャンパス）

　f．宇宙基地利用研究センター

　宇宙活動の飛躍的拡大に基づいて先端的な科学技1，iifの開発推進などを目指すのが宇宙利用

研究である．宇宙基地利用研究センターは，宇宙基地等の科学的利用をはかるために設置さ
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れている．特に宇宙科学の新しい分野である生命科学や材料科学などの推進にセンターの活

動の力点が置かれている．宇宙基地等の計画に適合しかつ学術的に意義のある研究を推進す

ること，現在十分に熟成していない研究分野においては宇宙実験に先立ち十分な準備研究を

行う必要のあること，既存の宇宙科学研究計画との調和を保つよう考慮することが求められ

ている．

　全国の大学等における宇宙利用研究のとりまとめやその体系化等を推進するために，宇宙

利用研究委員会は研究計画の立案，整理，評価を行っている．センターは，宇宙利用研究委

員会の決定を実施する機関であり，宇宙実験等にかかわる基本的な手法の開発や，推進すべ

き研究の発掘などを行う．活動の対象は，宇宙基地そのものに限定されることなく，これに

かかわる研究を幅広く取り扱っている．

　宇宙利用研究の国際的な動向の調査や，国際協力による宇宙実験の連絡，調整も行う．研

究者が共同利用するために適当な実験設備の整備，開発や，宇宙実験機器の開発の支援など

もセンターで行われている．　　　　　　　　　　　　　　　　　　（相模原キャンパス）

　生物実験用過重力印加装置

　遠心力を生物試料に印加し，重力の生物に与える影響を実験する．腕長2mの装置で，2

～20Gを長期間にわたって印加することができる．塔載される実験装置への電力供給や信

号・コマンドの送信はスリップリングを介して行う．

　擬似無重力印加装置

　生物試料を回転することにより時間平均として擬似的な無重力状態を生み出す．試料を塔

載するステージは2軸回転し，ランダムな回転方向と速度が与えられる．
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7．技術部基礎開発課　工作班

　Il作班は機械Il作関係を受持つIL作第…係と，電気・電子関係を受持つ［作第二係（エレ

クトロニクス・ショッフ）に大別される．

　両係共所内各研究系からの要望に応じて研究に必要な実験装置や実験川器具類などの設計・

製作・改造・1修理などを行うと共にLとしてド記の業務を担当している．

　［f乍第一係

　◎サービスIl場として旋盤，フライス盤，カットオフマシンなどを随時使用出来るよう整

備すると共に技術援助を行う．

　◎研究用機器類の設計，試作，改造，修理など種々の相談に応じると共に外注のあっせん

をする．

　◎Il作川Il具類や，各種材料類，ボルト，ナット類を数多く常備すると共に各研究室への

出庫を行う．

　L作第．．二係（エレクトロニクス・ショッフ）

　◎エレクトロニクス計測室として，シンクロスコーフ，ユニバーサルカンウタ，ファンク

ションゼネレータ，基準電rE発生器等種々の計測器類の保守，管理を行うと共に各研究室へ

の貸出しを行う．

　◎研究用エレクトロニクス機器について種々の相談に応じると共にそれらの設計，試作，

修理などを行う．

　◎研究用エレクトロニクス機器に利用度の高い各種半導体（集積回路を含む）類並びに

種々の電子部品，材料類を多数常備すると共に各研究室への出庫を行う．

おもな研究設備
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8．図 書

　図書資料等研究情報の整備については，我が国における宇宙科学の情報資料センター的な

役割を果すべく，旧宇宙航空研究所の宇宙関係蔵書類に加え，宇宙科学並びにこれに関連す

る分野の図書・雑誌・レポート等の情報資料の積極的な収集，組織機能の改善を含めその充

実に努め，ひろく宇宙科学関係研究者の利用に供することにしている．なお，平成元年3月

末現在の蔵書数・学術雑誌等は次のとおりである．

1　蔵書数

　　洋　書

　　和　書

it新刊雑誌

　　洋雑誌

　　和雑誌

44，876冊

37，281冊

7，595冊

897種

417種

480種

di外国学術雑誌

　平成元年3月末日現在継続受入中の外国学術雑誌は下記のとおりである．

　AIAA　Journa1．

ASM　Translation　Index．

　AT＆TTechnical　Journal．

　Acta　Astronautica．

　Acta　Geophysica．

Acta　Mechanica　Sinica．

Acta　Metallurgica．

　Advances　in　Physics．

　Advances　in　Space　Research．

　Aeronautical　Joumal．

　Aerospace　America．

　Aeroespacio．

　American　Ceramic　Society　Bulletin．

　Annalen　der　Physik．

　Annales　de　Geophysicae．　A

　Annales　de　Geophysicae．　B

　Annales　de　Physique．

　Annals　of　Nuclear　Energy．

　Annals　of　Physics．

　Applied　Acoustics．

Applied　Medhanics　Reviews．

　Applied　Optics．

　Applied　Physics．　A

　Applied　Physics．　B
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　Applied　Physics　Letters．

　Applied　of　Surface　Science．

　Archaeometry．

　Archiv　fur　Elektrotechnik．

　Astromical　Journal．

Astronomy＆Astrophysics．　A　European　Journa1．

Astronomy＆Astrophysics．　A　European　Journa1．　Supplement．

Astronomy　Now．

　Astrophysical　Journal．

Astrophysical　Journal．　Supplement．

Astrophysical　Letters　and　Communications．

Astrophysics．

Astrophysics＆Space　Science．

Atmospheric　Environment，

Atomic　Data＆Nuclear　Data　Tables．

Australian　Journal　of　Physics．

Automatica．

Automatisierungs－technik．

Automatisierungs．technische　Parixis．

Aviation　Week＆Space　Technology．

Biochemistry．

Bulgarian　Journal　of　Phvsics．

COSPAR　Information　Bulletin．

Cambridge　Scientific　Biochemistry　Abstracts．　Pt．2：Nucleic　Acids．

Canadian　Journal　of　Chemistry．

Canadian　Journal　of　Physics．

Canadian　Metallurgical　Quarterly．

Celestia1］）v｛echanics．

Ceramic　Abstracts．

Chemical　Abstracts．

Chemical　Abstracts．　Author　Index．

Chemical　Abstracts．　Chemical　Substance　Index．

Chemical　Abstracts．　Formula　Index．

Chemical　Abstracts．　General　Subject　Index．

Chemical　Abstracts．　Index　Guide．

Chemical　Abstracts．　Patent　Index．

Chemical　Physics．

Chemical　Phvsics　Letters．

Chemical　Reviews．
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Chemt㏄h．

Classical　and　Quantum　Gravity．

Climate　Change．

Combustion，　Explosion＆Shock　Waves．

Combustion　and　Flame．

Combustion　Science＆Technology．

Comments　on　Astrophysics＆Space　Physics．

Composites　Science＆Technology．　　　．

Computer　Aided　Design．

Computer＆Information　Systems　Abstracts　Jourllal．

Computer　Methods　in　Applied　Mechanics＆Engineering．

Computer　Physics　Reports．

Control　Engineering．

Cosmic　Research．

Cryogenics．

Current　Contents．　Life　Science．

Current　Contents．　Physical，　Chemica1＆Earth　Sciences．

DAEDALUS．
Earth，　Moon＆Planets．

Earch＆Planetary　Science　Letters．

Earth　Science　Review．

Electron　Microscopy　Abstracts．

Electronic　Design．

Energy　Conversion　and　Management．

Energy　World．

Environmental　Science＆Technology．

Experimental　Mechanics．

Experimental　Techniques．

FEBS　Letters．

Faraday　Discussion　of　Chemical　Society．

Figalo．

Flug　Revue　Flugwelt．

Fluid　Dynamics．

Forschung　im　Ingenieurwesen．

Fuel．

Geochimica　et　Cosmochimica　Acta．

Geomagnetism＆Aeronomy．

Geophysical　Journal　of　the　Royal　Astronomical　Society．

Geophysical　Research　Letters．
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Geosciences：Abstracts　of　Bulgarian　Scientific　Literature．

Heat　Transfer－Soviet　Research．

Heron．

High　Temperature．

Hungarian　Book　Review．

IBM　Journal　of　Research　and　Development．

IBM　System　Journal．

ICARUS．　International　Journal　of　the　Solar　Systems．

IEE　Proceedings．　A：Physical　Science，　Measurement　and　Instrumentation，　Manage－

　　　ment　and　Education，　Reviews．

IEE　Proceedings．　B：Electric　Power　Applications．

IEE　Proceedings．　C：Generation，　Transmission　and　Distribution．

IEE　Proceedings．　D：Control　Theory　and　Applications．

IEE　Proceedings．　E：Computers　and　Digital　Techniques．

IEE　Proceedings．　F：Communications，　Radar　and　Signal　Processing．

IEE　Proceedings．　G：Electronic　Circuits　and　Systems．

IEE　Proceedings．　H：Microwave，　Optics　and　Antennas．

IEE　Proceedings．1：Solid　State　and　Electron　Devices．

IEE　Proceedings．　J：Optoelectronics．

IEEE　Assp　Magazine．

IEEE　Aerospace　and　Electronic　Systems　Magazine．

IEEE　Circuits＆Systems　Magazine．

IEEE　Communications　Magazlne．

IEEE　Computer　Application　in　Power．

IEEE　Computer　Graphics＆Applications．

IEEE　Computer　Magazine．

IEEE　Control　System　Magazine．

IEEE　Design＆Test　of　Computer　Magazine．

IEEE　EIectron　Devide　Letters．

IEEE　Engineering　Management　Review．

IEEE　Engineering　in　Medicine＆Biology．

IEEE　Expert．

IEEE　Journal　of　Lightwave　Technology．

IEEE　Journal　of　Oceanic　Engineering．

IEEE　Journal　of　Quantum　Electronics．

IEEE　Journal　of　Selected　Areas　in　Communications．

IEEE　Journal　of　Solid　State　Circuits．

IEEE　Micro　Magazine．

IEEE　Network．
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IEEE　Photonics　Technology　Letters．

IEEE　Power　Engineering　Review．

IEEE　Software．

IEEE　Spectrum．

IEEE　Technical　Activity　Guide．

IEEE　Technology＆Societies　Magazine．

IEEE　Transactions　on　Acoustics，　Speech，　and　Signal　Processing．

IEEE　Transactions　on　Aerospace＆Electronic　Systems．

IEEE　Transactions　on　Antennas　and　Propagation．

IEEE　Transactions　on　Automatic　ControL

IEEE　Transactions　on　Biomedical　Engineering．

IEEE　Transactions　on　Broadcasting．

IEEE　Transactions　on　Circuits　and　Systems．

IEEE　Transactions　on　Communications．

IEEE　Transactions　on　Components，　Hybrids　and　Manufacturing　Technology．

IEEE　Transactions　on　Computers．

IEEE　Transactions　on　Computer－Aided　Design　of　Integrated　Circuits＆Systems．

IEEE　Transactions　on　Consumer　Electronics．

IEEE　Transactions　on　Education．

IEEE　Transactions　on　Electrical　Insulation．

IEEE　Transactions　on　Electromagnetic　Compatibility．

IEEE　Transactions　on　Electron　Devices．

IEEE　Transactions　on　Energy　Conversion．

IEEE　Transactions　on　Engineering　Management．

IEEE　Transactions　on　Geoscience＆Remote　Sensing．

IEEE　Transactions　on　Industrial　Electronics．

IEEE　Transactions　on　Industry　Applications．

IEEE　Trallsactions　on　Infornation　Theory．

IEEE　Transactions　on　Instrumentation　and　Measurement．

IEEE　Transactions　on　Knowledge＆Data　Engineering．

IEEE　Transactions　on　Magnetics．

IEEE　Transactions　on　Medical　Imaging．

IEEE　Transactions　on　Microwave　Theory＆Techniques．

IEEE　Transactions　on　Nuclear　Science．

IEEE　Transactions　on　Pattern　Analysis　and　Machine　Intelligence．

IEEE　Transactions　on　Plasma　Science．

IEEE　Transactions　on　Power　Delivery．

IEEE　Transactions　on　Power　Electronics．

IEEE　Transactions　on　Power　Systems．
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IEEE　Transactions　on　Professional　Communication．

IEEE　Transactions　on　Reliability．
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Physica　Scripta．

Physica　Status　Solidi．　Section　A：Applied　Research．

Physica　Status　Solidi．　Section　B：Basic　Research．

Physica　Review．　A：GeneraユPhysics．

Physical　Review．　B：Solid　State．

Physical　Review．　C：Nuclear　Physics．

Physical　Review．　D：Particles＆Fields．

Physical　Review．　Index．

Physical　Review　Letters．

Physics　of　the　Earth＆Planetary　Interiors．

Physics　of　Fluids．

Physics　Letters．　Section　A．

Physics　Letters．　Section　B．

Physics　of　Metals＆Metallograghy，　USSR．

Physics　Reports．

Physics　Today．

Planetary＆Space　Science．
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Plasma　Physics　and　Controlled　Fusion．

Prace　Instytute　Lotnictwa．

Proceedings　of　the　IEEE．

Proceedings　of　the　National　Academy　of　Science．（USA）

Proceedings　of　the　Royal　Irish　Academy．　Sec．　A．

Proceedings　of　the　R．oyal　Society　of　I．ondon．　Ser．　A：Mathematical＆Physical

　　　Science．

Proceedings　of　the　Society　of　Experimental　Mechanics．

Progress　in　Aerospace　Sciences．

Propellants，　Explosives＆Pyrotechnics．

Publication　of　Astronomical　Societv　of　Padific．

Quartery　Journaユof　Meclanics＆Applied　Mathematics．

Radio　Science．

La　Recherche　A6rospatialle．

Remote　Sensing　of　Environment．

Reports　on　Progress　in　Physics．

Review　of　Scientific　Instruments．

Reviews　of　Geophysics＆Space　Physics．

Reviews　of　Modern　Phvsics．

Revue　Roumanine　de　Mathematiques　Pures　et　Appliqu6es．

Rubber　Chemistry＆Technology．

SIAM　Journal　on　Control＆Optimization．

Science．

Science　Abstract．　Series　A：Phvsics　Abstracts．

Science　Abstracts．　Series　B：Electrica1＆Electronics　Abstracts．

Science　in　China．

Scientific　American．

Scripta　Metallurgica．

Semiconductor　Science　and　Technology．

Simulation．

Sky＆Telescope．

Solar　Energy．

Solar　Physics．

Solar　Systernes　Research．　USSR．

Solid－State　Electronics．

Sound＆Vibration．

Soviet　Astronomv．

Soviet　Journal　of　Plasma　Phvsics．

Soviet　Phvsics．　Acoustics．
　　　　　　　　ゾ
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Soviet　Physics．　Doklady．

Soviet　Physics．　JETP．

Soviet　Physics．　Solid　State．

Soviet　Physics．　Technical　Physics．

Soviet　Physics．　Uspekhi．

Space．

Space　Calender．

Space　Commerce　Bulletin．

Space　Education．

Space　Markets．

Space　Policy．

Space　Power．

Space　Science　Review．

Space　Solar　Power　Review．

Space　Station　News．

Space　Technology．

Spacefight．

Studii　si　Cerdetari　Mathematlcs．

Surface　Science．

Surface　Science　Report．

Surveys　in　Geophysics．

Time．
　■

Transactions　of　the　ASME．　Journal　of　Engineering　for　Gas　Turbines　and　Power．

Transactions　of　the　ASME．　Journal　of　Engineering　for　Industry．

Transactions　of　the　ASME．　Journal　of　Heat　Transfer．

Transactions　of　the　ASME．　Journal　of　Applied　Mechanics．

Transactions　of　the　ASME．　Journal　of　Tribology．

Transactions　of　the　ASME．　Journal　of　Dynamic　Systems，　Measurement　Control．

Transactions　of　the　ASME．　Journal　of　Engineering　Materials　and　Technology．

Transactions　of　the　ASME．　Journal　of　Fluids　Engineering．

Transactions　of　the　ASME．　Journal　of　Pressure　Vessel　Technology．

Transactions　of　the　ASME．　Journal　of　Biomechanical　Engineering．

Transactions　of　the　ASME．　Journal　of　Vibration，　Acoustics，　Stress　and　Reliability

　　in　Design．

Transactions　of　the　ASME．　Journal　of　Mechanism　Transmissions　and　Automatlon

　　in　Disign．

Transactions　of　the　ASME．　Journal　of　Energy　Resources　Technology．

Transactions　of　the　ASME．　Journal　of　Solar　Energy　Engineering．

Trends　in　Biochemical　Sciences．
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　VDI　Forchungsheft．

　Vacuum．

　Vectors．

　Zeitschrift　fur　Angewandte　Mathematik　und　Mechanik．

　Zeitschrift　fur　Angewandte　Mathematik　und　Physik．

　Zeitschrift　fur　Flugwissensehaften　und　Weltraumforschung．

　Zeitschrift　fur　Naturforschung．　Teil　A：Physical　Sciences．

　Zeitschrift　fur　Physik，　Section　A：Atoms＆Nuclei．

　Zeitschrift　fur　Physik，　Section　D：Atoms，　Molecules　and　Clusters．

iv　国内学術雑誌

　平成元年3月末現在継続受入中の主な国内学術雑誌は下記のとおりである．

　分光研究

電f技術

電子情報通信学会誌

電子情報通信学会論文誌

電了材料

　エレクトロニクス

学術月報

情報処理

科　　学

科学朝ロ

　イヒ3デ三」二業

化学と［業

計測自動制御学会論．文集

計測と制御

機械の研究

金　　属

高’分子論文集

固体物理

燃料協会誌

ニュートン

日本物理学会誌

日本複合材料学会誌

日本原子力学会誌

日本化学会誌

日本機械学会論文集

日本金属学会報

日本金属学会誌

日本航空宇宙学会誌
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応用物理

真　　空

天文月報

鉄と鋼
有機合成化学協会誌

Bulletin　of　the　Chemical　Society　of　Japan．

Bulletin　of　the　JSME．

Chemistry　Letters．

ISIJ　International．

JIS（A，　C，　G，　H，　K各部門）

Japanese　Journal　of　Applied　Physics．（Pt．1＆2）

Journal　of　Gcomagnetism　and　Geoelectricity．

Journal　of　the　Physical　Society　of　Japan．

Progress　of　Theoretical　Physics．

Publication　of　the　Astronomical　Society　of　Japan．

Transactions　of　the　Japan　Institute　of　Metals．
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皿．教育活動

1．大学院

　国立大学共同利用機関として大学院教育協力実施規則に基づいて教授及び助教授が大学院

学生の研究指導にあたっている．

　また，前記規則に基づいて受入れた大学院受託学生は，理学系研究科6名，工学系研究科

24名である．

研　究　科 専攻科Ll 課　　程 人員

1二学系研究科 航　空　学 修士課程 11

工学系研究科 航　空　学 博十課程 8

工学系研究科 電気工学 修士課程 1

工学系研究科 電子工学 修十課程 4

一L学系研究科 電子工学 博十課程 2

工学系研究科 金属材料学 修十課程 1

工学系研究科 反応r学 修士課程 1

理学系研究科 物　理　学 修七課程 7

理学系研究科 物　理　学 博士課程 8

理学系研究科 天　文　学 博士課程 1

理学系研究科 地球物理学 修十課程 3

理学系研究科 地球物理学 博十課程 1

計 48

2．受託研究員

　大学卒業または同程度以hの学力をもつ者に対し，文部省受託研究員制度実施要項に基づ

き，民間会社等に勤務する技術者と一層の技術向上をはかることを目的として実施されてい

るもので，62年度に受け入れ指導を行ったのは次のとおりである．

　受託研究員　7名

　受け入れ会社名

　日産自動車㈱，日本無線㈱，川崎重［業㈱，清水建設㈱，㈱計算流体力学研究所，日本

飛行機㈱，宇部興産㈱
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IV．研究成果の発表の状況

　1．刊行物

　本所の研究成果は，英文で書かれるThe　Institute　of　Space　and　Astronautical　Science　Re－

port（ISAS　Report）ならびに和文で書かれる「宇宙科学研究所報告」として不定期に刊行

される．なお，ISAS　ReportはReport　of　the　lnstitute　of　Space　and　Aeronautical　Science，

University　of　Tokyoのナンバーを継承している．また別にISAS　Research　Noteを印刷配

布している．

第55号（1988年6月）

第56号（1988年6月）

第57号（1988年9月）

第58号（1988年10月）

第59号（1988年12月）

第60号（1989年1月）

第61号（1989年3月）

第62号（1989年3月）

第63号（1989年3月）

第64号（1989年3月）

　　　　宇宙科学研究所報告

　　　　（1988／4～1989／3）

林友直・高野忠・中谷一郎・市川満・周東晃四郎・山田三

男・市川勉・斎藤宏・佐藤巧・柴田秀樹・億本智子・長谷

一水・大橋清一・栗山裕一・長尾利彦：臼田64mφアンテナ新運

用システム

横田俊昭・佐々木進・河島信樹・渡辺勇三：SFU環境観測用分

光器

小平桂一・渡辺鉄哉・山口朝三・中桐正夫・渡部潤一・田中　済・

尾中敬：S520－8　CN号機による乙女座銀河団の紫外線撮像観測

倉谷健治・棚次亘弘：高温における空気の平衡組成と輸送係数

佐々木進・渡辺勇三・小山孝一郎・河島信樹・賀谷信幸・横田俊

昭・佐川永一・宮武貞夫・太田正廣・遠山文雄：SFUを用いた

飛翔体環境の研究

塚本茂樹：KSC周辺の船舶運航の統計的調査について

畠山雅規。船曳勝之・安部隆士：高速作動バルブ方式衝撃波風胴

及び高速マスサンプリングプローブによる超音速気体混合過程に

関する実験

林友直・高野忠・市川満・橋本正之・鳥海道彦・斎藤宏・

小坂　勝・栄元雅彦・藤久保正徳：臼田気象観測システム

山内誠：X線天文衛星「ぎんが」による1型セイファート銀河

の観測

川口淳一郎・稲谷芳文・米本浩一・細川　繁：有翼再突入実験機

の飛行制御系と飛翔シミュレーション試験

特集第22号（大気球研究報告）（1988年11月）

　　　　　　　　　　　　伊藤富造：序　文

　　　　　　　　　　　　西村純：日中に上昇中の気球の減速現象一特に総浮力量と関

　　　　　　　　　　　係について一
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　　　　　　　　　　　西村　純：気球放球時に観測器にかかる衝撃について

　　　　　　　　　　　矢島信之・太田茂雄・秋山弘光・岡部選司・西村純・橋本保成・

　　　　　　　　　　　川口淳一一郎：ガスジェットによる大型ゴンドラの方向制御

　　　　　　　　　　　近藤　豊・鳥山哲司・kil藤英彦・金田昌弘・岩田　晃・高木増）ミ

　　　　　　　　　　　：26km高度での一酸化窒素の日変化の測定（日中共同蒙て球観測）

　　　　　　　　　　　柴崎和夫・岩ヒ直幹・北　和之・小川利紘：る陸における成層圏

　　　　　　　　　　　　：酸化窒素，オゾン高度分布の大気球観潰1」　Bl5－64，66号機と

　　　　　　　　　　　オゾンゾンデ観測結果

　　　　　　　　　　　鈴木裕武・ll」岸久雄・！」・島年春・平島洋・村ヒ浩之・佐藤夏雄・

　　　　　　　　　　　山Ii隆正・小lll｝こ弓∠、・福西　浩：ノく気球によるオーロラX線発生

　　　　　　　　　　　領域の移動およびエネルギー依存性空間分布の観測

　　　　　　　　　　　川村泰弘・芋岡克哉・戸田公夫・南條宏肇・松谷秀哉・市村雅一・

　　　　　　　　　　　桐坪敬祐・小林　IE・柴田　徹・渋田一夫・新堀安男・善積康子

　　　　　　　　　　　：＊10i2～1〔〕15eV領域での一次宇宙線の“準”直接観測

特集第23号（宇宙観測研究報｛髪）q989年31D

　　　　　　　　　　　「司片利典・長1頼文昭：序　　迄

　　　　　　　　　　　村ヒ敏た・藤井iE庭・西村　純・ll」ヒ隆IF．・占田篤1E・内久根寛・

　　　　　　　　　　　洲崎　恩・伊藤真之・河合誠之・近藤一郎・E．E．　Fenimore・

　　　　　　　　　　　J。P．　C〔〕nner・R．1．　Epstein・R．　W．　Klebesade1：1）．W．　Evans：

　　　　　　　　　　　「ぎんが」によるガンマ線バーストの観測

　　　　　　　　　　　常深　博・北本俊1・岡村定矩・1）iane　RousseLDupre：ASMの

　　　　　　　　　　　発見したX線新星GS　2000　＋　25とその観測

　　　　　　　　　　　滝沢　守．井Ii　・・田中靖良ll：1ぎんが．」LACによるGS

　　　　　　　　　　　2000＋25　（ノ）往見1員ll

　　　　　　　　　　　田原　譲・小山勝し・牧島…夫：「銀河」によるX線パルサーの

　　　　　　　　　　　観測

　　　　　　　　　　　坂尾太郎・牧島一た・長瀬文昭：X線パルサーのサイクロトロン

　　　　　　　　　　　吸収線

　　　　　　　　　　　’｛え尾淳一・河島信室封・藤本真克・松田　浩・平林　久・宮地竹史・

　　　　　　　　　　　御f柴廣：ミリ秒パルサーのタイミング観測

　　　　　　　　　　　芝井広・奥田治之・中川貴雄・松原英雄・舞原俊憲・水’ll耕平・

　　　　　　　　　　　F．J．　Low・西村徹郎・小林Tj泰・高見英樹・広本∵｛久：気球に

　　　　　　　　　　　よる天体遠赤外分光観測

　　　　　　　　　　　宮本重徳・北本俊’一：CYGNUS　X－1よりのX線の時間変動一硬

　　　　　　　　　　　いX線の時間変動の遅れ

　　　　　　　　　　　平林久・スヘースVLBI実験チーム：TDRS衛星を使ったス

　　　　　　　　　　　ヘースVLBI観測

　　　　　　　　　　　it日出　勇・山ド廣順：『ぎんが』による銀河団の観測

　　　　　　　　　　　高野史郎・小山勝1・HII；1｛譲：おとめ座銀河団の拡がったX線

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　191
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放射

松本敏雄・早川幸男・村上　浩・松尾　宏・佐藤紳司・A．Lange

・P．L．　Richards：遠赤外背景放射の観測

吉田哲也・安楽和明・井森正敏・折戸周治・島村光太郎・野崎光

昭・原　敏光・山川裕司・山本　明・春山富義・東　保男・棋田

康博・三戸利行・山上隆正：大型超伝導スペクトロメータによる

宇宙線観測計画

阿部琢美・小山孝一郎・寺沢敏夫・奥沢隆志：「さきがけ」によ

る太陽風中の非熱的粒子の観測

河野　毅・宗像一起・永田勝明・村上浩之・中本　淳・長谷部信

行・菊池　川頁・道家忠義：「おおそら」によるMeV陽子・電子

の強度分布

小原隆博・向井利典・西田篤弘・賀谷信幸：複数衛星による極冠

域アークの同時観測

渡部重十・小山孝一郎・阿部琢美：電離層電子のエネルギー分布

非等方性

渡辺勇之・雨宮　宏・中村良治：電子密度ゆらぎのロケット観測

長野　勇・八木谷　聡・木村磐根・V．S．　Inan：Siple局から放射

された左右両円偏波により励起されたホイスラーモード波の強度

解析

長野　勇・岡田敏美・井上良彦・牧野将美・森田慎一郎・満保正

喜：S－310－18号機による中波度の高度分布からD層電子密度分

布の推定

北　和之・岩上直幹・小川利紘・宮下暁彦・田鍋浩義：同時ロ

ケット観測による夜間大気光酸素分子ヘルツベルグ1帯及び酸素

原子557．　7　nm緑線の励起機構の研究

小池　真・小川利紘・鈴木勝久：おおそらBUV観測によるオゾ

ンのグローバール分布

小山孝一郎・鈴木勝久・河島信樹・提井信力・中村良治・島津雄

滋・伊藤宏之・中村克夫：大口径柴外線光源の開発

No．384

No．385

No．386

No．387

ISAS　Research　Note

（1988／4～1989／3）

S．Kumagai　et　al：Hard　X－and　Gamma－rays　from　SN　1987Aand

Mixing　of　the　Supernova　Ejecta．

K．Koyama：X－Ray　Observations　with　the　Ginga　Satellite．

Y．Tanaka：X－Ray　Observation　of　SN　1987Afrom　GINGA．

T．Murakami　et　al：Spectral　Features　in　Gamma－ray　Bursts　Seen

with　GINGA；Evidence　for　Cyclotron　Absorption．
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No．388

No．389

No．390

No．391

No．392

No．393

No．394

No．395

No．396

No．397

No．398

No．399

No．400

No．401

No．402

No．403

No．404

No．405

No．4〔〕6

T．Nakagawa　et　al：An　Infrared　Study　of　Starbursts　in　the　In－

teracting　Galaxy　Pair　Arp　299（NG（）3690＋IC　694）。

スへ一スフラズマE、iil門委員会：スヘースフラズマ実験設備一設備概

要　（iii一糸冬幸艮｛ii－・書）

K．Kawara　et　al：Infrared　Spectroscopic　Observation　of　Methane

in　Cornet　Hallev．

K．Koyama：Ginga　View　of　the　Galactic　Ridge．

T．Nakagawa：（）rigins　of　Far－Infrared　Luminosity　of　Garaxies．

K．K（．）vama：Iron　Line　Emission　from　NGC　1068．

K．Koyama　et　a1：Are　There　Many　Be　Star　Binary　X－ray　Pulsars

in　the　Galactic　Ridge？

K．Schlegel　et　al：Electr（）n　Temperatures　in　the　High　Latitude

Topside　Ionosphere　frc）m　Satellite　and　Incoherent　Scatter　Data．

Y．Tanaka　et　al：Contributions　t〔〕The　COSPARSymposium　14，

Advances　and　Perspectives　in　X－Ray　and　Gamma－Ray　Astronomy．

S．Nakazaki　et　al：1）ifferential　Cross　Sections　for　Electron－Impact

Excitatioll　of　Hydrogen－Like　Ions．

K．Oyama　et　al：Detection　of　Cometary　Ions　at　a　Distance　of　7

Million　Kilometers　Upstream　of　Comet　Halley．

L，Y（mggui　et　a1：Frequency　Stabilization　of　an　Argon　Laser　for

aGravitational～Vave　Antenna　Differential　N旺ethod　．

M．Kohno　et　al：Current　SRM　Nozzle　Design　and　Testing．
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ionosphere：Areview，　Annales　Geophysicae，6（4），（1988）389－400．

　　W．Miyake，　K．　Kobayashi，　K．－1．（1）yama，　T．　Mukai，　T．　Abe，　T．　Terasawa，　K．

Yumoto，　T．　Saito，　K．　Hirac），　A．　J．1．azarus　and　A．　D．　Johnstone：Multi－Spacecraft

Observations　of　Heliographic　Structure　of　the　Solar　Wind　Speed，　Planet　Space　Sci．，36

（12），（1988）　1329－1342．

　　K．－1．Oyama，　K．　Schlegel　and　S．　Watanabe：Temperature　Structure　of　Plasma　Bub－

bles　in　the　Low　I．atitude　Ionosphere　Around　600km　Altitude，　Planet　Space　Sci．，36（6），

（1988）　553－一　5．　67．

　　K．－1．Oyama，　T．　Abe　and　S．　Watanabe：Anisotropy　of　Electr（）n　Temperature　in　the

Topside　Ionosphere，　Adv．　Space　Res．，8（8），（1988）151－154．

　　K．－1．Ovama　and　T．　Abe：Detection　of　Cometarv　Ions　at　a　Distance　of　7　Million

Kilometers，　Laboratory　and　Space　Plasmas，　Proceedings　of　the　Second　International

Workshop　on　the　Relation　Between　Laboratory　and　Space　Plasmas，　Ileld　in　Toky（⊃，

Japan，　November　25－26，1986，1989．

　　A．Piel，　K．－1．　Ovama　and　II．　Thiemann：Resonance　C（me　Measurements　of　Non－

Thermal　Plasma　Properties　in　the　Mid－1、atitude　I（，nosphere，　Adv．　Space　Res．，8（8），
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（1988）　143－146．

　　M．Shimizu：Chemical　and　early　biological　evolution，　in　Aerospace　Science，　ed．　by

Yajima，（1988）135．

　　G．Kawai，　S．　Yokoyama，　T．　Hasegawa，　K．　Murao，　H．　Ishikura，　S．　Nishimura　and　T．

Miyazawa：Two－dimensional　NMR　analyses　of　dynamic　structures　of　tRNAs　and　the

regulation　of　codon　recognition　by　post－transcriptional　modificatiol1，　Nucl．　Acids　Res．

Symp．　Ser．，19（1988）105－106．

　　M．Shimizu　and　T．　Hasegawa：Detection　of　soecific　interactions　between　anticodon・

C4N　nucleotides　and　the　cognate　amino　acids，　Nuc1．　Acids　Res．　Symp．　Ser．，20（1988）

99－100．

　　H．Hiineno，　H．　Matsushima　and　K．　Sano：Scanning　electron　microscopic　study　on

the　in　vitro　organogenesis　of　saffron　stigma－and　style－like　structures，　Plant　Science，

58（1988）93－101．

　　T．Yamamoto　and　T．　Kozasa：Planetesimal　Aggregate　Versus　Cometary　Nucleus，

Proc．　STScl　Workshop　on“The　Formation　and　Evolution　of　Planetary　Systems”，Sp．

Tel．　Sci．　Inst．，（1988）113。122．

　　T．Yamamoto　and　T．　Kozasa：Cometary　Nucleus　as　Aggregates　of　Planetesimals，

Icarus，75（1988）540－551．

　　K．Kawara，　B．　Gregory，　T．　Yamamoto　and　H．　Shibai：Infrared　Spectroscopic　Obser－

vation　of　Methane　in　Comet　P／Halley，　Astron．　Astrophys．，207（1988）174－181．

　　　T．Yamamoto：On　the　Formation　and　Processing　of　Carbon　and　Nitrogen　Com－

pounds　in　Carbonaceous　Chondrites，　Rep．　Sp．　Res．　Proj．　Evolution　of　Matter，　in　press

（1989）．

　　　M．Tanaka，　S．　Sato，　T．　Nagata　and　T．　Yamamoto：Three－Micron　Ice－Band　Feature

in　ρ　Oph　Sources，　Astrophys．　J．（submitted，1989）．

　　　K．Hirao　and　T．　Itoh：The　Sakigake／Suisei　missions　to　Halley’scomet，“Exploration

of　Halley’s　Comet”Springer－Verlag（1988），965．

　　　T．Gamo，　H．　Honda　T．　Itoh，　et　a1：Carbon　and　oxygen　isotopic　rations　of　a　strat－

ospheric　profile　over　Japan，　Tellus，（in　press）．

　　　S．Noda，　Y．　Nakamura，　Y．　Kawai　and　M．　Akazaki：Waveform　of　Linear　Ion－

Acoustic　Waves　Excited　by　a　Mesh　Grid，　Japanese　J．　of　Applied　Physics　27（8），（1988）

1562．

　　　Y．Nakamura，　H．　Takahashi，　K．　Nagata，　T．　Kohno　and　H．　Murakami：High　Energy

Electron　and　Proton　Observations　in　the　South　Atlantic　Geomagnetic　Anomaly，　Proc．

Sixth　Japan－Brazil　Symposiun　on　Science　and　Technology（Sao　Paulo，　Brazi1，1988），3，

P．28．

　　　H．Takahashi，　B．　R．　Clemesha，　P．　P．　Batista，　Y．　Sahai，　Y．　Nakamura　and　T．　Itoh：

Upper　Atmosphere　Temperature　Measurements　using　an　Airglow　Photometer　on　Board

aRocket，　Proc．　Sixth　Japan－Brazil　Symposium　on　Science　and　Technology（Sao　Paulo，
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Brazil，1988），3r　P．296．

　　　M．Hayakawa，　H．　Mizutani，　S．　Kawakami　and　Y．　Takagi：Numerical　Simulation　of

Collisional　Accretic）n　Process　of　the　Earth，　Proc．19th　Lunar　Planet．　Sci　Conf．，（1989），

659－671．

　　　M．Hayakawa　and　H．　Mizutani：Planetary　Growth　in　gas　free　envir（）nment，　Pro－

gress　of　Theoretical　Phys．　Suppl．，96　（1988）256－265．

　　　H．MizUtani　and　S．　Takem（）to：AppliCation　Of　I．1（，10graphiC　InterferOmetry　tO　Un－

deground　Stress　Measurenlents，　Laser　Holography　in　Geophysics　Ellis　Horwood　Limi－

ted，（1988）　106－128，

　　　K．Masuda，　H．　Mizutani，　L　Yamada　and　Y．　Imanishi：Effects　of　water　on　time－

dependent　behavior　of　granite，　J．　phys．　Earth，36（1988）267－190．

　　　水谷　　仁：地質学・地球イヒ学　（年～欠要覧），　ブルタニカ国際年鑑i，　（1989）500－502．

　　　H．Mizutani，　M．　Kono，　H．　Matsuo，1．　Yamada　and　N．　Tsuya：Development　of　lunar

penetrator，　Sixteenth　Int．　SymP．　Space　Tech．　Science，（1988）517－518．

　　A．Fujimura：Preferred　orientation　of　mantle　minerals，　in“Rheology　of　Solids　and

of　the　Earth”，eds．　S．　Karato　and　M．　T（）riumi，　Oxf（⊃rd　Univ．　Press，（1989）263－283．

　　T・Akamatsu，　A・Fujimura，　N．1．　Kato，　H．　Sawamoto，　M．　Kumazawa，　K．　Fujino　and

T．Yamanaka：Pressure　and　temperature　dependence　of　cation　distribution　in　Mg－Mn

olivine，　Phys．　Chem．　MineraL，6（1988）105－113．

　　神Jj　靖，米田　明，藤村彰夫，加藤　学，沢本　紘，熊沢峰夫：固．体液体混成方式に

よる大容量（150mm3），8GPa静水圧発生，固体物理，23（4），（1988／4）256－262．

　　藤村彰夫，占本宗．充，高木靖彦，水谷　仁1岩石断面のフラクタルと小・天体表層の地形・

構造，地質調査所月報（印刷Ll；）．

　　T．Irifune，　J．　Susaki，　T．　Yagi　and　H．　Sawamoto：Phase　transfornations　in　diopside

CaMgSi206　at　pressures　up　to　25　GPa，　Geophy．　Res．　Lett．，16（1989）187－190．

共通基礎研究系

　　　Y．Itikawa　and　K．　Sakimoto：Differential　cross　sections　for　the　electron．impact　ex－

citation　of　Ile－1ike　ions：23S　and　23P，　Phys．　Rev．，　A38（2），（1988）664．

　　Y．Itoh，　T．　Hayaishi，　Y。　Itikawa，　T．　KoizumLi，　T．　Nagata，　Y．　Sato，　H．　Shibata，　A．

Yagishita　and　M．　Yoshino：Rb　4p－resonances　studied　by　a　photoion－yield　spectrum，　J．

Phys．，　B21（24），（1988）L727．

　　T．Kato　and　S．　Nakazaki：Recommended　data　for　excitation　rate　coefficients　of

helium　atoms　and　helium－loke　ions　by　electron　impact，　IPPJ－AM－58，　Institute　of　Plasma

Physics，　Nagoya　University，　voL　58（1988）．

　　T．Yabe，　Y．　Murakami，　A．　Nishiguchi　and　K．　Takayanagi：Interaction　between

atomic　bound　and　free　electr（ms　in　high－Z　atoms　ullder　non－thermodynamic－equilibrium

conditions，　Phys．　Rev．　A　39（5），（1989）2776．

　　Y．Itikawa　and　K．　Sakimoto：Electron－impact　excitation　of　atomic　iolls，　The　inter－

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　201

This document is provided by JAXA.



national

semlnar．

seminar　on　atomic　and　wdecular　physics－The　second　china－Japan　joint

システム研究系

　　　M．Kohno，　T．　Murakami，　H．　Maruizumi　and　Y．　Yamamoto：Thrust　Augumented

Solid　Rocket　System　with　Liquid　Injection，　Proc．　of　the　16th　ISTS，　vol．1（1988）137．

　　　H．Ikeda，　Y．　Yamamoto　and　M．　Kohno：Astudy　of　Erosion　and　Ablation　Me－

chanisms　in　Solid　Rocket　Motor　Nozzle　Exit　Cone，　Proc．　of　the　16th　ISTS，　vol．1

（1988）　191．

　　　J．Onoda，　M．　Kohno，　N．　Watanabe，　H．　Shirogane　and　F．　Namiki：Development　of

Filament　Wound　Motor　Case，　Proc．　of　the　16th　ISTS，　vol．1（1988）403．

　　　M．Kohno，　J．　Onoda，　N．　Watanabe，　A．　Obata，　K．　Yamashiro，　and　T．　Kitamura：

New　Design　Concepts　of　Deployment　Mechanisms　for　Extendible／Expandable　Nozzles，

Proc．　of　the　16th　ISTS，　vol．1（1988）415．

　　　M．Hinada，1．　Nakatani，　K．　Ninomiya，　M．　Kunugi，　N．　Muranaka，　T．　Namera　and　N．

Ogura：Dynamics　of　Spinning　Spcecraft　with　Flexible　Radial　Wire　Antennas，　Poc．　of

the　16th　ISTS，　vol．1（1988）613．

　　　M．W．　Mah，　V．　J．　Modi　and　Y．　Morita：On　the　Dynamics　of　the　Space　Station

Based　Mobile　Servicing　System，　Proc．　of　the　16th　ISTS，　vo1』（1988）1343．

　　　J．Kawaguchi，　et　al：Comet　Coma　Sample　Return　Mission，　JSTS　vol．3，　No．2．

　　　J．Kawaguchi，　et　a1：MUSES－A　Orbital　Design，　Proceedings　of　the　16th　Inter－

national　Symposium　on　Space　Technology　and　Science．

　　　JKawaguchi，　et　al：Wind　Tunnel　Verification　of　Attitude　Control　Characteristics

of　a　Winged　Space　Vehicle，　Proceedings　of　the　16th　International　Symposium　on　Space

Technology　and　Science．

　　　J．Kawaguchi，　et　a1：Flight　Test　of　a　Winged　Space　Uehicle，　Proceedings　of　the

16th　International　Symposium　on　Space　Technology　and　Science．

　　　J．Kawaguchi，　et　al：Trajectories　of　the　SAKIGAKE　Extended－Mission　Phase，　Proce－

edings　of　the　16th　International　Symposium　on　Space　Technology　and　Science．

　　　M．Hinada，　K．　Ninomiya，　et　al：Atitude　Stability　of　a　Spinning　Spacecraft　with

Liquid　Propellant　and　Flexible　Wire　Antennas，　IAF－88－333（1988）．

　　　J．Nishimura，　M．　Hinada，　et　a1：Effect　of　Void　Gas　Lying　Between　Fluid　Slugs　in

Annular　Fluid　Nutation　Damper，　VI　JAPAN－BRAZIL　Symposium　on　Science　and　Tech－

nology　Vol．　III（1988）35．

　　　R．Akiba，　M．　Hinada，　et　a1：Dynamics　of　Spinning　Spacecraft　with　Flexible　Radial

Wire　Antennas，　VI　JAPAN－BRAZIL　Symposium　on　Science　and　Technology　Vol．　III

（1988）49．

　　　H．L．　Chen　and　K．　Oshima：Numerical　Analysis　of　the　Formation　and　Interaction

of　Vortex　Rings，　Proceedings　of　Soviet　Union－Japan　symposium　on　computational　fluid
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dynamics，1988．

　　　K．Oshima，　Y．　Ishii　and正1．　Kanda，：Experimental　and　Numerical　Study　of　Tur－

bulence　Transition　in　a　Circlllar　Pipe，　presented　at　International　Congress　of　Theore－

tical　and　Applied　Mechanics，　held　at　Grenoble　on　August　22－27，1988．

　　　大島耕一：液体力学の数理，講演　FIAM’88　：Forum　on　Industrial　and　ApPlied

Mathematics一先端技術と数理科学の対話．一，日本学術会議講堂，（1988／7），　Proceedings

will　be　published．

　　　K．Oshima：Numerical　Solutions　of　the　Vlscous，　Incompressible　Navier－Stokes　Equa－

tions，　Special　Lecture　at　International　C（）nference　on　Computational　Methods　in　FLow

Analysis，　held　at　Okayama　on　September　5－8，1988，　Proceedings　was　published．

　　　K．Oshima：Numerical　Flow　Study　in　Japan，　presented　at　Soviet　Uni（m－Japan

Symposium　on　OCmputational　Fluid　Dynamics，　held　at　Khabarovsk　on　September　9－16，

1988，Proceedings　will　be　published．

　　　K．Oshima　and　N．　Izutsu：Miero－fluid　Dynamical　Analysis　of　Evaporating　Flows　in

Heat　Pipes，　presented　at　3rd　Eropean　Symp（）sium　on　Space　Thermal　Control　and　I．ife

Support　Systems，　held　at　ESTEC，　Noordwijk　on　October　3－6，1988，　Proceedings　was

published　as　ESA　SP－288．

　　　T．Tamura，　E．　Krause　and　K．　Kuwahara：Three－Dimensional　Computation　of　Uns－

teady　Flows　around　a　Square　Cylinder，　proc．11th　ICMNFD（1988）．

　　　棄原邦郎：流れのシミュレーション，PIXEL　7月号（1988）．

　　　K．Kuwahara，　S．　Shirayama　and　T．　Tamura：Unsteady　Vortex　Shedding　behind　a

bluff　body，　Proc．12th　World　Congress　on　Scientific　Computati〔〕n（1988）．

　　　K．Tsuboi，　S．　Shirayama，　M．　Oana　and　K．　Kuwahara：Computational　Study　of　the

Effect　of　Base　Slant，　Proc．2nd　Int．　Conf．　on　Supercomputing　in　the　Automotive　In－

dustry（1988）

　　　S．Shirayama　and　K．　Kuwahara：Navier－Stokes　Solution　of　the　Flow　Field　around　a

Complete　Automoble　Configuration，　Proc．2nd　Int．　Conf．（）n　Supercomputing　in　the

Automotive　Industry（1988）．

　　　棄原邦郎：流れのシミュレーション2，PIXEI、11月号（1988）．

　　K．Uesugi，　R．　W．　Farquhar，　H．　Yokota　and　J．　Kawaguchi：Follow－on　Missions　of

Sakigake　and　Suisei，　Acta　Astronautica，18（1988）241－246．

　　K．Uesugi，　T．　Hayashi　and　H．　Matsuo：MUSES－A　I）ouble　Lunar　Swingby　Mission，

Acta　Astronautica，17（5），（1988／5）495－501．

II．　Yokota，　S．　Ishii，　J．　Kawaguchi　and　K．　Uesugi：MUSES－A　Orbital　Design，　Proc．　of

16th　ISTS，（1988／5）．

　　R．W．　Farquhar，　D．　Dunham，　S．　Hsu，　K．　Uesugi，　J．　Kawaguchi　and　II．　Yokota：

TrajeCtOrieS　for　the　Sakigake　Extended－Mission　Phase，　PrOC．　of　16th　ISTS，（1988／5）．

　　K．Uesugi，　K．Kuribayashi，　N．Watanabe，　S．　Kawanami，　et　al：Development　of　Super－

plastic－Formed　Uniform　Thickness　Fuel　Tank，　Proc．　of　16th　ISTS，（1988／5）．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　203

This document is provided by JAXA.



　　T．Hayashi，　K．　Uesugi，　H．　Yamamoto，　T．　Orii，　M．　Kamimura　and　A．　Kimura：

MUSES－A　Spacecraft　for　Double　Lunar　Swingby　Mission，　Proc．　of　6th　Japan－Brazil

Sympo．　of　Science＆Technology，（1988／8）．

　　K．Uesugi　and　R．　Akiba：Development　of　the　Hydrazine　Thruster　Technology　in

ISAS，　Proc．　of　6th　Japan－Brazil　Sympo．　of　Science＆Technology，（1988／8）．

　　上杉邦憲：科学衛星のシステム設計とマネージメント，日本航空宇宙学会誌，36（415），

（1988／8）　357－363．

　　N．Ishii，　H．　Yokota，　J．　Kawaguchi　and　H．　Matsuo：Multi－Body　Lambert　Type　Orbit

Design　Using　Recursive　Multi－Step　Linearization，　Proceedings　of　the　16th　ISTS（1988／8）

671．

　　H．Matsuo　and　Y．　Hatakeyama：An　Optimization　of　Multi－Asteroid　Rendezvous

Missions，　Proceedings　of　the　16th　ISTS（1988／8）2121．

宇宙輸送研究系

　　J．Onoda：Two－Dimensionally　Deployable　Truss　Structures　For　Space　Application，

Journal　of　Spacedrft　and　Rockets．，25（2）（1988）109－116．

　　J．Onoda，　K．　Ichida　Y．　Hashimoto，　N．　Onojima　and　Y．　Kitai：An　Improvement　of

Separation　Mechanism　of　MT－135　Meteorological　Rocket，16th　International　Sym－

posium　on　Space　Technology　and　Science．，（1988）．

　　J．Onoda，　M．　Kohno，　N．　Watanabe，　H．　Shirogane　and　F．　Namiki：Development　of

Filament　Wound　Motor　Case，16th　International　Symposium　on　Space　Technologyand

Science．，（1988）．

　　J．Onoda　and　N．　Watanabe：Tethered　Subsatellite　Swinging　from　Atmosperic　Gra－

dient，　Journal　of　Guidance，　Control　and　Dynamics．，11（5）（1988）477－479．

　　K．Kondo　and　N．　Watanabe：ASimplified　Finite　Element　Method　for　Elastic－

Plastic　Analysis　of　Sturctures，　Proceedings　of　the　International　Conference　on　Com－

putaional　Engineering　Science．，（1988）．

　　　T．Abe，　S．　sato，　K．　Nakajima，　K．　Toki　and　K．　Kuriki：Quasi－steady　Operation　of

Repetitivelyypulsed　Laser　Thruster，　Proc．16th　Int’1　Symposium　on　Space　Technology

and　Science，1988．

　　　M．Nagatomo，　T．　Abe，　Y．　Inatani，　J．　Kawaguchi　and　K．　Yonemoto　Flight　test　of　a

winged　space　vehicle，　Proc．16th　Int’1　Symposium　on　Space　Techonology　and　Science，

1988．

　　　T．Abe：ASelf－consistent　Tension　Shell　Structure　for　Application　to　Aerobraking

Vehicle　and　its　Aerodynamic　Characteristics，　AIAA－88－3405，1988．

　　　T．Abe：Direct　Energy　Conversion　from　a　Laser　Beam　by　using　a　Relativistic　Elec－

tron　Beam，　Space　Power，7（2），（1988）145．

　　　T．Abe：Rarefied　gas　flow　analysis　by　direct　simulation　Monte　Carlo　method　in

body－fitted　coordinate　system，　to　appear　at　Journal　of　Computational　Physics，1989．
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　　　T・Shim・da　and　T・Ab・・ApPli・ability・f　th・Direct　Sim。1。ti。n　M。nt，　C。，1。
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Dynamics，1988．

　　　S．Obayashi　and　K．　Fujii：Simulation　of　Transonic　Flow　over　a　Wing　Mounted　in
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nology　and　Science，　SapPoro，　Japan，　May，1988．
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nology　and　Science，（1988）55

　　　H．Suzuki，　K．　Uematsu，　T。（．）htsuka，　K．　Shiina，　K．　Toki，　Y．　Shimizu　and　K．　Kuriki：

Development　of　MPD　Thruster　for　a　Spac（）Test，　Proceedings　of　the　16th　Interllational

Sympし）sium　on　Space　Technolc）gy　and　Science，（1988）．

　　　Y．Kunii，　M．　Sumida，　T．　M（．）riai，　II．　Sasaki，　T．（⊃kamura，　H．正Iarada，　T．　Yoshida，　K．

Ijichi，　K．　Toki　arid　K．　Kuriki：Developmellt　of　Electric　Power　and　Colltrol　System　for

lkW　CIass　MPD　Arcjet，　Proceedillgs　of　the　16th　International　Symposium　on　Space

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　207

This document is provided by JAXA.



a

Technology　and　Science，（1988）．

　　T．Nakayama，　K．　Toki　and　K．　Kuriki：Quantitative　Imaging　of　MPD　FIowfields，

DGLR／AIAA／JSASS　20th　International　Electric　Propulsion　Conference，　IEPC　88－088，

（1988）．

　　　H．Suzuki，　K．　Uematsu，　T．　Ohtsuka，　K．　Shiina，　K．　Toki　and　K．　Kuriki：3Million－

Shots　Endurance　Test　of　lkW－Class　MPD　Arcjet　Thruster，　DGLR／AIAA／JSASS　20th

IIlternational　Electric　Propulsion　Conference，　IEPC　88－014，（1988）．

　　Y．Shimizu，　K．　Toki，　and　K．　Kuriki：Development　of　an　MPD　Propulsion　System，

DGLR／AIAA／JSASS　20th　International　Electric　Propulsion　Conference，　IEPC88－015，

（1988）．

　　Y．Kunii，　M．　Sumida，　T．　Moriai，　H．　Sasaki，　T．　Okamura，　H．　Harada，　K．　Ijichi，　Y．

Shimizu　and　K．　Toki：Verification　of　Performance　and　Endurance　of　Cpacitor　Bank

for　the　Electric　Propulsion　Experiment（EPEX），DGLR／AIAA／JSASS　20th　International

Electric　Propulsion　Conference，　IEPC　88－048，（1988）．

　　M．Sumida，　Y．　Kunii，　T．　Moriai，　T．　Okamura，　T．　Yoshida，　K．　Ijichi，　Y．　Shimizu　and

K．Toki：Verification　of　Control　Sequence　and　Algorithm　for　the　Electric　Propulsion
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Simultaneous（りbservatioris　of　Sun－aligned　Polar　Cap　Arcs　in　Both　Ilemispheres　by

EXOS℃alld　Viking，　Geoρんys．／～es．五e亡t．，15，（1988）713－716．
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（2｝国内講演会，シンポジウム

太陽系プラズマ研究系

　　藤本正樹，西田篤弘：Recirculation　of　Energetic　Electrons　in　the　Jovian　Magneto－

sphere，第83回地球電磁気・地球惑星圏学会講演予稿集，（1988／4），　ll　－1．

　鶴田浩一郎，他：磁気圏プラズマの写真撮影の可能性について，第83回地球電磁気・地

球惑星圏学会講演予稿集，（1988／4），H－11．

　　向井利典，他：高密度イオンの局所的降下現象（ll），第83回地球電磁気・地球惑星圏

学会講演予稿集，（1988／4），ll　－12．

　平原聖文，向井利典，他：広い測定角度範囲を持つイオンエネルギー質量分析器につい

て，第83回地球電磁気・地球惑星圏学会講演予稿集，（1988／4），II　－13．

　河野祐一，鶴田浩一郎，早川　基：新型イオン銃の開発，第83回地球電磁気・地球惑星

圏学会講演予稿集，（1988／4），ll－14．

　向井利典，他：Multi－Spacecraft　Observations　of　Heliographic　Structure　in　the　Solar

Wind，第83回地球電磁気・地球惑星圏学会講演予稿集，（1988／4），　ll　－18．

　中川朋子，西田篤弘：Non－spiral　magnetic　field　in　the　solar　wind，第83回地球電磁気

・地球惑星圏学会講演予稿集，（1988／4），皿一21．

　小原隆博，北山正信，向井利典，西田篤弘，他：EXOS－C衛星により観測された極冠域

アークの分類，第83回地球電磁気・地球惑星圏学会講演予稿集，（1988／4），皿一25．

　北山正信，西田篤弘，向井利典，他：沿磁力線電位差の生成機構の観測的検証，第83

回地球電磁気・地球惑星圏学会講演予稿集，（1988／4），皿一29．

　町田　忍：Simulation　of　AKR　Generation　in　a　Cold　Plasma　Cavity，第83回地球電

磁気・地球惑星圏学会講演予稿集，（1988／4），皿1－41．

　柳澤正久，他：惑星科学実験用レールガンの開発一　1987年度の実験報告一，第83回地

球電磁気・地球惑星圏学会講演予稿集，（1988／4），1－48．

　向井利典，北山正信，他：中・低緯度における10keV電子バースト現象（EXOS－C観

測），第83回地球電磁気・地球惑星圏学会講演予稿集，（1988／4），ll－56．

　西田篤弘：ReconnectionによるLow　Latitude　Boundary　Layerの形成，第84回地球電

磁気・地球惑星圏学会講演会講演予稿集，（1988／10），ll－19．

　鶴田浩一郎，他：磁気圏プラズマ撮像計画ll．自然プラズマ撮像の可能性について，第

84回地球電磁気・地球惑星圏学会講演会講演予稿集，（1988／10），ll－21．

　小原隆博，向井利典，西田篤弘，他：複数衛星による極冠域アークの同時観測，第84

回地球電磁気・地球惑星圏学会講演会講演予稿集，（1988／10），P－17．

　鶴田浩一郎，他：電離層内におけるDCダブルプローグの特性（S－310－18ロケット実験

結果），第84回地球電磁気・地球惑星圏学会講演会講演予稿集，（1988／10），P－23．

　河野祐一鶴田浩一郎，早川　基，他：EXOS－D搭載用電場計測器（イオン銃）の開発，

第84回地球電磁気・地球惑星圏学会講演会講演予稿集，（1988／10），P－45．

　早川　基，鶴田浩一郎，河野祐一，他：広視野角を有するリシウムイオン検出器の特性，

第84回地球電磁気・地球惑星圏学会講演会講演予稿集，（1988／10），P－46．
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　町田　忍，向井利典，’F原聖文，他：フラズマ粒」乙計測器較tl－1のための大口径イオン・

ビーム発生装置の開発，第84回地球竜磁気・地球惑星圏学会講演会講演f稿集，（1988／

10），P47．

　・1三原聖文，向井和」典，町田　忍：ホロイダル型エネルギー分析器及び，オレンジ型質量

分析器の電磁場分布と粒r一軌道，第84回地球電磁気・地球惑星圏学会講演会講11穫予稿集，

（1988・10）P48．

　渡辺勇㍉他：竃」乙密度ゆらぎのロケット観測，第84回地球電磁気・地球惑星圏学会講

チ寅∫妻、；薄江這．f稿笥集，　（1988　10），　　H　－33．

　中川朋氏西田篤弘：太1場風中の’｛え面平行磁場構造，第84　liil地球電磁気・地球惑屋圏学

会講演会講演f’稿集，q98810），149．

　向井利典，他：太陽風中の高速流と低速流の境界における緯度方向の速度勾配，第8411」1

地球電磁気・地球惑星圏学会講演会暮薄演」り稿集，（198810），153．

　賀谷信幸・松本治弥，向井利典：1笥密度イオンの局所的効果現象（H），第83回地球電

磁気・地球惑星圏学会講演チ稿集，（19884）．

　賀谷信幸，松本　紘，B．　T．　TSURUTANI：ジャコビニ彗星の近傍で観測されたホイッス

ラー波のテスト粒」乙シュミレーション，第84回地球電磁気・地球惑星圏学会講演ア稿集，

（1988／10），　li　－7．

惑星研究系
　　小山孝・郎，鈴木勝久．堤井信力，生川俊則，河島信樹：紫外線が混合気体ブラズマに及

ぼす影響について，フラズマ研究会資料，EP．8837．4956，1988年．

　　渡辺重仁小山孝・郎，阿部琢美，伊藤富造：トラフ領或における電∫二温度の分布．．

お＼そら衛星による観測，第83回地球電磁気・地球惑星圏学≦こ，溝演r・稿集II－55，1988

年．

　　「．宅　亘，小林一英，小山孝一郎，同井利典，寺沢敏k，湯元清文，斎藤尚生，・｛ろ尾邦

雄i・　Lazarus，　Johnstc）ne　：　Nlulti－Spacecraft　observations　（）f　helio－graphic　structure　in

the　solar　wind，第83回地球電磁気・地球惑星圏学会，講演f稿集III　19，1988年．

　　森岡　昭，ノく塚　寛，永HI勝明，小山孝一一郎：フラズマ圏境界近傍におけるフロトンス

・・イク現象とVI．F放射，第83回地球電磁矢い地球惑星圏学会，1988年．

　阿部琢美，小山孝一…郎，清水克洋，渡部重1－：非等法的な，熱、的電壬エネルギー分布の角

度依存性，第831r，il地球電磁気・地球惑星圏学会，講演1り稿集ll－32，1988年．

　小山孝一一郎，鈴木勝久．　tiVi：f訪，河島信樹，生川俊則汰陽光シミュレーシ。ン用，

ノく日径ランフの開発，第83回地球電磁気・地球惑星圏学会．講演予稿集P－33，1988年．

　渡辺重卜，小山孝一郎，阿部琢美：電離層電子のエネルギー分市非等方性，第841口1地球

電磁気・地球惑星圏学会，講演f稿集li－35，1988年．

　阿部琢美，小山孝・郎，渡辺重卜，寺澤敏た，奥沢　隆：太陽風イオンの低エネルギー

成分，第8411　1］地球電磁気・地球惑星圏学会，講演f稿集152，1988年．

　ノ」xLI；4：一一一一“iK，　F可剖‘f家〕庭，　1度」～2重1・：Electron　tempe「atu「e　measu「ement『P「elimina「v

result　of　the　eoordinated　rocket　experiment　carried　out　with　sounding　rocket　K－・9M－－81
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and　S－310－18，第84回地球電磁気・地球惑星圏学会，講演予稿集P－25，1988年．

　高橋忠利，大家　寛，渡部重十，小山孝一郎：ひのとり衛星プラズマデータのデータベー

ス化について，第84回地球電磁気・地球惑星圏学会，講演予稿集ll－32，1988年．

　渡部重十，小山孝一郎，阿部琢美，大家　寛，高橋忠利，伊藤富造：極域電離層におけ

る電子密度と電子温度の比較，極研シンポジウム，1988年．

　A．Piel，　H．　Thiemann，　K．－1．　Oyama　and　A．　Morioka：Resonance　Cone　Experiment

Utilizing　K－9M－81　rocket，第84回地球電磁気・地球惑星圏学会，講演予稿集ll　－32，1988

年．

　山本哲生，小笹隆司：微惑星集合体としての彗星核一質量分布一，「彗星の起源ワーク

ショップ」報告，（1988）40－50．

　山本哲生：彗星大気の組成からみた彗星の起源，“原始太陽系と惑星の起源”研究成果報

告，（1988）333－342．

　向井　正，山本哲生：太陽磁気圏における塵の振舞，「惑星電磁圏」ワークショップ報告

集，（1988）1－4．　　　　　　．

　山本哲生，向井　正：太陽磁気圏に混入するダストについて，「惑星電磁圏」ワーク

ショップ報告集，（1988）5－9．

　山本哲生，小笹隆司：On　the　Formation　and　Processing　of　Organic　Matter　in　Carbo－

naceous　Chondrites，「星間物質，分光型を異にする星々，宇宙線，太陽系天体の諸化学組

成間の因果的関連」報告集，（1988）．

　小笹隆司，山本哲生：有機物星間塵の生成と変成，日本天文学会，秋期年会予稿集，（B

75），　（1988／10）．

　山本哲生，小笹隆司：炭素質阻石中の炭素および窒素量の関係について，地球電磁気・

地球惑星圏学会講演会，（1988／10）．

　山本哲生，向井　正：太陽磁気圏へ流入するダストについて，「惑星間塵の起源と進化」

（II），一次宇宙線研究会報告一宇宙空間物質（X），（1989／3），　ICR一報告一72－89－3．

　山本哲生：太陽系の物質，HOPESシンポジウム集録，（1989）印刷中．

　姫野俵太，佐野孝之輔，松島　久：in　vitroで形成したサフラン柱頭・花王様器官の走

査型電子顕微鏡（SEM）による観察，日本農芸化学会1988年度大会，（1988／4）．

　清水幹夫，長谷川典巳：アンチコドン・C4N型塩基群と対応アミノ酸間の特異的相互作

用の検出，第15回核酸化学シンポジウム，（1988／9），99－100．

　浅川修一，荒木武義，三浦謹一郎，姫野俵太，渡辺公綱：ヒトデミトコンドリアDNA中

に見いだされた推定プロモーター構造，第61回日本生化学会大会（1988／10），生化学，60

（8｝，　（1988）　855．

　浅川修一，荒木武義，三浦謹一郎，姫野俵太，渡辺公綱：棘皮動物ミトコンドリアゲノ

ム中の遺伝子の比較，第11回日本分子生物学会年会（1988／12），講演要旨集p．207．

　清水幹夫，長谷川典巳，姫野俵太：オリゴヌクレオチドとアミノ酸の特異的相互作用，

日本物理学会第44回年会（1989／3）．

　本田秀之，堤　眞，伊藤富造：大気球搭載用成層圏大気採取システム，日本地球化学会

年会，講演要旨集（1988／10）282．
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　　H．Mizutani，　M．　kono，　H．　Matsuo，　L　Yamada　and　N．　Tsuya：1）evelopment　of　lunar

perletrator，　Sixteenth　Int，　SymP．　Space　Tech．　Science，（1988）517518．

　　水谷　仁：惑星のコアー形成条件，状態一，シンポジューム1地球の進化と対流現象．i

1989年1月30，31目，東大海洋研

　　高木靖彦，水谷　仁：阻石のJ］面への落ド頻度と空間密度，地震学会講演f稿集昭和63

年度春季大会，（1988）189．

　　本田理恵，llUlI雅彦，水谷　仁：Rayleigh－Taylor型不安定煮よるコア形成の数値シュ

ミレーション，地震学会講演予稿集昭9U　63年度春季大会，（1988）190．

　　早川雅彦，水谷　仁：原始太陽系星雲中での惑星の成長，地震学会講演予稿集昭和63年

度春季大会，（1988）191．

　　川ヒ紳一，荒川政彦，金折祐r・－1，加藤　学，藤原　顕，高木靖彦，水谷　仁：球および

フォボス楕円体の衝突破壊実験火星の衛星の起源，進化，地震学会講演ア稿集日！l和63年度

秋季大会，（1988）151．

　　山田功夫，出原　理，増田孝治，水谷　仁：岩石の破壊に伴う電磁気的現象の発生メカ

ニズム，地震学会講演r稿集昭和63年度秋季大会，（1988）238．

　　米田　明，藤村彰た，沢本　紘，熊沢峰夫：NlgAl204スピネルの弾性の圧ノJ依存性，地

震学会，昭和63年度春季大会，（1988，’4）．

　　米田　明，藤村彰夫，沢本　紘，熊沢峰夫：ハルスエコーオーバーラッフ法における弾

性波速度の補正法，第29［「！1高圧討論会，（1988．’11）．

　　米田　明，藤村彰た，沢本　紘，熊沢峰ノぐ：NlgAl204スヒネルの弾性の圧ノ」依存性，第

291口11窃H三言寸言1命∫こ，　（1888　11）．

　　藤村彰夫，占本宗充，高木靖彦，水谷　仁：岩石断面のフラクタルと小天体表層の地形・

構造，第192回地質調査所研究会発表会，（1988〆9）．

　　H．Azuma，　N．　Fujii　and　M．　Miyam〔〕t〔〕：Visible　and　near　infrared　refl（｝ctance　spectra

for　natural　olivine，　orthopyroxene，　and　clinopyroxene　miner’als，　Mem．　Grad．　School　Sci．

Techllo1．，　Kobe　Univ．，7－A，・4　7－58，1988．

　　H．Azuma　and　N．　Fujii：Hull　quotient　analysis　of　reflectance　spectra　for　olivine，

orthc）pyroxene，　and　clinopyroxene　minerals，　Mem．　Grad．　Schoc）l　Sci．　TGchnoL，　Kobe

Univ．，7－A，59－68，1988．

　　H．Azuma　and　N．　Fujii：Grain　size　effe（・ts　on　spectral　reflectance　of　O1，0px　and

Cpx　minerals．一一Applied　to　the　Hu11　quotient　method．（Abst．），Lunar　planet．　Sci．　Conf．，

XX，1989，

　　T．Nakano　and　N．　Fujii：Melt　network　and　critical　fraction　in　a　parttially　molten

rock，　Proc．　Kagoshi，　a　Internat1．　C（．）ng．83－86，1988．

　　T．Nakano　and　N．　Fujii：The　multiphase　grain　contr・『）l　perc（）latiぐm．－Its　irrlplication

for　a　partially　molten　rock－，Jour．　Geophys．　Res．，94，　in　press，1989．

　　A．Tanaka　and　N．　Fujii：Geometrical　characteristics　of　the　diverging　plate　boun－

dary，　Mem．　Grad．　School　Sci．　Technol．，　Kobe　Univ．，7－A，69－84，1988．

　　A．Tanaka　and　N．Fujii：Adynamical　model　of　the　ridge－transform　fault　system，
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Mem．　Grad．　School　Sci．　Technol．，　Kobe　Univ．，7－A，85－104，1988．

　Y．Sato－Sorensen，　K．　Tukimura，澤本　紘：β一Mg2SiO4：Ahost　mineral　for　water　in

the　mantle？，地震学会講演予稿集，　No．1．（1988／4）170．

　米田　明，藤村彰夫，澤本　紘，熊沢峰夫：MgAl204スピネルの弾性の圧力依存性，地

震学会講演予稿集，No．1．（1988／4）182．

　入船徹夫，須崎純一，八木健彦，澤本　紘：Diopside（MgCasi206）の25　GPaまでの

相変化，地震学会講演予稿集，No．2．（1988／9）20＆

　田中　智，赤松　直，橋爪秀夫，新楽浩一郎，澤本　紘：放射光を用いた高圧X線実験

によるスピネル型Mg　2sio4の高温圧縮特性，地震学会講演予稿集，　No．2．（1988／9）212．

　橋爪秀夫，澤本　紘，加藤　学，熊沢峰夫：高温高圧下でのFe　2SiO4－FeSiO3系における

固相液相間のNi2＋，　Mg　2＋，　Co　2＋，　Mn　2＋の分配実験，地震学会講演予稿集，　No．2．（1988／

9）213．

　松原理江，澤本　紘：超高圧高温下における（Mg，　Fe）Sio3ガーネットの正方晶一立

方晶相転移，第29回高圧討論会講演要旨集，（1988／11）308－309．

　澤本　紘，田中　智，松原理江：Beta－（Mg，　Fe）2SiO4：配位子場の歪，結晶場安定化エ

ネルギー及び陽イオン分布について，第29回高圧討論会講演予稿集，（1988／11）310－311．

　米田　明，藤村彰夫，澤本　紘，熊沢峰夫：パルスエコーオーバラップ法における弾性

波速度の補正法，第29回高圧討論会講演予稿集，（1988／11）318－－319．

　田中　智，赤松　直，新楽浩一郎，澤本　紘，亀卦川卓美：放射光を用いた高圧X線回

折実験による変型スピネル型Mg2SiO4の圧縮率の精密測定（II），第29回高圧討論会講演

予稿集，（1988／11）322－323．

　小池　真，小川利紘，鈴木勝久：EXOS－C　BUVの成層圏オゾン観測にみられる測定器

感度の経年変化，地球電磁気・地球惑星圏学会，第84回講演会（1988／10）．

共通基礎研究系

　F．Koike：Theory　of　slow－atom　collisions　involving　a　transition　between　tihe　stru－

cture　levels，　The　international　seminar　on　atomic　and　wdecalar　phystcs－The　second

china－Japan　joint　seminar．

　恩田邦蔵，岩井正博，和田尚志：原子衝突による高い振動励起分子の振動状態遷移，日

本物理学会，1989年春年会．

　山口知子：二電子移行による高励起状態（n1　n’1’，　n’＞n）の成立ll，日本物理学会，1989

年春年会．

　崎本一博：リドベルグ状態にある水素分子のシュタルク効果，日本物理学会，1989年春

年会．

　市村　淳：三体散乱における二重散乱発散の除去，日本物理学会，1989年春年会．

　市川行和，崎本一博，中崎　忍：電子・イオン衝突における微分断面積：Lassettreの定

理は成り立たない？，日本物理学会，1988年秋分科会．

　山口知子：二電子移行による高励起状態（nln’1’，　n’＞n）の生成，日本物理学会，1988

年秋分科会．

220

This document is provided by JAXA.



　　高木秀一：解離性再結合，結合性イオン化における振動1・1転構造，日本物理学会，1988

鐸…禾火分・禾斗会．

　　吉野益弘，早石達司，市川行禾1］，他Sm，　Eu，　Ybの光多重電離，日本物理学会，1988

年秋分科会．

　　渡部敏雄，石片弘之，田中靖人，脇谷義，鈴木　洋，小池文博　Auger電子放出にお

けるPCI効果，日本物理学会，1988年秋分科会．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　システム研究系

　　　R．AKiba：Fundamental　Aspects　of　an　Aerospaceplane，　Pr（）c．　of　the　16th　ISTS，　vol．

　H　　（1988）　1521．

　　S．Fukuzawa：Hardware　Sirnulation　of　Retrieving　a　Target　by　Space　Manipulator　in

O－Gravity　Environment，　Proc．　of　the　16th　ISTS．　vol．　II（1988）2571．

　　　秋葉錬二郎，川口淳一一郎，福沢修一一郎：t．j’i宙川マニピュレータによる補足動作のシミュ

レータ，第32回宇宙科学技術1童合講演会講演集，（1988）254．

　　水谷　仁，高野雅弘，河島信樹，Lh田功夫：ヘネトレータによる月探査計画，第32【Ill宇

宙科学技術連合、1謝1謎会講演集，（1988）258．

　　高野雅弘，山本洋一，池田博英：固体ロケットモータのスロート・グラファイトエロー

ジョン特性，第32回宇宙科学技術連合講演会講演集，（1988）802．

　　高野雅弘，真野　毅，鈴木　茂，加藤一成：超小型モータ川高A1燃焼効率推進薬の開

発と実川化，第32回宇宙科学技術連合講演会講演集，（1988）804．

　　高野雅弘，小野田淳次郎，反野晴仁，並木文春：［学試験探査機MUSES－A打ヒげ用

キックモータKM－Mの開発経緯，第321ill宇宙科学技術連合講演会講演集，（1988）806．

　　川口淳一郎，他：有翼飛翔体再突入実験機制御系の設計，物理的シミュレーションにつ

いて，第5回「宇宙航空の誘導制御シンホジウム」，講演会講演集．

　　川日淳…郎，他：衛星回収を目的とした宇宙用マニピュレータの制御，第32回宇宙科学

技術連合講演会，講演集．

　　Y．Inatani．　M．　Hinada　and　etc：Prelrninary　Flight　Test　for　Reentry　Flight　of　Win－

ged　Space　Vehicle　by　Rockoon，　Prpc．　of　16th　ISTS　Vol．　H　（1988）1897．

　　M．Hinada．1．　Nakatani　and　ete：Dynamics　of　Spinning　Spacecraft　With　Flexible

Radial　Wire　Antennas，　Rroc．　of　16th　ISTS　Vol．1（1988）1613．

　　陳翰森，大島耕一，雛田元紀：円管内粘性振動流の数値的解析，第二回数値流体力学シ

ンポジュム講演論文集，（1988）571．

　　II．　L．　Chen，　K．　Oshima　and　M，　Hinada：Numerical　analysis　of　thermocapillary　and

evaporating　flow　at　Iow　Bond　number，　Pr（⊃c．　of　the　symposium　on　mechanics　for　space

flight－1988，　ISAS　report　SP9．

　　K．Oshima，　H－1、．　Chen　and　N．　Izutsu：Evaporative　Heat　Transfer　under　Micro－Gra－

vity　Environment，　A　paper　presented　at　International　Symposium　on　Phase　Change

Heat　Transfer，　at　Chongqing　on　May　20－23，1988，　Proceedings　published．

　　KOshima：Some　Remarks　on　the　Kutta　Condition，　a　Iecture　presented　at　Maurice
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Holt　Memorial　Symposium，　held　at　Wil－liamsburg　on　June　26，1988，　Proceedings　will

be　published．

　　K．Oshima，　N．　Izutsu　and　Y。：Oshima：Three－Dimenional　Interaction　of　Vortices，

presented　at　l　l　th　International　Conference　on　Numerical　Methods　in　Fluid　Dynamics，

held　at　Williamsburg　on　June　27－July　1，1988，　Proceedings　will　be　published．

　　R．Iwatsu，　T．　Kawamura　and　K．　Kuwahara：Simulation　of　Transition　to　Turbulence

in　a　Cuvic　Cavity，　AIAA　Paper　89－0040，（1989）．

　　K．Tsuboi，　T．　Tamura　and　K．　Kuwahara：Numerical　Study　for　Vortex　Induced　Vi－

bration　of　a　Circular　Cylinder　in　High－Reynolds－Numner　Flow，　AIAA　Paper　89－0294，

（1988）．

　　T．Yamagami　and　H．　Suzuki　et　al：Auroral　X－Ray　Images　observed　by　B　15－3　Bal－

100n　over　Syowa　Station，　Antarctica，　Proc．　Nipr　Symp．　Upper　Atmos．　Phys．，　No．1，

（1988）46－55．

　　J．Nishimura，　T．　Yamagami，　M．　namiki　and　S．　Ohta　et　a1：Auroral　X－Ray　Image

Forming　using　Three　Directional　Nal（TI）Telescopes　at　Balloon　Altitude，　Proc．　Nipr

Symp．　Upper　Atmos．　Phys．，　No．1，（1988）56－64．

　　T．Murakami，　M．　Fujii，　K．　Hayashida，　M．　Itoh，　J．　Nishimura，　T．　Yamagami，　J．　P．

Conner，　W．　D。　Evans，　E．　E．　Fenimore，　R．　W．　Klebesade1，　A．　Yoshida，　L　Kondo　and　N．

Kawai：Evidence　for　Cyclotron　Absorption　from　Spectral　Features　in　Gamma－Ray

Bursts　seen　with　GINGA，　Nature，　Vol．335，　No．6187，（1988）234－235．

　　　J．Nishimura，　H．　Akiyama，　S．　Ohta，　M．　Fujii，　T．　Yamagami，　Y．　Okabe，　Y．

Matsuzaka，　M．　Yamanaka，　H．　Hirosawa，　M．　Namiki，　and　N．　Yajima：Transoceanic

Flights　between　Japan　and　China．　Proc．16th　ISTS，　Sapporo，（1988）1949－1954．

　　　M．Fujii，　Y，　Koma，　Y．　Okabe，　M．　Namiki，　J．　Nishimura　and　K．　Matsushima：Use

of　a　Gliding　Prachute　for　the　Recovery　of　Balloon　Payloads，　Proc．16th　ISTS，　Sapporo，

（1988）　1943－1947．

　　　J．Nishimura，　H．　Hirosawa，　S．　Ohta，　T．　Yamagami，　M．　Fujii，　H．　Akiyama，　M．

Namiki，　Y．　Matsuzaka，　Y．　Okabe，　S．　Takanari，　T．　Oguchi，　S．　Kaneda　and　N．　Ohya：

Balloon　Tracking　and　Receiving　Facilities　for　Long－Duration　and　Long－Distance　Ob－

servations，　Proc．16th　ISTS，　SapPoro，（1988）1937－1941．

　　　S．Ohta，　T．　Yamagami，　J．　Nishimura　and　H．　Hirosawa：ARGOS　System　Used　for

Balloon　Observations，　Proc．16th　ISTS，　Sapporo，（1988）1927－1931．

　　　H．Akiyama，　J．　Nishimura，　N．　Yajima，　Y．　Okabe，　Y．　Matsuzaka，　M・Fujii，　T・

Yamagami，　M．　Namiki，　S．　Takanari，　S．　Ohta，　H．　Hirosawa　and　S．　Saraspriya：An　In－

provement　of　the　Static　Launch　Method，　Proc．16th　ISTS，　Sapporo，（1988）1903－1907．

　　　N．Yajima，　J．　Nishimura，　S．　Ohta，Y．　Hashimoto　and　J．　Kawaguchi：Side－Jet　Con－

trol　for　a　Large　Balloon　Payload　Proc．16th　ISTS，　Sapporo，（1988）1909－1914．

　　　H．Kurokawa　and　N．　Yajima：AStudy　of　CMG　System－for　Selection　and　Evalua－

tion．　Proc．16th　ISTS，　SapPoro，（1988）1243－1249．
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　　T．Fukuda，　F．　Arai，　H．　Hosogai　and　N．　Yajima：Bending。Torsion　Coupled　Vibra－

tions　Control　Proc．16th　ISTS，　Sapporo，（1988）565－570．

　　E．E．　fenimore，　J．　P．　Conner，　R．　L　Epstein，　R．W．　Klebesadel，　J．G．　Laros，　A．　Yoshida，

M．Fujii，　K．　Hayashida，　M．　Itoh，　T．　Murakami，　J．　NIshimura，　T．　Yamagami，1．　Kondo

and　N・K・w・i・1・terpret・ti・n・f　M・ltipl・Ab…pti・n　F・atures　in　a　G・mma－R。y　Burst

Spectrum，　Ap．　J．，335（1988）L71．

　　S・K・mag・i・M・It・h・T・Shig・y・m・・K・N・m・t・and　J．　Ni・him・・a・H・・d　X－。ay、

and　Gamma－rays　from　SN　1987　A　and　mixing　of　the　Supernova　Ejecta，　Astr．　Ap．，197

（1988）L7．

　K．Kinoshita，　M　Fujii，　N．　Nakajima，　P．　B．　Price　and　S．　Tasaka：Search　for　Highly

I・ni・i・g　P・・ti・1・・in　e＋e－Annihil・ti・n　at、贋一50－52　G・v，　Phy・．　R，v．　L，tter、，60

（1988）1610．

　上杉邦憲，富田浩朗，唐津信弘，河波静男，草野豊昭：超塑性成形法による最適肉厚燃

料タンクの開発，溶接学会講演集，（1988／7）．

　上杉邦憲，富田浩朗，泉　順，蔦谷博之，安武昭典，柴野秀孝：イリジウム担持アルミ

ナ系触媒による液体ヒドラジンの接触分解反応機構の評価，触媒討論会予稿集，（1988／9）．

　上杉邦憲：MUSES－Aミッション，第32回宇宙科学技術連合講演会講演集，（1988／10）

264－265．

　上杉邦憲：SOCCER計画（彗星コマサンプルリターンミッション），第32回宇宙科学技

術連合講演会講演集，（1988／10）262－263．

　小山孝一郎，清水幹夫，松尾弘毅，的川泰宣：日本における食量探査計画，第32回宇宙

科学技術連合講演会，（1988／10）．

　　　　　　　　　　　　　　　　　宇宙輸送研究系

　山口龍二，高松聖司，小野田淳次郎：展開トラス構造，第4回宇宙ステーション講演会

講演集，（1988／4），71－75．

　小野田淳次郎，渡邊直行：柔軟宇宙構造物の制御に関する若干の反常識，機械力学講演

会，（1988／8）．

　小野田淳次郎，渡邊直行：柔軟宇宙構造／制御系の最適設計と構造パラメタ感度，第32

回宇宙科学技術連合講演会講演集，（1988／10）340－341．

　富沢利夫，今沢茂夫，小野田淳次郎，渡辺直行：M－3S皿ロケットの音響環境の評価，第

32回宇宙科学技術連合講演会講演集，（1988／10）644－645．

　小野田淳次郎，白銀　博，長谷川　光：SFNの構造設計，第32回宇宙科学技術連合講演

会講演集，（1988／10）388－389．

　小野田淳次郎，渡邊直行，高梁純子，入門　寛，芝山有三，河合英典：SOI．AR－A太陽

電池パドルの構造について，第32回宇宙科学技術連合講演会講演集，（1988／10）638－639．

　小野田淳次郎，渡邊直行，高梁純子，松藤智佐子，入門　寛，芝山有三：SOLAR－A太

陽電池パドル構造の解析，第32回宇宙科学技術連合講演会講演集，（1988／10）640－641．

　小野田淳次郎，渡邊直行，留目一英，友谷　茂：MNSES－A　BATパネルの防振，第32
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回宇宙科学技術連合講演会講演集，（1988／10）642－643．

　高松聖司，小野田淳次郎：リジッドパネルを有する展開構造物，第32回宇宙科学技術連

合講演会講演集，（1988／10）86－87．

　小野田淳次郎，渡邊直行，石倉精三：FWによるグリッド構造接手の試作・試験，第32

回宇宙科学技術連合講演会講演集，（1988／10）382－383．

　安部隆士：惑星大気を利用した宇宙船軌道制御の空気力学，26回飛行機シンポジウム，

（1988／10）．

　安部隆士，佐藤俊逸：パルス型レーザー推進機の実験的研究，20回流体力学講演会，

（1988／11）．

　徐　大全，本間弘樹，安部隆士：気体論モデルによる非定常衝撃波の数値解析，20回流

体力学講演会，（1988／11）．

　嶋田　徹，安部隆士：一搬曲線座標系を用いた希薄気流のモンテカルロ直接シミュレー

ション，2回数値流体力学シンポジウム，（1988／12）．

　徐　大全，本間弘樹，安部隆士：気体論モデルによる二次元衝撃波問題の数値解析，2

回数値流体力学シンポジウム，（1988／12）．

　安部隆士，雛曳勝之，雛田元紀：有翼飛翔体の低速空力特性，回収型宇宙飛行体の低速

空気力学シンポジウム，（1989／2）．
　K．S。、uki，　T．1、hih。，a，　K．　K・b・t・，　K．　S・t・，　T．　Tanik・t・u　and　K・K・・a・hima・Ma・h

N。mb，r　Eflect、。n　High－Alph・Aer・dynamic　ch・・a・teri・tics・f・N・se－Cyli・der　with

Vavious　Nose　Shapes，　ISTS　Proceedings，（1988）．

　辛島桂一，佐藤　清：平板の極超音速空力加熱に関する実験，第20回流体力学講演会講

演集，（1988）．

　辛島桂一，佐藤　清：宇宙飛行体とブースタロケットとの空力干渉，回収型宇宙飛行体

の低速空気力学シンポジウム，（1989／1）．

　松島紀佐，高梨　進，藤井孝蔵：有翼飛翔体回りの流れの空力シミュレーション，日本

航空宇宙学会第19期年会講演会，日本航空宇宙学会，（1988／4）．

　藤井孝蔵：解強制置換法を利用した解の局所精度向上，日本航空宇宙学会第19期年会講

演会，日本航空宇宙学会，（1988／4）．

　　藤井孝蔵：数値流体力学：最近の成果と動向，日本航空宇宙学会第19期年会講演会，日

本航空宇宙学会，（1988／4）．

　　松島紀佐，藤井孝蔵，高梨　進：有翼飛翔体の空力シミュレーション（その2），第6回

航空機計算空気力学シンポジウム，（1988／6）．

　　藤井孝蔵，松島紀佐，高梨　進：風上差分と粘性流数値計算，第6回航空機計算空気力

学シンポジウム，（1988／6）

　　藤井孝蔵：飛翔体空力への数値計算によるアプローチ，第26回飛行機シンポジウム，日

本航空宇宙学会，（1988／10）．

　　David　Yeh，藤井孝蔵：デルタ翼上の流れ場に与える前縁吹き出しの効果（1．スパン方

向吹き出し），第20回流体力学講演会。日本航空宇宙学会，（1988／11）．

　　松島紀佐，藤井孝蔵，高梨　進：有翼飛翔体まわりの超音速流れの数値計算による考察，
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第2回数値流体力学流体力学シンポジウム，H本fi木，航空宇宙，流体ノ」学会，（1988／12）．

　堀内　良：宇宙開発と材料科学，日本鉄鋼協会，白石記念講座，（1988／6）．

　白砂洋志夫，野末　章，大久保忠恒，栗林一彦，堀内　良，石本誠1：15　－3　－3－3　チ

タン合金の接接部の高靱性化，日本鉄鋼協会、講演論文集，（1988／11）1366．

　佐藤英一，栗林一彦，堀内　良：Al　33％Cu合金の超塑性変形ti］の粒成長に対するCr

添加の影響，日本金属学会講演概要，（1988／3）33．

　佐藤英一，栗林一彦，堀内　良：超塑性変形における変形の安定性H（ネックの形状の

変化），日本金属学会講演概要，（1988／3）34．

　佐藤英一，栗林一彦，堀内　良：A133％Cu合金の超塑性変形におけるネックの成長挙

動，日本金属学会講演概要，（1988　！11）535．

　新谷紀雄，京野純郎，堀内　良：クリーフ破壊を決めるもの一粒界ボイドの成長とその

拘束，日本金属学会講演概要，（19．　88　・・11）132．

　占知政勝，海老原菜奈，横田力男：高強度・高弾性率ホリイミドフィルム・ピロナリッ

ト系ホリイミドの化学環化と熱環化，高分チ学会f’稿集，37｛4），（1988）1056．

　長谷川匡俊，占知政勝，横田力男：芳香環化を含む高分fの凝集構造と発光スペクトル

（VI）芳香族ポリイミドとそのモデル化合物，高分壬学会f稿集，37〔4），（1988）996．

　横田力男，堀内　良，高橋千賀子，占知政勝：高強度・高弾性率ホリイミド分子複合材

料GV）ピロナリットイミド環の導入，高分f一学会予稿集，37（4），（1988）1057．

　横田力男，占知政勝，　ヨ月　達：高強度・高弾性卑くホリイミド共重合体の力学的性質，高

分∫学会予稿集，37｛41，（1988）1059．

　横田ノJ男：耐熱性高分fおよび複合材料と熱分析，第16回熱測定講習会，熱測定学会，

（1988／7）．

　横田力男，堀内　良，占知政勝：高強度・高弾性率ホリイミド分f一複合材料（V）分子複

合と共重合，高分子学会y稿集，37c9），（1988）2984．

　長谷川匡俊，占知政勝，横川力男：芳香環を含む高分」乙の凝集構造と発光スヘクトル（、皿）

ホリィミド　ホリィミドフレンド系の相溶性と発光スヘクトル，高分」乙学会｝稿集，37（9），

（1988）　3014．

　横田力男：ホリイミドを中心とした分r一複合材料，高分」乙可能性講i座，高分」乙学会，（1988

’12）　60　　65．

　　　　　　　　　　　　　　　　宇宙推進研究系

　加藤武，岩間彬：フラズマジェットによる推進薬の着火，L業火薬秋季研究発表講演

会，（1988）45－46．

　堀恵一・，福田孝明，岩間彬：HTPBブリホリマーの表面自由エネルギーにおよぼす

添加材の影響（D，L業火薬秋季研究発表講演会，（1988／10）53　一　54．

　曽田知広，町田秀樹，清1k治昭，福田孝明，岩間　彬：NP（Non　Pollution）推進薬の

燃焼特性，［1業火薬協会昭和63年度年会，（19885）31－32．

　岩間　彬：加圧酸素雰囲気におけるグラファイト薄板Lの垂直火災伝播，第26回燃焼シ

ンポジウム，（198811）245－247．
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　栗木恭一：スペースフライヤSFu，第7回宇宙科学，講演と映画の会，（1988／5）．

　大塚健功，上松和夫，山本武美，栗木恭一：分割陽極型MPDアークジェットの放電室

形状と作動特性，第32回宇宙科学技術連合講演会講演集，（1988／10）478－479．

　上松和夫，山口裕美，大塚健功，栗木恭一：分割陰極MPDアークジェット，第32回宇

宙科学技術連合講演会講演集，（1988／10）480－481．

　都木恭一郎，清水幸夫，栗木恭一：1kW級MPDスラスタシステム試験，第32回宇宙

科学技術連合講演会講演集，（1988／10）468－469．

　中山隆幸，山田哲哉，都木恭一郎，栗木恭一lMPD流れ場のプラズマ特性，第32回宇

宙科学技術連合講演会講演集，（1988／10）470－471．

　栗木恭一，都木恭一郎，清水幸夫，真子雅太，森本進治，鈴木　寛，上松和夫：SFU搭

載用MPDスラスタおよび推薬供給系のEM開発について，第32回宇宙科学技術連合講演

会講演集，（1988／10）496　一　497．

　國井喜則，角田昌人，佐々木久昇，岡村敏男，原田　洋，伊地智幸一，清水幸夫，都木

恭一郎：SFU搭載用電気推進実験（EPEX）の電力部エンジニアリングモデルの設計検討，

第32回宇宙科学技術連合講演会講演集，（1988／10）498－499．

　角田昌人，國井喜則，佐々木久昇，岡村敏男，原田　洋，伊地智幸一，清水幸夫，都木

恭一郎：SFU搭載用電気推進実験（EPEX）の制御部エンジニアリングモデルの設計検討，

第32回宇宙科学技術連合講演会講演集，（1988／10）500－501．

　石井雅博，伊東正皓，都木恭一郎，栗木恭一：アークジェットを利用した原子酸素風洞，

第32回宇宙科学技術連合講演会講演集，（1988／10）128－129．

　國中　均，高橋慶治，名取通弘，後川昭雄，栗木恭一：SFUを用いた高電圧ソーラーア

レイ実験，第32回宇宙科学技術連合講演会講演集，（1988／10）660－661．

　佐鳥　新，堀内康男，國中　均，栗木恭一：マイクロ波放電を使ったプラズマ源の特性，

第32回宇宙科学技術連合講演会講演集，（1988／10）764－765．

　野崎幸重，國中　均，栗木恭一：形状を考慮した高電圧ソーラーアレイと電離層プラズ

マとの干渉について，第32回宇宙科学技術連合講演会講演集，（1988／10）132－133．

　栗木恭一：月基地模擬施設，第4回有人宇宙技術シンポジウム，（1989／1）．

宇宙探査工学研究系

　三浦公亮：地上の構造・宇宙の構造，日本航空宇宙学会第19期年会講演会講演集，（1988

／4）　11－20．

　松永三郎，名取通弘，三浦公亮：ヘリカルラチスビームの実験と解析，第30回構造強度

に関する講演会講演集，（1988／7）194　－197．

　宮崎康行，三浦公亮：テンショントラスアンテナの鏡面形成に関する研究，第30回構造

強度に関する講演会講演集，（1988／7）242－245．

　三浦公亮：展開構造から知的構造へ，日本機械学会第951回講演会，「力と知のダイナ

ミック」，（1988／8）．

　三浦公亮：宇宙で行う理工学実験一宇宙に構造物を造る一，第8回宇宙ステーション利

用計画ワークショップ予稿集，（1988／9）．

226

This document is provided by JAXA.



　一三浦公亮：スヘースVLBIのアンテナ設計研究，　VSOPによるスヘースVLBI－1989研究

∫こ，　（1989！3）．

　　名取通弘：知的適応構造物の概念，第14回造船学会夏期講1巫「新しい造船学」，Sept．

1988，　47－63．

　金r一久，大西　晃，材　友直：1笥分J’一フイルムによる熱制御材料の設計q），第32回宇

宙科学技術連合講1輩這会，（1988「10）522．

　河合・靖，齋藤宏文：円型自由電fレーザの集団的不安定性，日本物理学会講演，（1988

10）　6a－D6－－5．

　齋藤宏文：自lil電f’レーザによる宇1宙エネルギー伝達，1自由這fレーザの応用」シンホ

シウム，（1989／1）電通大．

　水野貴秀，内藤儀彦，齋藤宏文，関目　忠：円型自由電fレーザにおける回転電子ビー

ムの単一粒r運動解析，電気学会プラズマ研究会，（1989・2）EP　89－2．

　太川宏志，川合　靖，彩元　昭，齋藤宏文，堤井信力：円型自由電st一レーザ用電子ビー

ム源の開発，電気学会フラズマ研究会，（1989，2）EP－89－3．

　粛藤宏文，川合　靖，水野貴秀，太田宏志，堤丹・信力：長ハルスの円型自由電fレーザ

の実験　日本物理学会講演，（1989，3）29pTF－5．

　粛藤宏文，川合　靖：ii］型自由電ltレーザのモード結合理論，日本物理学会講演，（1989

3）29pTF　2．

　ジョンワイスバーク，二宮敬虚，井ヒ正た：磁気軸受モーメンタムホイールを用いた慣

↑生白勺姿勢1夫1＞i三7去，　SICE’88，　（1988’8）　719－722．

　　端敬虜・中谷一郎∵」繍・ボティクスの開発　幾略第51哨蒲利用シンポジウム，

（1988／7）　152　　157。

　二宮敬度，広川英治，奥村英輔，岡本”i彦，津野克彦：GEOTAIL搭載スタースキャナ

EM，第32回宇宙科’㌃1∫：技術連合講演会，（198810）114－115．

　　二宮敬虚，小川原嘉明，広川英治，岡本：彦，津野克彦，赤羽　聡，亀田芳彦：SOI、AR

A搭載超高精度太陽センサ，第32【ti1宇宙科学連合、；謝寅会，（1988　・’　10）116117．

　　二宮敬喫，広川英治，F葉陵一一，野ロー秀：MUSES　一　Aオフティカルナビゲーションセ

ンサ，第32【口「j｛宙科学技術連合講演会，（1988ユ0）118119．

　　1宮敬度，中谷一一郎，川口淳一郎，播磨浩・：衛星回収を目的とした宇宙用マニピュレー

タの制御，第32回宇宙科学技1’r・i連合講演会，（198810）250－251．

　　二宮敬度，中谷一郎，東　辰輔：タンブリング衛星の自律回収に必要な視覚情報処理，第

32【【】1’」｛111不こ；”“’／支争断∫車合・i講1寅≦こ，　（1988，10）　252－253．

　　二宮敬虚，広川英治，前田　健，北出賢1，嘉噴文男，河野広毅：SOLAR－Aの初期姿

勢捕捉制御，第3211】1宇宙科学技術連合講演会，（1988／10）440－441．

　二宮敬度，広川英治，前田　健，北出賢1，‘1種文男，河野広毅，斉藤徹：SOLAR－A

のCMG制御系の試験，第32回宇宙科”y：技術連合講演会，（198810）442－443．

　一コJ宮敬虚，松尾弘毅，宋　江東：4スキューホイールによるバイアス安定化衛星の高速初

期姿勢変更，第32回宇宙科学技術連合講演会，（1988’10）452－453．

　雛川元紀，二宮敬虚，中谷一一郎，岡本俊夫，村中　昇，卯尾匡史，小倉直人：液体燃料
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と柔軟ワイヤアンテナを有するスピン衛星の姿勢安定性，第32回宇宙科学技術連合講演会，

（1988／10）　454－455．

　宋江東，二宮敬度，松尾弘毅，前田健，嘉重文男，卯尾匡史：バイアス式マルチホ

イールを用いた天文衛星の新しい姿勢制御方式，第5回宇宙航空の誘導制御シンポジウム，

（1988／11）　129－134．

　二宮敬度，中谷一郎，東　辰輔：タンブリング衛星の自律的捕捉回収，第2回宇宙用人

工知能／ロボット／オートメーションシンポジウム，（1988／11）47－50．

　二宮敬度，中谷一郎，川口淳一郎，下地治彦，井上正夫，土屋和雄：回収実験用シュミ

レータ装置の開発，第2回宇宙用人工知能／ロボット／オートメーションシンポジウム，（1988

／11）　103－106．

　中谷一郎：宇宙ロボットの展開一無人宇宙基地の提案一，第4回宇宙基地講演会，（1988

／4）．

　二宮敬度，中谷一郎：宇宙ロボティスクの開発戦略一SFUによる実験計画一，第5回宇

宙利用シンポジウム，（1988／7）．

　二宮敬度，中谷一郎，東　辰輔：タンブリング衛星の自律的捕捉回収，第2回宇宙用人

工知能／ロボット／オートメーションシンポジウム，（1988／9）．

　二宮敬度，中谷一郎，川口淳一郎，他：宇宙用マニピュレータシステムの動力学と制御，

計測自動制御学会，ロボティスク・自動化システムシンポジウム，（1988／9）．

　二宮敬度，中谷一郎，東　辰輔：タンブリング衛星の自律回収に必要な視覚情報処理，

第32回宇宙科学技術連合講演会，（1988／10）．

　中谷一郎：宇宙ロボット用6自由度モーションシミュレータ，第32回宇宙科学技術連合

講演会，（1888／10）．

　二宮敬度，中谷一郎，播磨浩一：衛星回収を目的とした宇宙用マニピュレータの制御，

第32回宇宙科学技術連合講演会，（1988／10）．

　山田隆弘：Set　Partitioningに基づいた誤り訂正符号の構成法，第11回情報理論とその

応用シンポジウム，（1988／12）．

　岩下　建，村上正秀：He　ll中の熱衝撃波の数値シミュレーション，第2回数値流体力学

シンポジウム論文集，（1988）437．

　山崎暢也，村上正秀：画像処理を用いた径方向粘性フィンガリング不安定現象の研究，

流体力学講演会講演集，（1988）11＆

　村上正秀，藤井源四郎，京谷　誠：IRTSのクライオシステムの設計，宇宙科学技術連合

講演会講演集，（1988）142．

　村上正秀，山崎　力，仲井浩孝：LDVを用いた熱カウンター流ジェットの測定，低温工

学会春季講演会，（1988）187．

　村上正秀，花田磨砂也：HeH中での巨視的渦輪の並進移動特性，低温工学会春季講演会，

（1988）　187．

　中納暁洋，村上正秀：羽生哲也：ファウンテンポンプ用ポーラスエレメント内の流れ，低

温工学会秋期講演会，（1988）136．
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　　　　　　　　　　　　　　　　衛星応用工学研究系

　　　入間　寛，名取通弘，後川昭雄，高橋慶治：SFU太陽電池パドルの開発，第32回宇宙科

　学技術連合講演会論文集，2C10，（88／10）348－349．

　　　國中　均，高橋慶治，名取通弘，後川昭雄：SFUを用いた高電圧ソーラアレイ実験，第

　32回宇宙科学技術連合講演会論文集，3D8，（88／10）660－661．

　　　金　泰弘，大西一功，後川昭雄：MNOSメモリ特性の窒化膜作成条件依存性，第49回

　応用物理学会学術講演会，（88／11）．

　　　金泰弘，大西功一，後川昭雄：熱及び光CVDによる窒化膜を有するMNOSメモリ特

　性，第36回応用物理学関係連合講演会論文集，Vol．1，　pp．233．（89／3）．

　　　藁品正敏：太陽光宇宙発電，電気学会高効率太陽電池調査専門委員会，No．6－5，　pp．1－

　7，　（1989／1）．

　　　小林　理，松坂幸彦，高橋　弘，田辺正典，廣澤春任：針葉樹からのマイクロ波後方散

　乱の測定，電子情報通信学会技術報告，A・P88－58，（1988）9－15．

　　　廣澤春任：レーダ後方散乱波の偏波のもつ情報の追求，第32回宇宙科学技術連合講演会

　講演集，（1988）774－775．

　　　小林　理，松坂幸彦，高橋　弘，田辺正典，廣澤春任：針葉樹からのマイクロ波後方散

　乱のポラリメトリックな測定，計測自動制御学会，第14回リモートセンシングシンポジゥ

　ム講演集，（1988）41－44．

　　　山本善一，田村泰一，廣澤春任：深宇宙探査機「すいせい」の太陽オカルテーション観

　測におけるデータ解析，電子情報通信学会技術報告，A・P88－86，（1988）21－26．

　　　山本善一，鳥山　学，田村泰一，廣澤春任：深宇宙探査機「すいせい」のドップラーシ

　　ンチレーション・データの解析，電子情報通信学会春季全国大会論文集，（1989）2－171．

　　　田村泰一，山本善一，廣澤春任：深宇宙探査機「すいせい」の太陽掩蔽時におけるスペ

　　クトラルブロードニングデータの解析，電子情報通信学会春季全国大会論文集，（1989）2－

　172．

　　　平林　久：VSOPとその後，　VSOPによるスペースVLBI－1989研究会，（1989／3）．

　　　平林　久：VSOPをとりまく世界の情勢，　VSOPによるスペースVLBI－1989研究会，
＼
　　（1989／3）．

　　　平林　久：宇宙で作る超電波望遠鏡，日本ロケット協会，昭和63年度年次総会講演，

　　（1988／11）．

　　　平林　久，森本雅樹，井上　允，宮地竹史，御子柴廣，Gerald　Levy，他：15　GHz帯

　　TDRS衛星スペースVLBIの成功，1988年日本天文学会春季年会，（口頭発表）．

　　　森本雅樹，平林　久，井上　允，宮地竹史，御子柴廣，N．　Bartel，　V．　Dhawan：ミリ波

　　VLBIによる3C84の観測（0．1ミリ秒のイメージ），1988年日本天文学会春季年会，（口頭

　　発表）．

　　　井上　允，平林　久，森本雅樹，宮地竹史，御子柴廣，R．　Linfield，　G．　Levy，　J．

　　Ulvestad：スペースVLBIによる電波源輝度とビーミング，1988年日本天文学会春季年会，

　　（口頭発表）．
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　　武井健寿，仰木一孝，森本雅樹，宮地竹史，平林　久：水素メーザーの近傍雑音退治，

ミリ波VLBIのS／N改善に向けて，1988年日本天文学会秋季年会，（口頭発表）．

　　平林　久，森本雅樹，井上　允，宮地竹史，御子柴廣，西村敏充，山田隆弘，G．　Levy，

R．Linfield，　D．　Jauncey，他：2cm，13cm波TDRS衛星スペースVLBIの結果，1988年

日本天文学会秋季年会，（口頭発表）．

　井上　允，平林　久，森本雅樹，宮地竹史，御子柴廣：3mm波Global　VLBI観測の成

功，1988年日本天文学会秋季年会，（口頭発表）．

　宮地竹史，平林　久，御子柴廣，小島正宣，丸山一夫，石田善雄，藤本真克，松田　浩，

三好　真，待島誠範：高周波域（15GHz）でのパルサーの試験観測，1988年日本天文学会

秋季年会，（口頭発表）．

　御子柴廣，宮地竹史，平林　久：ミリ波VLBIでの時刻と周波数，天文学に関する技術

シンポジウム，（1988／8）．

　平林　久，森本雅樹，井上　允，宮地竹史，御子柴廣：15GHz　TDRS－OVLBI実験の成

功，1988年NROユーザーズミーティング，（1988／7）．

　平林　久：南極VLBIと電波天文観測，南極VLBIに関する小研究会，（1988／7）．

　小林康徳：大型宇宙船の熱制御法について，第25回日本伝熱シンポジウム講演論文集，

（1988／6）　142．

　小林康徳：将来型宇宙船の熱管理技術について，第25回日本伝熱シンポジウム講演論文

集，（1988／6）（展望）．

　小林康徳奥村　啓：二相流体ループシステムのモデル化について，第32回宇宙科学技

術連合講演会講演集，（1988／10）1E－11．

　大城直人，小林康徳：衝撃波背後の蒸気凝縮の実験，第20回流体力学講演会講演集，

（1988／11）　166．

　松英稔久，田中淳裕，小林康徳：不凝縮ガスを含むサーモサイフォン内の蒸気凝縮につ

いて，第20回流体力学講演会講演集，（1988／11）170．

　　　　　　　　　　　　　　　臼田宇宙空間観測所

　山本善一，廣澤春任，高野　忠，林　友直，西村敏充，河島信榿L小山孝一郎，佐々木

進，水野英一，山田三男：「すいせい」太陽オカルテーション時における宇宙電波伝搬実験，

電子情報通信学会アンテナ伝搬研究会，AP　87－121，（1988／2）．

　花山英治，高野　忠：大形展開アンテナモデルを用いた放射特性の検討，電子情報通信

学会，AP　88－147，　pp．41－46，（1989／2）．

　米原　聡，高野　忠：レーザー角度測定系の基礎検討，電子情報通信学会春期全国大会，

SB　2－3，　pp．2－631－2－632，　（1989）．

　井上浩三郎，高野　忠，斉藤　宏：太陽プラズマを貫通する通信回路の解析，電子情報

通信学会春期全国大会，B－170，　pp．2－170，（1989）．

　高野　忠，山本善一，水野英一，山田三男，廣澤春任：ボイジャー探査機／海王星実験に

用いる受信システム，電子情報通信学会春期全国大会，B－174，　pp．2－174，（1989）．
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　　　　　　　　　　　　　宇宙基地利用研究センター

　山下雅道，根本　廣，石上隆司，庄司恭敏，他：超酸化カリウム（KO2）を用いた宇宙

生物学実験用生命維持装置について，第32回宇宙科学技術連合講演会，（1988／10），東京．

　平本幸男，和泉明美，関口志摩：遠心顕微鏡を用いたタコノマクラ卵の観察と測定，日

本動物学会第5回大会，（1988／10），札幌．

　大矢真弓，最上善広，奥野　誠，山下雅道，馬場昭次：微小重力および過大重力下にお

けるゾウリムシの遊泳行動，宇宙生物科学，Vol．2Suppl，（1988／11），46。

　山下雅道：生命の原点をさぐる：宇宙生物科学，国際航空宇宙シンポジウム89名古屋，

（1989／2），　110．

　　　　　　　　　　　　　宇宙科学資料解析センター

　小原隆博，北山正信，向井利典，賀谷信幸，西田篤弘：EXOS－C衛星により観測された
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地球電磁気・地球惑星圏学会，第84回総会・講演会，（1988／10）．
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る電離圏磁気圏総合観測シンポジウム，第12回，（1989／1）．
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